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東海大学

東レ・カーボンマジック本社（滋賀県米原市）で展示されている
2011年型ソーラーカー「東海チャレンジャー」
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だいがくのたから

石
油
資
源
枯
渇
と
地
球
温
暖
化
の
懸
念
が
深
刻
化
す
る
中

で
、
電
気
自
動
車
に
必
要
と
さ
れ
る
先
端
技
術
開
発
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
１
９
９
１
年
に
東
海
大
学
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
当
時
、
こ
の
初
代

監
督
に
就
任
し
た
の
は
松
前
義
昭
工
学
部
助
教
授
（
現
在
は

総
長
・
理
事
長
）
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
に
１
号
車
を
開
発

し
、
１
９
９
３
年
に
は
２
号
車
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
３

千
キ
ロ
を
縦
断
す
る
ワ
ー
ル
ド
・
ソ
ー
ラ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
Ｗ
Ｓ
Ｃ
）
へ
の
出
場
を
果
た
し
た
。
　

２
０
０
６
年
に
文
部
科
学
省
の
現
代
Ｇ
Ｐ
採
択
を
受
け
、

大
学
に
よ
る
社
会
的
責
任
（
Ｕ
Ｓ
Ｒ
）
活
動
を
推
進
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
セ
ン

タ
ー
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
初
代
推
進
室
長
に
木
村
英
樹

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
監
督
（
現
在
は
学
長
）
が
着
任
し
た
。

そ
の
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、
学
生
チ
ー
ム
＋

研
究
チ
ー
ム
が
合
体
し
た
現
在
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
体

制
へ
変
貌
を
遂
げ
た
。
２
０
０
８
年
よ
り
、
パ
リ
・
ダ
カ
ー

ル
・
ラ
リ
ー
で
日
本
人
初
の
優
勝
者
と
な
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
篠
塚

建
次
郎
氏
を
迎
え
、
翌
２
０
０
９
年
に
は
シ
ャ
ー
プ
の
三
接
合

化
合
物
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
高
容
量

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
搭
載
し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
09
東

海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
、
Ｗ
Ｓ
Ｃ
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

２
０
１
１
年
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ⓡ
」と
東
レ
の
高
強
度
＆
高
弾
性
率
炭
素
繊
維
「
ト

レ
カ
Ⓡ
」
を
使
用
し
た
「
11
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
２
連

覇
を
達
成
し
た
。
そ
の
後
、
８
台
の
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

が
誕
生
し
た
。

こ
れ
ら
で
用
い
ら
れ
た
技
術
に
は
、
高
効
率
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
ー

や
衛
星
画
像
処
理
に
よ
る
日
射
量
推
定
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ

り
、
市
販
化
に
つ
な
が
っ
た
技
術
と
し
て
ト
ヨ
タ
・
プ
リ
ウ

ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
付
き
ル
ー
フ
や
、
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
の
環
境
技
術
を
集
約
し
た
「
Ｅ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ⓡ
」

な
ど
が
あ
る
。
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
内
だ
け
で
な
く
、
東
レ
・

カ
ー
ボ
ン
マ
ジ
ッ
ク
本
社
や
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
久
留
米
工
場
な

ど
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

世
界
一
と
な
っ
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ



Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

石
油
資
源
枯
渇
と
地
球
温
暖
化
の
懸
念
が
深
刻
化
す
る
中

で
、
電
気
自
動
車
に
必
要
と
さ
れ
る
先
端
技
術
開
発
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
１
９
９
１
年
に
東
海
大
学
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
当
時
、
こ
の
初
代

監
督
に
就
任
し
た
の
は
松
前
義
昭
工
学
部
助
教
授
（
現
在
は

総
長
・
理
事
長
）
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
に
１
号
車
を
開
発

し
、
１
９
９
３
年
に
は
２
号
車
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
３

千
キ
ロ
を
縦
断
す
る
ワ
ー
ル
ド
・
ソ
ー
ラ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
Ｗ
Ｓ
Ｃ
）
へ
の
出
場
を
果
た
し
た
。
　

２
０
０
６
年
に
文
部
科
学
省
の
現
代
Ｇ
Ｐ
採
択
を
受
け
、

大
学
に
よ
る
社
会
的
責
任
（
Ｕ
Ｓ
Ｒ
）
活
動
を
推
進
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
セ
ン

タ
ー
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
初
代
推
進
室
長
に
木
村
英
樹

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
監
督
（
現
在
は
学
長
）
が
着
任
し
た
。

そ
の
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、
学
生
チ
ー
ム
＋

研
究
チ
ー
ム
が
合
体
し
た
現
在
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
体

制
へ
変
貌
を
遂
げ
た
。
２
０
０
８
年
よ
り
、
パ
リ
・
ダ
カ
ー

ル
・
ラ
リ
ー
で
日
本
人
初
の
優
勝
者
と
な
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
篠
塚

建
次
郎
氏
を
迎
え
、
翌
２
０
０
９
年
に
は
シ
ャ
ー
プ
の
三
接
合

化
合
物
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
高
容
量

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
搭
載
し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
09
東

海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
、
Ｗ
Ｓ
Ｃ
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

２
０
１
１
年
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ⓡ
」と
東
レ
の
高
強
度
＆
高
弾
性
率
炭
素
繊
維
「
ト

レ
カ
Ⓡ
」
を
使
用
し
た
「
11
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
２
連

覇
を
達
成
し
た
。
そ
の
後
、
８
台
の
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

が
誕
生
し
た
。

こ
れ
ら
で
用
い
ら
れ
た
技
術
に
は
、
高
効
率
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
ー

や
衛
星
画
像
処
理
に
よ
る
日
射
量
推
定
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ

り
、
市
販
化
に
つ
な
が
っ
た
技
術
と
し
て
ト
ヨ
タ
・
プ
リ
ウ

ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
付
き
ル
ー
フ
や
、
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
の
環
境
技
術
を
集
約
し
た
「
Ｅ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ⓡ
」

な
ど
が
あ
る
。
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
内
だ
け
で
な
く
、
東
レ
・

カ
ー
ボ
ン
マ
ジ
ッ
ク
本
社
や
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
久
留
米
工
場
な

ど
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

世
界
一
と
な
っ
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
「
東
海
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ



	

だ
い
が
く
の
た
か
ら
　
東
海
大
学

	

大
学
点
描
　
中
央
大
学

	

巻
頭
言
　
行
動
す
る
知
性
。
　
河
合
久

10	

年
頭
所
感
　
私
立
大
学
の
今
後
の
使
命
―
過
去
４
年
半
を
振
り
返
っ
て
の
思
い
―
　
田
中
愛
治

12	

視
点
　
首	

都
圏
と
地
方
の
境
界
に
あ
る
小
規
模
大
学
の
取
り
組
み	

―
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
、変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
―
　
小
池
茂
子

―18	

座
談
会
　
生
成
Ａ
Ｉ
で
何
が
変
わ
る
か
？
―
事
務
室
の
日
常
か
ら
―

	

　
湯
澤
恵
介
／
坂
倉
康
平
／
武
田
享
也
／
喜
多
真
一
／（
司
会
）河
越
英
代

―34	

特
集
　
大
学
が
ま
ち
に
ひ
ら
く
―
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
広
が
る
関
係
性
―

36	

　
地	

域
と
と
も
に
未
来
を
共
創
す
る
大
学	

―
理
論・実
践・対
話
を
特
徴
と
す
る
Ｃｏ
Ｉ
Ｕ
の
挑
戦
―
　
今
永
典
秀

42	
　
地
域
の
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ
活
動
の
た
め
に
―
さ
い
た
ま
市
見
沼
区・大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
挑
戦
―
　
澤
田
英
行

50	

　
交	
わ
る
こ
と
で
、未
来
が
生
ま
れ
る	

―Spark	Base

が
つ
く
る
多
様
な
人
々
の
挑
戦
と
共
創
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
―
　
永
野
誠

56	

　
共
創
型
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
た
な
挑
戦
　
三
宅
雅
人

62	

　「
門
の
な
い
大
学
」
を
超
え
て「
ま
ち
と
融
合
し
た
大
学
」へ
　
北
野
寧
彦

70	

　
地	

域
連
携
教
育
の
新
展
開	

―
知
的
好
奇
心
が
伝
播
す
る
格
好
つ
け
な
い
愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育
―
　
太
田
幸
治

―78	

ず
い
そ
う
　「
自
由
の
学
び
舎
」
を
守
る
た
め
に
　
吉
村
和
真

―80	

小
特
集
　
大
学
ブ
ラ
ン
ド
に
寄
与
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
戦
略

82	

　
創
立
者
の
想
い
を
つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
―
ピ
ー
チ
く
ん
流
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
―
　
宮
越
美
紀
子

88	

　「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
　
長
谷
川
裕
晃

92	

　
大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
―
明
治
大
学・め
い
じ
ろ
う
の
事
例
―
　
野
見
山
智
道

98	

　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
誕
生
か
ら
20
年
―
同
志
社
女
子
大
学
の
顔
と
し
て
―
　
川
添
麻
衣
子

100	

　
つ
な
が
り
を
紡
ぐ
え
こ
ぴ
ょ
ん
―
学
生・教
職
員・社
会
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
―
　
南
雲
健
介

104	

　
応
援
団
長
ラ
イ
ナ
ン
く
ん
―
南
山
生
の
闘
志
に
火
を
つ
け
ろ
！
―
　
吉
田
敦

―108	

私
の
授
業
実
践
〜
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら
〜

	

　
も	

し
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が	

大
学
の
大
教
室
授
業
を
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
し
て
設
計
し
た
ら
　
菊
地
映
輝

112	

明
日
へ
の
試
み
　
日
本
女
子
大
学
食
科
学
部

	

　「
食
」
を
通
じ
て
人
々
の
健
康
とW

ell-Being

に
貢
献
　
中
島
啓

―

	

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ《
広
場
・
中
庭
編
》

118	

　
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
が
育
む
学
生
と
地
域
の〝
わ
〟―
学
生
生
活
と
地
域
交
流
の
場
―
　
菅
沼
隆
昭

120	

　
教
職
学
協
働
で
つ
く
る「
居
心
地
の
よ
い
」
大
学
　
森
田
学

122	

　
真
理
を
探
求
し
、と
も
に
学
び
を
深
め
る
空
間
　
春
田
和
恵

―124	

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー	

	

　
公	

立
大
学
法
人
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
大
学
院	

保
健
福
祉
学
研
究
科
研
究
科
長
、公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
　

	

　
　
鈴
木
志
保
子
さ
ん
に
聞
く
　（
聞
き
手
）外
川
智
恵

―134	

新
会
員
代
表
者
紹
介
　
豊
田
工
業
大
学

―135	

執
筆
者
・
出
席
者
の
ご
紹
介（
掲
載
順
）

137	

私
大
連
ニ
ュ
ー
ス	

138	

編
集
後
記

大学時報
University Current Review

2026.01／NO.426
CONTENTS

UU
nn

iivv
ee

rr
ssiittyy  CCuurrrreenntt  RR

ee
vv

iiee
ww

UU
nn

iivv
ee

rr
ssiittyy  CCuurrrreenntt  RR

ee
vv

iiee
ww

古代より中国で使用され、アラビア商人を経由して西
方に広まり、中世ヨーロッパの航海に革命をもたらし
た羅針盤。表紙デザインには、社会の変化が著しい現
代において、大学の“今”を映し出し、向かうべき未来
をはかる指針とならん、という思いを込めています。

	

だ
い
が
く
の
た
か
ら
　
東
海
大
学

	

大
学
点
描
　
中
央
大
学

	

巻
頭
言
　
行
動
す
る
知
性
。
　
河
合
久

10	

年
頭
所
感
　
私
立
大
学
の
今
後
の
使
命
―
過
去
４
年
半
を
振
り
返
っ
て
の
思
い
―
　
田
中
愛
治

12	

視
点
　
首	

都
圏
と
地
方
の
境
界
に
あ
る
小
規
模
大
学
の
取
り
組
み	

―
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
、変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
―
　
小
池
茂
子

―18	

座
談
会
　
生
成
Ａ
Ｉ
で
何
が
変
わ
る
か
？
―
事
務
室
の
日
常
か
ら
―

	

　
湯
澤
恵
介
／
坂
倉
康
平
／
武
田
享
也
／
喜
多
真
一
／（
司
会
）河
越
英
代

―34	

特
集
　
大
学
が
ま
ち
に
ひ
ら
く
―
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
広
が
る
関
係
性
―

36	

　
地	

域
と
と
も
に
未
来
を
共
創
す
る
大
学	

―
理
論・実
践・対
話
を
特
徴
と
す
る
Ｃｏ
Ｉ
Ｕ
の
挑
戦
―
　
今
永
典
秀

42	
　
地
域
の
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ
活
動
の
た
め
に
―
さ
い
た
ま
市
見
沼
区・大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
挑
戦
―
　
澤
田
英
行

50	

　
交	
わ
る
こ
と
で
、未
来
が
生
ま
れ
る	

―Spark	Base

が
つ
く
る
多
様
な
人
々
の
挑
戦
と
共
創
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
―
　
永
野
誠

56	

　
共
創
型
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
た
な
挑
戦
　
三
宅
雅
人

62	

　「
門
の
な
い
大
学
」
を
超
え
て「
ま
ち
と
融
合
し
た
大
学
」へ
　
北
野
寧
彦

70	

　
地	

域
連
携
教
育
の
新
展
開	

―
知
的
好
奇
心
が
伝
播
す
る
格
好
つ
け
な
い
愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育
―
　
太
田
幸
治

―78	

ず
い
そ
う
　「
自
由
の
学
び
舎
」
を
守
る
た
め
に
　
吉
村
和
真

―80	

小
特
集
　
大
学
ブ
ラ
ン
ド
に
寄
与
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
戦
略

82	

　
創
立
者
の
想
い
を
つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
―
ピ
ー
チ
く
ん
流
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
―
　
宮
越
美
紀
子

88	

　「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
　
長
谷
川
裕
晃

92	

　
大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
―
明
治
大
学・め
い
じ
ろ
う
の
事
例
―
　
野
見
山
智
道

98	

　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
誕
生
か
ら
20
年
―
同
志
社
女
子
大
学
の
顔
と
し
て
―
　
川
添
麻
衣
子

100	

　
つ
な
が
り
を
紡
ぐ
え
こ
ぴ
ょ
ん
―
学
生・教
職
員・社
会
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
―
　
南
雲
健
介

104	

　
応
援
団
長
ラ
イ
ナ
ン
く
ん
―
南
山
生
の
闘
志
に
火
を
つ
け
ろ
！
―
　
吉
田
敦

―108	

私
の
授
業
実
践
〜
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら
〜

	

　
も	

し
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が	

大
学
の
大
教
室
授
業
を
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
し
て
設
計
し
た
ら
　
菊
地
映
輝

112	

明
日
へ
の
試
み
　
日
本
女
子
大
学
食
科
学
部

	

　「
食
」
を
通
じ
て
人
々
の
健
康
とW

ell-Being

に
貢
献
　
中
島
啓

―

	

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ《
広
場
・
中
庭
編
》

118	

　
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
が
育
む
学
生
と
地
域
の〝
わ
〟―
学
生
生
活
と
地
域
交
流
の
場
―
　
菅
沼
隆
昭

120	

　
教
職
学
協
働
で
つ
く
る「
居
心
地
の
よ
い
」
大
学
　
森
田
学

122	

　
真
理
を
探
求
し
、と
も
に
学
び
を
深
め
る
空
間
　
春
田
和
恵

―124	

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー	

	

　
公	

立
大
学
法
人
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
大
学
院	

保
健
福
祉
学
研
究
科
研
究
科
長
、公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
　

	

　
　
鈴
木
志
保
子
さ
ん
に
聞
く
　（
聞
き
手
）外
川
智
恵

―134	

新
会
員
代
表
者
紹
介
　
豊
田
工
業
大
学

―135	

執
筆
者
・
出
席
者
の
ご
紹
介（
掲
載
順
）

137	

私
大
連
ニ
ュ
ー
ス	

138	

編
集
後
記



UU
nn

iivv
ee

rr
ssiittyy  CCuurrrreenntt  RR

ee
vv

iiee
ww

UU
nn

iivv
ee

rr
ssiittyy  CCuurrrreenntt  RR

ee
vv

iiee
ww
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行
動
す
る
知
性
。

河
合 

久

　

 

中
央
大
学
学
長

「
知
識
」
を
「
行
動
」
に
よ
っ
て
検
証
し
、
課
題

解
決
の
糸
口
へ
と
昇
華
さ
せ
る
営
み
こ
そ
が
、
真
に

「
知
性
」
と
呼
ぶ
べ
き
知
的
探
求
で
あ
る
。
中
央
大
学

は
、
複
雑
か
つ
多
様
な
現
代
社
会
に
お
い
て
、
的
確

な
解
決
策
を
導
く
「
行
動
す
る
知
性
。」
を
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
据
え
て
い
る
。
多
様
な
学
問

と
実
践
的
な
学
び
を
通
じ
て
、
他
者
の
幸
福
を
願
い
、

自
ら
の
成
長
を
追
求
す
る
意
志
あ
る
学
生
が
集
う
場

で
あ
り
た
い
。
知
を
携
え
、
心
を
ひ
ら
き
、
世
界
に

や
さ
し
く
、
そ
し
て
力
強
く
働
き
か
け
る
人
物
を
育

む
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
私
た
ち
は
歩
み
続
け
て

い
く
。
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
の
日
本
私
立
大
学
連
盟
（
私
大
連
）
加
盟
大
学
の
ご
発
展
と
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
こ
の
「
年
頭
所
感
」
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
今
回
で
５
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
２
０
２
２
年
は
コ

ロ
ナ
禍
を
通
し
て
学
ん
だ
私
立
大
学
の
責
任
に
つ
い
て
述
べ
、
２
０
２
３
年
は
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
対
す
る
私
立

大
学
の
役
割
に
つ
い
て
、
２
０
２
４
年
に
は
18
歳
人
口
の
減
少
に
直
面
す
る
時
代
に
お
け
る
私
立
大
学
の
役
割
を
、
２
０
２
５
年
に
は
私
立
大
学
が
生

成
Ａ
Ｉ
に
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
様
に
、
過
去
４
年
間
の
テ
ー
マ
は
、
私
立
大
学
の
み
な
ら
ず
日
本
社
会
が
近

年
に
お
い
て
直
面
し
て
き
た
課
題
の
多
く
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
疫
病
等
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
自
然
災
害
等
の
環
境
的
要
因
の
変
化
に
よ
る
危
機
に
如
何
に
対
応
す
べ
き
か
、
人
口
の
減
少
に

ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
い
か
に
Ｄ
Ｘ
と
Ａ
Ｉ
と
い
う
科
学
技
術
上
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
解
決
策
を
打
ち

出
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
、
日
本
社
会
全
体
に
も
日
本
の
私
立
大
学
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
近
年
に
一
度
に
噴
き

出
し
て
き
た
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
つ
め
直
す
と
、
日
本
の
私
立
大
学
が
ど
の
よ
う
な
教
育
を
学
生
に
提
供
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
大
連
の
加
盟
校
の
中
に
も
多
様
性
が
あ
り
、
研
究
を
重
視
す
る
大
学
、
教
育
に
特
色
を
持
つ
大
学
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
重
視
す
る
大
学
と
、
担
う
役
割
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
私
大
連
加
盟
校
以
外
の
私
立
大
学
を
含
め
れ
ば
、
一
概

に
全
て
の
私
立
大
学
が
同
じ
目
的
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
日
本
社
会
に
お
い
て

私
立
大
学
の
今
後
の
使
命

―
過
去
４
年
半
を
振
り
返
っ
て
の
思
い
―

田
中 

愛
治
　日
本
私
立
大
学
連
盟
会
長
・
早
稲
田
大
学
総
長

10

年
頭
所
感

二
〇
二
六

私
立
大
学
と
し
て
生
き
延
び
て
い
く
た
め
に
は
、
共
通
の
使
命
が
あ
る
こ
と
も
認
識
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ
の
使
命
と
は
人
材
の
育
成
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
18
歳
人
口
が
減
少
し
、
大
学
で
学
ぼ
う
と
す
る
若
い
人
の
数
が
減
少
し
て
い
く
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
社
会
で
は
高
齢
者
が
増
加
し
、
労
働

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
全
国
の
大
学
生
の
８
割
が
学
ん
で
い
る
私
立
大
学
は
、
相
当
の
覚
悟
で
教
育
を
学
生
に
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
働
く
人
の
数
が
減
る
中
で
助
け
る
べ
き
人
の
数
が
増
え
る
の
で
す
か
ら
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
省
力
化
し
て
仕
事
量
を
増
や
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
自
然
災
害
に
限
ら
ず
様
々
な
危
機
的
状
況
に
直
面
し
た
場
合
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
や
デ
ー
タ
を
基
に
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
デ
ー
タ
に
よ
る
根
拠
を
基
に
考
え
る
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
、
研
究
を

重
視
す
る
大
学
、
教
育
に
特
色
を
持
つ
大
学
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
重
視
す
る
大
学
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
学
生
に
育
ん
で
も
ら
い
た
い
能
力
で

あ
り
、
大
学
で
こ
そ
育
て
ら
れ
る
能
力
で
す
。

ま
た
、
今
後
日
本
で
の
労
働
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
海
外
か
ら
の
労
働
者
も
肉
体
労
働
者
ば
か
り
で
な
く
、
知
的
労
働
者
も
受
け
入

れ
て
活
躍
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
受
け
入
れ
る
寛
容
性
、
ま
た
は
自
分
と
異
な
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
も

の
を
考
え
ら
れ
る
共
感
力
（pow

er of em
pathy

）
を
育
む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
が
大
学
教
育
を
通
し
て
こ
そ
育
む
こ
と
が
出
来
る
能

力
だ
と
思
い
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
今
後
の
日
本
の
私
立
大
学
は
、
科
学
技
術
の
発
展
に
貢
献
す
る
能
力
の
教
育
と
と
も
に
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
寛
容
性
と
共
感

力
を
育
む
人
文
学
や
社
会
科
学
に
お
け
る
教
育
も
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
日
本
の
大
学
は
、
特
に
私
立
大
学
は

理
系
と
文
系
を
分
け
隔
て
な
く
教
育
す
る
総
合
知
の
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
大
学
入
試
の
改
革
が
必
要
で
す
。
学
力
試
験
で
は
、
１
点
の
出
来
を
競
う
試
験
で
は
な
く
、
自
分
の
大
学
の
自
分
の
学
部
に
入
学

す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
基
礎
学
力
が
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
試
験
と
し
て
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
利
用
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
各
大
学
各
学
部
の

独
自
の
入
試
で
は
各
受
験
生
の
意
思
や
適
性
を
見
極
め
る
選
考
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の

実
施
時
期
は
多
く
の
私
立
大
学
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
高
校
３
年
生
の
12
月
に
実
施
す
る
か
、
出
題
範
囲
を
高
校
３
年
生
の
前
期
ま
で
に
絞
っ
て
９

月
に
実
施
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

聖
学
院
と
い
う
名
を
、
大
木
英
夫
と
い
う
神
学
者
と
結
び
付
け

て
ご
存
知
の
方
も
お
い
で
で
は
な
い
か
と
思
う
。「
聖
学
院
は
、
ラ

イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
祈
り
を
翻
訳
し
、
わ
が
国
に
紹
介
し

た
大
木
先
生
が
理
事
長
を
し
て
い
た
学
校
法
人
で
す
よ
ね
」
と
い

う
言
葉
を
今
な
お
耳
に
す
る
。
大
木
英
夫
が
『
終
末
論
的
考
察
』

（
１
９
７
０
年
）
に
お
い
て
日
本
に
紹
介
し
た
ニ
ー
バ
ー
の
祈
り
を

つ
ぎ
に
紹
介
す
る
。

神
よ
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
変
え

る
だ
け
の
勇
気
を
わ
れ
ら
に
与
え
た
ま
え
。

変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
受
け
い

れ
る
だ
け
の
冷
静
さ
を
与
え
た
ま
え
。

そ
し
て
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
、
変
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
と
を
、
識
別
す
る
知
恵
を
与
え
た
ま
え
。

明
治
期
に
米
国
よ
り
来
日
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト

教
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
開
学
し
た
神
学
校
を
ル
ー
ツ
と
す
る
聖
学

院
１
２
０
年
の
歩
み
の
中
で
、
学
校
法
人
聖
学
院
は
幼
稚
園
２
校
、

小
学
校
１
校
、６
年
間
一
貫
教
育
の
中
学
・
高
等
学
校
２
校
、大
学

１
校
を
有
す
る
総
合
学
園
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
大
学
は
１

９
８
８
年
、
政
治
経
済
学
部
１
学
部
を
も
っ
て
埼
玉
県
上
尾
市
の

地
に
開
学
し
、
現
在
、
政
治
経
済
学
部
、
人
文
学
部
、
心
理
福
祉
学

部
の
３
学
部
５
学
科
か
ら
な
る
総
合
大
学
と
な
っ
て
い
る
。
聖
学

院
大
学
は
法
人
の
中
で
最
後
に
開
設
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
法
人

の
本
部
及
び
幼
・
小
・
中
・
高
の
学
校
群
が
東
京
都
北
区
に
所
在

す
る
一
方
で
、
大
学
は
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
か
ら
一
駅
の
場
所
に
所
在
す

る
。
首
都
圏
に
隣
接
す
る
、
あ
る
い
は
地
方
都
市
と
し
て
の
埼
玉

首
都
圏
と
地
方
の
境
界
に
あ
る

小
規
模
大
学
の
取
り
組
み

―
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
、変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
―

小
池 

茂
子

聖
学
院
大
学
学
長
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県
上
尾
市
に
位
置
す
る
小
規
模
大
学
と
し
て
、
大
学
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
い
か
に
描
き
、
少
子
化
に
伴
う
大
学
淘
汰
の
時
代
を

ど
う
乗
り
切
れ
ば
よ
い
の
か
。
常
に
ニ
ー
バ
ー
の
祈
り
が
脳
裏
を

よ
ぎ
る
。

学
長
と
な
っ
て
２
年
半
余
、
入
学
定
員
の
見
直
し
、
学
科
の
名

称
変
更
、
大
学
院
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
需
要
に
応
え
る
新
た
な
研
究

領
域
の
開
設
な
ど
怒
涛
の
よ
う
な
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
。
拙
稿

で
は
、
こ
の
歩
み
の
中
で
取
り
組
ん
で
き
た
教
育
改
革
の
一
端
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

1
．
本
学
の
教
育
に
お
い
て
変
わ
ら
な
い
も
の

国
立
大
学
の
第
３
期
中
期
目
標
を
作
成
す
る
際
の
留
意
点
と
し

て
は
、
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
２
０
１
５
年
度
に
示
さ
れ
た
つ
ぎ

の
通
達
が
あ
る
。「
特
に
教
員
養
成
系
や
人
文
社
会
科
学
系
の
学

部
・
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
組
織
の
廃
止
や
社
会
的
要
請
の
高
い

分
野
へ
の
転
換
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
こ
と
」、
こ
の

通
達
は
、
そ
の
後
の
国
の
高
等
教
育
政
策
と
し
て
国
立
大
学
の
み

な
ら
ず
特
に
人
文
・
社
会
科
学
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
私
立

大
学
の
行
く
末
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
聖
学
院
大
学
が
形
づ
く
っ
て
き
た
学
問
的
・
人
的
・

財
的
・
物
的
資
源
の
状
況
か
ら
み
て
、
国
の
施
策
に
あ
る
成
長
分

野
に
属
す
る
と
さ
れ
る
新
学
部
・
新
学
科
の
開
設
は
難
し
い
と
感

じ
た
。
学
長
と
し
て
初
め
に
着
手
し
た
こ
と
は
、「
聖
学
院
大
学
の

教
育
は
何
を
目
指
す
の
か
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
そ

［写真1］聖学院大学チャペル外観
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れ
を
全
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
達
成
す
る
こ
と
、
そ
し
て
現
代
社

会
の
要
請
に
応
え
る
全
学
共
通
科
目
の
再
編
と
い
う
教
育
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
あ
っ
た
。

学
部
や
学
科
の
専
門
性
は
異
な
っ
て
い
て
も
、「
聖
学
院
大
学
の

教
育
・
研
究
あ
る
い
は
学
生
へ
の
支
援
を
通
じ
、
私
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
人
を
育
て
、
社
会
に
送
り
出
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
教

育
目
標
を
全
教
職
員
が
理
解
し
、
そ
の
達
成
を
目
指
す
教
育
活
動

が
ブ
レ
な
い
よ
う
、
学
長
と
し
て
努
め
て
繰
り
返
し
語
っ
て
き
た
。

本
学
の
教
育
に
お
い
て
変
わ
ら
な
い
も
の
。
そ
れ
は
「
神
を
仰

ぎ 

人
に
仕
う
（Love G

od and Serve H
is People

）」
と

い
う
聖
学
院
の
建
学
の
精
神
と
、
そ
の
下
に
大
学
が
掲
げ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
が
進
展
す
る
社
会
・
地
域
の
中
で
、『
主
体
性
を

も
っ
て
他
者
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
る
専
門
人
』
の
育
成
」
と
い

う
教
育
目
的
で
あ
る
。

こ
の
「
主
体
性
を
も
っ
て
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
つ
ぎ
の
２
つ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
１
つ
は
、
大
学
に
お
け
る
自
律
的

な
学
修
を
通
じ
て
自
ら
の
意
志
で
主
体
的
に
学
び
、
問
題
解
決
に

当
た
る
人
間
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
新
約
聖
書

の
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
に
あ
る
「
真
理
は
人
を
自
由
に
す
る
」

と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
と
し
て
の
教
育
的
信
念
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
人
に
仕
う
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
本
学
の
教
育
の
目
指

す
と
こ
ろ
に
「
本
学
で
の
学
び
を
通
じ
、
自
分
が
有
し
て
い
る
知

識
・
技
能
・
経
験
・
財
・
時
間
な
ど
を
他
者
の
為
に
喜
ん
で
差
し

出
す
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
、
養
う
」
と
い
う
人
格
陶
冶
が

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

２
．
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の（
変
え
る
べ
き
も
の
）

前
述
し
た
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
を
基
盤
に
据
え
な
が
ら
、
同

時
に
「
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
（
変
え
る
べ
き
も
の
）」
を
検

討
し
、
専
門
教
育
の
前
提
と
な
る
全
学
共
通
教
育
の
見
直
し
を
図

り
、
今
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）
よ
り
全
学
共
通
科
目
の
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

文
部
科
学
省
が
示
す
「
学
士
力
」
修
得
に
向
け
、
専
門
的
な
学

修
の
前
提
と
な
る
基
礎
教
育
科
目
群
と
し
て
こ
の
全
学
共
通
科
目

が
あ
る
わ
け
だ
が
、
本
学
で
は
こ
れ
を
つ
ぎ
の
４
領
域
か
ら
構
成

し
た
。
第
１
は
聖
学
院
大
学
論
、
キ
リ
ス
ト
教
概
論
、
キ
リ
ス
ト

教
社
会
倫
理
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
論
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
か
ら

構
成
さ
れ
る
聖
学
院
コ
ア
科
目
、
第
２
は
世
界
や
社
会
・
地
域
で

他
者
と
つ
な
が
る
た
め
の
力
を
養
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
Ａ

Ｉ
・
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
科
目
、
第
３
は

と
う 

や
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世
界
と
社
会
・
地
域
で
他
者
と
共
に
生
き
、
市
民
と
し
て
課
題
解

決
に
取
り
組
む
力
を
養
う
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
科
目
、
第
４
は
世

界
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
人
間
理
解
、
社
会
理
解
、
自

然
理
解
か
ら
な
る
教
養
の
修
得
を
目
指
す
科
目
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

ご
承
知
の
通
り
、
伝
統
的
な
大
学
教
育
は
将
来
指
導
的
立
場
に

な
っ
て
い
く
者
を
対
象
に
、
幅
広
い
教
養
、
専
門
職
業
能
力
（
知

識
・
技
能
）を
教
授
し
、
指
導
者
に
ふ
さ
わ
し
い
徳
性
を
涵
養
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
１
９
９
１
年
の
大
学
審
議
会
答
申
「
大
学
教
育

の
改
善
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
、
設
置
基
準
の
大
綱
化
・
自
由
化

が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
多
く
の
大
学
で
は
事
実
上
一
般

教
養
課
程
が
廃
止
に
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
専
門
教
育
の
時
間

数
の
増
加
と
早
期
化
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
高
等
教
育
の
マ

ス
化
・
大
衆
化
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
進
展
、
あ
る
い
は
予
測
困

難
で
不
確
実
性
が
高
い
現
代
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成
や
、
世

界
と
自
分
のW

ell-being

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

こ
こ
に
来
て
教
養
教
育
の
意
義
が
見
直
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ

て
導
か
れ
る
回
答
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
真
実

と
虚
像
を
見
極
め
る
批
判
的
思
考
力
を
養
う
意
味
で
も
、
人
文
学

を
は
じ
め
と
す
る
教
養
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
る
と
考
え
る
。
そ

の
意
味
で
本
学
で
も
全
学
共
通
科
目
の
領
域
に
、
人
文
、
社
会
科

学
、
自
然
科
学
領
域
か
ら
な
る
教
養
教
育
を
据
え
て
い
る
。

ま
た
本
学
で
は
「
変
わ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
（
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
）」
と
し
て
、
時
代
や
産
業
界
か
ら
の
要
請

に
応
え
、「
21
世
紀
型
ス
キ
ル
」
や
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
育

成
を
目
指
す
全
学
共
通
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
新
設
・
再
編
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
数
量
的
ス
キ

ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
協
働
す
る
力
、
世
界
で
通
用
す

る
倫
理
観
の
育
成
と
い
う
教
育
課
題
を
達
成
す
る
た
め
の
科
目
群

で
あ
る
。
同
時
に
、
高
校
時
代
に
「
探
究
の
時
間
」
を
通
じ
て
課

題
解
決
型
の
学
習
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
学
生
た
ち
に
、
基
礎
教

育
の
段
階
か
ら
学
外
に
お
け
る
体
験
的
学
習
や
課
題
解
決
型
学
習

に
触
れ
さ
せ
、
問
題
意
識
の
喚
起
、
社
会
や
世
界
の
理
解
、
自
己

形
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
学
内
の
組
織
で
あ
る
地
域
連
携
・
教
育
セ
ン

タ
ー
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
学
外
の
教
育
資
源
と
大
学
を
結
ぶ
窓
口
と
し
て

強
化
。
大
学
が
所
在
す
る
地
域
の
企
業
、
行
政
、
学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
学
外
の
方
々
の
力
を
借
り
て
、
多
彩

た
い
こ
う 

か
か
ん
よ
う
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な
体
験
型
学
習
・
問
題
解
決
型
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

首
都
圏
に
隣
接
し
、
埼
玉
県
の
さ
い
た
ま
市
・
上
尾
市
と
い
う

地
域
に
所
在
す
る
本
学
は
、
都
市
型
の
学
修
体
験
と
地
方
の
持
つ

地
域
課
題
の
解
決
と
い
う
複
眼
的
な
視
点
か
ら
、
学
生
た
ち
が
学

修
や
体
験
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
本
学
の
強
み
で

あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
体
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た
能
力
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
世
界
の
ど
の
地
域
に
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
あ
る
課

題
を
解
決
す
る
力
と
な
り
え
る
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
　
―  

少
人
数
教
育
の
強
み
、 

キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
で
あ
る
こ
と
―

本
学
に
は
、
学
生
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
て
教
職
員
が
心
に
と

ど
め
る
タ
グ
ラ
イ
ン
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
一
人
を
愛
し
、
一
人
を

育
む
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
人
一
人
の
学
生
が
入
学
時
か
ら

卒
業
に
至
る
ま
で
教
職
員
に
覚
え
ら
れ
な
が
ら
大
学
生
活
を
送
る

中
で
、
学
生
た
ち
は
大
学
の
中
に
自
分
の
居
場
所
を
見
出
し
、
安

心
感
を
も
っ
て
学
修
あ
る
い
は
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｔ
比
と
呼
ば
れ
る
学
生
数
と
専
任
教
員
数
の

比
率
を
表
す
値
が
あ
る
が
、
本
学
で
は
教
員
１
人
当
た
り
の
学
生

数
は
19・９
で
あ
る
。

学
生
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
、
誰
か
に
覚
え
ら
れ
大
切
に
さ

れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
抱
き
、
学
問
的
に
も
人
間
的
に
も
成
長

す
る
と
私
ど
も
は
考
え
て
い
る
。
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学

と
し
て
、
本
学
が
変
わ
ら
ず
今
後
も
携
え
て
い
く
教
育
の
信
念
で

あ
る
。

［写真2］入学式
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
化
、
高
度
情
報
化
な
ど
の
時
代
の
変
化

に
晒
さ
れ
る
中
で
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
（
変
え
る
べ
き

も
の
）
と
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
変
え
る
べ
き
で
は
な

い
も
の
）
を
見
極
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
大
学
の
歩
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

17



グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
化
、
高
度
情
報
化
な
ど
の
時
代
の
変
化

に
晒
さ
れ
る
中
で
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
（
変
え
る
べ
き

も
の
）
と
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
変
え
る
べ
き
で
は
な

い
も
の
）
を
見
極
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
大
学
の
歩
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

17



生
成
Ａ
Ｉ
で
何
が
変
わ
る
か
？

―
事
務
室
の
日
常
か
ら
―

18

座談会
M E M B E R

生
成
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を
実
感

ト
ラ
イ
ア
ル
か
ら
本
格
導
入
へ

河
越

　近
年
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
急
速
に
普
及
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
に
お
け
る
影
響
を
憂
慮
す
る
よ
う
な

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反
応
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、

「
い
か
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
か
？
」
に
焦
点
が
移
り
、
積
極
的

に
利
用
す
る
流
れ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
学
事
務
に
お
い
て
も
、

業
務
が
多
様
化
す
る
中
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
、
効
率
化
や

質
の
向
上
を
目
指
し
、
新
た
な
業
務
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
動

き
が
出
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
実
際
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
い
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M E M B E R

生
成
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を
実
感

ト
ラ
イ
ア
ル
か
ら
本
格
導
入
へ

河
越

　近
年
、
生
成
Ａ
Ｉ
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急
速
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普
及
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、

学
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レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
に
お
け
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影
響
を
憂
慮
す
る
よ
う
な

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反
応
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、

「
い
か
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
か
？
」
に
焦
点
が
移
り
、
積
極
的

に
利
用
す
る
流
れ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
学
事
務
に
お
い
て
も
、

業
務
が
多
様
化
す
る
中
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
、
効
率
化
や

質
の
向
上
を
目
指
し
、
新
た
な
業
務
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
動

き
が
出
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
実
際
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
い

湯澤 恵介 学校法人梅村学園中京大学学術情報システム部
情報システム課

坂倉 康平 学校法人上智学院総務局経営企画グループ

武田 享也 駒澤大学総合情報センター情報ネットワーク課
アプリケーション係

喜多 真 一 国立大学法人大阪大学情報推進部
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司会

河越 英代 慶應義塾広報室長、
広報・情報委員会大学時報分科会委員
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る
大
学
の
皆
さ
ま
と
、
現
場
で
の
経
験
を
共
有
い
た
だ
き
な
が
ら
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
大
学
事
務
に
も
た
ら
す
影
響
や
変
化
に
つ
い
て
議
論

を
交
わ
し
た
く
思
い
ま
す
。
初
め
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
背

景
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

湯
澤

　中
京
大
学
の
湯
澤
で
す
。
本
学
は
２
０
２
４
年
６
月
に
企

業
向
け
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「G

raffer A
I Studio

」
を
導
入

し
ま
し
た
。
今
後
、
人
口
減
少
に
伴
い
職
員
の
数
も
減
っ
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
持
続
的
な
大
学
運
営
と
業
務
の
質
向

上
を
目
指
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を
検
証
す
る
た
め
に
導
入
を

検
討
し
ま
し
た
。
業
務
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
る
か
検

証
を
行
っ
た
結
果
、
職
員
に
広
く
浸
透
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
添
削
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
国
際
化
に
伴
う
翻
訳
業
務
な
ど

多
く
の
分
野
で
活
用
さ
れ
、
質
的
な
変
化
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
格
的
な
導
入
に
至
り
ま
し
た
。

武
田

　駒
澤
大
学
の
武
田
で
す
。
本
学
で
は
、
職
員
１
人
当
た
り

の
学
生
数
を
示
す
Ｓ
Ｓ（Student-Staff

）比
率
が
、同
規
模
大
学

や
競
合
大
学
と
比
較
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
分
、
職

員
の
業
務
負
担
が
大
き
く
、
新
規
事
業
に
取
り
組
む
余
裕
が
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た

め
に
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
効
率
化
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
が
、
生

20

成
Ａ
Ｉ
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
期
待
し
て
導

入
を
目
指
し
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
にC

hatG
PT

が
登
場
し
た

頃
か
ら
業
務
に
お
け
る
利
用
価
値
の
検
証
を
始
め
、
約
２
年
後
の

２
０
２
５
年
４
月
に
、
正
式
に
職
員
全
員
が
利
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
利
用
開
始
か
ら
半
年
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
の
で
す
が
、

用
途
の
ト
ッ
プ
３
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
得
意
分
野
で
あ
る
文
書
作
成
、

メ
ー
ル
対
応
、
議
事
録
作
成
で
し
た
。
業
務
の
質
の
向
上
に
関
し

て
は
、
ミ
ス
が
減
っ
た
、
精
度
が
上
が
っ
た
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

や
視
点
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
意
見
が
届
い
て
い
ま
す
。

利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
定
、

大
学
専
用
環
境
で
の
利
用

安
心
・
安
全
な
利
用
を
目
指
す

坂
倉

　上
智
大
学
の
坂
倉
で
す
。
本
学
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応

と
業
務
効
率
化
の
推
進
を
背
景
と
し
て
、
２
０
２
３
年
秋
ご
ろ
か

ら
一
部
部
署
で
生
成
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
の
試
行
を
開
始
す
る
な
ど
組

織
的
な
事
務
利
用
を
本
格
化
し
、
２
０
２
４
年
１
月
に
は
事
務
利

用
向
け
生
成
Ａ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
整
備
や
利
用
説
明
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
業
務
で
の
安
全
な
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
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成
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０
２
３
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検
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０
２
５
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学
の
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で
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本
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で
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対
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と
業
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化
の
推
進
を
背
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と
し
て
、
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年
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ご
ろ
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部
部
署
で
生
成
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
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の
試
行
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る
な
ど
組
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的
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事
務
利
用
を
本
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化
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、
２
０
２
４
年
１
月
に
は
事
務
利
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向
け
生
成
Ａ
Ｉ
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ド
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整
備
や
利
用
説
明
会
を
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催
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な
ど
、
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で
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い
ま
す
。
現
在
、
全
教
職
員
が
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
「C

opilot

」

を
利
用
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
学
の
生
成
Ａ
Ｉ
利

用
の
特
徴
は
、
特
定
の
生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
に
利
用
を
限
定
す
る
の

で
は
な
く
、
個
々
の
業
務
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
使
い
や
す
い
生
成
Ａ

Ｉ
を
マ
ル
チ
に
利
用
し
て
い
る
点
で
す
。
例
え
ば
、
国
際
的
な
業

務
が
多
い
部
署
を
対
象
に
文
書
翻
訳
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
個
別
導
入
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
職
員
の
間
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
活

用
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
て
お
り
、
知
恵
を
結
集
し
て
よ
り
良
い
活

用
方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

喜
多

　大
阪
大
学
の
喜
多
で
す
。
本
学
は
、
２
０
２
３
年
に
生
成

Ａ
Ｉ
の
無
料
ト
ラ
イ
ア
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
希
望
す
る

職
員
に
実
際
に
使
用
し
て
み
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
文
書
の
要
約
、
翻
訳
業
務
、
企
画
立

案
を
す
る
上
で
の
壁
打
ち
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、「
非
常
に

便
利
だ
っ
た
」、「
も
っ
と
高
性
能
な
生
成
Ａ
Ｉ
が
使
い
た
い
」
と

い
う
声
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
定
の
業
務
効
率
化
が
見
込
ま

れ
る
と
判
断
し
、
い
ろ
い
ろ
な
生
成
Ａ
Ｉ
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、

「Know
ledge Stack

」
を
選
定
し
、
２
０
２
４
年
５
月
に
全
学

の
事
務
部
門
を
対
象
に
本
格
導
入
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「A

zure

」
の
大
阪
大
学
専
用
の
環
境
内
で

運
用
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
ン
プ
ト
に
投
入
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
国
内

の
閉
域
サ
ー
バ
内
で
管
理
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
職
員
が
安
心
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

湯澤 恵介氏
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導
入
で
生
ま
れ
た
変
化

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
か
ら
生
ま
れ
た
可
能
性

河
越

　各
大
学
が
ど
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
導

入
し
て
い
る
の
か
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
続
い
て
は
、
具
体
的

な
活
用
事
例
と
そ
れ
に
伴
う
導
入
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
く
思
い

ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
い
る
職
員
の
反
応
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

坂
倉

　先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
本
学
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

対
応
も
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
を
促
す
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０

２
４
年
に
学
内
の
発
信
文
書
・
会
議
資
料
の
英
語
化
を
義
務
付
け

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
た
た
め
、
文
書
翻
訳
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル

を
導
入
し
、
主
に
学
部
・
学
科
事
務
室
や
国
際
系
業
務
を
行
っ
て

い
る
部
署
の
職
員
に
提
供
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
半
年
で
学
内

文
書
の
英
語
化
率
が
、
従
来
の
２
割
程
度
か
ら
５
割
程
度
ま
で
高

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
翻
訳
の
他
に
も
、
文
章
処
理
が
必
要
な
業

務
で
の
ニ
ー
ズ
の
多
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
作
成
や
議

事
録
作
成
と
い
っ
た
日
常
的
な
業
務
で
活
用
し
て
い
る
職
員
も
い

ま
す
し
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
自
由
記
述
回
答
か
ら
傾
向
分

析
を
行
う
な
ど
、
よ
り
専
門
的
な
業
務
で
活
用
す
る
職
員
も
い
ま

す
。
ま
た
、
大
学
事
務
は
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
会
議
資
料
の
準
備
や
議
事
録
作
成
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
も
増

え
、
効
果
を
実
感
し
て
い
る
職
員
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
再
雇
用
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
方
が
い
る
の
で

す
が
、
か
な
り
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
し
て
お
り
、
官
公
庁
向
け

の
申
請
書
類
作
成
の
よ
う
な
複
雑
な
業
務
に
お
い
て
も
リ
サ
ー
チ

か
ら
資
料
作
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
ベ

テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
経
験
に
基
づ
く
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
も
機
能

す
る
た
め
、
人
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
理
想
的
な
協
働
が
で
き
て
い
ま
す
。

武
田

　こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
検
証
や
Ａ

Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
を
行
い
、
学
内
で
の

活
用
可
能
性
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
通
し
て
生
成
Ａ

Ｉ
の
利
用
を
学
内
で
広
く
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ツ
ー
ル
を
切

り
替
え
る
手
間
を
か
け
ず
、
普
段
の
業
務
環
境
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
で
き
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
常
業
務

で
利
用
し
て
い
る
「G

oogle W
orkspace for Education

」

に
付
帯
す
る
「G

oogle A
I Pro for Education

（
旧G

em
ini 

Education

）」
を
導
入
し
ま
し
た
。
現
在
の
利
用
状
況
は
、
月

間
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
率
が
約
80
％
、
１
日
当
た
り
約
30
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
満
足
度
を
調
査
し
て
い
る
の
で
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に
学
部
・
学
科
事
務
室
や
国
際
系
業
務
を
行
っ
て

い
る
部
署
の
職
員
に
提
供
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
半
年
で
学
内

文
書
の
英
語
化
率
が
、
従
来
の
２
割
程
度
か
ら
５
割
程
度
ま
で
高

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
翻
訳
の
他
に
も
、
文
章
処
理
が
必
要
な
業

務
で
の
ニ
ー
ズ
の
多
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
作
成
や
議

事
録
作
成
と
い
っ
た
日
常
的
な
業
務
で
活
用
し
て
い
る
職
員
も
い

ま
す
し
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
自
由
記
述
回
答
か
ら
傾
向
分

析
を
行
う
な
ど
、
よ
り
専
門
的
な
業
務
で
活
用
す
る
職
員
も
い
ま

す
。
ま
た
、
大
学
事
務
は
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
会
議
資
料
の
準
備
や
議
事
録
作
成
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
も
増

え
、
効
果
を
実
感
し
て
い
る
職
員
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
再
雇
用
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
方
が
い
る
の
で

す
が
、
か
な
り
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
し
て
お
り
、
官
公
庁
向
け

の
申
請
書
類
作
成
の
よ
う
な
複
雑
な
業
務
に
お
い
て
も
リ
サ
ー
チ

か
ら
資
料
作
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
ベ

テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
経
験
に
基
づ
く
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
も
機
能

す
る
た
め
、
人
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
理
想
的
な
協
働
が
で
き
て
い
ま
す
。

武
田

　こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
検
証
や
Ａ

Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
を
行
い
、
学
内
で
の

活
用
可
能
性
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
通
し
て
生
成
Ａ

Ｉ
の
利
用
を
学
内
で
広
く
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ツ
ー
ル
を
切

り
替
え
る
手
間
を
か
け
ず
、
普
段
の
業
務
環
境
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
で
き
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
常
業
務

で
利
用
し
て
い
る
「G

oogle W
orkspace for Education

」

に
付
帯
す
る
「G

oogle A
I Pro for Education

（
旧G

em
ini 

Education

）」
を
導
入
し
ま
し
た
。
現
在
の
利
用
状
況
は
、
月

間
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
率
が
約
80
％
、
１
日
当
た
り
約
30
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
満
足
度
を
調
査
し
て
い
る
の
で
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す
が
、
利
用
者
の
85
％
が
「
満
足
し
て
い
る
」
と
い
う
結
果
に
な

り
、
80
％
が
「
業
務
の
質
の
向
上
を
実
感
し
て
い
る
」
と
回
答
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
ど
の
く
ら
い
時
間
削
減
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
か
」
と
い
う
質
問
に
お
い
て
は
、
平
均
削
減
率
65・５
％
を
達
成

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

先
日
、学
内
の
ト
ッ
プ
ユ
ー
ザ
ー
３
名
に
活
用
事
例
を
紹
介
し
て

も
ら
う
学
内
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
の
で
す
が
、
非
常
に
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
１
名
は
、キ
ャ
リ
ア
支
援
部
署
へ
の
異
動
直
後
も
す

ぐ
に
活
躍
で
き
る
よ
う
、
企
業
分
析
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト

を
作
成
し
、
学
生
の
相
談
を
聞
き
つ
つ
生
成
Ａ
Ｉ
が
企
業
情
報
を

収
集
す
る
仕
組
み
を
作
り
、
そ
の
情
報
を
参
考
に
学
生
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
し
た
。
他
に
は
、
留
学
関
連
の
部
署
で
イ
ベ
ン
ト
開

催
を
告
知
す
る
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
生
成
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た
、

複
雑
化
し
属
人
的
と
な
っ
た
業
務
を
生
成
Ａ
Ｉ
と
共
に
改
善
し
た
、

と
い
う
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
業
務
に

適
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
を
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
、
実
用
的
に
、

そ
し
て
自
走
し
て
運
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

教
員
か
ら
も
利
用
希
望
が

使
用
し
な
い
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要

喜
多

　本
学
職
員
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
毎
月
の
利
用
状
況
は
約
50
％
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
企
画
の
立
案
や
文
書
の
翻
訳
、
要
約
業

務
な
ど
汎
用
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員
が
研
究
資
金

を
調
達
す
る
際
の
応
募
書
類
や
申
請
書
類
の
添
削
を
事
務
職
員
が

担
当
し
て
お
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う
こ
と
で
そ
の
作
業
に
要
す
る

坂倉 康平氏

24

時
間
が
大
き
く
削
減
さ
れ
た
と
い
う
報
告
も
聞
い
て
い
ま
す
。
本

学
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
当
初
は
職
員
に
の
み
展
開
し
て

い
ま
し
た
が
、
教
員
側
か
ら
も
使
用
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、

試
験
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
論
文
の
作
成
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
支
援
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
の
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
と
し
て
、

「
プ
ロ
ン
プ
ト
に
入
れ
た
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
が
な
く
、
学

習
に
も
使
わ
れ
な
い
」
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
教
員
側
と

し
て
は
、
や
は
り
自
分
の
研
究
情
報
を
外
部
に
出
し
た
く
な
い
と

い
う
要
望
が
あ
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
担
保
さ
れ
た
生
成
Ａ

Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
い
よ
う
で
す
。

湯
澤

　本
学
で
２
０
２
４
年
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
当
初
の
利

用
率
は
50
％
前
後
で
し
た
が
、
２
０
２
５
年
10
月
時
点
で
約
80
％

ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
学
内
で
生
成
Ａ
Ｉ
が

非
常
に
活
発
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
ど
う
活
用
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
職
員
も
い
る
た
め
、
効
果
測
定
も
兼
ね
て
事
例
共
有
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
ア
イ
デ
ア
出
し
や
文
書
作
成
と
い
っ
た

基
礎
的
な
活
用
事
例
を
紹
介
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
何
度
か
開
催
す
る
中
で
、
職

員
の
間
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
業
務
へ
の
利
用
が
浸
透
し
て
き
た
た
め
、

今
後
は
成
功
事
例
を
横
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
さ
ら
に
深
掘
り

し
た
テ
ー
マ
で
事
例
共
有
会
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
具
体
的
な
用
途
と
し
て
は
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
加
え
、
財
務
部

門
に
お
い
て
は
、
複
雑
化
し
て
い
る
予
算
集
計
業
務
を
、
エ
ク
セ武田 享也氏
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時
間
が
大
き
く
削
減
さ
れ
た
と
い
う
報
告
も
聞
い
て
い
ま
す
。
本

学
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
当
初
は
職
員
に
の
み
展
開
し
て

い
ま
し
た
が
、
教
員
側
か
ら
も
使
用
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、

試
験
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
論
文
の
作
成
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
支
援
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
の
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
と
し
て
、

「
プ
ロ
ン
プ
ト
に
入
れ
た
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
が
な
く
、
学

習
に
も
使
わ
れ
な
い
」
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
教
員
側
と

し
て
は
、
や
は
り
自
分
の
研
究
情
報
を
外
部
に
出
し
た
く
な
い
と

い
う
要
望
が
あ
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
担
保
さ
れ
た
生
成
Ａ

Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
い
よ
う
で
す
。

湯
澤

　本
学
で
２
０
２
４
年
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
当
初
の
利

用
率
は
50
％
前
後
で
し
た
が
、
２
０
２
５
年
10
月
時
点
で
約
80
％

ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
学
内
で
生
成
Ａ
Ｉ
が

非
常
に
活
発
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
ど
う
活
用
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
職
員
も
い
る
た
め
、
効
果
測
定
も
兼
ね
て
事
例
共
有
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
ア
イ
デ
ア
出
し
や
文
書
作
成
と
い
っ
た

基
礎
的
な
活
用
事
例
を
紹
介
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
何
度
か
開
催
す
る
中
で
、
職

員
の
間
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
業
務
へ
の
利
用
が
浸
透
し
て
き
た
た
め
、

今
後
は
成
功
事
例
を
横
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
さ
ら
に
深
掘
り

し
た
テ
ー
マ
で
事
例
共
有
会
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
具
体
的
な
用
途
と
し
て
は
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
加
え
、
財
務
部

門
に
お
い
て
は
、
複
雑
化
し
て
い
る
予
算
集
計
業
務
を
、
エ
ク
セ武田 享也氏
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ル
マ
ク
ロ
の
自
動
生
成
に
よ
っ
て
標
準
化
し
、
業
務
の
効
率
化
を

実
現
し
ま
し
た
。
他
に
も
、「G

oogle W
orkspace

」
の
機
能
を

自
動
化
・
拡
張
す
る
た
め
の
、JavaScript

ベ
ー
ス
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
「G

oogle A
pps Script

」

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー
ド
を
生
成
し
て
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

構
築
す
る
な
ど
、
高
度
な
業
務
効
率
化
と
職
員
の
ス
キ
ル
拡
張
に

直
結
す
る
活
用
方
法
も
見
ら
れ
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
い
か
に
確
保
す
る
か

河
越

　皆
さ
ま
の
お
話
を
聞
い
て
、
成
功
事
例
が
多
く
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
や
運
用

の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
に
関

し
て
、
各
大
学
で
独
自
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
。

武
田

　本
学
で
は
、G

oogle

が
提
供
す
るG

oogle A
I Pro for 

Education

を
大
学
と
し
て
正
式
に
契
約
し
て
い
ま
す
。
学
習
機

能
が
適
用
さ
れ
ず
、
や
り
取
り
の
デ
ー
タ
も
大
学
が
保
持
す
る
と
い

う
契
約
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
そ
れ
以
外
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
使

用
も
許
可
し
て
い
ま
す
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
個
人
情

報
や
機
密
情
報
は
入
力
し
な
い
よ
う
に
通
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

課
題
の
一
つ
と
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う
人
と
使
わ
な
い
人
に
二

極
化
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
わ
ず
に
独
自

の
工
夫
で
業
務
効
率
化
を
実
践
し
て
い
る
職
員
も
お
り
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
必
要
性
を
疑
問
視
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
彼
ら
に
対
し

て
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
具
体
的
な
活
用

事
例
や
プ
ロ
ン
プ
ト
を
投
稿
し
て
共
有
で
き
る
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
推

進
サ
イ
ト
を
作
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
せ
ず
、
サ
イ
ト
も
見
な
い
と
い
う
職
員
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が
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
手
続
き
フ
ロ
ー
や
注
意
点
を
確
認
で
き

る
有
用
性
の
高
い
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
等
を
提
供
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

喜
多

　本
学
も
一
般
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
対
す
る
制
限
は
設
け

て
い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
個
人
情
報
や
機
密
情
報
は
入
力
し
な
い

使
い
方
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。
入
力
が
必
要
な
場
合
は
、
大
学

で
定
め
ら
れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
手
続
き
を
踏
ん
だ
上
で
使
用
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
ど
う
し
て

も
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
※
１
を
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
、
回
答
に
対

す
る
最
終
的
な
判
断
は
必
ず
人
間
が
行
う
よ
う
に
セ
ミ
ナ
ー
を
通

し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
正
式
に
導
入
し
て
い
る
生
成
Ａ

Ｉ
は
一
般
的
な
も
の
で
は
な
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
慮
し
て
独
自

に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
般
的
な
生
成
Ａ

Ｉ
で
可
能
な
画
像
や
動
画
、
音
声
デ
ー
タ
を
使
っ
た
質
問
や
、
Ｗ

ｅ
ｂ
上
の
情
報
の
検
索
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
に

お
い
て
利
便
性
が
落
ち
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
つ
つ
、

ど
う
使
い
や
す
く
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

検
証
を
繰
り
返
し
な
が
ら
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
生
成
Ａ
Ｉ

は
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、
１
年
前
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
も

機
能
が
十
分
で
な
い
と
感
じ
る
職
員
も
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
た

め
、
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
意
識
し
て
導
入
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

喜多 真 一 氏
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が
い
ま
す
の
で
、
今
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続
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ロ
ー
や
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意
点
を
確
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で
き

る
有
用
性
の
高
い
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
等
を
提
供
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

喜
多
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学
も
一
般
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
対
す
る
制
限
は
設
け

て
い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
個
人
情
報
や
機
密
情
報
は
入
力
し
な
い

使
い
方
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。
入
力
が
必
要
な
場
合
は
、
大
学

で
定
め
ら
れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
手
続
き
を
踏
ん
だ
上
で
使
用
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
ど
う
し
て

も
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
※
１
を
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
、
回
答
に
対

す
る
最
終
的
な
判
断
は
必
ず
人
間
が
行
う
よ
う
に
セ
ミ
ナ
ー
を
通

し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
正
式
に
導
入
し
て
い
る
生
成
Ａ

Ｉ
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般
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の
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な
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セ
キ
ュ
リ
テ
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を
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独
自

に
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イ
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。
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Ａ
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で
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、
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や
、
Ｗ
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検
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が
で
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そ
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に
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落
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、
セ
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を
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つ
、

ど
う
使
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て
い
く
か
が
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。
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、

検
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を
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し
な
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ら
導
入
を
進
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い
ま
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が
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Ａ
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は
進
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の
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速
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た
め
、
１
年
前
の
バ
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ン
で
も
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が
十
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で
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と
感
じ
る
職
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も
い
る
よ
う
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す
。
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よ
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ド
感
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喜多 真 一 氏
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使
用
有
無
の
二
極
化
が
課
題

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
わ
る
リ
ス
ク
も

湯
澤

　本
学
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ま
と
同
様
に
個
人
情
報
や
機
密
情

報
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
注
意
を
促

し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
や
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
う
層
・
使
わ
な
い
層
の
二
極
化
は
生
産
性
向
上
を
阻
む
課

題
の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
有
効

活
用
し
て
い
る
事
例
を
吸
い
上
げ
、
知
見
を
組
織
の
共
有
財
産
に
で

き
て
い
な
い
状
況
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
わ
れ
わ
れ

の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
る
職
員

が
い
る
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
事
例
を
積
極
的
に
収
集
し
、

成
功
事
例
を
類
型
化
し
て
学
内
に
広
く
周
知
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
部
署
に
特
化
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
い
き
た

い
と
い
う
現
場
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は

そ
う
し
た
学
内
全
体
で
の
知
見
の
蓄
積
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
が

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
構
造
的
な
仕
組
み
の
構
築

も
進
め
、
全
職
員
に
よ
る
継
続
的
な
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
促
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

坂
倉

　セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
通
常
業
務
で
も
利
用
し
て

い
るO
neD

rive

やSharePoint

と
い
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
準
拠
し
た
適
切
な
利
用
で
あ
れ
ば
、
過
度
に
心
配
す

る
必
要
は
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
で
は
デ
ー
タ

を
学
習
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
点
は
注
意
が
必
要
で
す
が
、

組
織
契
約
し
て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
通
常
は
オ
プ

ト
ア
ウ
ト
※
２
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
事
務
利
用
で
あ
れ
ば
問

題
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
が
高
い

個
人
契
約
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
使
用
は
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
学

で
は
業
務
環
境
と
し
て
「C

opilot

」
を
利
用
で
き
ま
す
が
、
幅

広
い
業
務
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
い
機
能
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

画
像
生
成
で
は
「C

opilot

」
よ
り
高
精
度
で
細
か
く
出
力
調
整

で
き
る
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
も
登
場
し
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
生

成
Ａ
Ｉ
を
個
人
契
約
で
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

万
が
一
、
個
人
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
と
組
織
の
管

理
権
限
が
及
ば
な
い
領
域
で
生
成
Ａ
Ｉ
が
使
わ
れ
、
入
出
力
デ
ー

タ
の
意
図
し
な
い
流
出
や
生
成
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
学
習
へ
の
利
用
な

ど
の
リ
ス
ク
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
様
な
業
務
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
使
え
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
選
択
肢
を
業
務
環
境
と
し
て
整
え
る

こ
と
が
組
織
的
な
リ
ス
ク
管
理
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
面
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
に
加
え
て
、
利
用

28

す
る
職
員
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
意
識
し
た
適
切
な
利
用
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
著

作
権
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
学
内
検
証
の
一
つ
と
し
て
、「
Ｒ
Ａ
Ｇ

（Retrieval-A
ugm

ented G
eneration

：
検
索
拡
張
生
成
）」

を
活
用
し
て
外
部
研
究
費
の
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
解
説
す
る

Ｑ
＆
Ａ
ボ
ッ
ト
作
成
を
試
み
ま
し
た
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
自
体
の
著

作
権
は
発
行
元
機
関
が
所
有
し
て
お
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た

ボ
ッ
ト
の
利
用
方
法
次
第
で
は
著
作
権
侵
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
の

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
利
用
で
は
、
こ
の
よ
う

な
法
的
リ
ス
ク
も
考
慮
し
、
法
務
担
当
部
署
と
も
相
談
し
な
が
ら

利
用
方
法
を
考
え
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
と
も
感
じ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う

翻
訳
業
務
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

河
越

　こ
れ
ま
で
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
伴
い
、
翻
訳
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
建
学
の
精
神
な
ど
を
翻
訳

す
る
場
合
、
決
ま
っ
た
単
語
を
使
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
各
大
学
で
ど
の
よ
う
に
翻
訳
で
活
用
さ
れ
て
い
る

か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

坂
倉

　本
学
で
は
、
文
書
翻
訳
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
導
入
し
て
い
ま
す

が
、
本
学
固
有
の
部
署
名
・
役
職
・
用
語
を
適
切
に
訳
出
す
る
た
め

に
共
通
の
対
訳
表
を
用
意
し
、
翻
訳
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
最
初
に
対
訳
表
を
作
る
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
学

内
で
共
有
す
る
こ
と
で
他
の
生
成
Ａ
Ｉ
で
も
利
用
で
き
、
組
織
的

な
訳
出
の
統
一
性
が
保
た
れ
、
翻
訳
品
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

喜
多

　本
学
で
も
大
学
独
自
の
組
織
や
役
職
な
ど
に
つ
い
て
の
専

用
用
語
の
英
語
表
記
集
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
生
成
Ａ
Ｉ
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す
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。
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Ａ
Ｉ
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Ａ
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ugm

ented G
eneration
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検
索
拡
張
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成
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部
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務
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を
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＆
Ａ
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ッ
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Ａ
Ｉ
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Ａ
Ｉ
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。
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翻
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Ａ
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れ
ま
で
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に
、
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伴
い
、
翻
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に
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る
生
成
Ａ
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活
用
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重
要
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ま
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て
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る
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う
に
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
建
学
の
精
神
な
ど
を
翻
訳

す
る
場
合
、
決
ま
っ
た
単
語
を
使
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
各
大
学
で
ど
の
よ
う
に
翻
訳
で
活
用
さ
れ
て
い
る

か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

坂
倉

　本
学
で
は
、
文
書
翻
訳
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
導
入
し
て
い
ま
す

が
、
本
学
固
有
の
部
署
名
・
役
職
・
用
語
を
適
切
に
訳
出
す
る
た
め

に
共
通
の
対
訳
表
を
用
意
し
、
翻
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時
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
最
初
に
対
訳
表
を
作
る
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
学

内
で
共
有
す
る
こ
と
で
他
の
生
成
Ａ
Ｉ
で
も
利
用
で
き
、
組
織
的

な
訳
出
の
統
一
性
が
保
た
れ
、
翻
訳
品
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

喜
多

　本
学
で
も
大
学
独
自
の
組
織
や
役
職
な
ど
に
つ
い
て
の
専

用
用
語
の
英
語
表
記
集
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
生
成
Ａ
Ｉ
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に
読
み
込
ま
せ
て
翻
訳
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
余
計

な
解
釈
が
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
意
図
に
沿
っ

た
翻
訳
を
さ
せ
る
の
が
難
し
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
現
在
は
生
成
Ａ
Ｉ
で
は
な
く
、
機
械
翻
訳
に
表
記
集
を
反
映

さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、
学

内
文
書
の
翻
訳
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

武
田

　本
学
で
は
翻
訳
業
務
の
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
留

学
な
ど
に
対
応
す
る
国
際
セ
ン
タ
ー
で
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
に
生

成
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
程
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
対
訳
表
な
ど
は
特

に
用
意
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
大
学
独
自
の
学
部
名
や
役
職
名
、

組
織
図
と
い
っ
た
基
本
情
報
に
関
し
て
は
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
作
り
、

教
職
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
使
え
る
状
態
に
し
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
、
プ
ロ
ン
プ
ト
を
入
力
し
た
り
す
る
際
に

は
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
を
引
用
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
が
言
葉
を
正
し
く
認

識
で
き
る
よ
う
に
す
る
試
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。

湯
澤

　本
学
で
は
部
署
名
や
役
職
名
は
対
訳
表
を
作
成
し
建
学
の

精
神
等
は
学
生
便
覧
を
翻
訳
し
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
生
成
Ａ
Ｉ

で
翻
訳
す
る
際
に
対
訳
表
を
呼
び
出
せ
る
よ
う
な
活
用
ま
で
は
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
た
め

の
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
翻
訳
支
援
体
制
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
大
学
事
務
の
未
来
像

河
越

　各
大
学
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

活
用
の
幅
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
、 河越 英代氏

30

大
学
事
務
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
未
来
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ま
の
展
望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

喜
多

　本
学
で
は
、
検
索
と
生
成
を
組
み
合
わ
せ
る
Ｒ
Ａ
Ｇ
の
活
用

が
ま
だ
不
十
分
で
す
。
Ｒ
Ａ
Ｇ
を
活
用
し
て
生
成
型
の
ボ
ッ
ト
を
作

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
事
や
会
計
の
規
程
、
契
約
手
続
き
等
の
業

務
に
か
か
る
時
間
を
大
き
く
削
減
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
職
員
が
能
動
的
に
使
わ
な
い
と
機
能
し
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
近
年
は
、
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
自
動
で
返
信
し
た
り
、

業
務
上
の
や
り
取
り
を
自
動
で
記
録
す
る
、
能
動
的
に
動
く
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
の
よ
う
な
生
成
Ａ
Ｉ
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
の
レ
ベ
ル

ま
で
達
す
る
と
、
逆
に
人
間
が
そ
う
し
た
作
業
を
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
う
ま
く
調
和
し

な
が
ら
活
用
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

武
田

　本
学
で
は
、
エ
ン
ロ
ー
ル
メ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
集
約
し
て
活
用
で

き
る
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
構
築
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
実

現
可
能
性
や
効
果
を
検
証
す
る
た
め
の
「
Ｐ
ｏ
Ｃ
（Proof of 

C
oncept

）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
人
間
の
経
験
や
勘
で
行
っ
て
い
た
業
務
を
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
適
切
に
遂
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

こ
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
分
析
や
必
要

な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
提
案
し
て
く
れ
、
デ
ー
タ
活
用
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
と
っ
て
整
備
さ
れ
た
情

報
は
非
常
に
有
効
で
す
の
で
、
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
生
成
Ａ

Ｉ
を
う
ま
く
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
環

境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
も
の

生
ま
れ
た
時
間
で
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

湯
澤

　Ｒ
Ａ
Ｇ
に
関
し
て
は
、
本
学
で
も
既
に
Ｐ
ｏ
Ｃ
の
段
階
ま
で

進
め
て
お
り
、
24
時
間
利
用
可
能
な
生
成
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
て
窓
口
の
開
設
時
間
削
減
と
即
時
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
か
ら

約
１
年
が
経
ち
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
大
き
な
可
能
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
大
学
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向

け
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
い
か
に
戦
略
的
に
活
用
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
大
学
に
は
、
学
生
、
保
護
者
、

教
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
対
し
て
新
た
な
価
値
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
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大
学
事
務
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
未
来
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ま
の
展
望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

喜
多

　本
学
で
は
、
検
索
と
生
成
を
組
み
合
わ
せ
る
Ｒ
Ａ
Ｇ
の
活
用

が
ま
だ
不
十
分
で
す
。
Ｒ
Ａ
Ｇ
を
活
用
し
て
生
成
型
の
ボ
ッ
ト
を
作

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
事
や
会
計
の
規
程
、
契
約
手
続
き
等
の
業

務
に
か
か
る
時
間
を
大
き
く
削
減
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
職
員
が
能
動
的
に
使
わ
な
い
と
機
能
し
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
近
年
は
、
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
自
動
で
返
信
し
た
り
、

業
務
上
の
や
り
取
り
を
自
動
で
記
録
す
る
、
能
動
的
に
動
く
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
の
よ
う
な
生
成
Ａ
Ｉ
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
の
レ
ベ
ル

ま
で
達
す
る
と
、
逆
に
人
間
が
そ
う
し
た
作
業
を
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
う
ま
く
調
和
し

な
が
ら
活
用
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

武
田

　本
学
で
は
、
エ
ン
ロ
ー
ル
メ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
集
約
し
て
活
用
で

き
る
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
構
築
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
実

現
可
能
性
や
効
果
を
検
証
す
る
た
め
の
「
Ｐ
ｏ
Ｃ
（Proof of 

C
oncept

）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
人
間
の
経
験
や
勘
で
行
っ
て
い
た
業
務
を
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
適
切
に
遂
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

こ
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
分
析
や
必
要

な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
提
案
し
て
く
れ
、
デ
ー
タ
活
用
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
と
っ
て
整
備
さ
れ
た
情

報
は
非
常
に
有
効
で
す
の
で
、
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
生
成
Ａ

Ｉ
を
う
ま
く
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
環

境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
も
の

生
ま
れ
た
時
間
で
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

湯
澤

　Ｒ
Ａ
Ｇ
に
関
し
て
は
、
本
学
で
も
既
に
Ｐ
ｏ
Ｃ
の
段
階
ま
で

進
め
て
お
り
、
24
時
間
利
用
可
能
な
生
成
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
て
窓
口
の
開
設
時
間
削
減
と
即
時
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
か
ら

約
１
年
が
経
ち
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
大
き
な
可
能
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
大
学
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向

け
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
い
か
に
戦
略
的
に
活
用
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
大
学
に
は
、
学
生
、
保
護
者
、

教
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
対
し
て
新
た
な
価
値
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
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用
方
法
を
本
格
的
に
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
Ｄ
Ｘ
化
の
次
の
段
階
と
し
て
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

確
に
し
、
未
来
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
創
出
す
る
た
め
に
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

坂
倉

　生
成
Ａ
Ｉ
は
も
は
や
当
た
り
前
の
存
在
に
な
っ
て
い
て
、

学
生
に
も
想
像
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
浸
透
し
て
い
ま
す
。
職
員
に

と
っ
て
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
「
使
う
か
使
わ
な
い
か
」
と
い
う
選
択
で

は
な
く
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
当
た
り
前
に
使
わ
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
前
提
に
、
業
務
や
大
学
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
大
学
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
検
索
す
る

場
合
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
要
約
に
よ
る
検
索
が
増
え
、
検
索
エ
ン
ジ
ン

対
策
で
は
な
く
生
成
Ａ
Ｉ
に
参
照
し
て
も
ら
い
や
す
く
す
る
対
策

が
大
事
に
な
っ
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
の
作
り
方
一
つ
で
も
、
生
成
Ａ
Ｉ

前
提
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
学
事
務
は
書
類
ベ
ー
ス
で
、
規
程
や
ル
ー
ル
に
基
づ
く

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
反
復
的
な
業
務
も
多
く
、
誰
が
や
っ
て
も
同

じ
結
果
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
生
成

Ａ
Ｉ
に
よ
る
代
替
効
果
が
高
い
業
務
で
あ
り
、
将
来
的
に
は
大
学
職

員
の
業
務
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
可
能
性
も
高
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
脅
威
と
捉
え
る
か
、
機
会
と
捉
え
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る
か
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
次
第
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
重
要

な
の
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
時
短
・
業
務
効
率
化
に
と
ど
め
る
の

で
は
な
く
、
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
な
変
化
を
い
か
に
生
み
出
せ

る
か
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
効
率
化
や
ス

キ
ル
拡
張
と
い
っ
た
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新
し
い
業

務
・
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
時
間
を
増
や
せ
た
り
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。「
生
成
Ａ
Ｉ
の
お
か

げ
で
仕
事
が
楽
に
な
っ
た
」
で
は
な
く
、
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
あ
る
べ

き
大
学
の
業
務
の
進
め
方
や
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
「
生
成
Ａ
Ｉ
で
新

し
い
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
主
体
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
職
員
は
持
つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
本
学
で
も
多

く
の
職
員
に
生
成
Ａ
Ｉ
に
触
れ
て
も
ら
い
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
方
法

を
考
え
て
い
く
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
越

　皆
さ
ま
の
お
話
を
伺
っ
て
、
既
に
生
成
Ａ
Ｉ
が
当
た
り
前

の
存
在
に
な
っ
て
お
り
、
大
学
事
務
の
在
り
方
も
変
わ
っ
て
い
く

局
面
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

※
１
　 

生
成
Ａ
Ｉ
が
、
誤
認
や
論
理
の
矛
盾
を
含
む
事
象
や
、
事
実
に
基
づ
か
な
い
情

報
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
現
象
の
こ
と
。

※
２
　 

個
人
情
報
の
第
三
者
へ
の
提
供
を
許
可
し
な
い
こ
と
や
、
不
要
な
情
報
を
受
け

取
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
な
ど
。
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る
か
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
次
第
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
重
要

な
の
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
時
短
・
業
務
効
率
化
に
と
ど
め
る
の

で
は
な
く
、
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
な
変
化
を
い
か
に
生
み
出
せ

る
か
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
効
率
化
や
ス

キ
ル
拡
張
と
い
っ
た
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新
し
い
業

務
・
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
時
間
を
増
や
せ
た
り
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。「
生
成
Ａ
Ｉ
の
お
か

げ
で
仕
事
が
楽
に
な
っ
た
」
で
は
な
く
、
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
あ
る
べ

き
大
学
の
業
務
の
進
め
方
や
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
「
生
成
Ａ
Ｉ
で
新

し
い
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
主
体
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
職
員
は
持
つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
本
学
で
も
多

く
の
職
員
に
生
成
Ａ
Ｉ
に
触
れ
て
も
ら
い
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
方
法

を
考
え
て
い
く
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
越

　皆
さ
ま
の
お
話
を
伺
っ
て
、
既
に
生
成
Ａ
Ｉ
が
当
た
り
前

の
存
在
に
な
っ
て
お
り
、
大
学
事
務
の
在
り
方
も
変
わ
っ
て
い
く

局
面
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

※
１
　 

生
成
Ａ
Ｉ
が
、
誤
認
や
論
理
の
矛
盾
を
含
む
事
象
や
、
事
実
に
基
づ
か
な
い
情

報
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
現
象
の
こ
と
。

※
２
　 
個
人
情
報
の
第
三
者
へ
の
提
供
を
許
可
し
な
い
こ
と
や
、
不
要
な
情
報
を
受
け

取
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
な
ど
。

33

座談会 生成ＡＩで何が変わるか？―事務室の日常から―



特  集
Special featureCommunity-engag    ed Campus

少
子
化
の
進
行
に
伴
い
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
大
学
は
そ
の
存
在
意
義
を

問
い
直
し
、
地
域
と
の
共
生
を
前
提
と
し
た
新
た
な
挑
戦
を
始
め

て
い
る
。
近
年
の
キ
ャ
ン
パ
ス
新
設
や
移
転
、
施
設
開
設
の
動
き

の
な
か
に
は
、
教
育
・
研
究
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
社
会
に

ひ
ら
か
れ
た
拠
点
を
志
向
す
る
も
の
が
増
え
て
お
り
、
地
域
連
携

や
地
域
開
放
を
意
識
し
た
空
間
設
計
が
施
さ
れ
、
大
学
が
「
ま
ち

の
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て
機
能
す
る
可
能
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

本
企
画
で
は
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
単
な
る
教
育
・
研
究
の
場

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
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民
と
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〝
共
創
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と
し
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捉
え
、
都
市
部
や
地
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
特
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を
踏
ま
え
な

が
ら
共
生
型
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
行
う
事
例
に
着
目
す
る
と
と
も

大
学
が
ま
ち
に
ひ
ら
く

―
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
広
が
る
関
係
性
―地

域
と
と
も
に
未
来
を
共
創
す
る
大
学�

―
理
論
・
実
践
・
対
話
を
特
徴
と
す
る
Ｃｏ
Ｉ
Ｕ
の
挑
戦
―

今
永 

典
秀

コ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学
事
務
局
長
・
教
授

地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
活
動
の
た
め
に�

―
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
・
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
挑
戦
―

澤
田 

英
行

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
長
・ 

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授

C
O

N
TEN
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に
、
大
学
が
担
う
新
た
な
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

大
学
が
ま
ち
に
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
で
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
は
深

ま
り
、
大
学
の
存
在
意
義
そ
の
も
の
が
再
評
価
さ
れ
る
。
そ
う
し

た
取
り
組
み
の
先
進
事
例
を
取
り
上
げ
、
今
後
の
共
生
型
キ
ャ
ン

パ
ス
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

交
わ
る
こ
と
で
、未
来
が
生
ま
れ
る�

―�Spark�Base

が
つ
く
る�

多
様
な
人
々
の
挑
戦
と
共
創
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
―

永
野 

誠

関
西
学
院
大
学

社
会
連
携
・
イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
長

共
創
型
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
た
な
挑
戦

三
宅 

雅
人

立
命
館
大
学
副
学
長
・
社
会
共
創
推
進
本
部
長
・ 

Ｏ
Ｉ
Ｃ
総
合
研
究
機
構
教
授

「
門
の
な
い
大
学
」を
超
え
て「
ま
ち
と
融
合
し
た
大
学
」へ

北
野 

寧
彦

早
稲
田
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
部
長

地
域
連
携
教
育
の
新
展
開�

―�

知
的
好
奇
心
が
伝
播
す
る
格
好
つ
け
な
い�

愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育
―

太
田 

幸
治

愛
知
大
学
さ
さ
し
ま
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
（A

SIT
A

SIA

）

セ
ン
タ
ー
長
・
地
域
連
携
室
副
室
長
・
経
営
学
部
教
授
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は
じ
め
に

こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
に
伴

う
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

急
速
な
進
展
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
や
社
会
構
造
を

根
本
か
ら
問
い
直
す
よ
う
な
転
換
期
に
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
・
社
会
課
題
は
複
雑
な
要
因
が
絡
み
合
い
、
単
独
の
知
識
に

よ
る
解
決
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
大

学
は
単
に
知
識
を
教
え
る
場
で
は
な
く
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域
、

そ
し
て
知
と
知
を
結
び
つ
け
、
社
会
の
課
題
と
と
も
に
未
来
を
構

想
す
る
「
共
創
の
場
」
と
し
て
の
再
定
義
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

コ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学
（C

o-Innovation U
niversity

／
以
下
Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
（
コ
ー
ア
イ
ユ
ー
））
は
、
時
代
背
景
を
捉
え
て

２
０
２
６
年
４
月
に
誕
生
す
る
新
設
大
学
で
あ
る
［
図
］。

地
域
と
と
も
に
未
来
を

共
創
す
る
大
学

―
理
論
・
実
践
・
対
話
を
特
徴
と
す
る

　C
o
I
U
の
挑
戦
―

今
永 

典
秀

コ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学

事
務
局
長
・
教
授

［図］大学周辺マップ
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Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
の
建
学
の
精
神
は
、「
共
に
文
明
を
問
い
、
未
来
を
共

創
す
る
」
で
あ
る
。
複
雑
化
し
た
課
題
に
対
し
て
、
分
野
や
立
場
を

越
境
し
、
課
題
解
決
を
通
し
て
、
未
来
を
共
に
創
り
出
す
行
為
そ
の

も
の
を
、
学
び
の
中
心
に
据
え
る
。
学
部
・
学
科
は
、
共
創
学
部

地
域
共
創
学
科
、
定
員
は
１
学
年
１
２
０
名
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ

ス
は
岐
阜
県
飛
騨
市
の
古
川
町
地
域
に
位
置
し
、
旅
館
・
民
家
・

ホ
テ
ル
を
改
装
し
た
建
物
を
使
用
。
こ
の
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ

ス
」
は
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
お
り
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
同
士
は
徒
歩
10
分
圏
内
に
位
置

し
て
い
る
。
入
学
初
年
度
は
こ
こ
を
学
び
の
拠
点
と
す
る
［
写
真
］。

地
域
に
根
ざ
し
、全
国
の
課
題
に
応
答
す
る

大
学
構
想
の
展
開

1Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
は
飛
騨
市
古
川
町
地
域
を
本
拠
地
と
し
、
全
国
の
連

携
地
域
で
の
実
践
を
展
開
す
る
。
Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
の
構
想
が
具
体
化
し

始
め
た
の
は
、
２
０
２
０
年
度
に
飛
騨
市
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た

包
括
連
携
協
定
に
端
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
協
定
は
、
地
域
の
未

来
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
地
域
課
題
の
解
決
を
通
じ
て
新
し
い

社
会
的
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
飛
騨
市
と
い
う
地
方
都
市
を
舞
台
に
、
地
域
が
大
学

を
支
え
、
大
学
が
地
域
に
開
か
れ
る
と
い
う
、
双
方
向
の
関
係
を

築
く
こ
と
を
目
指
し
た
先
駆
的
な
試
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
飛
騨
市
に
限
ら
ず
、
地
方
が
抱
え
る
課
題
は
一
地
域

［写真］まちなかキャンパス
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の
定
義
は
、
地
域
、
組
織
、
所
属
す
る
立
場
を
越
境
し
、
異
な
る

環
境
に
属
す
る
人
た
ち
が
、
各
々
の
知
識
や
経
験
を
掛
け
合
わ
せ
、

複
雑
な
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
一
緒
に
行
動
す
る

こ
と
で
あ
る
。

Co
I
U
の
学
び
の
特
徴

2Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
が
掲
げ
る
共
創
学
は
、
経
済
学
や
経
営
学
の
学
術
的

な
理
論
を
軸
に
、
デ
ジ
タ
ル
領
域
や
デ
ー
タ
分
析
な
ど
の
調
査
手

法
を
も
と
に
、
地
域
や
立
場
が
異
な
る
他
者
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
し
、
他
者
と
解
決
に
向
け
て
協
働
し
、
地
域
課
題
や
社
会
課
題

の
解
決
に
向
け
て
行
動
し
、「
理
論
」・「
対
話
」・「
実
践
」
を
往
還

す
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
の
学
問
で
あ
る
。

１
年
次
に
は
、
全
学
生
が
飛
騨
市
で
の
学
修
を
通
じ
て
、
共
創

や
探
究
の
基
本
と
な
る
理
論
と
対
話
の
基
礎
を
学
ぶ
。
こ
こ
で
は
、

地
域
社
会
の
構
造
理
解
、
課
題
の
抽
出
、
チ
ー
ム
で
の
協
働
な
ど

を
重
視
し
、
社
会
課
題
を
主
体
的
に
捉
え
る
力
を
育
む
。

２
年
次
に
は
、
学
生
が
連
携
地
域
に
お
い
て
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ

プ
に
参
加
す
る
。
週
３
日
を
実
践
に
、
残
り
２
日
を
オ
ン
ラ
イ
ン

環
境
で
知
識
の
修
得
を
目
指
す
。
現
場
で
の
実
践
と
理
論
的
学
び

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
全
体
の
社
会
構
造
的
課
題
の

縮
図
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
た
。
人
口
減
少
、
若
者

の
流
出
な
ど
を
発
端
と
す
る
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
、

全
国
の
多
く
の
地
域
社
会
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。

こ
の
理
念
の
も
と
で
大
学
設
立
の
準
備
が
進
む
に
つ
れ
、
飛
騨

市
を
は
じ
め
と
し
て
、
北
海
道
か
ら
九
州
に
至
る
ま
で
、
複
数
の

自
治
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
か
ら
賛
同
と
期
待
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。
具
体
的
に
は
、
宮
城
県
仙
台
市
、
新
潟
県
胎
内
市
、
富
山

県
射
水
市
、
長
野
県
小
布
施
町
、
愛
知
県
田
原
市
、
福
岡
県
福
岡

市
な
ど
、
全
国
十
五
の
地
域
と
の
間
で
連
携
協
定
や
要
望
書
な
ど

の
提
出
を
通
じ
て
大
学
設
立
へ
の
参
画
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
は
、
飛
騨
と
い
う
一
地
域
か
ら
出
発

し
、
全
国
の
地
域
課
題
に
応
答
す
る
大
学
へ
と
構
想
が
発
展
し
て

い
っ
た
。

Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
の
理
念
の
核
に
あ
る
「
共
創
」
は
、
た
だ
、
一
緒
に
手

を
組
ん
で
取
り
組
む
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。「
コ
ー
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
大
学
の
名
称
も
本
学
独
自
の
造
語
で

あ
る
が
、
地
域
課
題
を
捉
え
て
、
解
決
に
向
け
て
踏
み
出
す
こ
と
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
発
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
名
称
を
名
付
け
た

こ
と
に
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
に
と
っ
て
の
「
共
創
」
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を
往
還
さ
せ
る
こ
と
を
実
現
す
る
。

３
年
次
以
降
は
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
で
の
実
践
経
験
を
も

と
に
、「
地
域
共
創
演
習
」
や
「
先
端
共
創
演
習
」
と
い
っ
た
発
展

科
目
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。
こ
こ
で
は
、
学
生
自
身
が
課
題

を
設
定
し
、
地
域
・
企
業
・
行
政
と
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

企
画
・
推
進
す
る
段
階
に
移
行
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
探
究
か
ら
実
践
、『
理
論
』・『
対
話
』・『
実

践
』
を
往
還
し
、
共
創
へ
」
と
い
う
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
系
的

に
構
築
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ 

― 

共
創
を
体
現
す
る
長
期
実
践
型
学
修 

―

3Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
の
学
び
の
最
大
の
特
徴
が
、
２
年
次
に
実
施
さ
れ

る
「
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
」
で
あ
る
。「bond

（
絆
）」
と

「internship

（
実
習
）」
を
組
み
合
わ
せ
た
本
学
独
自
の
概
念
で

あ
り
、
単
な
る
就
業
体
験
や
採
用
直
結
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
学
生
が
地
域
社
会
の
中
で
他
者
と
関

わ
り
合
い
、
自
己
と
社
会
の
関
係
を
見
つ
め
直
し
、
共
に
価
値
を

創
造
す
る
実
践
教
育
で
あ
る
。（「
Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ

プ
バ
イ
ブ
ル
」
参
照
※https://note.com

/coiu_2026/n/
na0d79947c5a8

）

学
生
は
現
場
に
お
い
て
、
地
域
の
人
々
や
企
業
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
と
関
わ
り
、
現
実
の
課
題
を
自
ら
の
学
び
の

対
象
と
し
て
引
き
受
け
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
学
生
は
単
に
現
場
で
経
験
を
積

む
の
で
は
な
く
、
地
域
の
課
題
や
組
織
の
現
状
を
分
析
し
、
現
地

の
人
々
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
新
た
な
価
値
創
出
の
手
が
か
り

を
見
い
だ
す
点
に
あ
る
。

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
は
、
教
育
体
系
の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
学
び
は
段
階
的
に
構
成
さ
れ
、
１

年
次
は
飛
騨
で
の
理
論
と
対
話
の
基
礎
、
２
年
次
は
実
践
、
３
年

次
以
降
の
発
展
的
学
習
（「
理
論
」・「
対
話
」・「
実
践
」
の
往
還
）

へ
と
連
続
的
に
展
開
し
て
い
く
。

地
域
・
企
業
・
教
職
員
の
共
創
体
制

4ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
を
支
え
る
の
は
、
大
学
、
地
域
、
企
業

が
三
位
一
体
で
形
成
す
る
共
創
的
教
育
体
制
で
あ
る
。
地
域
や
企

業
は
、
学
生
の
教
育
を
支
援
す
る
「
協
力
者
」
で
は
な
く
、
学
び
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を
往
還
さ
せ
る
こ
と
を
実
現
す
る
。

３
年
次
以
降
は
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
で
の
実
践
経
験
を
も

と
に
、「
地
域
共
創
演
習
」
や
「
先
端
共
創
演
習
」
と
い
っ
た
発
展

科
目
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。
こ
こ
で
は
、
学
生
自
身
が
課
題

を
設
定
し
、
地
域
・
企
業
・
行
政
と
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

企
画
・
推
進
す
る
段
階
に
移
行
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
探
究
か
ら
実
践
、『
理
論
』・『
対
話
』・『
実

践
』
を
往
還
し
、
共
創
へ
」
と
い
う
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
系
的

に
構
築
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ 

― 

共
創
を
体
現
す
る
長
期
実
践
型
学
修 
―

3Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
の
学
び
の
最
大
の
特
徴
が
、
２
年
次
に
実
施
さ
れ

る
「
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
」
で
あ
る
。「bond

（
絆
）」
と

「internship

（
実
習
）」
を
組
み
合
わ
せ
た
本
学
独
自
の
概
念
で

あ
り
、
単
な
る
就
業
体
験
や
採
用
直
結
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
学
生
が
地
域
社
会
の
中
で
他
者
と
関

わ
り
合
い
、
自
己
と
社
会
の
関
係
を
見
つ
め
直
し
、
共
に
価
値
を

創
造
す
る
実
践
教
育
で
あ
る
。（「
Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ

プ
バ
イ
ブ
ル
」
参
照
※https://note.com

/coiu_2026/n/
na0d79947c5a8

）

学
生
は
現
場
に
お
い
て
、
地
域
の
人
々
や
企
業
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
と
関
わ
り
、
現
実
の
課
題
を
自
ら
の
学
び
の

対
象
と
し
て
引
き
受
け
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
学
生
は
単
に
現
場
で
経
験
を
積

む
の
で
は
な
く
、
地
域
の
課
題
や
組
織
の
現
状
を
分
析
し
、
現
地

の
人
々
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
新
た
な
価
値
創
出
の
手
が
か
り

を
見
い
だ
す
点
に
あ
る
。

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
は
、
教
育
体
系
の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
学
び
は
段
階
的
に
構
成
さ
れ
、
１

年
次
は
飛
騨
で
の
理
論
と
対
話
の
基
礎
、
２
年
次
は
実
践
、
３
年

次
以
降
の
発
展
的
学
習
（「
理
論
」・「
対
話
」・「
実
践
」
の
往
還
）

へ
と
連
続
的
に
展
開
し
て
い
く
。

地
域
・
企
業
・
教
職
員
の
共
創
体
制

4ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
を
支
え
る
の
は
、
大
学
、
地
域
、
企
業

が
三
位
一
体
で
形
成
す
る
共
創
的
教
育
体
制
で
あ
る
。
地
域
や
企

業
は
、
学
生
の
教
育
を
支
援
す
る
「
協
力
者
」
で
は
な
く
、
学
び
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の
「
共
創
者
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

受
入
地
域
や
企
業
は
、
教
育
目
的
を
理
解
し
た
上
で
学
生
を
受

け
入
れ
、
現
場
で
の
学
び
を
共
に
設
計
す
る
。
大
学
側
で
は
、
理
論

的
支
援
と
実
践
的
助
言
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
る
。
教
職
員
は

学
生
の
活
動
を
日
常
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
現
場
と
の
対
話
を

重
ね
な
が
ら
学
び
の
質
を
保
証
し
て
い
る
。
学
生
、
教
職
員
（
大

学
）、
地
域
・
企
業
、
地
域
の
住
民
な
ど
の
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
一

体
と
な
っ
て
、
地
域
の
課
題
・
社
会
変
革
を
目
指
し
て
、
共
に
未

来
を
共
創
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

３
年
次
以
降
の
学
び「
先
端
演
習
」

―
地
域
と
の
共
創
へ
―

5Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
の
学
び
の
体
系
は
、
段
階
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え

て
、「
理
論
」・「
対
話
」・「
実
践
」
を
往
還
す
る
探
究
の
連
続
体
と

し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
２
年
次
の
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ
シ
ッ
プ
は
、
学
生
が
社
会
と
接
続
し
、
課
題
解
決
に
挑
む
初
め

て
の
本
格
的
実
践
で
、
２
年
間
の
学
び
を
踏
ま
え
て
、
３
年
次
以

降
は
「
地
域
共
創
演
習
」「
先
端
共
創
演
習
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択

す
る
。
い
ず
れ
も
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
で
得
た
経
験
知
を
再

構
成
し
、
理
論
と
対
話
の
学
び
を
統
合
し
、
社
会
変
革
を
具
体
化

に
向
け
た
実
践
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

２
年
間
の
理
論
と
対
話
と
実
践
の
学
び
を
起
点
に
学
生
が
主
体

的
に
課
題
を
設
定
し
、
担
当
教
員
と
共
に
、
地
域
・
企
業
・
行
政

と
協
働
し
て
社
会
実
装
に
挑
む
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
こ
の
２
年
間

の
中
で
「
共
創
」
を
実
現
し
、
養
成
す
る
人
材
で
あ
る
「
共
創
の

実
現
に
向
け
て
、『
理
論
』・『
対
話
』・『
実
践
』
を
往
還
す
る
プ
ロ

セ
ス
を
通
じ
て
、
地
域
や
立
場
を
越
境
し
、
課
題
解
決
お
よ
び
社

会
変
革
を
実
行
す
る
力
を
備
え
た
人
材
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

お
わ
り
に 

― 

共
創
型
大
学
が
切
り
拓
く
知
の
新
地
平 

―

Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
は
、
社
会
の
変
化
を
観
察
し
、
分
析
す
る
場
で
は
な

く
、
そ
の
変
化
を
人
と
と
も
に
未
来
を
創
造
す
る
「
共
創
の
場
」

と
し
て
構
想
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
学
び
が
社
会
と

切
り
離
さ
れ
た
体
系
的
知
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

の
現
場
に
根
ざ
し
た
実
践
の
中
か
ら
立
ち
上
が
り
、
社
会
の
変
革

を
推
進
す
る
力
と
な
る
。

本
学
が
提
示
す
る
教
育
モ
デ
ル
は
、学
生
と
教
職
員
、地
域
住
民
、
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企
業
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
超
え
て
関
わ
り
合
い
、
共
に

学
び
、
共
に
成
長
し
、
共
に
未
来
を
共
創
す
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
大
学
と
い
う
場
が
社
会
の
中
に
開
か
れ
、
人
々
が
つ

な
が
る
ハ
ブ
と
な
る
こ
と
で
、
知
が
社
会
へ
と
循
環
す
る
新
し
い

知
的
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
育
の
根
底
に
あ
る
の
は
、「
共
創
」「
理
論
と
対

話
と
実
践
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
理
論
を
通
し
て
社
会

を
構
造
的
に
理
解
し
、
対
話
を
通
し
て
他
者
と
向
き
合
い
、
実
践

を
通
し
て
社
会
を
変
革
す
る
。
こ
れ
ら
が
往
還
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
「
地
域
・
地
域
企
業
と
の
共
創
」
が
、
学
生
一
人
ひ

と
り
の
成
長
を
支
え
る
と
同
時
に
、
地
域
社
会
そ
の
も
の
を
変
え

て
い
く
駆
動
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

４
年
間
の
地
域
と
連
携
し
た
学
び
の
意
義
は
、
単
に
地
域
貢
献

や
課
題
解
決
を
目
指
す
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
大
学
・
地
域
・
企

業
・
行
政
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協
働
し
、
社
会
に
新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
機
能
す
る
点
に
も
あ
る
。
４
年
間
Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
で
学
び
、
卒

業
し
た
学
生
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
と
の
共
創
を
経

験
し
た
人
材
で
あ
る
。
地
域
と
の
関
わ
り
を
有
し
、
地
域
課
題
・

社
会
課
題
解
決
の
担
い
手
と
し
て
、「
理
論
」・「
対
話
」・「
実
践
」

を
通
し
て
、
共
創
し
、
未
来
を
創
造
す
る
担
い
手
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

コ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学
の
挑
戦
は
、
決
し
て
大
学
内
部
に

閉
じ
た
教
育
改
革
で
は
な
い
。
学
生
、
教
職
員
、
地
域
住
民
、
企

業
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
共

に
学
び
、
共
に
考
え
、
共
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
地
域
の

未
来
を
共
創
す
る
社
会
的
実
践
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
共

創
の
輪
が
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い
く
と
き
、
大
学
は
社
会
の
変

革
を
支
え
る
知
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
持
続
可
能
な
日

本
の
未
来
を
と
も
に
築
く
原
動
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

※  

Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
バ
イ
ブ
ル

　  https://note.com
/coiu_2026/n/na0d79947c5a8
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企
業
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
超
え
て
関
わ
り
合
い
、
共
に

学
び
、
共
に
成
長
し
、
共
に
未
来
を
共
創
す
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
大
学
と
い
う
場
が
社
会
の
中
に
開
か
れ
、
人
々
が
つ

な
が
る
ハ
ブ
と
な
る
こ
と
で
、
知
が
社
会
へ
と
循
環
す
る
新
し
い

知
的
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
育
の
根
底
に
あ
る
の
は
、「
共
創
」「
理
論
と
対

話
と
実
践
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
理
論
を
通
し
て
社
会

を
構
造
的
に
理
解
し
、
対
話
を
通
し
て
他
者
と
向
き
合
い
、
実
践

を
通
し
て
社
会
を
変
革
す
る
。
こ
れ
ら
が
往
還
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
「
地
域
・
地
域
企
業
と
の
共
創
」
が
、
学
生
一
人
ひ

と
り
の
成
長
を
支
え
る
と
同
時
に
、
地
域
社
会
そ
の
も
の
を
変
え

て
い
く
駆
動
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

４
年
間
の
地
域
と
連
携
し
た
学
び
の
意
義
は
、
単
に
地
域
貢
献

や
課
題
解
決
を
目
指
す
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
大
学
・
地
域
・
企

業
・
行
政
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協
働
し
、
社
会
に
新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
機
能
す
る
点
に
も
あ
る
。
４
年
間
Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
で
学
び
、
卒

業
し
た
学
生
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
と
の
共
創
を
経

験
し
た
人
材
で
あ
る
。
地
域
と
の
関
わ
り
を
有
し
、
地
域
課
題
・

社
会
課
題
解
決
の
担
い
手
と
し
て
、「
理
論
」・「
対
話
」・「
実
践
」

を
通
し
て
、
共
創
し
、
未
来
を
創
造
す
る
担
い
手
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

コ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学
の
挑
戦
は
、
決
し
て
大
学
内
部
に

閉
じ
た
教
育
改
革
で
は
な
い
。
学
生
、
教
職
員
、
地
域
住
民
、
企

業
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
共

に
学
び
、
共
に
考
え
、
共
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
地
域
の

未
来
を
共
創
す
る
社
会
的
実
践
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
共

創
の
輪
が
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い
く
と
き
、
大
学
は
社
会
の
変

革
を
支
え
る
知
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
持
続
可
能
な
日

本
の
未
来
を
と
も
に
築
く
原
動
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

※  

Ｃ
ｏ
Ｉ
Ｕ
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ッ
プ
バ
イ
ブ
ル

　  https://note.com
/coiu_2026/n/na0d79947c5a8
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新
時
代
を
担
う

「
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
」育
成
へ
の
挑
戦

1来
る
２
０
２
７
年
、
芝
浦
工
業
大
学
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
。
こ
の
機
に
際
し
本
学
は
、
建
学
の
精
神
「
社
会
に
学
び
、
社

会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
社
会
の

要
請
に
応
え
る
教
育
の
質
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
全
学
の

求
心
力
を
高
め
、
新
た
な
挑
戦
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
１
０
０
周

年
達
成
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「C

entennial SIT A
ction

（
Ｃ
Ｓ
Ａ
）」
の
実
現
を
目
的
と
し
て
お
り
、
特
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再

整
備
と
教
育
研
究
環
境
の
向
上
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
Ｃ

Ｓ
Ａ
の
取
り
組
み
課
題
に
「
理
工
学
教
育
日
本
一
」「
グ
ロ
ー
バ
ル

理
工
学
教
育
モ
デ
ル
校
」「
教
職
協
働
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
先
進
校
」、
そ
し
て
「
知
と
地
の
創
造
拠
点
」

［
図
１
］
を
掲
げ
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
も
っ
て
行
程
を
管
理
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
展
開
し
目
標
達
成
に
臨
ん
で
い
る
。

　

地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
活
動
の

た
め
に

―
さ
い
た
ま
市
見
沼
区・大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
挑
戦
―

澤
田 

英
行

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
長
・

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授

［図1］地と知の創造拠点―研究力の強化と社会実装・社会連携
※いずれもElsevier社「Scopus」の集計から
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元
気
な
地
域
社
会
を
つ
く
る

Ｏ
Ｃー
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
０
２
７
の
取
り
組
み

2本
学
は
、
都
市
型
の
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
と
郊
外
型
の
大
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
、
４
学
部
生
７
９
３
９
名
、
院
生
１
９
２
８
名

を
擁
す
る
。
２
０
２
６
年
で
60
周
年
を
迎
え
る
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
の
「
知
と
地
の
創
造
拠
点
」
に
お
け
る
研
究
力
の
強

化
と
社
会
実
装
力
の
向
上
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
、

さ
ら
に
は
地
域
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
再
整
備
計

画
「
Ｏ-

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
０
２
７

（O
m

iya C
am

pus M
aster 

Plan 2027

）」
を
実
践
中
で

あ
る
。

Ｏ-

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
０
２
７
の

主
な
内
容
と
し
て
は
、
分
野
横

断
型
教
育
を
促
進
し
※
１
特
定

成
長
分
野
と
さ
れ
る
デ
ジ
タ

ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
※
２
の
拡
充
を
図
る
新

た
な
教
育
研
究
環
境
を
具
現
す

る
新
校
舎
の
建
設
［
図
２
］、
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
※
３
の
充
実
、

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
取
り
組
む
脱
炭
素
へ
の
貢
献
※
４
、
そ
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
域
開
放
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
向
上
す
る
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

3大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
と
す
る
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
は
、
２

０
２
６
年
度
か
ら
分
野
横
断
型
教
育
を
促
進
す
る
課
程
制
を
導
入

し
、
５
課
程
11
コ
ー
ス
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
改
組
す
る
。
デ
ジ

タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
分
野
で
あ
る
情
報
課

程
、
建
築
・
環
境
課
程
、
生
命
科
学
課
程
は
収
容
定
員
を
増
や
す
。

生
命
科
学
課
程
は
、
生
命
活
動
を
解
明
す
る
「
生
命
科
学
コ
ー

ス
」
と
機
能
回
復
を
支
援
す
る
「
医
工
学
コ
ー
ス
」
の
２
領
域
に

加
え
、
健
康
な
人
の
さ
ら
な
る
健
康
を
目
指
す
「
ス
ポ
ー
ツ
工
学

コ
ー
ス
」［
図
３
］
を
新
設
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
工
学
を
掛

け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
様
な
人
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
生
命
現
象
の
解
明

や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄
与
す
る
生
命
科
学
領
域
と
医
療
・
福
祉

機
器
の
研
究
開
発
や
工
学
技
術
を
基
盤
と
し
た
生
体
現
象
を
解
明

す
る
医
工
学
領
域
、
そ
し
て
身
体
活
動
の
機
序
を
理
解
し
、
す
べ

［図2］デジタル・グリーン・ウェルビーイングの分野を
拡充する新校舎
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て
の
人
々
が
楽
し
む
た
め

の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
機
器
の

研
究
開
発
を
行
う
ス
ポ
ー

ツ
工
学
領
域
を
加
え
た
３

領
域
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

社
会
的
役
割
を
拡
張
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ア
プ

ロ
ー
チ
で
、
人
々
の
生
活

の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
：Q

uality 
of Life

）
の
向
上
に
取
り

組
み
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」
の
実
現
を
目
指
す
。

生
命
科
学
、
医
工
学
、
ス

ポ
ー
ツ
工
学
が
分
野
横
断

的
に
連
動
し
て
機
能
す
る

こ
と
で
、
す
べ
て
の
人
々

を
対
象
と
し
た
健
康
な
生

活
や
福
祉
の
促
進
に
貢
献

で
き
る
教
育
研
究
が
可
能

と
な
る
。
大
宮
キ
ャ
ン
パ

ス
の
地
域
開
放
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
を
物
理
的
に
開
放
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
人
々
が
学
術
的
な
知
見
を
背
景
に
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
学
び
、
体
験
的
に
自
ら
の
「
健
康
」
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
大
学
と
し
て
地
域
開
放
さ
れ
る
。

地
域
住
民
と
学
生
の
共
創
活
動

4大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
が
立
地
す
る
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
が
掲
げ
る

「
見
沼
区
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
施
策
は
、
①
見
沼
の
自
然
を
生
か
し
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
、
②
人
に
や
さ
し
く
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

ま
ち
、
③
動
き
や
す
く
、
生
活
し
や
す
い
ま
ち
、
④
地
域
ぐ
る
み

で
進
め
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
、
で
あ
る
。
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は

そ
う
し
た
地
域
連
携
活
動
の
場
所
と
も
な
っ
て
い
る
。
自
然
に
溢

れ
た
「
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
生
か
し
た
「
花
植
え
活
動
」

は
、
上
の
施
策
の
実
践
的
活
動
の
一
つ
で
あ
る
。
学
生
活
動
団
体

「
Ｃ
Ｍ
Ｔ
（C

O
LO

R M
Y TO

W
N

、
私
の
街
を
彩
る
）」
が
主

と
な
る
「
Ｃ
Ｍ
Ｔ
フ
ラ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、「
花
を
咲
か

せ
続
け
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
証
と
し
て
『
花
』
が

あ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
住
民
・
学
生
・
教
職
員
が
一
体
的

な
共
創
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。「
花
植
え
活
動
」
は
、「
生
き
が

［図3］健康増進・身体機能の発展を工学でマネジメントする「スポーツ工学コース」を新設
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い
づ
く
り
」「
外
出
機
会
の
創
出
」「
健
康
増
進
」「
社
会
的
つ
な

が
り
の
維
持
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の
「
個
々
の
健

康
」
と
「
ま
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
へ
の
意
識
の
醸
成
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
年
１
回
春
に
は
、「
見
沼
区
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

（
見
沼
区
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
区
事
業
）」
が
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
学
生
・
教
職
員
と
多
く
の
地
域
住
民
の
交
流

が
図
ら
れ
て
い
る
［
写
真
１
］。

［写真1］地域住民・学生・教職員の協働活動「CMTフラワープロジェクト」  
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地
域
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」構
想

5２
０
１
５
年
に
「
さ
い
た
ま
市
と
芝
浦
工
業
大
学
と
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
連
携
協
定
」、
２
０
２
３
年
に
は
、「
さ
い

た
ま
市
と
芝
浦
工
業
大
学
と
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
活
動
に
係
る
連
携

協
定
」
を
締
結
し
、
さ
い
た
ま
市
産
学
官
金
連
携
事
業
と
本
学
１

０
０
周
年
記
念
事
業
「
Ｏ-

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
０
２
７
」
の
タ
イ
ア
ッ

プ
を
進
め
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
利
活
用
を
念
頭
に
地
域

連
携
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
新
校
舎
（
２
０
２
５
年

12
月
竣
工
）
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め

の
研
究
・
実
験
施
設
を
装
備
し
、
生
命
科
学
分
野
の
先
進
的
な
研

究
活
動
を
拡
充
す
る
教
育
研
究
の
場
で
あ
る
。
広
や
か
な
芝
生
広

場
に
面
し
た
１
階
に
は
「
地
域
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

［
図
４
］
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
や
身
体
運
動
・
筋
力
測
定
実
験

室
な
ど
を
配
置
し
、
学
生
・
研
究
者
と
地
域
住
民
が
交
流
を
図
り
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て
体
験
的
に
学
べ
る
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
る
。

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
の
声
と
し
て
、「
運
動
す
る
場
所
や

時
間
が
な
い
」「
健
康
の
学
び
方
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
が
多
く
、

一
人
一
人
の
生
活
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
の
環
境
整
備
と
機
会
創

出
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。「
地
域
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
は
、
生
命
科
学
の
学
術
的
な
知
識
・
技
術
を
背
景

に
し
て
、
市
民
が
自
ら
の
健
康
を
知
り
行
動
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
、
人
々
と
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
す
る
活
動
拠
点

で
あ
る
。「
さ
い
た
ま
市
健
康
づ
く
り
計
画
（
２
０
２
４
〜
２
０
３

５
）」
の
「
地
域
と
共
に
つ
く
る
自
分
の
健
康
」
の
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
位
置
付
け
、
さ
い
た
ま
市
と
の
共
同
事
業
化
を
構
想

中
で
あ
る
。

ま
た
、
さ
い
た
ま
市
は
「
さ
い
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
」
事

業
を
進
め
て
お
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
『
す
る
場
』『
学
ぶ
場
』
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
企
業
・
大
学
・
団
体
等
な
ど
が
持
つ
最
新
の

知
見
・
技
術
を
活
用
し
た
実
証
実
験
な
ど
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
産

業
の
成
長
の
場
」
の
創
生
を
目
指
し
て
い
る
。
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

を
拠
点
と
す
る
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
は
、
将
来
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
担
い
手
の
育
成
、
持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
、
さ
ら

に
は
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
創
出
・
活
性
化
に

も
取
り
組
み
、
本
事
業
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

新
校
舎
に
は
、
ｅ-

ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ジ
オ
も
設
置
す
る
。
ｅ-

ス

ポ
ー
ツ
は
、
さ
い
た
ま
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
へ
の
導
入
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
さ
い
た
ま
市
と
共
同
で
、
子
ど
も
を
対
象
に
ｅ-

ス
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ポ
ー
ツ
の
実
施
が
も
た
ら
す
効
果
を
検
証
し
て
い
る
（
ｅ-

ス
ポ
ー

ツ
実
証
事
業
）。
今
後
、
本
施
設
に
お
い
て
多
世
代
に
わ
た
る
ｅ-

ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
に
な
る
。

右
記
の
施
設
群
を
社
会
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
新
校
舎
に
は

産
学
官
金
連
携
拠
点
を
設
け
る
。
地
元
企
業
、
地
域
自
治
体
、
金

融
機
関
、
大
学
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
結
集
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
産
学
官
金
（「
金
」
は
「
金
融
」）
が
日
常
的
に
情

報
交
流
し
、
共
同
研
究
を
通
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
発
す
る

共
創
拠
点
と
し
て
運
営
す
る
予
定
で
あ
る
。

立
地
特
性
を
生
か
し
た

地
域
共
生
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
可
能
性

6さ
い
た
ま
市
が
手
掛
け
る
「
さ
い
た
ま
発
の
公
民
学
に
よ
る
グ

リ
ー
ン
共
創
モ
デ
ル
事
業
」
に
お
い
て
、
本
学
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
市
の
北
エ
リ
ア
の
拠
点
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ハ
ー
ド
面
と

し
て
は
、
新
校
舎
を
拠
点
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
分
野
の
先
進
的
な
研
究
活
動
を
支
え
る
施
設
群
の

整
備
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
取
り
組
む
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
、
創
エ

［図4］研究機関を背景とした「地域健康増進センター（仮称）」構想
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ポ
ー
ツ
の
実
施
が
も
た
ら
す
効
果
を
検
証
し
て
い
る
（
ｅ-

ス
ポ
ー

ツ
実
証
事
業
）。
今
後
、
本
施
設
に
お
い
て
多
世
代
に
わ
た
る
ｅ-

ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
に
な
る
。

右
記
の
施
設
群
を
社
会
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
新
校
舎
に
は

産
学
官
金
連
携
拠
点
を
設
け
る
。
地
元
企
業
、
地
域
自
治
体
、
金

融
機
関
、
大
学
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
結
集
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
産
学
官
金
（「
金
」
は
「
金
融
」）
が
日
常
的
に
情

報
交
流
し
、
共
同
研
究
を
通
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
発
す
る

共
創
拠
点
と
し
て
運
営
す
る
予
定
で
あ
る
。

立
地
特
性
を
生
か
し
た

地
域
共
生
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
可
能
性

6さ
い
た
ま
市
が
手
掛
け
る
「
さ
い
た
ま
発
の
公
民
学
に
よ
る
グ

リ
ー
ン
共
創
モ
デ
ル
事
業
」
に
お
い
て
、
本
学
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
市
の
北
エ
リ
ア
の
拠
点
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ハ
ー
ド
面
と

し
て
は
、
新
校
舎
を
拠
点
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
分
野
の
先
進
的
な
研
究
活
動
を
支
え
る
施
設
群
の

整
備
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
取
り
組
む
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
、
創
エ

［図4］研究機関を背景とした「地域健康増進センター（仮称）」構想
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ネ
（
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
実
現
を
担
い
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
先
進
的
な
教
育

研
究
の
推
進
、
学
生
主
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
、
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
貢
献
の
中
核
拠
点
の
創

出
が
主
な
る
役
割
で
あ
る
［
図
５
］。

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
実
際
の
社
会

課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
正
課
科
目
を
数
多
く
用
意
し
て
お
り
、

地
域
社
会
に
出
向
い
て
学
修
す
る
機
会
も
多
い
。
加
え
て
キ
ャ
ン

パ
ス
内
で
も
同
様
の
地
域
連
携
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
新
校
舎
完
成
後
は
、「
社
会
に
学
び
社
会
に
貢
献
す
る
」
学
修
機

会
が
ま
す
ま
す
増
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
現
す
る
に

は
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
各
施
設
内
の
研
究
活
動
情
報
に
関

す
る
秘
匿
性
の
確
保
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
受
け
入
れ

時
の
安
全
性
の
確
保
、
そ
し
て
教
職
員
の
業
務
負
荷
の
増
大
に
対

す
る
解
決
な
ど
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
に
わ
た
る
対
応
策
が
求
め

ら
れ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
備
、
お
よ
び
教
職
員

の
組
織
体
制
の
見
直
し
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

社
会
や
地
域
に
巻
き
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
、
多
様
化
、
複

雑
化
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
専

［図5］まちと一体的に成長し続ける「グリーンキャンパス」
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門
知
識
と
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
や
異
な
る
意
見
を
持
つ
人
々
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
る
。
地
域
社
会
に
開
か
れ
た

多
様
な
人
々
が
往
来
す
る
オ
ー
プ
ン
な
学
修
空
間
の
整
備
は
、
学

生
自
身
の
主
体
的
な
社
会
貢
献
意
識
を
醸
成
し
、
社
会
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
具
現
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
系
人

材
の
育
成
に
欠
か
せ
な
い
。
工
業
大
学
と
し
て
必
ず
や
り
遂
げ
る

べ
き
挑
戦
で
あ
る
。

〈
注
〉

※
１
　 

複
数
の
理
工
学
分
野
の
知
識
・
技
術
を
融
合
し
て
問
題
解
決
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
学
科
制
か
ら
課
程
制
へ
段
階
的
に
移
行
中

※
２
　 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
個
人
の
「
健
康
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
生
き
が
い
」

な
ど
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
な
幸
福
に
ま
で
広
が
る
概
念
で
あ
り
、
地
域
社

会
全
体
の
幸
福
感
を
示
す
指
標
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。

※
３
　 

グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
、「
環
境
に
優
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し
て
本
学

が
商
標
登
録
（
商
標
登
録
第
４
５
８
４
４
８
２
号
）
し
た
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

の
名
称

※
４
　 

環
境
省
「
令
和
４
年
第
１
回 

脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
お
い
て
、
本
学
は
さ
い

た
ま
市
、
埼
玉
大
学
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
と
共
同
提
案
し
選
定
さ
れ

計
画
を
実
践
中
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門
知
識
と
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
や
異
な
る
意
見
を
持
つ
人
々
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
る
。
地
域
社
会
に
開
か
れ
た

多
様
な
人
々
が
往
来
す
る
オ
ー
プ
ン
な
学
修
空
間
の
整
備
は
、
学

生
自
身
の
主
体
的
な
社
会
貢
献
意
識
を
醸
成
し
、
社
会
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
具
現
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
系
人

材
の
育
成
に
欠
か
せ
な
い
。
工
業
大
学
と
し
て
必
ず
や
り
遂
げ
る

べ
き
挑
戦
で
あ
る
。

〈
注
〉

※
１
　 

複
数
の
理
工
学
分
野
の
知
識
・
技
術
を
融
合
し
て
問
題
解
決
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
学
科
制
か
ら
課
程
制
へ
段
階
的
に
移
行
中

※
２
　 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
個
人
の
「
健
康
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
生
き
が
い
」

な
ど
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
な
幸
福
に
ま
で
広
が
る
概
念
で
あ
り
、
地
域
社

会
全
体
の
幸
福
感
を
示
す
指
標
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。

※
３
　 

グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
、「
環
境
に
優
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し
て
本
学

が
商
標
登
録
（
商
標
登
録
第
４
５
８
４
４
８
２
号
）
し
た
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

の
名
称

※
４
　 

環
境
省
「
令
和
４
年
第
１
回 

脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
お
い
て
、
本
学
は
さ
い

た
ま
市
、
埼
玉
大
学
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
と
共
同
提
案
し
選
定
さ
れ

計
画
を
実
践
中
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は
じ
め
に
―K

SC
 C

o-C
reation Village

の
誕
生
―

関
西
学
院
大
学
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）
は
、

１
９
９
５
年
４
月
に
開
設
さ
れ
、
兵
庫
県
三
田
市
に
位
置
す
る
。

自
然
と
建
築
が
調
和
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
約
６
４
０
０
名
の
学
部

生
・
大
学
院
生
が
学
ん
で
い
る
。

現
在
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
に
は
理
系
４
学
部
（
理
・
工
・
生
命
環
境
・
建

築
）と
総
合
政
策
学
部
が
あ
り
、
文
理
を
超
え
た
学
び
や
国
際
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
多
様
な
研
究
テ
ー
マ
を
志
向
す
る
教
育
環
境
が
構
築
さ

れ
て
い
る
。
２
０
２
５
年
春
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
の
隣
接
地
に
「KSC

 C
o-

C
reation V

illage

」
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
起
業
支
援
）
施
設
「Spark Base

」、
学
生
寮
「
創
新

寮
」、
商
業
施
設
か
ら
構
成
さ
れ
る
複
合
施
設
で
あ
る
。

「KSC
 C

o-C
reation V

illage

」
の
施
設
構
成
は
以
下
の

通
り
。

･   

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設「Spark Base

」

２
階
建
て
延
べ
床
面
積
約
１
１
０
０
平
米
。
１
階
に
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
な

ど
を
備
え
た
ラ
ボ
、
カ
フ
ェ
な
ど
、
２
階
は
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
、

共
用
の
キ
ッ
チ
ン
な
ど
を
設
置
。
会
員
制
度
を
有
し
、
本
学
の
学

生
と
教
職
員
に
限
ら
ず
、
自
治
体
、
企
業
、
地
域
住
民
も
利
用
可
能
。

･  

学
生
寮「
創
新
寮
」

４
階
建
て
４
棟
構
成
、
３
０
０
室
。
共
用
部
に
は
ラ
ウ
ン
ジ
、
シ

ア
タ
ー
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

な
ど
を
設
置
。

･  

商
業
施
設

地
域
住
民
に
も
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
を

運
営
。

次
章
以
降
で
は
、Spark Base

を
取
り
上
げ
、
具
体
的
な
取
り

組
み
や
成
果
、
今
後
の
展
望
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

交
わ
る
こ
と
で
、未
来
が
生
ま
れ
る

―Spark B
ase

が
つ
く
る

　多
様
な
人
々
の
挑
戦
と
共
創
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
―

永
野 

誠

関
西
学
院
大
学

社
会
連
携
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
長
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Spark Base

の
構
想

1

Spark Base

は
三
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①

起
業
家
の
育
成
、
②
研
究
成
果
の
社
会
実
装
、
③
地
域
課
題
の
解

決
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
互
い
に
独
立
し
た
取
り
組
み
で
は
な
く
、
相

互
に
関
連
し
合
い
、
結
び
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
と
い
う

特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
共
創
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。

第
一
の
柱
で
あ
る
「
起
業
家
の
育
成
」
は
、
単
に
将
来
の
起
業

家
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
自
ら
課
題

を
見
い
だ
し
、
仲
間
と
共
に
ア
イ
デ
ア
を
磨
き
、
社
会
に
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
力
―
す
な
わ
ち
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

育
む
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

こ
の
価
値
創
造
は
、
会
社
設
立
に
限
ら
ず
、
社
会
課
題
の
解
決

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献
な
ど
、
広
い
分
野
に
及
ぶ
。

そ
の
た
め
、Spark Base

に
は
カ
フ
ェ
や
ラ
ウ
ン
ジ
、
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
エ
リ
ア
な
ど
、
創
造
的
な
対

話
が
自
然
に
生
ま
れ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
空

間
で
は
、
学
生
同
士
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
や
企
業
関
係
者
な

ど
学
外
の
利
用
者
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
多
様
な
視
点
の
交
差
が

新
た
な
挑
戦
の
芽
を
育
ん
で
い
る
。

第
二
の
柱
で
あ
る
「
研
究
成
果
の
社
会
実
装
」
は
、
本
学
が
持

つ
知
的
資
源
を
社
会
に
開
き
、
地
域
や
産
業
の
発
展
に
生
か
し
て

い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。
Ｋ
Ｓ
Ｃ
で
は
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
、
多
様
な
分
野
で
先
端
的
な
研
究
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

研
究
活
動
そ
の
も
の
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
研
究
室
を
拠
点
と
し

て
行
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
を
社
会
へ
と
展
開
し
て

い
く
拠
点
と
な
る
の
がSpark Base

で
あ
る
。Spark Base

は
、

今
後
、
研
究
者
の
知
見
を
企
業
・
自
治
体
・
地
域
社
会
な
ど
多
様

な
主
体
と
結
び
付
け
、
社
会
課
題
の
解
決
や
新
た
な
事
業
・
仕
組

み
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
「
橋
渡
し
」
の
役
割
を
担
う
。

第
三
の
柱
で
あ
る
「
地
域
課
題
の
解
決
」
は
、
大
学
と
地
域
社
会

と
の
新
た
な
関
係
を
築
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。
三

田
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、
そ
れ
に
伴
う
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
や
担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
全
国
の
地
方
都
市
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
を
左
右
す
る
重
要
な
テ
ー

マ
と
い
え
る
。

Spark Base

を
拠
点
に
、
教
員
や
学
生
が
地
域
の
現
場
に
入
り
、
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Spark Base

の
構
想

1
Spark Base

は
三
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①

起
業
家
の
育
成
、
②
研
究
成
果
の
社
会
実
装
、
③
地
域
課
題
の
解

決
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
互
い
に
独
立
し
た
取
り
組
み
で
は
な
く
、
相

互
に
関
連
し
合
い
、
結
び
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
と
い
う

特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
共
創
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。

第
一
の
柱
で
あ
る
「
起
業
家
の
育
成
」
は
、
単
に
将
来
の
起
業

家
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
自
ら
課
題

を
見
い
だ
し
、
仲
間
と
共
に
ア
イ
デ
ア
を
磨
き
、
社
会
に
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
力
―
す
な
わ
ち
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

育
む
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

こ
の
価
値
創
造
は
、
会
社
設
立
に
限
ら
ず
、
社
会
課
題
の
解
決

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献
な
ど
、
広
い
分
野
に
及
ぶ
。

そ
の
た
め
、Spark Base

に
は
カ
フ
ェ
や
ラ
ウ
ン
ジ
、
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
エ
リ
ア
な
ど
、
創
造
的
な
対

話
が
自
然
に
生
ま
れ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
空

間
で
は
、
学
生
同
士
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
や
企
業
関
係
者
な

ど
学
外
の
利
用
者
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
多
様
な
視
点
の
交
差
が

新
た
な
挑
戦
の
芽
を
育
ん
で
い
る
。

第
二
の
柱
で
あ
る
「
研
究
成
果
の
社
会
実
装
」
は
、
本
学
が
持

つ
知
的
資
源
を
社
会
に
開
き
、
地
域
や
産
業
の
発
展
に
生
か
し
て

い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。
Ｋ
Ｓ
Ｃ
で
は
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
、
多
様
な
分
野
で
先
端
的
な
研
究
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

研
究
活
動
そ
の
も
の
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
研
究
室
を
拠
点
と
し

て
行
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
を
社
会
へ
と
展
開
し
て

い
く
拠
点
と
な
る
の
がSpark Base

で
あ
る
。Spark Base

は
、

今
後
、
研
究
者
の
知
見
を
企
業
・
自
治
体
・
地
域
社
会
な
ど
多
様

な
主
体
と
結
び
付
け
、
社
会
課
題
の
解
決
や
新
た
な
事
業
・
仕
組

み
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
「
橋
渡
し
」
の
役
割
を
担
う
。

第
三
の
柱
で
あ
る
「
地
域
課
題
の
解
決
」
は
、
大
学
と
地
域
社
会

と
の
新
た
な
関
係
を
築
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。
三

田
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、
そ
れ
に
伴
う
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
や
担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
全
国
の
地
方
都
市
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
を
左
右
す
る
重
要
な
テ
ー

マ
と
い
え
る
。

Spark Base

を
拠
点
に
、
教
員
や
学
生
が
地
域
の
現
場
に
入
り
、
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住
民
・
自
治
体
・
企
業
と
協
働
し
て
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
に
新
た
な
知
見
や
技
術
を
も
た
ら
す
と

同
時
に
、
地
域
側
に
も
新
し
い
視
点
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広

が
る
。
こ
う
し
た
協
働
は
、
地
域
の
活
性
化
と
学
生
の
成
長
を
同

時
に
促
す
好
循
環
を
生
み
出
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

Spark Base

が
展
開
す
る
取
り
組
み

2

Spark Base

で
は
、
利
用
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
知
識
、

価
値
観
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
単
な
る
「
学
び
の
場
」
を
超
え
た
協
働

と
共
創
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
担
っ
て
い
る
の
が
常
駐
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
日
々
、
利
用
者
に
声
を
か

け
、
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
企
画
を
通
じ
て
、
偶
発
的
な

出
会
い
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
願
い
や

悩
み
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
実
現
や
課
題
解
決
を
支
援

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
み
た
い
が
経
験

が
な
い
」
と
い
っ
た
声
を
受
け
、
ま
ず
は
少
人
数
で
の
開
催
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
を
提
供

し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、Spark Base

運
営
を
担
う
社
会
連
携
・
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
も
、Spark Base

を
拠
点
に

多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
単
な
る
講
義
形
式
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
実
践
」
と
「
交
流
」

の
両
面
を
重
視
し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
が
主
体
的
に
考

［写真1］Spark Base外観
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え
、
課
題
に
取
り
組
む
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い
る
。
テ
ー
マ

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
地
域
課
題
解
決
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
学
び
始
め
る
初
期
段
階
か
ら
、
実
際
に
挑
戦
を
形
に
し
て
い

く
実
践
段
階
ま
で
、
多
様
な
層
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
や
レ
ベ
ル
に

応
じ
て
参
加
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

Spark Base

で
実
施
し
た
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
た
い
。

● 

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

初
対
面
の
相
手
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
信

頼
関
係
を
築
く
ス
キ
ル
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
開
催
し
た
。
起
業
に

直
結
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
い
が
、
今
後
の
挑
戦
や
協
働
の
基

盤
の
ひ
と
つ
と
な
る
ス
キ
ル
で
あ
り
、
単
な
る
「
場
慣
れ
」
に
と

ど
ま
ら
ず
、
挑
戦
す
る
た
め
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
育
む
重
要
な

一
歩
と
い
え
る
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
多
様
な
世
代
や
所
属
の
参
加
者
が

集
い
、
テ
ー
マ
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
世
代
や
立
場
を
超
え
た
交

流
が
自
然
に
生
ま
れ
た
。

●  

ゼ
ロ
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
ア
イ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
事
業
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
参
加
者
は
、

事
業
開
発
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、
社
会
課
題
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
デ
ア
を
構
想
す
る
た
め
の
思
考
フ
レ
ー
ム
、
Ａ
Ｉ
活
用
事
例
な
ど

に
つ
い
て
講
師
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、
自
ら
の
「
問
い
」

を
出
発
点
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
を
見
つ
け
る
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
生
成
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
各
自 ［写真2］アイスブレイクワークショップ
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え
、
課
題
に
取
り
組
む
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い
る
。
テ
ー
マ

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
地
域
課
題
解
決
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
学
び
始
め
る
初
期
段
階
か
ら
、
実
際
に
挑
戦
を
形
に
し
て
い

く
実
践
段
階
ま
で
、
多
様
な
層
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
や
レ
ベ
ル
に

応
じ
て
参
加
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

Spark Base

で
実
施
し
た
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
た
い
。

● 

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

初
対
面
の
相
手
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
信

頼
関
係
を
築
く
ス
キ
ル
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
開
催
し
た
。
起
業
に

直
結
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
い
が
、
今
後
の
挑
戦
や
協
働
の
基

盤
の
ひ
と
つ
と
な
る
ス
キ
ル
で
あ
り
、
単
な
る
「
場
慣
れ
」
に
と

ど
ま
ら
ず
、
挑
戦
す
る
た
め
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
育
む
重
要
な

一
歩
と
い
え
る
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
多
様
な
世
代
や
所
属
の
参
加
者
が

集
い
、
テ
ー
マ
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
世
代
や
立
場
を
超
え
た
交

流
が
自
然
に
生
ま
れ
た
。

●  

ゼ
ロ
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
ア
イ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
事
業
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
参
加
者
は
、

事
業
開
発
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、
社
会
課
題
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
デ
ア
を
構
想
す
る
た
め
の
思
考
フ
レ
ー
ム
、
Ａ
Ｉ
活
用
事
例
な
ど

に
つ
い
て
講
師
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、
自
ら
の
「
問
い
」

を
出
発
点
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
を
見
つ
け
る
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
生
成
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
各
自 ［写真2］アイスブレイクワークショップ
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が
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
短
時
間
で
具
体
的
な
事
業
プ
ラ
ン
に
落
と

し
込
む
実
践
も
行
わ
れ
た
。「
ぼ
ん
や
り
と
考
え
て
い
た
ア
イ
デ
ア

が
想
像
以
上
に
短
時
間
で
形
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
参
加
者
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

● 

さ
ん
だ
シ
ー
ド
ー
あ
す
へ
の
た
ね
ま
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

自
分
自
身
の
価
値
観
や
関
心
を
見
つ
め
直
し
、
地
域
と
の
関
わ

り
方
を
主
体
的
に
考
え
る
探
究
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
ま
ず
、

自
身
の
経
験
や
感
情
を
振
り
返
り
価
値
観
を
言
語
化
す
る
こ
と
で

「
自
分
だ
け
の
問
い
」
を
発
見
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
、
そ
の
問
い
を

手
が
か
り
に
地
域
課
題
と
の
接
点
を
探
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思

考
な
ど
を
活
用
し
て
解
決
ア
イ
デ
ア
を
構
想
す
る
。
対
象
は
、
地

域
活
動
に
関
心
を
持
つ
大
学
生
・
高
校
生
で
、
地
域
活
動
実
践
へ

の
入
口
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
だ

か
ら
こ
そ
の
問
い
を
見
つ
け
、
行
動
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

● 

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

社
会
人
の
ミ
ド
ル
キ
ャ
リ
ア
層
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

同
世
代
の
参
加
者
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
価
値
観
を
共
有
し
、

違
い
を
認
識
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返

り
、
今
後
の
生
き
方
の
方
向
性
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。「
立
ち

止
ま
っ
て
自
身
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
」
と
振
り

返
る
参
加
者
も
い
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に
は
、
自
ら
の
夢
の

実
現
に
向
け
てSpark Base

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
相
談
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
参
加
を
契
機
と
し
て
新
た
な
行
動
が

生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、Spark 

Base

が
キ
ャ
リ
ア
の
再
構
築
や
挑
戦
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
場

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
がSpark Base

が
目
指

す
「
共
創
の
拠
点
」
の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

立
ち
上
が
り
期
の
成
果
と
今
後
の
展
望

3

Spark Base

が
開
設
し
て
約
９
カ
月
が
経
過
し
た
（
２
０
２
５

年
12
月
時
点
）。
現
在
は
運
営
体
制
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
模
索
し

な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中

で
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外

の
人
々
が
交
わ
る
新
し
い
動
き
が
着
実
に
生
ま
れ
始
め
て
い
る
点

は
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。

一
方
で
、
課
題
も
見
え
て
き
た
。
特
に
、
創
新
寮
と
の
連
携
は
、

ま
だ
本
格
的
に
は
始
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
の
規
模
の
学
生
寮
を
併
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設
し
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
は
珍
し
く
、
ま
た
、
寮
生
は

Spark Base

に
と
っ
て
最
も
近
い
学
生
で
あ
る
た
め
、Spark 

Base

の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
他
の
利
用
者
と
の
交
流
を
通
じ

た
相
互
刺
激
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
は
、
利
用
増
を
狙
い
、
寮
生

向
け
の
説
明
会
や
見
学
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
の
機
会
を
設
け

る
な
ど
、
寮
とSpark Base

を
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要

と
な
る
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
体
系
化
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
施
し
て
い
る
が
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
習
得
・
発
揮
の
各
段
階
に
応
じ
た
十
分
な
構
成
と

は
い
え
な
い
。
初
学
者
か
ら
実
践
者
ま
で
、
幅
広
い
層
に
適
切
な

学
び
と
挑
戦
の
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
段
階
性
の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

Spark Base

は
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
と

ど
ま
ら
な
い
施
設
で
あ
る
。
今
後
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
こ
の
場

に
集
い
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い
価
値
を
創
り
出

し
て
い
く
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
目
標
が
ま
だ
明
確
で
な
く
て
も
、
ま
ず
は

行
動
し
て
み
る
、
踏
み
出
し
て
み
る
第
一
歩
と
し
てSpark Base

を
訪
れ
て
ほ
し
い
。
誰
も
が
こ
の
拠
点
を
活
用
し
、
自
ら
の
挑
戦

を
形
に
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
歩
み
は
決
し
て
一

足
飛
び
で
は
な
い
が
、
三
日
月
が
満
ち
て
い
く
よ
う
に
、
学
び
と

経
験
を
重
ね
な
が
ら
確
か
な
光
を
放
っ
て
い
く
―Spark Base

は
、

そ
の
成
長
を
見
守
り
、
支
え
て
い
く
場
所
で
あ
る
。

［写真3］アイディエーションワークショップ

55

Special feature



設
し
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
は
珍
し
く
、
ま
た
、
寮
生
は

Spark Base

に
と
っ
て
最
も
近
い
学
生
で
あ
る
た
め
、Spark 

Base
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
他
の
利
用
者
と
の
交
流
を
通
じ

た
相
互
刺
激
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
は
、
利
用
増
を
狙
い
、
寮
生

向
け
の
説
明
会
や
見
学
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
の
機
会
を
設
け

る
な
ど
、
寮
とSpark Base

を
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要

と
な
る
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
体
系
化
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
施
し
て
い
る
が
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
習
得
・
発
揮
の
各
段
階
に
応
じ
た
十
分
な
構
成
と

は
い
え
な
い
。
初
学
者
か
ら
実
践
者
ま
で
、
幅
広
い
層
に
適
切
な

学
び
と
挑
戦
の
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
段
階
性
の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

Spark Base

は
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
と

ど
ま
ら
な
い
施
設
で
あ
る
。
今
後
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
こ
の
場

に
集
い
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い
価
値
を
創
り
出

し
て
い
く
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
目
標
が
ま
だ
明
確
で
な
く
て
も
、
ま
ず
は

行
動
し
て
み
る
、
踏
み
出
し
て
み
る
第
一
歩
と
し
てSpark Base

を
訪
れ
て
ほ
し
い
。
誰
も
が
こ
の
拠
点
を
活
用
し
、
自
ら
の
挑
戦

を
形
に
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
歩
み
は
決
し
て
一

足
飛
び
で
は
な
い
が
、
三
日
月
が
満
ち
て
い
く
よ
う
に
、
学
び
と

経
験
を
重
ね
な
が
ら
確
か
な
光
を
放
っ
て
い
く
―Spark Base

は
、

そ
の
成
長
を
見
守
り
、
支
え
て
い
く
場
所
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）は
、
立
命
館
大
学
が
掲

げ
る
「
地
域
と
と
も
に
歩
む
大
学
」
の
理
念
を
体
現
す
る
場
と
し
て
、

２
０
１
５
年
に
開
設
さ
れ
た
。
大
阪
府
茨
木
市
と
い
う
都
市
と
自

然
が
調
和
す
る
地
に
位
置
し
、
単
な
る
教
育
・
研
究
の
場
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
社
会
と
の
共
創
を
目
指
す
「
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ

ス
」
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｉ
Ｃ
の
特
徴
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

境
界
に
塀
も
門
も
な
く
、
物
理
的
な
開
放
性
と
地
域
と
の
心
理
的

な
距
離
の
近
さ
に
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
一
般
市
民
も
利
用

で
き
る
カ
フ
ェ
や
広
場
が
点
在
し
、
学
生
と
地
域
住
民
が
自
然
に

交
わ
る
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
公

開
講
座
な
ど
を
通
じ
て
、
大
学
の
知
的
資
源
を
地
域
に
還
元
す
る

取
り
組
み
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｏ
Ｉ
Ｃ
の
成

り
立
ち
は
、
大
学
が
社
会
の
一
部
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献
の

三
位
一
体
の
実
現
に
向
け
た
挑
戦
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

大
学
が
地
域
社
会
の
ハ
ブ
と
な
る
拠
点
に

1２
０
２
４
年
４
月
、
映

像
学
部
・
研
究
科
、
情
報

理
工
学
部
・
研
究
科
の
Ｏ

Ｉ
Ｃ
移
転
に
伴
い
、
新
校

舎
で
あ
る
Ｈ
棟
を
建
設
し

た
。
こ
の
Ｈ
棟
は
、
単
な

る
学
部
・
研
究
科
の
移
転

先
で
は
な
く
、
２
０
１
８

年
に
制
定
さ
れ
た
立
命
館

の
学
園
ビ
ジ
ョ
ン
Ｒ
２
０

３
０
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

「
挑
戦
を
も
っ
と
自
由
に
」、

共
創
型
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

新
た
な
挑
戦三

宅 

雅
人

立
命
館
大
学
副
学
長
・
社
会
共
創
推
進
本
部
長
・

Ｏ
Ｉ
Ｃ
総
合
研
究
機
構
教
授

［写真1］いばらき×立命館DAYでの様子
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そ
し
て
社
会
と
つ
な
が
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
・

キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
」
を
実
現
す
る
た
め
の
機
能
を
持
た
せ
る
「
共

創
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
設
計
さ
れ
た
次
世
代
型
の
学
び
の
拠
点
で

あ
る
。
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
異
分
野
融
合
」
と
「
実
践
的
学
び

の
場
の
創
出
」
で
あ
る
。
１
階
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
研
究
室
が
９

つ
設
置
さ
れ
、
市
民
や
企
業
の
方
な
ど
教
育
・
研
究
活
動
の
「
見

え
る
化
」
を
推
進
し
、
学
内
外
の
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
協
働

を
加
速
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
は
研
究
内
容
を
紹
介
す
る

機
会
も
増
え
、
研
究
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
向
上
し
て

い
る
。
ま
た
、
分
野
・
領
域
を
問
わ
ず
、
先
端
研
究
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

社
会
課
題
解
決
、
地
域
連
携
、
外
部
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
開
か

れ
た
大
学
を
体
現
し
て
い
る
［
写
真
１
］。

社
会
共
創
推
進
本
部
を
新
た
に
設
置

2こ
の
学
部
・
研
究
科
の
移
転
に
伴
い
、
立
命
館
大
学
は
２
０
２

４
年
度
、「
社
会
共
創
推
進
本
部
（
Ｒ
ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
：Ritsum

eikan 
C

o-C
reation Initiative

）」
を
設
置
し
、
政
府
・
自
治
体
、
産

業
界
、
地
域
社
会
、
世
界
の
大
学
・
研
究
機
関
と
連
携
し
、
社
会

課
題
の
発
見
・
解
決
と
新
し
い
価
値
創
出
に
挑
戦
し
て
い
る
。
大

学
全
体
で
社
会
共
創
を
進
め
る
た
め
に
全
学
の
組
織
と
し
て
設
置

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
拠
点
と
し
て
新
た
に
Ｈ
棟
の
４
階
に
「C

o-
C

reation H
ub

」
を
設
け
、
企
業
・
大
学
・
教
員
・
学
生
が
集
う

場
所
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
本
部
に
は
各
学
部
・
研
究
科

か
ら
教
員
が
Ｒ
ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
参
画
し
、
さ
ら
に
他

部
署
の
職
員
も
学
内
副
業
制
度
を
活
用
し
て
所
属
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
社
会
共
創
と
い
う
大
き
な
課
題
に
対
し
て
大
学
の
リ

ソ
ー
ス
を
最
大
限
に
活
用
し
、
運
営
し
て
い
る
。
企
業
や
自
治
体

か
ら
、
こ
れ
ま
で
大
学
の
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

か
っ
た
案
件
な
ど
を
本
部
に
集
約
し
、
研
究
・
教
育
な
ど
幅
広
い

展
開
を
進
め
、
外
部
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
社
会
共
創
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
も
連
携
し
、
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
る
。

社
会
課
題
の
供
給
元
と
な
る
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

3社
会
共
創
推
進
本
部
で
は
、
企
業
と
大
学
を
結
び
、
課
題
解

決
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
出
す
る
会
員
制
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｒ

Ｉ
Ｎ
Ｃ
（Ritsum

eikan Innovation N
etw

ork for C
o-

creation

）」
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
企
業
が
大
学
の
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そ
し
て
社
会
と
つ
な
が
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
・

キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
」
を
実
現
す
る
た
め
の
機
能
を
持
た
せ
る
「
共

創
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
設
計
さ
れ
た
次
世
代
型
の
学
び
の
拠
点
で

あ
る
。
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
異
分
野
融
合
」
と
「
実
践
的
学
び

の
場
の
創
出
」
で
あ
る
。
１
階
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
研
究
室
が
９

つ
設
置
さ
れ
、
市
民
や
企
業
の
方
な
ど
教
育
・
研
究
活
動
の
「
見

え
る
化
」
を
推
進
し
、
学
内
外
の
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
協
働

を
加
速
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
は
研
究
内
容
を
紹
介
す
る

機
会
も
増
え
、
研
究
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
向
上
し
て

い
る
。
ま
た
、
分
野
・
領
域
を
問
わ
ず
、
先
端
研
究
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

社
会
課
題
解
決
、
地
域
連
携
、
外
部
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
開
か

れ
た
大
学
を
体
現
し
て
い
る
［
写
真
１
］。

社
会
共
創
推
進
本
部
を
新
た
に
設
置

2こ
の
学
部
・
研
究
科
の
移
転
に
伴
い
、
立
命
館
大
学
は
２
０
２

４
年
度
、「
社
会
共
創
推
進
本
部
（
Ｒ
ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
：Ritsum

eikan 
C

o-C
reation Initiative

）」
を
設
置
し
、
政
府
・
自
治
体
、
産

業
界
、
地
域
社
会
、
世
界
の
大
学
・
研
究
機
関
と
連
携
し
、
社
会

課
題
の
発
見
・
解
決
と
新
し
い
価
値
創
出
に
挑
戦
し
て
い
る
。
大

学
全
体
で
社
会
共
創
を
進
め
る
た
め
に
全
学
の
組
織
と
し
て
設
置

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
拠
点
と
し
て
新
た
に
Ｈ
棟
の
４
階
に
「C

o-
C

reation H
ub

」
を
設
け
、
企
業
・
大
学
・
教
員
・
学
生
が
集
う

場
所
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
本
部
に
は
各
学
部
・
研
究
科

か
ら
教
員
が
Ｒ
ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
参
画
し
、
さ
ら
に
他

部
署
の
職
員
も
学
内
副
業
制
度
を
活
用
し
て
所
属
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
社
会
共
創
と
い
う
大
き
な
課
題
に
対
し
て
大
学
の
リ

ソ
ー
ス
を
最
大
限
に
活
用
し
、
運
営
し
て
い
る
。
企
業
や
自
治
体

か
ら
、
こ
れ
ま
で
大
学
の
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

か
っ
た
案
件
な
ど
を
本
部
に
集
約
し
、
研
究
・
教
育
な
ど
幅
広
い

展
開
を
進
め
、
外
部
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
社
会
共
創
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
も
連
携
し
、
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
る
。

社
会
課
題
の
供
給
元
と
な
る
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

3社
会
共
創
推
進
本
部
で
は
、
企
業
と
大
学
を
結
び
、
課
題
解

決
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
出
す
る
会
員
制
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｒ

Ｉ
Ｎ
Ｃ
（Ritsum

eikan Innovation N
etw

ork for C
o-

creation
）」
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
企
業
が
大
学
の
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研
究
力
や
学
生
の
柔
軟
な
発
想
を
活
用
し
、
Ｄ
Ｘ
推
進
や
新
規
事

業
開
発
、
地
域
課
題
解
決
な
ど
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
参
画
企
業
は
、
企
業
・

教
員
・
学
生
が
交
流
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「RIN

C
 

M
IX

」
を
毎
月
定
期
開
催
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
や
研
究

紹
介
を
通
じ
て
新
た
な
連
携
を
生
み
出
し
て
い
る
。
参
画
企
業
・

自
治
体
は
35
団
体
を
超
え
、
重
工
業
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
金

融
、
人
材
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど

幅
広
い
企
業
が
参
画
し
、

自
治
体
や
海
外
大
学
と
の

連
携
を
進
め
て
い
る
。
社

会
共
創
推
進
本
部
は
、
大

学
を
「
社
会
課
題
解
決
の

場
」「
実
証
実
験
の
場
」

と
し
て
開
放
し
、
挑
戦
と

創
発
を
通
じ
て
未
来
を
切

り
拓
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
運
営
し
て
い
る
［
写

真
２
］。
２
０
２
４
年
10

月
以
降
、
企
業
か
ら
の
社

会
課
題
解
決
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
20
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
超
え
、
企
業
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
企
業
・
自
治
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
課
題
を
整
理
し
、
大
学

内
の
人
員
・
設
備
と
結
び
付
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計
を
支
援
し
、

実
行
し
て
い
る
。

地
域
社
会
と
の
交
流
が
加
速
す
る

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

4立
命
館
大
学
Ｏ
Ｉ
Ｃ
が
目
指
す
〝
共
創
型
キ
ャ
ン
パ
ス
〟
の
象

徴
的
取
り
組
み
と
し
て
、「
い
ば
ら
き
×
立
命
館
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
あ
る
。

大
学
が
単
独
で
主
催
す
る
文
化
祭
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
Ｏ

Ｉ
Ｃ
と
茨
木
市
が
共
催
し
、
２
０
１
５
年
の
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
以

来
、
地
域
・
社
会
連
携
の
一
環
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
型
の
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
２
０
２
５

年
は
、
企
業
・
市
民
団
体
・
学
生
・
自
治
体
か
ら
１
８
０
を
超
え

る
出
展
が
あ
り
、
来
場
者
数
も
過
去
最
多
の
３
万
人
が
参
加
し
て

い
る
。
会
場
で
は
、
学
び
、
遊
び
、
体
験
が
融
合
し
、
学
生
は
実

社
会
と
の
接
点
を
得
て
成
長
し
、
地
域
住
民
や
企
業
は
大
学
と
の

関
わ
り
を
通
じ
た
新
た
な
価
値
を
見
出
す
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ

［写真2］RINC MIXの様子
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の
他
、
昨
年
ま
で
は
「A

sia W
eek

」、
２
０
２
５
年
か
ら
は
国
際

交
流
フ
ェ
ス
タ
「G

lobal W
eek

」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
学
と
地
域
の
国
際
交
流
を
目
的

と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
学
生
に
よ
る
研
究
発
表
や
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
団
体
の
活
動
紹
介
、
異
文
化
体
験
・
国
際
交
流
の
体
験

ブ
ー
ス
、
海
外
の
料
理
や
地
産
グ
ル
メ
の
販
売
、
企
業
・
行
政
・

学
生
団
体
に
よ
る
連
携
企
画
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
テ
ー
ジ
で

は
学
生
団
体
か
ら
プ
ロ
の
演
奏
家
の
ラ
イ
ブ
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
地
域
社
会
と
の
交
流
を
年
間
複
数
回

企
画
・
実
施
し
、
地
域
社
会
に
密
着
し
た
展
開
を
し
て
い
る
。

社
会
に
開
か
れ
た
施
設
群

5

M
icrosoft Base

２
０
２
４
年
４
月
に
国
内
で
初
め
て
教
育
機
関
内
に
開
設
さ

れ
た
唯
一
の
施
設
がM

icrosoft Base Ritsum
eikan

で
あ
る
。

企
業
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
創
成
支
援
、
立
命
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ａ
Ｉ
、
研
究
領
域
に
お

け
る
「M

icrosoft A
zure

」・「M
icrosoft Learn

」
の
活
用
や

「
Ｍ
Ｃ
Ｐ
（M

icrosoft C
ertification Program

：
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
認
定
資
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
の
取
得
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
研

究
・
教
育
に
関
わ
る
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
本
施
設
は
立

命
館
の
学
生
や
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
企
業
・
自
治
体
な
ど
学
外

の
方
が
無
料
で
参
加
で
き
る

初
心
者
向
け
か
ら
応
用
編
ま

で
幅
広
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
セ

ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
を
定
期

的
に
開
催
し
、
コ
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
も
無
料
で
開
放
し
て

い
る
。
開
設
か
ら
１
年
半
で

利
用
者
数
３
６
６
２
人
、
イ

ベ
ン
ト
実
施
回
数
１
２
３
回
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数
１
２
４

０
人
、
個
別
相
談
件
数
74
件

と
賑
わ
っ
て
い
る
施
設
で
あ

る
［
写
真
３
］。

社
会
共
創
デ
ス
ク

立
命
館
大
学
Ｏ
Ｉ
Ｃ
に
設
置
さ
れ
た
社
会
共
創
デ
ス
ク
は
、
企

業
・
自
治
体
・
地
域
・
学
生
・
教
員
を
リ
ア
ル
お
よ
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ ［写真3］Microsoft Base Ritsumeikanでのセミナーの様子
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の
他
、
昨
年
ま
で
は
「A

sia W
eek

」、
２
０
２
５
年
か
ら
は
国
際

交
流
フ
ェ
ス
タ
「G

lobal W
eek

」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
学
と
地
域
の
国
際
交
流
を
目
的

と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
学
生
に
よ
る
研
究
発
表
や
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
団
体
の
活
動
紹
介
、
異
文
化
体
験
・
国
際
交
流
の
体
験

ブ
ー
ス
、
海
外
の
料
理
や
地
産
グ
ル
メ
の
販
売
、
企
業
・
行
政
・

学
生
団
体
に
よ
る
連
携
企
画
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
テ
ー
ジ
で

は
学
生
団
体
か
ら
プ
ロ
の
演
奏
家
の
ラ
イ
ブ
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
地
域
社
会
と
の
交
流
を
年
間
複
数
回

企
画
・
実
施
し
、
地
域
社
会
に
密
着
し
た
展
開
を
し
て
い
る
。

社
会
に
開
か
れ
た
施
設
群

5

M
icrosoft Base

２
０
２
４
年
４
月
に
国
内
で
初
め
て
教
育
機
関
内
に
開
設
さ

れ
た
唯
一
の
施
設
がM

icrosoft Base Ritsum
eikan

で
あ
る
。

企
業
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
創
成
支
援
、
立
命
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ａ
Ｉ
、
研
究
領
域
に
お

け
る
「M

icrosoft A
zure

」・「M
icrosoft Learn

」
の
活
用
や

「
Ｍ
Ｃ
Ｐ
（M

icrosoft C
ertification Program

：
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
認
定
資
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
の
取
得
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
研

究
・
教
育
に
関
わ
る
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
本
施
設
は
立

命
館
の
学
生
や
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
企
業
・
自
治
体
な
ど
学
外

の
方
が
無
料
で
参
加
で
き
る

初
心
者
向
け
か
ら
応
用
編
ま

で
幅
広
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
セ

ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
を
定
期

的
に
開
催
し
、
コ
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
も
無
料
で
開
放
し
て

い
る
。
開
設
か
ら
１
年
半
で

利
用
者
数
３
６
６
２
人
、
イ

ベ
ン
ト
実
施
回
数
１
２
３
回
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数
１
２
４

０
人
、
個
別
相
談
件
数
74
件

と
賑
わ
っ
て
い
る
施
設
で
あ

る
［
写
真
３
］。

社
会
共
創
デ
ス
ク

立
命
館
大
学
Ｏ
Ｉ
Ｃ
に
設
置
さ
れ
た
社
会
共
創
デ
ス
ク
は
、
企

業
・
自
治
体
・
地
域
・
学
生
・
教
員
を
リ
ア
ル
お
よ
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ ［写真3］Microsoft Base Ritsumeikanでのセミナーの様子
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ド
に
繋
ぐ
共
創
拠
点
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
大
阪
府
の
公
式
の
４

番
目
の
勤
務
地
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
府
の
職
員
は
出

張
と
い
う
形
で
は
な
く
、
通
常
の
勤
務
場
所
と
し
て
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
業
務
を
実
施
で
き
る
。
ま
た
、
茨
木
市
は
こ
の
部
屋
に
市

役
所
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
引
き
込
み
、
市
役
所
と
変
わ
ら
ぬ
環

境
で
業
務
が
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
設
置
場
所
が
Ｈ

棟
の
１
階
中
央
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
自
治
体
関
係
者
が
日
常

的
に
身
近
に
存
在
し
、
公
務
員
志
望
の
学
生
が
相
談
や
交
流
を
行

う
場
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
研
究
や
授
業
で
の
課
題
相
談
に

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
的
に
自
治
体
の
要
望
を
大
学
で
展
開

す
る
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
の
予
算
化
の
段
階
か
ら
参
画
し
、
本

学
だ
け
で
な
く
大
学
が
取
り
組
み
や
す
い
補
助
金
制
度
の
制
定
な

ど
も
議
論
し
て
い
る
。

地
域
企
業
と
の
地
域
連
携

6Ｏ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
地
域
企
業
と
の
連
携
も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

特
に
、
茨
木
市
に
拠
点
を
置
く
企
業
と
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
実
践
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
地
元
企
業
と
連
携
し
た
商
品
開
発
や
、
地
域
課
題
の
解
決
を

目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
学
生
の
ア
イ
デ

ア
が
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
く
事
例
も
生
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
Ｏ
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
す
る
大
型
商
業
施
設
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨
木
」

と
の
連
携
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
学
生
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

展
示
が
モ
ー
ル
内
で
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
大
学
と
商
業
施
設
が
協

働
す
る
こ
と
で
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
２

０
２
５
年
３
月
、
立
命
館
大
学
と
イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨
木
に
よ
る
共

創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
み
ん
な
で
描
く
み
ら
い
の
茨
木
２
０
２
５
―

み
ら
い
の
担
い
手
と
つ
く
る
、
感
じ
る
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
昨
春
に
実
施
さ
れ
た
「
み
ん
な
で
描
く
み
ら
い
の
茨
木
　
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
続
く
２
回
目
の
開
催
で
あ
る
。
大
学
と

社
会
を
つ
な
ぐ
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「TRY FIELD

」
の
始

動
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
立
命
館
大
学
と
自
治
体
や
企
業
と
の
間

で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
て
き
た
数
多
く
の
社
会
共
創
の
取
り
組
み
を
、

市
民
と
と
も
に
体
感
し
共
有
す
る
場
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
共
有
さ
れ
た
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
18
件
に
及
ぶ
。
会
場

で
あ
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨
木
に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
共

創
に
関
連
し
て
制
作
さ
れ
た
映
像
作
品
の
上
映
、
音
楽
と
映
像
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

店
内
各
所
に
設
け
ら
れ
た
ブ
ー
ス
で
は
、
展
示
の
み
な
ら
ず
体
験
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型
の
企
画
も
実
施
さ
れ
た
。
フ
ロ
ア
で
は
子
ど
も
た
ち
が
ロ
ボ
ッ

ト
と
会
話
し
た
り
、
最
新
技
術
を
体
感
で
き
る
場
も
用
意
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
普
段
と
は
異
な
る
光
景
に
、
買
い
物
に
訪
れ
て
い
た
多

く
の
市
民
が
足
を
止
め
、
興
味
深
く
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
、
学
生

の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
ブ
ー
ス
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
し
た
。
最
終
的
な
参
画
者
数
は
２
７
０
０
人
に
達
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
大
学
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
果
た

す
べ
き
役
割
を
再
定
義
し
、
教
育
と
地
域
貢
献
の
新
た
な
モ
デ
ル

を
提
示
し
て
い
る
。

さ
い
ご
に
―
挑
戦
と
失
敗
が
育
む
未
来
―

共
創
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
Ｏ
Ｉ
Ｃ
は
、
単
な
る
教
育
機
関

の
枠
を
超
え
、
地
域
社
会
と
と
も
に
未
来
を
創
る
場
と
し
て
進
化

を
続
け
て
い
る
。
Ｏ
Ｉ
Ｃ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
多
様
な
取
り
組
み

は
、
す
べ
て
が
「
共
創
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
中
心
に
は
、
未
来
を
担
う
学
生
た
ち
の
挑
戦
が

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
大
学
は
、
知
識
を
伝
え
る
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
社
会
と
と
も
に
課
題
を
発
見
し
、
解
決
に
向
け
て
行
動
す
る

場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｏ
Ｉ
Ｃ
が
そ
の
先
駆
け
と
し
て
果
た

す
役
割
は
大
き
く
、
今
後
も
地
域
と
と
も
に
歩
み
な
が
ら
、
挑
戦

と
失
敗
を
恐
れ
ず
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
活
動
を
進
め
て
い

く
の
で
あ
る
。

［写真4］イオンモール茨木との共創プロジェクトの様子
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型
の
企
画
も
実
施
さ
れ
た
。
フ
ロ
ア
で
は
子
ど
も
た
ち
が
ロ
ボ
ッ

ト
と
会
話
し
た
り
、
最
新
技
術
を
体
感
で
き
る
場
も
用
意
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
普
段
と
は
異
な
る
光
景
に
、
買
い
物
に
訪
れ
て
い
た
多

く
の
市
民
が
足
を
止
め
、
興
味
深
く
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
、
学
生

の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
ブ
ー
ス
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
し
た
。
最
終
的
な
参
画
者
数
は
２
７
０
０
人
に
達
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
大
学
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
果
た

す
べ
き
役
割
を
再
定
義
し
、
教
育
と
地
域
貢
献
の
新
た
な
モ
デ
ル

を
提
示
し
て
い
る
。

さ
い
ご
に
―
挑
戦
と
失
敗
が
育
む
未
来
―

共
創
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
Ｏ
Ｉ
Ｃ
は
、
単
な
る
教
育
機
関

の
枠
を
超
え
、
地
域
社
会
と
と
も
に
未
来
を
創
る
場
と
し
て
進
化

を
続
け
て
い
る
。
Ｏ
Ｉ
Ｃ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
多
様
な
取
り
組
み

は
、
す
べ
て
が
「
共
創
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
中
心
に
は
、
未
来
を
担
う
学
生
た
ち
の
挑
戦
が

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
大
学
は
、
知
識
を
伝
え
る
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
社
会
と
と
も
に
課
題
を
発
見
し
、
解
決
に
向
け
て
行
動
す
る

場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｏ
Ｉ
Ｃ
が
そ
の
先
駆
け
と
し
て
果
た

す
役
割
は
大
き
く
、
今
後
も
地
域
と
と
も
に
歩
み
な
が
ら
、
挑
戦

と
失
敗
を
恐
れ
ず
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
活
動
を
進
め
て
い

く
の
で
あ
る
。

［写真4］イオンモール茨木との共創プロジェクトの様子
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キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
理
念

1２
０
３
２
年
に
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
早
稲
田
大
学

は
、
本
学
の
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
２
０
１
３
年
度
か
ら

「W
aseda V

ision 150

」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
し
て
現
在
、
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
さ
ら
に
先
の
２
０
５
０
年
を
見
据
え
、
建
学
の
精
神
で
あ

る
「
学
問
の
独
立
」「
学
問
の
活
用
」「
模
範
国
民
の
造
就
」
の
三

つ
の
教
旨
、
そ
し
て
創
設
者
で
あ
る
大
隈
重
信
が
説
い
た
「
一
身

一
家
一
国
の
為
の
み
な
ら
ず
。
進
ん
で
世
界
に
貢
献
す
る
抱
負
が

無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」
の
理
念
に
立
ち
返
り
、「
世
界
人
類
に
貢
献

す
る
大
学
」
へ
と
進
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
改
革
を
加
速
し
て
い

る
。
記
念
事
業
の
三
つ
の
柱
は
、
研
究
・
教
育
・
貢
献
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
核
拠
点
と
し
て
設
置
し
た
「G

lobal Research 
C

enter

（
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）」「G

lobal Education C
enter

（
Ｇ
Ｅ

Ｃ
）」「G

lobal C
itizenship C

enter

（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）」
が
密
接
に

連
携
し
、
総
合
知
に
よ
る
人
類
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い
る
。

一
方
、
１
９
９
７
年
に
策
定
し
た
「
早
稲
田
大
学
西
早
稲
田（
現

在
は
、「
早
稲
田
」）
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
指
針
」
に
お
け
る
キ
ャ
ン

パ
ス
整
備
の
理
念
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
教
育
研
究
の
基
盤
で
あ
る
。
し
か

も
、
世
代
や
時
代
を
超

え
て
、
知
的
活
動
を
志

す
多
く
の
人
々
が
出
会

い
、
交
流
す
る
場
面
で

あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を

整
備
し
て
い
く
た
め
に

は
、
個
々
の
建
物
を
対

象
と
す
る
だ
け
で
な
く
、

建
物
群
と
し
て
形
成
さ

れ
る
都
市
的
空
間
や
、

建
物
以
外
の
要
素
（
外

「
門
の
な
い
大
学
」
を
超
え
て

「
ま
ち
と
融
合
し
た
大
学
」へ

北
野 

寧
彦

早
稲
田
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
部
長

［写真1］早稲田キャンパス正門前
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構
、
造
園
、
各
種
設
備
、
備
品
、
他
）
周
辺
地
区
と
の
関
係
も
良
好

な
環
境
と
し
て
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
進
取
の
精
神
、
学
問
の
独
立
を
謳
う
教
育
理
念
を
反
映

し
た
も
の
で
あ
り
、
学
生
・
教
職
員
に
と
っ
て
、
生
涯
に
わ
た
り

「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
」
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
と
し
て
、
整
え
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。』（「
指
針
作
成
の
目
的
」
よ
り
一
部
を
抜
粋
）

こ
の
理
念
は
踏
襲
し
つ
つ
、
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
２

０
３
２
年
に
向
け
策
定
し
た
「
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
指
針

W
aseda C

am
pus M

aster Plan 2023

」で
は
、「
成
長
す
る

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
成
熟
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
転
換
」
の
方
針
を

掲
げ
て
い
る
。
大
学
構
内
の
教
育
研
究
環
境
だ
け
で
な
く
、
大
学

と
周
辺
地
域
と
の
相
互
関
係
を
包
含
、
大
学
を
中
心
と
し
な
が
ら

ま
ち
と
大
学
が
共
存
し
融
合
し
た
地
域
を
創
る
こ
と
を
デ
ザ
イ
ン

理
念
と
し
、「
門
の
な
い
大
学
」
を
超
え
て
「
ま
ち
と
融
合
し
た
大

学
」
を
目
指
し
て
い
る
［
写
真
１
］。

都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

2キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
を
広
域
的
な
視
点
で
見
る
と
、
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
は
都
市
公
園
な
ど
と
同
様
に
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
ち
、
重

要
な
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
と
と
も
に
、
閉
鎖
的
な
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
は
ま
ち
を
分
断
す
る
要
因
と
な
る
こ
と
が
分
か
る

［
図
１
］。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
は
教
育
研
究
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
本
分
で
は
あ
る
が
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

緑
化
を
整
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
対
し
て
大
学
が
持
つ

資
源
を
還
元
し
、
ま
ち
に
開
く
こ
と
も
大
学
の
使
命
と
考
え
て
い

る
。
本
学
に
は
、
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
坪
内
博
士
記
念
演
劇

博
物
館
」・「
會
津
八
一
記
念
博
物
館
」・「
早
稲
田
大
学
歴
史
館
」、

戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
早
稲
田
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、
本

庄
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
本
庄
早
稲
田
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、
計
５

つ
の
一
般
に
開
放
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
。
そ
の
意
義
は
、

本
学
か
ら
生
成
さ
れ
る
「
文
化
」
の
力
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
学
と
社
会
の
結
び
つ
き
を
よ
り
強
め
、
ひ
い
て
は
社
会
の
豊
か

さ
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
近
年
行
っ
た
代
表
的
な
事
例
を
２
件
示
す
。

「
早
稲
田
ア
リ
ー
ナ
」（
２
０
１
８
年
竣
工
）
は
、
戸
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
る
卒
業
式
・
入
学
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
活
用
す
る

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
で
あ
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
通
常
で

あ
れ
ば
地
上
に
計
画
し
、
大
面
積
の
屋
根
が
敷
地
の
大
半
を
占
め

る
こ
と
と
な
る
ア
リ
ー
ナ
部
分
を
地
下
に
埋
め
、
そ
の
屋
根
部
分
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構
、
造
園
、
各
種
設
備
、
備
品
、
他
）
周
辺
地
区
と
の
関
係
も
良
好

な
環
境
と
し
て
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
進
取
の
精
神
、
学
問
の
独
立
を
謳
う
教
育
理
念
を
反
映

し
た
も
の
で
あ
り
、
学
生
・
教
職
員
に
と
っ
て
、
生
涯
に
わ
た
り

「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
」
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
と
し
て
、
整
え
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。』（「
指
針
作
成
の
目
的
」
よ
り
一
部
を
抜
粋
）

こ
の
理
念
は
踏
襲
し
つ
つ
、
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
２

０
３
２
年
に
向
け
策
定
し
た
「
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
指
針

W
aseda C

am
pus M

aster Plan 2023

」で
は
、「
成
長
す
る

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
成
熟
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
転
換
」
の
方
針
を

掲
げ
て
い
る
。
大
学
構
内
の
教
育
研
究
環
境
だ
け
で
な
く
、
大
学

と
周
辺
地
域
と
の
相
互
関
係
を
包
含
、
大
学
を
中
心
と
し
な
が
ら

ま
ち
と
大
学
が
共
存
し
融
合
し
た
地
域
を
創
る
こ
と
を
デ
ザ
イ
ン

理
念
と
し
、「
門
の
な
い
大
学
」
を
超
え
て
「
ま
ち
と
融
合
し
た
大

学
」
を
目
指
し
て
い
る
［
写
真
１
］。

都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

2キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
を
広
域
的
な
視
点
で
見
る
と
、
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
は
都
市
公
園
な
ど
と
同
様
に
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
ち
、
重

要
な
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
と
と
も
に
、
閉
鎖
的
な
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
は
ま
ち
を
分
断
す
る
要
因
と
な
る
こ
と
が
分
か
る

［
図
１
］。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
は
教
育
研
究
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
本
分
で
は
あ
る
が
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

緑
化
を
整
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
対
し
て
大
学
が
持
つ

資
源
を
還
元
し
、
ま
ち
に
開
く
こ
と
も
大
学
の
使
命
と
考
え
て
い

る
。
本
学
に
は
、
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
坪
内
博
士
記
念
演
劇

博
物
館
」・「
會
津
八
一
記
念
博
物
館
」・「
早
稲
田
大
学
歴
史
館
」、

戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
早
稲
田
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、
本

庄
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
本
庄
早
稲
田
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、
計
５

つ
の
一
般
に
開
放
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
。
そ
の
意
義
は
、

本
学
か
ら
生
成
さ
れ
る
「
文
化
」
の
力
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
学
と
社
会
の
結
び
つ
き
を
よ
り
強
め
、
ひ
い
て
は
社
会
の
豊
か

さ
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
近
年
行
っ
た
代
表
的
な
事
例
を
２
件
示
す
。

「
早
稲
田
ア
リ
ー
ナ
」（
２
０
１
８
年
竣
工
）
は
、
戸
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
る
卒
業
式
・
入
学
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
活
用
す
る

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
で
あ
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
通
常
で

あ
れ
ば
地
上
に
計
画
し
、
大
面
積
の
屋
根
が
敷
地
の
大
半
を
占
め

る
こ
と
と
な
る
ア
リ
ー
ナ
部
分
を
地
下
に
埋
め
、
そ
の
屋
根
部
分
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を
豊
か
な
緑
化
を
施
し
た
屋
上
庭
園
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

円
形
の
芝
生
マ
ウ
ン
ド
を
有
す
る
「
戸
山
の
丘
」
は
、
ラ
ー
ニ
ン

グ
コ
モ
ン
ズ
と
カ
フ
ェ
に
面
し
、
学
生
の
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
の
保
育
施
設
の
散
歩
コ
ー
ス
な
ど
に
も
利
用

さ
れ
て
い
る
［
写
真
２
］。
か
つ
て
の
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
休
日
に

は
門
を
閉
め
て
い
た
が
、
早
稲
田
ア
リ
ー
ナ
の
完
成
と
と
も
に
開

放
す
る
こ
と
で
近
隣

に
お
住
ま
い
の
方
々

を
含
め
多
く
の
方
に

公
園
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。
ラ
ー

ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
で

学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
、

多
様
な
属
性
の
人
々

の
活
動
が
見
え
る
環

境
は
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
意
識
で
き
る

貴
重
な
場
で
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

「
早
稲
田
大
学
国

［写真2］「戸山の丘」を南西上空より望む

［図1］早稲田周辺のキャンパスの状況
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際
文
学
館
（
村
上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）」
は
、
村
上
春
樹
氏
所
蔵

の
貴
重
資
料
が
本
学
へ
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に

２
０
２
１
年
10
月
に
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
館
し
た
新
し
い
タ

イ
プ
の
図
書
館
で
あ
る
。
世
界
か
ら
集
ま
る
研
究
者
や
文
学
愛
好

者
に
向
け
て
、
文
学
・
芸
術
の
魅
力
を
伝
え
る
役
目
を
果
た
し
て

い
る
。

ま
た
、
従
来
の
図
書
館

に
は
な
い
、
作
家
・
評
論

家
に
よ
る
ト
ー
ク
や
朗
読

会
、
芸
術
家
・
音
楽
家
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

「
階
段
本
棚
」、「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
」、「
オ
ー

デ
ィ
オ
ル
ー
ム
」、「
展
示

室
」、「
村
上
さ
ん
の
書
斎
」

な
ど
を
一
般
に
も
公
開
し

て
お
り
、
館
内
に
は
学
生

が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
も
併

設
し
て
い
る
［
写
真
３
］。

キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

3大
学
を
中
心
と
し
な
が
ら
ま
ち
と
大
学
が
共
存
し
融
合
し
た
地

域
を
創
る
た
め
に
は
、
周
辺
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
本
学
が
行

う
研
究
・
教
育
・
貢
献
を
社
会
に
還
元
・
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
学
生
の
居
場
所
に
も
な
る
活
気
あ
る
商

店
街
は
本
学
に
と
っ
て
貴
重
な
資
源
と
捉
え
て
い
る
が
、
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
か
ら
は
、
近
年

の
学
生
は
、
自
宅
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
往
復
の
み
で
商
店
街
に
滞
在

す
る
割
合
が
減
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

商
店
街
や
ま
ち
に
面
し
て
本
学
が
所
有
す
る
校
地
校
舎
を
活
用
し
、

学
生
の
地
域
貢
献
活
動
や
文
化
発
信
、
本
学
の
最
先
端
の
研
究
成

果
を
発
信
す
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
整
備
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
行
っ
た
代
表
的
な
事

例
を
３
件
示
す
［
図
２
］。

「
早
稲
田
小
劇
場
ど
ら
ま
館
」（
２
０
１
５
年
竣
工
）
は
、
早
稲

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
南
側
、
南
門
通
り
商
店
街
の
一
角
に
建
つ
小
劇

場
で
あ
る
。
か
つ
て
そ
の
場
所
に
あ
っ
た
「
早
稲
田
芸
術
文
化
プ

ラ
ザ
ど
ら
ま
館
」
が
耐
震
強
度
不
足
の
問
題
も
あ
り
閉
館
し
て
い

た
が
、
演
劇
を
志
す
学
生
か
ら
の
再
建
に
向
け
た
提
案
を
き
っ
か

［写真3］「村上春樹ライブラリー」ラウンジの奥にカフェ（左）と階段本棚（右）
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際
文
学
館
（
村
上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）」
は
、
村
上
春
樹
氏
所
蔵

の
貴
重
資
料
が
本
学
へ
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に

２
０
２
１
年
10
月
に
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
館
し
た
新
し
い
タ

イ
プ
の
図
書
館
で
あ
る
。
世
界
か
ら
集
ま
る
研
究
者
や
文
学
愛
好

者
に
向
け
て
、
文
学
・
芸
術
の
魅
力
を
伝
え
る
役
目
を
果
た
し
て

い
る
。

ま
た
、
従
来
の
図
書
館

に
は
な
い
、
作
家
・
評
論

家
に
よ
る
ト
ー
ク
や
朗
読

会
、
芸
術
家
・
音
楽
家
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

「
階
段
本
棚
」、「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
」、「
オ
ー

デ
ィ
オ
ル
ー
ム
」、「
展
示

室
」、「
村
上
さ
ん
の
書
斎
」

な
ど
を
一
般
に
も
公
開
し

て
お
り
、
館
内
に
は
学
生

が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
も
併

設
し
て
い
る
［
写
真
３
］。

キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

3大
学
を
中
心
と
し
な
が
ら
ま
ち
と
大
学
が
共
存
し
融
合
し
た
地

域
を
創
る
た
め
に
は
、
周
辺
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
本
学
が
行

う
研
究
・
教
育
・
貢
献
を
社
会
に
還
元
・
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
学
生
の
居
場
所
に
も
な
る
活
気
あ
る
商

店
街
は
本
学
に
と
っ
て
貴
重
な
資
源
と
捉
え
て
い
る
が
、
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
か
ら
は
、
近
年

の
学
生
は
、
自
宅
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
往
復
の
み
で
商
店
街
に
滞
在

す
る
割
合
が
減
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

商
店
街
や
ま
ち
に
面
し
て
本
学
が
所
有
す
る
校
地
校
舎
を
活
用
し
、

学
生
の
地
域
貢
献
活
動
や
文
化
発
信
、
本
学
の
最
先
端
の
研
究
成

果
を
発
信
す
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
整
備
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
行
っ
た
代
表
的
な
事

例
を
３
件
示
す
［
図
２
］。

「
早
稲
田
小
劇
場
ど
ら
ま
館
」（
２
０
１
５
年
竣
工
）
は
、
早
稲

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
南
側
、
南
門
通
り
商
店
街
の
一
角
に
建
つ
小
劇

場
で
あ
る
。
か
つ
て
そ
の
場
所
に
あ
っ
た
「
早
稲
田
芸
術
文
化
プ

ラ
ザ
ど
ら
ま
館
」
が
耐
震
強
度
不
足
の
問
題
も
あ
り
閉
館
し
て
い

た
が
、
演
劇
を
志
す
学
生
か
ら
の
再
建
に
向
け
た
提
案
を
き
っ
か

［写真3］「村上春樹ライブラリー」ラウンジの奥にカフェ（左）と階段本棚（右）
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け
に
「W
aseda V

ision 150

」
の
「
ワ
セ
ダ
演
劇
の
発
信
力

強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
新
た
な
文
化
の
創
成
と
地
域
活

性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
［
写
真
４
］。

「
ワ
セ
ダ
演
劇
」
を
継
承
・
発
展
さ
せ
優
れ
た
演
劇
文
化
を
発
信
、

次
代
を
担
う
演
劇
人
や
演
劇
を
通
し
て
広
く
社
会
に
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
と
と
も
に
、
学
生
を
基
軸
と
し
、
ど
ら
ま
館
を
早
稲

田
の
地
域
に
根
ざ
す
劇
場
と
し
て
商
店
街
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

［図2］早稲田キャンパス周辺における3件の事例

［写真4］早大南門通りから望む「早稲田小劇場どらま館」
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「
リ
サ
ー
チ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
」（
２
０

２
０
年
竣
工
）
は
、
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
あ
る
、
産

学
連
携
を
推
進
す
る
最
先
端
の

研
究
施
設
で
あ
る
。
同
種
の
研

究
施
設
は
そ
の
性
質
上
、
建
物

入
口
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

し
て
い
る
た
め
周
囲
に
対
し
閉

鎖
的
で
、
本
来
、
社
会
実
装
を

目
指
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
研
究
内
容
が
社
会
に
伝
わ
り

難
い
建
物
で
あ
る
こ
と
を
課
題

と
捉
え
て
い
た
［
写
真
５
］。

当
該
施
設
で
は
、
通
り
に
面

し
た
１
階
を
研
究
学
会
な
ど
の

レ
ク
チ
ャ
ー
に
も
利
用
で
き
る

広
い
コ
モ
ン
ズ
空
間
と
し
、
日

常
的
に
は
本
学
の
最
先
端
の
研

究
内
容
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど

で
外
部
に
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
内
部
は
研
究
ゾ
ー
ン
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン

な
空
間
と
し
て
カ
フ
ェ
も
併
設
し
て
い
る
。
カ
フ
ェ
の
利
用
者
は

学
外
の
方
が
大
半
を
占
め
、
ま
ち
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

「G
C

C
 C

om
m

on Room

」（
２
０
２
５
年
10
月
よ
り
利
用
開

始
）
は
、
冒
頭
に
触
れ
た
「G

lobal C
itizenship C

enter

（
Ｇ

Ｃ
Ｃ
）」
の
「
社
会
と
の
接
点
」
と
な
る
場
で
あ
る
。
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
本
学
が
持
つ
「
貢
献
」
に
関
す
る
研
究
・
教
育
・
実

践
の
知
見
を
結
集
し
、
研
究
・
教
育
と
有
機
的
に
連
携
し
て
「
貢

献
」
を
社
会
実
装
し
「
世
界
人
類
に
貢
献
す
る
大
学
」
を
実
現
す

る
こ
と
に
あ
る
［
写
真
６
］。

早
大
南
門
通
り
に
面
し
、
学
生
た
ち
が
「
ま
ち
」
と
い
う
一
番

身
近
な
社
会
と
直
に
接
し
な
が
ら
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
な

る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。 

ま
た
、
外
と
の
境
界
線
を
ガ
ラ
ス
と

ベ
ン
チ
で
構
成
す
る
こ
と
で
、
開
か
れ
た
場
と
し
て
対
話
や
滞
在

が
生
ま
れ
や
す
い
し
つ
ら
え
と
し
て
い
る
。
多
く
の
学
生
・
教
職

員
が
集
い
、
校
友
や
広
く
社
会
の
皆
様
と
連
携
し
て
「
早
稲
田
ら

し
い
貢
献
」
が
創
発
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

［写真5］「リサーチ・イノベーション・センター」のコモンズ空間とカフェ
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「
リ
サ
ー
チ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
」（
２
０

２
０
年
竣
工
）
は
、
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
あ
る
、
産

学
連
携
を
推
進
す
る
最
先
端
の

研
究
施
設
で
あ
る
。
同
種
の
研

究
施
設
は
そ
の
性
質
上
、
建
物

入
口
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

し
て
い
る
た
め
周
囲
に
対
し
閉

鎖
的
で
、
本
来
、
社
会
実
装
を

目
指
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
研
究
内
容
が
社
会
に
伝
わ
り

難
い
建
物
で
あ
る
こ
と
を
課
題

と
捉
え
て
い
た
［
写
真
５
］。

当
該
施
設
で
は
、
通
り
に
面

し
た
１
階
を
研
究
学
会
な
ど
の

レ
ク
チ
ャ
ー
に
も
利
用
で
き
る

広
い
コ
モ
ン
ズ
空
間
と
し
、
日

常
的
に
は
本
学
の
最
先
端
の
研

究
内
容
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど

で
外
部
に
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
内
部
は
研
究
ゾ
ー
ン
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン

な
空
間
と
し
て
カ
フ
ェ
も
併
設
し
て
い
る
。
カ
フ
ェ
の
利
用
者
は

学
外
の
方
が
大
半
を
占
め
、
ま
ち
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

「G
C

C
 C

om
m

on Room

」（
２
０
２
５
年
10
月
よ
り
利
用
開

始
）
は
、
冒
頭
に
触
れ
た
「G

lobal C
itizenship C

enter

（
Ｇ

Ｃ
Ｃ
）」
の
「
社
会
と
の
接
点
」
と
な
る
場
で
あ
る
。
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
本
学
が
持
つ
「
貢
献
」
に
関
す
る
研
究
・
教
育
・
実

践
の
知
見
を
結
集
し
、
研
究
・
教
育
と
有
機
的
に
連
携
し
て
「
貢

献
」
を
社
会
実
装
し
「
世
界
人
類
に
貢
献
す
る
大
学
」
を
実
現
す

る
こ
と
に
あ
る
［
写
真
６
］。

早
大
南
門
通
り
に
面
し
、
学
生
た
ち
が
「
ま
ち
」
と
い
う
一
番

身
近
な
社
会
と
直
に
接
し
な
が
ら
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
な

る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。 

ま
た
、
外
と
の
境
界
線
を
ガ
ラ
ス
と

ベ
ン
チ
で
構
成
す
る
こ
と
で
、
開
か
れ
た
場
と
し
て
対
話
や
滞
在

が
生
ま
れ
や
す
い
し
つ
ら
え
と
し
て
い
る
。
多
く
の
学
生
・
教
職

員
が
集
い
、
校
友
や
広
く
社
会
の
皆
様
と
連
携
し
て
「
早
稲
田
ら

し
い
貢
献
」
が
創
発
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

［写真5］「リサーチ・イノベーション・センター」のコモンズ空間とカフェ
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キ
ャ
ン
パ
ス
と
ま
ち
と
の
接
点
の
整
備

4最
後
に
現
在
計
画
中
の
整
備
を
一
つ
取
り
上
げ
る
。「
門
の
な
い

大
学
」
を
標
榜
し
て
い
る
本
学
で
は
あ
る
が
、
そ
の
敷
地
境
界
は

高
い
フ
ェ
ン
ス
な
ど
で
囲
ま
れ
、
ま
ち
と
分
断
し
た
姿
を
見
せ
て

い
る
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、「
エ
ッ
ジ
（
線
的
な
境
界
）」
か

ら
「
バ
ッ
フ
ァ
（
厚
み
を
も
っ
た
緩
衝
空
間
）」
へ
の
転
換
、
す

な
わ
ち
キ
ャ
ン
パ
ス
と
ま
ち
の
両
方
に
開
か
れ
た
豊
か
な
コ
モ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
キ
ャ
ン
パ
ス
外
周
部
に
新
た
に
創
出
す
る
計
画
で
あ

る
。
学
生
・
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
々
に

も
開
か
れ
た
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
、「
門
の
な
い
大
学
」
を
超

え
て
「
ま
ち
と
融
合
し
た
大
学
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

［
図
３
］。

こ
の
最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
ま
ち

の
最
も
重
要
な
接
続
部
分
で
あ
る
正
門
周
辺
の
３
つ
の
門
、
そ
れ

ぞ
れ
に
広
場
を
形
成
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
［
図
４
］。
正
門

は
、
ま
ち
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
出
入
り
す
る
役
割
だ
け
で
は
な
く
、

大
学
の
敷
居
を
示
す
重
要
な
空
間
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
隈
記

念
講
堂
や
正
門
周
辺
の
道
と
の
関
係
性
に
着
目
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス

の
主
軸
を
尊
重
し
つ
つ
リ
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
大
学
の
境
界
部
を
地

［写真6］早大南門通りに開かれた「GCC Common Room」

68

大学がまちにひらく－キャンパスから広がる関係性－ 特 集

域
に
ま
た
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ま
ち
と
融

合
し
、
ま
ち
と
共
に
成
長
で
き
る
学
び
の
空
間
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。「
世
界
人
類
に
貢
献
す
る
大
学
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、

新
た
な
顔
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

［図3］「エッジ」から「バッファ」へ̶ 「̶門のない大学」を超えて「まちと融合した大学」
へ（「早稲田キャンパス整備指針 Waseda Campus Master Plan 2023」より）

［図4］早稲田キャンパス正門周辺の整備方針（「早稲田キャンパス整備指針 Waseda Campus Master 
Plan 2023」より）
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域
に
ま
た
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ま
ち
と
融

合
し
、
ま
ち
と
共
に
成
長
で
き
る
学
び
の
空
間
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。「
世
界
人
類
に
貢
献
す
る
大
学
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、

新
た
な
顔
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

［図3］「エッジ」から「バッファ」へ̶ 「̶門のない大学」を超えて「まちと融合した大学」
へ（「早稲田キャンパス整備指針 Waseda Campus Master Plan 2023」より）

［図4］早稲田キャンパス正門周辺の整備方針（「早稲田キャンパス整備指針 Waseda Campus Master 
Plan 2023」より）
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愛
知
大
学
名
古
屋
校
舎
に
は
門
が
な
い

1愛
知
大
学
名
古
屋
校
舎
の
キ
ャ
ン
パ
ス
モ
ー
ル
で
は
、
近
隣
の
保

育
園
の
園
児
た
ち
が
先
生
に
引
率
さ
れ
散
歩
し
て
い
る
姿
を
見
か
け

る
。
昼
休
み
に
は
近
隣
の
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
食
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
食
事
を
し
て
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
門
が
な
い
。
隣
接
す
る
公
園
と
繋
が
っ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
４
月
に
愛
知
大
学
名
古
屋
校
舎
は
名
古
屋
駅
か
ら

徒
歩
15
分
の
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
地
区
に
開
校
し
た
。
こ
の
さ
さ
し

ま
ラ
イ
ブ
は
、
貨
物
列
車
の
操
作
場
の
跡
地
で
現
在
の
東
京
の
汐

留
や
大
阪
の
梅
田
と
同
様
に
再
開
発
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
あ
る
。
さ

さ
し
ま
ラ
イ
ブ
に
は
、
愛
知
大
学
の
他
に
近
代
的
な
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
数
棟
に
公
園
、
映
画
館
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
（
Ｚ
ｅ

ｐ
ｐ
）
そ
し
て
テ
レ
ビ
局
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
空
間
的
に
一
体

化
し
て
い
る
。

現
在
、
愛
知
大
学
に
は
３
つ
の
校
舎
（
名
古
屋
、
豊
橋
、
車
道
）

が
あ
り
大
学
、
大
学
院
、
短
大
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
基
盤
で

あ
る
大
学
部
門
に
注
目
す
れ
ば
、
名
古
屋
校
舎
に
５
学
部
（
法
学

部
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
、
現
代
中
国
学
部
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
）
と
豊
橋
校
舎
に
２
学
部
（
文
学
部
、
地
域
政

策
学
部
）
が
あ
り
、
名
古
屋
校
舎
で
は
約
７
０
０
０
人
の
、
豊
橋

校
舎
で
は
約
２
５
０
０
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育

2愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
る
［
図
］。
図
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
愛
知
大
学
の
地

域
連
携
主
体
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
含
む
教
員
・
研
究
室
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
課
（C

A
REER FIELD

を
実
施
）、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｂ
Ｃ
）、
地
域
政
策
学
部
主
導
の
地
域
政
策
学
セ
ン

地
域
連
携
教
育
の
新
展
開

―
知
的
好
奇
心
が
伝
播
す
る
格
好
つ
け
な
い

　愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育
―

太
田 

幸
治

愛
知
大
学

さ
さ
し
ま
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー

（A
SITA

SIA

）セ
ン
タ
ー
長
・

地
域
連
携
室
副
室
長
・
経
営
学
部
教
授
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タ
ー
、
地
域
連
携
室
、
さ
さ
し
ま
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
（
通

称A
SITA

SIA

：
ア
シ
タ
シ
ア
）
と
多
岐
に
わ
た
る
。

本
稿
で
は
、
愛
知
大
学
名
古
屋
校
舎
の
地
域
連
携
室
、
そ
し
て

ア
シ
タ
シ
ア
の
活
動
を
述
べ
る
。

地
域
の
方
々
と
学
生
が
と
も
に
学
ぶ

地
域
連
携
室
の
取
り
組
み

3愛
知
大
学
地
域
連
携
室
が
出
し
て
い
る
最
新
の
報
告
書
『
カ
ケ

ル
２
０
２
４
』
に
よ
れ
ば
、
愛
知
大
学
は
24
の
自
治
体
、
そ
し
て

12
の
企
業
・
団
体
と
地
域
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
こ
ん
な
に

多
く
の
自
治
体
・
企
業
と
連
携
し
て
い
る
大
学
は
あ
ま
り
な
い
だ

ろ
う
。
地
域
連
携
室
の
興
味
深
い
取
り
組
み
の
一
つ
に
「
自
治
体

の
首
長
に
よ
る
リ
レ
ー
講
義
」
の
開
講
が
あ
る
。
こ
の
科
目
は
共

通
教
養
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
お
り
、
単
位
化
さ
れ
た
科
目
で

あ
る
。
当
該
講
義
で
は
、
本
学
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治
体
の

ト
ッ
プ
14
名
が
毎
年
授
業
を
し
て
い
る
。
こ
の
講
義
で
は
、
首
長
が
、

ど
の
よ
う
な
夢
を
持
っ
て
自
治
体
を
運
営
し
て
い
る
の
か
、
自
治

体
で
働
く
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
説
い
て
い
る
。

科
目
を
履
修
し
た
学
生
は
、
市
長
な
ど
各
首
長
が
思
い
描
く
夢
を

［図］愛知大学の地域連携教育の取り組みマップ
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タ
ー
、
地
域
連
携
室
、
さ
さ
し
ま
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
（
通

称A
SITA

SIA

：
ア
シ
タ
シ
ア
）
と
多
岐
に
わ
た
る
。

本
稿
で
は
、
愛
知
大
学
名
古
屋
校
舎
の
地
域
連
携
室
、
そ
し
て

ア
シ
タ
シ
ア
の
活
動
を
述
べ
る
。

地
域
の
方
々
と
学
生
が
と
も
に
学
ぶ

地
域
連
携
室
の
取
り
組
み

3愛
知
大
学
地
域
連
携
室
が
出
し
て
い
る
最
新
の
報
告
書
『
カ
ケ

ル
２
０
２
４
』
に
よ
れ
ば
、
愛
知
大
学
は
24
の
自
治
体
、
そ
し
て

12
の
企
業
・
団
体
と
地
域
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
こ
ん
な
に

多
く
の
自
治
体
・
企
業
と
連
携
し
て
い
る
大
学
は
あ
ま
り
な
い
だ

ろ
う
。
地
域
連
携
室
の
興
味
深
い
取
り
組
み
の
一
つ
に
「
自
治
体

の
首
長
に
よ
る
リ
レ
ー
講
義
」
の
開
講
が
あ
る
。
こ
の
科
目
は
共

通
教
養
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
お
り
、
単
位
化
さ
れ
た
科
目
で

あ
る
。
当
該
講
義
で
は
、
本
学
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治
体
の

ト
ッ
プ
14
名
が
毎
年
授
業
を
し
て
い
る
。
こ
の
講
義
で
は
、
首
長
が
、

ど
の
よ
う
な
夢
を
持
っ
て
自
治
体
を
運
営
し
て
い
る
の
か
、
自
治

体
で
働
く
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
説
い
て
い
る
。

科
目
を
履
修
し
た
学
生
は
、
市
長
な
ど
各
首
長
が
思
い
描
く
夢
を

［図］愛知大学の地域連携教育の取り組みマップ
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〈
知
的
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
〉を

標
榜
す
るA

SITA
SIA

（
ア
シ
タ
シ
ア
）

4先
の
図
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育

は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project Based Learning

）
に
留
ま
ら
な
い
。
図

の
第
２
、
第
３
象
限
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
事

業
を
担
う
の
が
ア
シ
タ
シ
ア
で
あ
る
。

ア
シ
タ
シ
ア
と
は
、
明
日
の
国
を
つ
く
る
と
い
う
意
味
の
造
語

で
、
当
該
セ
ン
タ
ー
の
前
身
と
な
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称

で
あ
る
。
そ
し
て
、
２
０
２
４
年
に
開
設
さ
れ
た
研
究
セ
ン
タ
ー

は
地
域
連
携
教
育
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
シ
タ
シ
ア
に

は
、
愛
知
大
学
７
学
部
の
教
員
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。
メ
ン
バ
ー
の
専
攻
は
多
彩
で
政
治
学
、
都
市
計
画
、
言
語
学
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
地
質
学
、
地
球
科
学
、
社
会
保
障
、
映
像
制

作
、
中
国
外
交
、
安
全
保
障
・
防
災
、
そ
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
教
育
学
専
攻
の
学
外
メ
ン
バ
ー
も
い
る
。
こ

の
メ
ン
バ
ー
の
共
通
の
関
心
は
、
大
学
教
育
に
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、

ア
シ
タ
シ
ア
は
地
域
連
携
の
教
育
に
注
目
し
た
研
究
セ
ン
タ
ー
と

な
っ
た
。
当
該
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
面
白
い
こ
と
に
気

づ
き
、
自
身
の
頭
で
面
白
く
考
え
る
」
で
あ
り
知
的
エ
ン
タ
ー
テ

直
接
聞
け
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
そ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

多
く
の
人
が
関
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
思
い
の
な
か
で

そ
の
夢
を
実
現
し
て
い
く
の
か
を
学
ん
で
い
る
。

ま
た
地
域
連
携
室
で
は
、
年
に
１
回
本
学
の
協
定
先
が
一
堂
に

会
す
る「
連
絡
協
議
会
」を
開
催
し
て
い
る
。
協
定
先
の
担
当
者
が

キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
っ
た
姿
は
壮
観
で
あ
る
。
こ
の
協
議
会
で
は

前
年
度
に
学
生
た
ち
が
行
っ
た
自
治
体
と
の
取
り
組
み
の
報
告
が

な
さ
れ
る
。
学
生
た
ち
の
報
告
に
は
、
依
頼
し
た
自
治
体
、
団
体

か
ら
の
講
評
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
か
か
る
取
り
組
み
に
関
心

を
持
っ
た
他
の
自
治
体
や
団
体
の
参
加
者
が
質
問
を
く
れ
る
。
こ

の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、
学
生
は
そ
れ
ま
で
の
学
び
と
は
異
な
る

視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
当
協
議
会
は
、
参
加
自
治

体
、
団
体
担
当
者
に
創
造
的
な
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う

で
、
協
議
会
後
に
は
名
刺
交
換
を
含
め
た
本
学
の
協
定
先
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
連
絡
協
議
会
に

は
本
学
の
学
長
、
副
学
長
も
参
加
す
る
。
学
長
、
副
学
長
が
報
告

し
た
学
生
た
ち
に
協
議
会
後
に
質
問
を
し
た
り
激
励
を
し
た
り
し

て
い
る
姿
を
毎
年
見
か
け
る
。
そ
の
と
き
の
学
長
や
副
学
長
の
表

情
が
我
々
教
職
員
に
接
す
る
と
き
と
は
異
な
る
温
和
で
教
育
者
と

し
て
の
顔
を
し
て
い
る
こ
と
が
微
笑
ま
し
い
。
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イ
ン
メ
ン
ト
を
標
榜
し
て
い
る
。
我
々
は
劇
作
家
の
井
上
ひ
さ
し

氏
の
言
葉
「
む
ず
か
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
、
や
さ
し
い
こ
と
を

ふ
か
く
、
ふ
か
い
こ
と
を
お
も
し
ろ
く
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
ま

じ
め
に
、
ま
じ
め
な
こ
と
を
ゆ
か
い
に
、
そ
し
て
ゆ
か
い
な
こ
と

は
あ
く
ま
で
ゆ
か
い
に
」
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い
る
。

ア
シ
タ
シ
ア
に
は
２
つ
の
役
割
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
愛
知
大
学

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は

愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ア
シ
タ
シ
ア
で
は
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
ア
シ
タ
シ

ア
・
サ
ロ
ン
、
ア
シ
タ
シ
ア
・
ス
タ
ジ
オ
、
ほ
ろ
よ
い
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
等
を
展
開
し
て
い
る
。
ア
シ
タ
シ
ア
・
サ
ロ
ン
で
は
年
に
一
度

著
名
な
知
識
人
を
招
い
た
講
演
会
を
開
い
て
い
る
。
２
０
２
５
年

夏
に
は
哲
学
者
の
國
分
功
一
郎
氏
を
招
き
、
ア
シ
タ
シ
ア
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
も
あ
る
「
楽
し
さ
の
本
質
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い

た
。
ま
た
２
０
２
４
年
春
に
は
本
学
の
Ｏ
Ｂ
で
タ
レ
ン
ト
の
つ
ボ

イ
ノ
リ
オ
氏
に
長
年
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る
に
あ
た

り
ど
ん
な
「
学
び
」
を
し
て
い
る
の
か
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

ア
シ
タ
シ
ア
の
特
徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
「
ほ
ろ
よ
い
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
が
あ
る
［
写
真
１
、
２
］。
こ
ち
ら
は
大
学
周
辺
の
施
設
を

借
り
て
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
酒

を
ほ
ど
ほ
ど
に
嗜
み
な
が
ら
本
学
の
教
員
の
研
究
を
楽
し
む
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
テ
ー
マ
の
一
例
を
示
せ
ば
、
地
質
学
と
地
球
物

理
学
の
教
員
に
よ
る
「
地
球
が
磁
石
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
！？
」
や
地
質 ［写真1］ほろよいゼミナール例1［写真2］ほろよいゼミナールの例2
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イ
ン
メ
ン
ト
を
標
榜
し
て
い
る
。
我
々
は
劇
作
家
の
井
上
ひ
さ
し

氏
の
言
葉
「
む
ず
か
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
、
や
さ
し
い
こ
と
を

ふ
か
く
、
ふ
か
い
こ
と
を
お
も
し
ろ
く
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
ま

じ
め
に
、
ま
じ
め
な
こ
と
を
ゆ
か
い
に
、
そ
し
て
ゆ
か
い
な
こ
と

は
あ
く
ま
で
ゆ
か
い
に
」
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い
る
。

ア
シ
タ
シ
ア
に
は
２
つ
の
役
割
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
愛
知
大
学

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は

愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ア
シ
タ
シ
ア
で
は
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
ア
シ
タ
シ

ア
・
サ
ロ
ン
、
ア
シ
タ
シ
ア
・
ス
タ
ジ
オ
、
ほ
ろ
よ
い
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
等
を
展
開
し
て
い
る
。
ア
シ
タ
シ
ア
・
サ
ロ
ン
で
は
年
に
一
度

著
名
な
知
識
人
を
招
い
た
講
演
会
を
開
い
て
い
る
。
２
０
２
５
年

夏
に
は
哲
学
者
の
國
分
功
一
郎
氏
を
招
き
、
ア
シ
タ
シ
ア
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
も
あ
る
「
楽
し
さ
の
本
質
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い

た
。
ま
た
２
０
２
４
年
春
に
は
本
学
の
Ｏ
Ｂ
で
タ
レ
ン
ト
の
つ
ボ

イ
ノ
リ
オ
氏
に
長
年
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る
に
あ
た

り
ど
ん
な
「
学
び
」
を
し
て
い
る
の
か
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

ア
シ
タ
シ
ア
の
特
徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
「
ほ
ろ
よ
い
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
が
あ
る
［
写
真
１
、
２
］。
こ
ち
ら
は
大
学
周
辺
の
施
設
を

借
り
て
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
酒

を
ほ
ど
ほ
ど
に
嗜
み
な
が
ら
本
学
の
教
員
の
研
究
を
楽
し
む
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
テ
ー
マ
の
一
例
を
示
せ
ば
、
地
質
学
と
地
球
物

理
学
の
教
員
に
よ
る
「
地
球
が
磁
石
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
！？
」
や
地
質 ［写真1］ほろよいゼミナール例1［写真2］ほろよいゼミナールの例2
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学
の
教
員
に
学
生
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
質
問
を
繰
り
出
す
「“
し
ん

か
い
６
５
０
０
”
乗
船
記
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

フ
ァ
ン
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、マ
イ
お
猪
口
と
徳
利
持
参
で
参
加
す

る
近
隣
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
い
る
。
ほ
ろ
酔
い
で
学
問
を
楽
し
む

と
い
う
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
普
段
の
授
業
で
は
静
か
な
学
生
も
学

問
自
体
を
楽
し
ん
で
い
る
。
当
イ
ベ
ン
ト
は
、
学
生
の
み
な
ら
ず

地
域
の
方
々
と
楽
し
い
知
的
な
時
間
を
共
有
し
知
的
な
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
空
間
を
共
創
し
て
い
る
［
写
真
３
、
４
］。

地
域
連
携
教
育
の
研
究

ー
知
的
好
奇
心
が
伝
播
す
る
地
域
連
携
教
育
ー

5ア
シ
タ
シ
ア
の
自
慢
は
会
議
体
で
あ
る
。
ア
シ
タ
シ
ア
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
教
育
学
専
攻
の
前
原
裕
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
教
育
学
に

「『
専
門
職
共
同
体
』
と
し
て
の
教
師
の
同
僚
性
」
な
る
概
念
が
あ

る
と
い
う
。
ア
シ
タ
シ
ア
の
セ
ン
タ
ー
会
議
は
右
記
の
同
僚
性
の

も
と
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
い
や
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
そ
の
同
僚

性
を
楽
し
ん
で
い
る
。
か
か
る
会
議
で
は
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ

が
自
身
の
研
究
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
愛
知
大
学
の
学
生
を
育

て
る
か
に
つ
い
て
の
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
。
同
会
議
メ
ン
バ
ー

に
は
「
学
内
に
、
ど
の
よ
う
に
学
生
を
育
て
る
か
を
こ
れ
ほ
ど
話

し
て
い
る
機
関
は
な
い
」
と
い
う
自
負
が
あ
る
。
同
会
議
で
は
専

門
科
目
の
教
員
も
共
通
教
養
科
目
の
教
員
も
担
当
科
目
に
関
係
無

く
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
メ
ン
バ
ー
が
互
い
の
研
究

領
域
、
そ
し
て
互
い
の
教
育
に
関
心
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

会
議
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
学
部
ご
と
に
教
育
の
悩
み
が
違
う
こ

と
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
飢
え
て
い
る
学
部
も
あ
れ
ば
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ

に
飢
え
て
い
る
学
部
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
「
名
古
屋
ぶ
ら
り
学
」
と
い
う
単
位
化

［写真3］ほろよいゼミナ―ルの様子1

［写真4］ほろよいゼミナールの様子２
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さ
れ
た
講
義
で
あ
る
［
写
真
５
、
６
］。
こ
の
講
義
は
オ
ム
ニ
バ

ス
で
は
な
く
毎
回
の
ク
ラ
ス
に
２
人
の
教
員
が
参
加
し
て
運
営
さ

れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
当
該
科
目
の
担
当
教
員
の
ひ
と
り
で
あ

る
古
川
邦
之
氏
が
雑
誌
『
名
古
屋
港
』（
44
巻
１
号
（
通
巻
２
５

９
号
）、
５
～
７
ペ
ー
ジ
、
名
古
屋
港
利
用
促
進
協
議
会
、
２
０

２
５
年
）
に
寄
稿
し
た
「
愛
知
大
学
『
名
古
屋
ぶ
ら
り
学
』
で
巡

る
熱
田
台
地
と
堀
川
」
を
引
用
し
つ
つ
、
当
該
科
目
を
紹
介
し
た

い
。
こ
の
授
業
で
学
生
は
、
地
形
、
歴
史
、
そ
し
て
地
域
発
展
と

の
深
い
関
わ
り
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
１
回
目
の
講
義
で
は
大
学
の
周
辺
で
あ
る
熱
田
台
地
の
地
形

を
理
解
す
る
地
図
実
習
を
行
な
う
。
こ
の
実
習
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版

の
地
理
院
地
図
を
使
用
し
大
学
と
周
辺
の
位
置
関
係
を
理
解
す
る
。

そ
の
後
、
か
か
る
地
図
の
機
能
を
用
い
て
大
学
周
辺
の
地
形
を
可

視
化
す
る
。
こ
こ
で
熱
田
台
地
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
名
古
屋
の
商
業
エ
リ
ア
が
意
外
に
も
起
伏
に

富
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
２
回
目
の
講
義
で
は
前
回
作
成
し

た
地
図
を
持
参
し
て
街
歩
き
を
す
る
。
日
頃
な
ん
と
な
く
歩
い
て

い
た
街
に
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
る
こ
と
を
体
感
す
る
。
歩
い
て
い

く
途
中
で
自
身
が
谷
底
に
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
に
は
洲
崎

神
社
が
あ
る
。
本
殿
ま
で
登
る
と
、
こ
こ
は
昔
は
崖
で
あ
っ
た
こ

と
も
分
か
る
。
な
ぜ
、
こ
の
崖
の
上
に
神
社
が
で
き
た
の
か
。
そ

の
歴
史
も
さ
ら
に
た
ど
る
と
…
と
い
う
こ
と
が
こ
の
授
業
で
は
展

開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
授
業
で
は
何
気
な
い
坂
道
も
、
そ
の
背
景

に
あ
る
意
味
を
知
る
こ
と
で
、
重
要
な
景
観
へ
と
変
わ
り
、
こ
れ

［写真5］名古屋ぶらり学の様子1［写真6］名古屋ぶらり学の様子2
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さ
れ
た
講
義
で
あ
る
［
写
真
５
、
６
］。
こ
の
講
義
は
オ
ム
ニ
バ

ス
で
は
な
く
毎
回
の
ク
ラ
ス
に
２
人
の
教
員
が
参
加
し
て
運
営
さ

れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
当
該
科
目
の
担
当
教
員
の
ひ
と
り
で
あ

る
古
川
邦
之
氏
が
雑
誌
『
名
古
屋
港
』（
44
巻
１
号
（
通
巻
２
５

９
号
）、
５
～
７
ペ
ー
ジ
、
名
古
屋
港
利
用
促
進
協
議
会
、
２
０

２
５
年
）
に
寄
稿
し
た
「
愛
知
大
学
『
名
古
屋
ぶ
ら
り
学
』
で
巡

る
熱
田
台
地
と
堀
川
」
を
引
用
し
つ
つ
、
当
該
科
目
を
紹
介
し
た

い
。
こ
の
授
業
で
学
生
は
、
地
形
、
歴
史
、
そ
し
て
地
域
発
展
と

の
深
い
関
わ
り
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
１
回
目
の
講
義
で
は
大
学
の
周
辺
で
あ
る
熱
田
台
地
の
地
形

を
理
解
す
る
地
図
実
習
を
行
な
う
。
こ
の
実
習
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版

の
地
理
院
地
図
を
使
用
し
大
学
と
周
辺
の
位
置
関
係
を
理
解
す
る
。

そ
の
後
、
か
か
る
地
図
の
機
能
を
用
い
て
大
学
周
辺
の
地
形
を
可

視
化
す
る
。
こ
こ
で
熱
田
台
地
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
名
古
屋
の
商
業
エ
リ
ア
が
意
外
に
も
起
伏
に

富
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
２
回
目
の
講
義
で
は
前
回
作
成
し

た
地
図
を
持
参
し
て
街
歩
き
を
す
る
。
日
頃
な
ん
と
な
く
歩
い
て

い
た
街
に
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
る
こ
と
を
体
感
す
る
。
歩
い
て
い

く
途
中
で
自
身
が
谷
底
に
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
に
は
洲
崎

神
社
が
あ
る
。
本
殿
ま
で
登
る
と
、
こ
こ
は
昔
は
崖
で
あ
っ
た
こ

と
も
分
か
る
。
な
ぜ
、
こ
の
崖
の
上
に
神
社
が
で
き
た
の
か
。
そ

の
歴
史
も
さ
ら
に
た
ど
る
と
…
と
い
う
こ
と
が
こ
の
授
業
で
は
展

開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
授
業
で
は
何
気
な
い
坂
道
も
、
そ
の
背
景

に
あ
る
意
味
を
知
る
こ
と
で
、
重
要
な
景
観
へ
と
変
わ
り
、
こ
れ
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ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
街
の
潜
在
的
な
魅
力
に
目
を
向
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
表
面
的
な
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
土
地
固
有
の
本
質
に
近
い
魅
力
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

名
古
屋
ぶ
ら
り
学
で
は
、学
生
に
教
員
が
考
え
て
い
る
姿
を
見
せ

る
。
教
員
も
学
生
と
一
緒
に
考
え
る
。
教
員
は
学
生
に
「
分
か
ら

な
い
こ
と
は
、
分
か
ら
な
い
」
と
言
う
。
教
員
は
格
好
を
つ
け
な

い
。
学
生
に
は
「
こ
の
先
生
、
な
ん
か
悩
ん
で
い
る
け
ど
、
実
に

楽
し
そ
う
だ
な
ぁ
」
と
感
じ
て
も
ら
う
。
ア
シ
タ
シ
ア
で
は
、
こ

れ
を
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
再
構
築
の
基
軸
と
し
て
い
る
。

我
々
が
「
格
好
つ
け
な
い
」
教
育
を
志
向
し
た
の
は
、「
そ
こ

に
い
る
教
員
が
楽
し
く
な
け
れ
ば
、
学
生
に
楽
し
さ
は
伝
わ
ら
な

い
」
と
確
信
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
確
信
は
、
セ
ン
タ
ー
会
議

で
の
専
門
分
野
の
異
な
る
同
僚
た
ち
と
の
知
の
交
流
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
。

普
段
、
同
僚
た
ち
の
研
究
の
話
を
聞
け
る
機
会
は
意
外
と
少
な

い
。
先
に
示
し
た
ほ
ろ
よ
い
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
よ
う
な
研
究
を
通
し

た
学
生
と
教
員
の
対
話
を
す
る
会
は
貴
重
で
あ
る
。
か
か
る
会
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
学
生
や
地
域
の
方
々
の
み
な
ら
ず
我
々
教
職

員
も
知
の
ワ
ク
ワ
ク
を
得
て
い
る
。

本
稿
の
筆
者
の
専
攻
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
ゆ
え
に
筆

者
は
こ
れ
ま
で
も
今
も
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
前
述
の
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
の
ミ
メ
ー
シ
ス
（
感
染
的
模

倣
）
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
よ
り
も
面
白
い
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
決
め
る
力
、
実
践
す

る
力
が
つ
く
教
育
で
あ
ろ
う
。
物
事
に
は
締
切
が
あ
る
。
そ
の
締

切
ま
で
に
物
事
を
決
定
す
る
力
は
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

決
定
の
前
に
「
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
」
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
協
働
し
て
い
る
企
業
や
自
治
体
の
都
合
で
短
期
間
の
実

施
が
多
い
。
そ
の
期
間
の
短
さ
ゆ
え
に
、
企
業
や
自
治
体
の
担
当

者
も
教
員
も
学
生
も
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
よ
り
も
決
め
る
こ
と

を
優
先
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
意
思
決
定
は

大
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
國
分
功
一
郎
氏
が
『
暇
と
退
屈
の
倫
理

学
』（
文
庫
版
、
新
潮
社
、
２
０
２
１
年
）
で
、
谷
川
嘉
浩
氏
が

『
人
生
の
レ
ー
ル
を
外
れ
る
衝
動
の
み
つ
け
か
た
』（
筑
摩
書
房
、
２

０
２
４
年
）
で
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
考
え
る
こ
と
と
決
め
る
こ

と
は
一
緒
で
は
な
い
。
逃
げ
ず
に
考
え
続
け
る
こ
と
を
学
ぶ
の
が

大
学
な
ら
で
は
の
教
育
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結
び
に
か
え
て

6こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
愛
知
大
学
の
地
域
連
携
教
育
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は
「
知
的
好
奇
心
が
学
生
、
教
職
員
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
伝
播
す

る
」
こ
と
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
を
教
員
が

格
好
つ
け
ず
に
行
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
筆
者
が
地
域
連
携
教
育
に
関
わ
っ
て
感
じ
た
も
の
は

学
生
の
笑
顔
で
あ
る
。
そ
れ
は
学
ぶ
際
の
ワ
ク
ワ
ク
と
ド
キ
ド
キ
と

何
か
が
分
か
っ
た
と
き
の
学
生
の
表
情
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
学
生
の
表
情
を
見
た
と
き
の
教
職
員
の
笑
顔
で
あ
る
。
こ
れ

は
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
や
地
域
連
携
室
主
催
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
あ
ろ
う
と
、

ア
シ
タ
シ
ア
主
催
の
ぶ
ら
り
学
で
あ
ろ
う
と
変
わ
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
最
近
は
ア
シ
タ
シ
ア
で
同
僚
と
地
域
連
携
教
育
に
つ
い
て
考

え
る
ワ
ク
ワ
ク
、
同
僚
た
ち
の
研
究
を
同
僚
と
学
生
と
一
緒
に
考

え
る
ワ
ク
ワ
ク
も
感
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
悩
み
も
尽
き
な
い
。
大
学
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
る
が
課
題
は
多
い
。
大
学
に
ま
ち
づ
く
り
を
期
待
さ
れ

て
も
、
昨
今
の
大
学
運
営
が
直
面
す
る
環
境
下
で
は
圧
倒
的
に
資

金
と
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
。
大
学
に
ま
ち
づ
く
り
を
期
待
さ

れ
る
こ
と
は
分
か
る
の
で
あ
る
が
、
ヒ
ト
も
カ
ネ
も
足
り
な
い
と

い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。

私
自
身
も
こ
こ
１
カ
月
は
普
段
の
講
義
に
加
え
て
、
次
年
度
の

ゼ
ミ
生
の
選
考
、
入
試
に
係
る
会
議
、
入
試
業
務
、
高
校
へ
の
出

前
講
義
等
々
に
携
わ
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
原
稿

も
、
締
切
を
過
ぎ
て
い
る
他
の
二
つ
の
原
稿
を
一
旦
脇
に
置
い
て

書
い
て
い
る
。
大
学
教
員
の
本
来
の
仕
事
は
教
育
と
研
究
で
あ
る
。

研
究
は
ス
ト
イ
ッ
ク
に
、
教
育
は
学
生
が
育
つ
よ
う
に
行
い
た
い
。

そ
れ
に
加
え
て
地
域
連
携
の
仕
事
を
、
と
も
な
る
と
、
正
直
な
と

こ
ろ
や
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
本
稿
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
大
学
で

地
域
連
携
に
関
わ
っ
て
い
る
同
志
の
皆
さ
ん
に
格
好
つ
け
ず
に
自

戒
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
筆
を
置
き
た
い
。

「
大
学
の
地
域
連
携
は
、
ほ
ど
ほ
ど
に
『
良
い
加
減
』
に
や
り
ま

し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
長
く
楽
し
め
る
は
ず
で
す
。」
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と
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直
な
と
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や
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で
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私
が
理
事
長
に
就
任
し
た
の
は
、
２
０
２
４
年
末
の

こ
と
。
そ
の
際
、
各
方
面
に
送
付
す
る
挨
拶
状
に
少
し

趣
向
を
凝
ら
し
て
み
た
。
新
役
員
の
氏
名
に
続
い
て
、

１
枚
の
絵
（
図
：
実
物
は
カ
ラ
ー
）を
付
し
た
の
だ
。
だ

が
、
こ
れ
が
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
、
説
明
も

紙
幅
も
不
足
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
、

挨
拶
状
の
意
図
と
本
法
人
が
目
指
す
と
こ
ろ
を
絡
め
て

お
伝
え
し
た
い
。

こ
の
絵
は
漫
画
家
の
こ
う
の
史
代
さ
ん
に
よ
る
描
き

下
ろ
し
の
水
彩
画
で
あ
る
。『
夕
凪
の
街 

桜
の
国
』
の

主
人
公
・
平
野
皆
実
や
『
こ
の
世
界
の
片
隅
に
』
の
北

條
す
ず
を
は
じ
め
、『
長
い
道
』『
さ
ん
さ
ん
録
』『
日
の

鳥
』
と
、
複
数
作
品
の
登
場
人
物
た
ち
が
京
都
精
華
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
い
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。
マ
ン
ガ
学
部
の
教
員
で
も
あ
る
私

が
個
人
的
に
執
筆
依
頼
し
た
も
の
だ
。
２
０
２
１
年
の

制
作
だ
が
、
こ
の
絵
に
込
め
ら
れ
た
２
つ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
新
理
事
長
か
ら
の
意
思
表
明
と
し
て
申
し
分
な
い

と
考
え
、
三
つ
折
り
の
挨
拶
状
の
一
頁
に
配
置
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

２
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
何
か
。
１
つ
は
、
戦
時
下

を
含
め
、
作
中
で
い
ろ
ん
な
時
代
を
過
ご
し
た
登
場
人

物
た
ち
が
、
か
り
に
現
代
日
本
に
生
き
て
い
て
、
自
分

の
好
き
な
こ
と
を
自
由
に
学
ん
で
い
る
と
し
た
な
ら
、

ど
ん
な
に
素
敵
な
こ
と
だ
ろ
う
と
の
想
い
。
も
う
１
つ

は
、
大
学
と
い
う
専
門
も
出
身
も
異
な
る
人
々
が
集
ま

る
場
所
で
、
自
分
の
考
え
や
方
法
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

多
様
な
友
人
や
他
者
と
の
出
会
い
を
通
じ
、
切
磋
琢
磨

で
き
る
環
境
の
尊
さ
で
あ
る
。

ど
こ
に
誰
が
い
て
何
を
し
て
い
る
の
か
眺
め
る
だ
け

で
も
楽
し
い
、
こ
の
絵
の
中
ほ
ど
に
は
、
本
学
の
建
学

理
念
で
あ
る
「
自
由
自
治
」
の
４
文
字
を
刻
ん
だ
石
碑

も
見
え
る
。
作
中
で
は
原
爆
症
で
新
調
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

を
着
る
こ
と
な
く
絶
命
し
た
皆
実
が
編
み
物
を
し
た
り
、

絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
な
の
に
不
発
弾
で
右
手
を

失
っ
た
は
ず
の
す
ず
が
写
生
し
て
い
た
り
と
、
学
生
に

扮
し
た
登
場
人
物
た
ち
が
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い
る
。

つ
ま
り
「
あ
の
戦
争
が
な
か
っ
た
ら
」
と
い
う
想
像
力

が
、
こ
の
絵
の
奥
行
き
を
支
え
て
い
る
の
だ
。

そ
れ
だ
け
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
自
由
に
学
び
合
え

「自由の学び舎」を守るために
吉村　和真

学校法人京都精華大学理事長
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ずいそう Occasional thoughts

る
居
場
所
が
い
か
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
か
、
微
笑

ま
し
く
も
切
な
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
く
る
。「
自
由
の
学
び

舎
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
は
、
そ
の
よ
う
な
本
学
の
理

念
や
大
学
の
本
来
的
な
存
在
意
義
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
の
さ
ん
の
作
品
を
未
読
の
方
で
も
共
感
し
て
い
た

だ
け
る
部
分
が
あ
る
と
思
う
が
、
ご
存
知
の
方
な
ら
ば

な
お
の
こ
と
だ
ろ
う
。

翻
っ
て
現
在
、
国
際
的
に
戦
禍
が
広
が
り
緊
張
感
も

高
ま
る
中
、
学
問
の
自
由
ど
こ
ろ
か
生
命
の
危
機
に
す

ら
瀕
し
て
い
る
若
者
や
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
学
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
政
治
介

入
も
他
人
事
で
は
な
い
。
一
方
、国
内
で
は
、未
曽
有
の

少
子
化
を
見
据
え
た
教
育
業
界
の
再
編
が
進
む
中
、
扇

動
的
な
外
国
人
政
策
に
耳
目
が
集
ま
る
な
ど
、
国
内
外

の
学
生
た
ち
の
将
来
が
左
右
さ
れ
か
ね
な
い
局
面
を
迎

え
て
い
る
。

そ
う
し
た
状
況
下
、
本
学
で
は
マ
ン
ガ
学
部
を
中
心

に
指
折
り
の
留
学
生
比
率
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
支
援

体
制
の
構
築
や
国
内
学
生
と
の
協
同
に
は
課
題
も
山
積

み
だ
が
、
多
様
な
国
籍
の
学
生
と
の
対
話
や
文
化
交
流

を
通
じ
、
政
治
や
経
済
上
の
緊
張
を
緩
和
す
る
糸
口
を

見
出
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
学
の
も
う
１
つ
の

建
学
理
念
「
人
間
尊
重
」
の
大
切
さ
を
再
認
識
で
き
る

瞬
間
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
自
由
や
人
間
が
脅
か
さ
れ
る
時
に
こ
そ
、

京
都
精
華
大
学
の
存
在
意
義
は
い
っ
そ
う
高
ま
る
わ
け

で
あ
り
、
今
後
の
活
路
も
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
れ
を
念
頭
に
、
こ
れ
か
ら
も
国
内
外
の
学
生
た
ち
に

と
っ
て
の
「
自
由
の
学
び
舎
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
中
長
期
的
な
視
野
と
臨
機
応
変
な
手
腕
を
備
え
た

大
学
運
営
に
励
む
所
存
で
あ
る
。

［図］こうの史代「自由の学び舎」
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ずいそう Occasional thoughts

る
居
場
所
が
い
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な
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か
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微
笑
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く
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学
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本
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や
大
学
の
本
来
的
な
存
在
意
義
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
の
さ
ん
の
作
品
を
未
読
の
方
で
も
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感
し
て
い
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が
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ご
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な
お
の
こ
と
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ろ
う
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翻
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中
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自
由
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こ
ろ
か
生
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の
危
機
に
す

ら
瀕
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い
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若
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子
ど
も
た
ち
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増
え
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い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
学
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
政
治
介

入
も
他
人
事
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は
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い
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一
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扇
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右
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迎

え
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る
。
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。
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築
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あ
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。
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華
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れ
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。
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、
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え
た

大
学
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近
年
、
大
学
に
お
け
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
存
在
感
は

一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
入
試
広
報
や
入
学
式
・
卒
業
式
と
い
っ
た

大
学
行
事
へ
の
登
場
、
グ
ッ
ズ
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
展

開
な
ど
、
従
来
の
広
報
活
動
を
補
完
す
る
の
み
な
ら
ず
、
大
学
の

魅
力
や
独
自
性
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
ス
タ
ン
プ
の
制
作
や
地
域

連
携
イ
ベ
ン
ト
、
産
業
界
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
軸
と
し
た
発
信
は
、
受
験
生
や
在
学
生
に
と
ど
ま
ら

ず
、
卒
業
生
や
地
域
住
民
な
ど
幅
広
い
層
へ
と
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

い
ま
や
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
単
な
る
〝
マ
ス

コ
ッ
ト
〟
を
超
え
、
大
学
ブ
ラ
ン
ド
を
体
現
し
、
親
し
み
や
信
頼

を
醸
成
す
る
媒
体
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
学
内
で
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
乱
立
や
商
標
登
録
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
・
適
切
な

大
学
ブ
ラ
ン
ド
に
寄
与
す
る

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
戦
略

創
立
者
の
想
い
を
つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー 

―
ピ
ー
チ
く
ん
流
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
―

宮
越 

美
紀
子
　 

学
校
法
人
成
蹊
学
園
総
務
部
長
兼 

企
画
室
広
報
担
当
部
長

C
O

N
TEN

TS
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運
用
な
ど
、
課
題
も
少
な
く
な
い
。

本
企
画
で
は
、
各
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
の
背
景

や
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
設
定
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
整
理
す

る
と
と
も
に
、
印
象
的
な
活
用
事
例
や
最
新
の
展
開
を
紹
介
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
活
用
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
成
果
や
課

題
を
多
角
的
に
分
析
し
、
導
入
を
検
討
す
る
大
学
に
と
っ
て
実
践

的
な
知
見
を
提
示
す
る
。
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

い
う
「
顔
」
を
通
じ
て
、
大
学
と
社
会
を
結
ぶ
新
た
な
可
能
性
を

探
る
契
機
と
し
た
い
。

「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

長
谷
川 

裕
晃
　 

甲
南
学
園
広
報
部

大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略 

―
明
治
大
学
・
め
い
じ
ろ
う
の
事
例
―

野
見
山 

智
道
　 

学
校
法
人
明
治
大
学
経
営
企
画
部 

広
報
課
長

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
誕
生
か
ら
20
年 

―
同
志
社
女
子
大
学
の
顔
と
し
て
―

川
添 

麻
衣
子
　 

同
志
社
女
子
大
学 

広
報
部
広
報
室
広
報
課
長

つ
な
が
り
を
紡
ぐ
え
こ
ぴ
ょ
ん 

―
学
生
・
教
職
員
・
社
会
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
―

南
雲 

健
介
　 

法
政
大
学
総
長
室
広
報
課
課
長

応
援
団
長
ラ
イ
ナ
ン
く
ん 

―
南
山
生
の
闘
志
に
火
を
つ
け
ろ
！
―

吉
田 

敦
　 

南
山
大
学
学
生
部
長
・
理
工
学
部
教
授
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ピ
ー
チ
く
ん
の
生
い
立
ち

1成
蹊
学
園
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ピ
ー
チ
く
ん
」
は
、

「
成
蹊
」
の
名
の
由
来
で
あ
る
中
国
の
諺
「
桃
李
不
言
下
自
成
蹊

（
桃
李
も
の
い
は
ざ
れ
ど
も
、
下
お
の
づ
か
ら
蹊
を
成
す
）」
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
桃
の
精
で
あ
る
。
現
在
で
は
学
内
外
か
ら
愛
さ
れ
、

成
蹊
の
顔
と
も
言
え
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
は
な
い
。

ピ
ー
チ
く
ん
は
１
９
２
４
年
３
月
３
日
生
ま
れ
、
も
う
す
ぐ
１

０
２
歳
を
迎
え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
〝
設
定
〟
で
あ
る
が
、
実

際
に
学
内
に
登
場
し
た
の
は
１
９
９
９
年
。
当
時
、
学
生
課
に
勤

務
し
て
い
た
私
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
掲
示

物
や
印
刷
物
に
登
場
さ
せ
、
ピ
ー
チ
ち
ゃ
ん
や
ピ
ー
チ
ど
ん
な
ど

の
お
友
だ
ち
キ
ャ
ラ
も
制
作
し
た
。
突
然
現
れ
た
謎
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
い
う
設
定
が
学
生
に
と
っ
て
面
白
か
っ
た
の
か
、
ひ
そ
か

に
人
気
者
と
な
っ
て
い
っ
た
［
写
真
１
］。

そ
の
後
も
、
知
る
人
ぞ
知
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
存
在
し
て

い
た
が
、
２
０
１
２
年
の
学
園
創
立
１
０
０
周
年
を
機
に
、
再
び

ピ
ー
チ
く
ん
を
広
報
に
活
用
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。

成
蹊
学
園
は
創
立
者
・
中
村
春
二
先
生
が
「
知
育
偏
重
で
は
な

く
、
人
格
・
学
問
・
精
神
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
教
育
」
を

目
指
し
て
創
立
し
た
学
校
で

あ
る
。
成
蹊
学
園
で
は
、
周

年
を
き
っ
か
け
に
ブ
ラ
ン
ド

作
り
を
進
め
る
中
で
、
在
学

生
や
若
い
世
代
の
卒
業
生
が

建
学
の
精
神
に
触
れ
、
母
校

に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
標
の

ひ
と
つ
と
し
て
い
た
。

ピ
ー
チ
く
ん
の
コ
ン
セ
プ

創
立
者
の
想
い
を
つ
な
ぐ

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

―
ピ
ー
チ
く
ん
流
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
―

宮
越 

美
紀
子

学
校
法
人
成
蹊
学
園
総
務
部
長
兼

企
画
室
広
報
担
当
部
長

［写真1］ピーチくんとお友だち

こ
と
わ
ざ

と
う 

り

こ
み
ち

82

ト
「
桃
李
不
言
下
自
成
蹊
」
は
、
司
馬
遷
が
『
史
記
』
の
中
で
李

将
軍
の
人
柄
を
讃
え
る
た
め
に
引
用
し
た
諺
で
あ
り
、「
桃
李
」
は

創
立
者
が
理
想
と
し
た
人
物
像
そ
の
も
の
で
あ
る
。
創
立
者
の
想

い
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ピ
ー
チ
く
ん
な
ら
ば
、
難
し
く
な
り
が
ち

な
「
建
学
の
精
神
」
を
若
い
世
代
に
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
、
周
年
記
念
グ
ッ
ズ
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
頃
、
社
会
に
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ
R
ブ
ー
ム
が
到
来
し
て

お
り
、
ピ
ー
チ
く
ん
は
そ
の
波
に
乗
っ
て
瞬
く
間
に
学
内
で
の
認

知
を
高
め
て
い
っ
た
。

進
化
の
時
代
　
２
Ｄ
か
ら
３
Ｄ
へ

2ピ
ー
チ
く
ん
が
さ
ら
に
躍
進
す
る
き
っ
か
け
が
訪
れ
た
の
は
創
立

１
０
０
周
年
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
非
公
式
で
あ
る
が
ゆ
え
に
地

味
に
活
動
し
て
い
た
の
だ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
お
声
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ｍ
ｉ
ｗ
ａ
さ
ん
と
１５
大
学
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
コ
ラ
ボ
す
る
受
験
生
応
援
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ピ
ー
チ
く
ん

は
非
公
式
キ
ャ
ラ
で
あ
る
し
、
当
時
は
ま
だ
着
ぐ
る
み
が
な
か
っ

た
の
で
一
旦
は
お
断
り
し
た
の
だ
が
、
ご
厚
意
で
パ
ネ
ル
を
制
作

い
た
だ
き
、
着
ぐ
る
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
に
混
ざ
っ
て
パ
ネ
ル

で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
大
き
く
報
道
さ
れ

る
と
、
な
ぜ
本
学
だ
け
パ
ネ
ル
な
の
だ
と
、
学
内
で
３
Ｄ
化
（
着

ぐ
る
み
）
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
５

年
に
と
う
と
う
３
Ｄ
化
が
実
現
し
た
。
さ
ら
に
は
「
成
蹊
学
園
広

報
大
使
」
の
称
号
を
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
、
公
式
で
は
な
い

が
〝
な
ん
と
な
く
公
認
〟
の
立
ち
位
置
を
確
立
し
た
。
こ
の
よ
う

に
ピ
ー
チ
く
ん
は
、
お
そ
ら
く
あ
ま
り
例
の
な
い
形
で
組
織
の
中

に
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

着
ぐ
る
み
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
広
報
活
動
の
場
を
大
き
く

広
げ
て
く
れ
る
。
余
談
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

検
討
し
よ
う
と
い
う
大
学
に
お
い
て
は
、
是
非
着
ぐ
る
み
に
し
や

す
い
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
観
点
も
留
意
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

と
い
う
の
は
、
ピ
ー
チ
く
ん
は
イ
ラ
ス
ト
か
ら
の
出
発
で
あ
り
、
将

来
的
に
３
Ｄ
化
す
る
な
ど
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
、
ど
う
考
え

て
も
着
ぐ
る
み
に
向
か
な
い
形
状
を
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
着

ぐ
る
み
制
作
に
あ
た
っ
て
、
イ
ラ
ス
ト
を
再
現
す
る
こ
と
が
な
か

な
か
出
来
ず
に
迷
走
し
、
諦
め
か
け
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
最

終
的
に
は
、
空
気
を
入
れ
て
膨
ら
む
エ
ア
ー
型
で
制
作
す
る
こ
と

で
、
な
ん
と
か
イ
ラ
ス
ト
の
面
影
を
残
す
着
ぐ
る
み
を
制
作
す
る
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の
で
あ
る
。
創
立
者
の
想

い
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ピ
ー
チ
く
ん
な
ら
ば
、
難
し
く
な
り
が
ち

な
「
建
学
の
精
神
」
を
若
い
世
代
に
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
、
周
年
記
念
グ
ッ
ズ
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
頃
、
社
会
に
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ
R
ブ
ー
ム
が
到
来
し
て

お
り
、
ピ
ー
チ
く
ん
は
そ
の
波
に
乗
っ
て
瞬
く
間
に
学
内
で
の
認

知
を
高
め
て
い
っ
た
。

進
化
の
時
代
　
２
Ｄ
か
ら
３
Ｄ
へ

2ピ
ー
チ
く
ん
が
さ
ら
に
躍
進
す
る
き
っ
か
け
が
訪
れ
た
の
は
創
立

１
０
０
周
年
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
非
公
式
で
あ
る
が
ゆ
え
に
地

味
に
活
動
し
て
い
た
の
だ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
お
声
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ｍ
ｉ
ｗ
ａ
さ
ん
と
１５
大
学
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
コ
ラ
ボ
す
る
受
験
生
応
援
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ピ
ー
チ
く
ん

は
非
公
式
キ
ャ
ラ
で
あ
る
し
、
当
時
は
ま
だ
着
ぐ
る
み
が
な
か
っ

た
の
で
一
旦
は
お
断
り
し
た
の
だ
が
、
ご
厚
意
で
パ
ネ
ル
を
制
作

い
た
だ
き
、
着
ぐ
る
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
に
混
ざ
っ
て
パ
ネ
ル

で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
大
き
く
報
道
さ
れ

る
と
、
な
ぜ
本
学
だ
け
パ
ネ
ル
な
の
だ
と
、
学
内
で
３
Ｄ
化
（
着

ぐ
る
み
）
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
５

年
に
と
う
と
う
３
Ｄ
化
が
実
現
し
た
。
さ
ら
に
は
「
成
蹊
学
園
広

報
大
使
」
の
称
号
を
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
、
公
式
で
は
な
い

が
〝
な
ん
と
な
く
公
認
〟
の
立
ち
位
置
を
確
立
し
た
。
こ
の
よ
う

に
ピ
ー
チ
く
ん
は
、
お
そ
ら
く
あ
ま
り
例
の
な
い
形
で
組
織
の
中

に
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

着
ぐ
る
み
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
広
報
活
動
の
場
を
大
き
く

広
げ
て
く
れ
る
。
余
談
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

検
討
し
よ
う
と
い
う
大
学
に
お
い
て
は
、
是
非
着
ぐ
る
み
に
し
や

す
い
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
観
点
も
留
意
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

と
い
う
の
は
、
ピ
ー
チ
く
ん
は
イ
ラ
ス
ト
か
ら
の
出
発
で
あ
り
、
将

来
的
に
３
Ｄ
化
す
る
な
ど
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
、
ど
う
考
え

て
も
着
ぐ
る
み
に
向
か
な
い
形
状
を
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
着

ぐ
る
み
制
作
に
あ
た
っ
て
、
イ
ラ
ス
ト
を
再
現
す
る
こ
と
が
な
か

な
か
出
来
ず
に
迷
走
し
、
諦
め
か
け
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
最

終
的
に
は
、
空
気
を
入
れ
て
膨
ら
む
エ
ア
ー
型
で
制
作
す
る
こ
と

で
、
な
ん
と
か
イ
ラ
ス
ト
の
面
影
を
残
す
着
ぐ
る
み
を
制
作
す
る
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こ
と
が
で
き
た
［
写
真
２
］。

３
Ｄ
化
し
た
も
の
の
、
当
初
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
広
報
に
活
用

す
る
こ
と
を
歓
迎
し
な
い
雰
囲
気
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
非
公

式
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
批
判
的
な
反
応
を
避
け
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
慎
重
に
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
心

配
と
は
裏
腹
に
、
行
事
へ
の
出
演
だ
け
で
な
く
、
授
業
に
呼
ば
れ

た
り
、
研
究
室
を
訪
問
し
た
り
と
大
学
ら
し
い
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

活
動
も
増
え
て
い
っ
た
。

こ
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、
あ
る
大
学
教

員
が
「
ピ
ー
チ
く
ん
勝

手
に
応
援
団
長
」
を
名

乗
り
、
学
ラ
ン
を
着
た

カ
バ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
扮
し
て
盛
り
上
げ
て

く
れ
た
こ
と
が
大
き
い

［
写
真
３
］。
応
援
者
が

増
え
、
学
内
で
の
存
在

感
が
高
ま
っ
て
い
き
、

３
Ｄ
化
し
て
１
年
後
の

［写真2］３D化は広報活動の場を広げた

［写真3］「ピーチくん勝手に応援団長」と
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２
０
１
６
年
に
大
学
生
対
象
に
実
施
さ
れ
た
調
査
で
は
、
ピ
ー
チ

く
ん
の
認
知
度
は
８８
％
に
ま
で
上
昇
し
て
い
た
。

ピ
ー
チ
く
ん
流
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

3ピ
ー
チ
く
ん
の
活
動
で
一
貫
し
て
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
学

生
や
教
職
員
が
ピ
ー
チ
く
ん
を
通
し
て
成
蹊
学
園
に
愛
着
と
誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
愛
校
心
が
、
結

局
の
と
こ
ろ
、
学
園
の
社
会
的
信
頼
を
高
め
、
ブ
ラ
ン
ド
形
成
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
留
意
し
て
い
る
の

は
「
う
ち
の
子
、
他
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
」
と
感
じ
て
も
ら
う
た

め
の
戦
略
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
①
世
界
観
に
深
み
を
持
た
せ

る
、
②
ナ
ナ
メ
上
い
く
広
報
活
動
の
２
点
で
あ
る
。

①
世
界
観
に
深
み
を
持
た
せ
る

ピ
ー
チ
く
ん
は
、
私
立
学
校
の
差
別
化
の
核
と
な
る
「
建
学
の

精
神
」
と
密
接
に
関
連
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

世
界
観
を
構
成
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
は
深
み
を

持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
誕
生
ス
ト
ー
リ
ー
は
成

蹊
学
園
の
転
換
期
の
史
実
と
重
ね
合
わ
せ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
物

語
に
設
定
。
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
背
景
に
よ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
厚
み
を
持
た
せ
て
い
る
。
対
し
て
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
創
立

者
の
想
い
を
受
け
継
ぐ
桃
と
自
負
し
な
が
ら
も
隙
だ
ら
け
で
限
り

な
く
ゆ
る
い
。
学
生
と
一
緒
に
毎
日
を
精
一
杯
過
ご
し
て
い
る
と

い
う
設
定
で
親
近
感
を
持
た
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
書
き
言
葉
は

「
か
な
が
き
」
を
推
奨
し
て
い
た
中
村
春
二
先
生
の
影
響
で
ひ
ら
が

な
が
多
め
な
ど
、
細
か
い
設
定
も
多
数
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

長
い
広
報
活
動
の
中
で
変
更
を
加
え
た
り
拡
張
し
た
り
し
な
が
ら
、

ピ
ー
チ
く
ん
の
世
界
観
を
支
え
て
い
る
。

②
ナ
ナ
メ
上
い
く
広
報
活
動

現
在
ピ
ー
チ
く
ん
は
企
画
室
広
報
グ
ル
ー
プ
が
運
営
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
出
演
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

な
ど
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。「
面
白
い
」「
他
に
は
な
い
」
を
意

識
し
た
〝
ナ
ナ
メ
上
〟
を
い
く
ピ
ー
チ
く
ん
の
広
報
活
動
は
、
ど

こ
か
ピ
ン
ト
が
ず
れ
つ
つ
も
、
学
生
や
教
職
員
、
フ
ァ
ン
へ
の
愛

に
溢
れ
あ
た
た
か
い
。

イ
ベ
ン
ト
出
演
は
年
間
４０
回
程
。
学
内
行
事
だ
け
で
な
く
、
地

域
な
ど
の
外
部
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
突
然
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
電
飾
を
体

に
巻
き
付
け
て
学
生
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
を
披
露
す
る
な
ど
、
意
外
と
運
動
神
経
も
抜
群
だ
。
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２
０
１
６
年
に
大
学
生
対
象
に
実
施
さ
れ
た
調
査
で
は
、
ピ
ー
チ

く
ん
の
認
知
度
は
８８
％
に
ま
で
上
昇
し
て
い
た
。

ピ
ー
チ
く
ん
流
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

3ピ
ー
チ
く
ん
の
活
動
で
一
貫
し
て
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
学

生
や
教
職
員
が
ピ
ー
チ
く
ん
を
通
し
て
成
蹊
学
園
に
愛
着
と
誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
愛
校
心
が
、
結

局
の
と
こ
ろ
、
学
園
の
社
会
的
信
頼
を
高
め
、
ブ
ラ
ン
ド
形
成
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
留
意
し
て
い
る
の

は
「
う
ち
の
子
、
他
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
」
と
感
じ
て
も
ら
う
た

め
の
戦
略
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
①
世
界
観
に
深
み
を
持
た
せ

る
、
②
ナ
ナ
メ
上
い
く
広
報
活
動
の
２
点
で
あ
る
。

①
世
界
観
に
深
み
を
持
た
せ
る

ピ
ー
チ
く
ん
は
、
私
立
学
校
の
差
別
化
の
核
と
な
る
「
建
学
の

精
神
」
と
密
接
に
関
連
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

世
界
観
を
構
成
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
は
深
み
を

持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
誕
生
ス
ト
ー
リ
ー
は
成

蹊
学
園
の
転
換
期
の
史
実
と
重
ね
合
わ
せ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
物

語
に
設
定
。
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
背
景
に
よ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
厚
み
を
持
た
せ
て
い
る
。
対
し
て
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
創
立

者
の
想
い
を
受
け
継
ぐ
桃
と
自
負
し
な
が
ら
も
隙
だ
ら
け
で
限
り

な
く
ゆ
る
い
。
学
生
と
一
緒
に
毎
日
を
精
一
杯
過
ご
し
て
い
る
と

い
う
設
定
で
親
近
感
を
持
た
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
書
き
言
葉
は

「
か
な
が
き
」
を
推
奨
し
て
い
た
中
村
春
二
先
生
の
影
響
で
ひ
ら
が

な
が
多
め
な
ど
、
細
か
い
設
定
も
多
数
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

長
い
広
報
活
動
の
中
で
変
更
を
加
え
た
り
拡
張
し
た
り
し
な
が
ら
、

ピ
ー
チ
く
ん
の
世
界
観
を
支
え
て
い
る
。

②
ナ
ナ
メ
上
い
く
広
報
活
動

現
在
ピ
ー
チ
く
ん
は
企
画
室
広
報
グ
ル
ー
プ
が
運
営
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
出
演
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

な
ど
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。「
面
白
い
」「
他
に
は
な
い
」
を
意

識
し
た
〝
ナ
ナ
メ
上
〟
を
い
く
ピ
ー
チ
く
ん
の
広
報
活
動
は
、
ど

こ
か
ピ
ン
ト
が
ず
れ
つ
つ
も
、
学
生
や
教
職
員
、
フ
ァ
ン
へ
の
愛

に
溢
れ
あ
た
た
か
い
。

イ
ベ
ン
ト
出
演
は
年
間
４０
回
程
。
学
内
行
事
だ
け
で
な
く
、
地

域
な
ど
の
外
部
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
突
然
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
電
飾
を
体

に
巻
き
付
け
て
学
生
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
を
披
露
す
る
な
ど
、
意
外
と
運
動
神
経
も
抜
群
だ
。
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着
ぐ
る
み
の
ア
ク
タ
ー
は
「
種
」
と
呼
ん
で
い
る
。
学
生
が
「
種
」

と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
お
手
伝
い
の
学
生
を
Ｐ
Ａ
（
ピ
ー
チ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
）
と
し
て
組
織
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
フ
ァ
ン
と
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
ピ
ー
チ
く
ん
の
私

生
活
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
２
０
２
４

年
に
１
０
０
歳
記
念
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
世
界
観
発
信
の
重
要

な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
［
図
］。

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
は
ピ
ー
チ
く
ん
自
身
が
監
修
を
手
掛
け
て
い

る
と
い
う
設
定
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
が
多
い
。
ま
た
、
学
生
と
一
緒
に

も
の
づ
く
り
を
す
る
の
も
大
好
き
だ
。

一
番
人
気
の
「
も
ふ
も
ふ
ス
ト
ラ
ッ

プ
」
は
、
授
業
で
行
わ
れ
た
調
査
結

果
が
基
に
な
っ
て
い
る
し
、
学
生
団

体
が
実
施
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
で
提
案
さ
れ
た
「
ピ
ー
チ
く
ん
柄

の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
」
を
商
品

化
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
地
上
波
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

へ
の
出
演
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
R
で
の
ベ
ス
ト
１０
入
り
は
、
大
き
な
話
題
と
な
り
、
学
内
だ
け

で
な
く
学
外
で
の
認
知
も
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
い
っ
た

メ
ジ
ャ
ー
な
活
動
は
、
イ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
自
慢
の
出
来
事
で
あ

り
、
ピ
ー
チ
く
ん
へ
の
愛
着
を
さ
ら
に
高
め
た
。

時
代
を
越
え
た
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

4３
Ｄ
化
か
ら
１０
年
、
ピ
ー
チ
く
ん
は
予
想
を
超
え
て
活
躍
の
場

を
広
げ
て
い
る
。
昨
年
実
施
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
学

内
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
成
蹊
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
「
桃

李
成
蹊
」
を
挙
げ
る
学
生
が
非
常
に
多
く
、
広
報
効
果
を
実
感
し

て
い
る
。
１０
年
前
に
は
成
蹊
の
名
の
由
来
や
建
学
の
精
神
を
知
ら

な
い
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
き
な
成

果
を
残
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ピ
ー
チ
く
ん
に
接
触
し
た
人
は
、「
な
ぜ
桃
？
」
と
い
う
疑
問

か
ら
成
蹊
学
園
の
「
建
学
の
精
神
」
へ
と
自
然
に
導
か
れ
て
い
く
。

ピ
ー
チ
く
ん
は
時
代
を
越
え
、
創
立
者
の
想
い
を
つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
な
の
で
あ
る
［
写
真
４
］。

今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
ピ
ー
チ
く
ん
は
非
公
式
ゆ
え
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
設
け
ず
柔
軟
性
を
持
た
せ
て
運
用
し
て
き
た
。
そ
れ
が

［図］オフィシャルサイトとX
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機
動
力
を
高
め
た
が
、
一
貫
し
た
表
現
を
ス
タ
イ
ル
ガ
イ
ド
に
纏

め
、
ク
オ
リ
テ
ィ
を
管
理
す
る
こ
と
も
、
今
後
ピ
ー
チ
く
ん
が
長

き
に
わ
た
っ
て
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

ピ
ー
チ
く
ん
を
活
用
し
た
広
報
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
創
作
者
と

し
て
、
同
時
に
広
報
担
当
者
と
し
て
長
い
間
携
わ
っ
て
き
た
。
そ

の
中
で
感
じ
る
の
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
広
報
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
確
か
に
、
広
報
媒
体
と
し
て
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
存
在
は
、
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
魅
力
的
な
も
の
だ
。

た
だ
し
か
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
作
っ
た
だ
け
で
は
人
気
も
広
報

効
果
も
生
ま
れ
な
い
。
個
性
を
持
た
せ
、
そ
の
世
界
観
に
沿
っ
て

時
間
と
手
間
暇
を
か
け
て
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
背
後

に
は
緻
密
な
戦
略
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
日
々

の
努
力
が
不
可
欠
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
ポ
リ
シ
ー
を
失
え
ば
、
世
界

観
に
ブ
レ
が
生
じ
、
途
端
に
愛
さ
れ
な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

も
し
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
広
報
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
何
か
」
と

問
わ
れ
た
ら
、
私
は
こ
う
答
え
る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
広
報
に
一
番

必
要
な
の
は
―
―
き
っ
と
「
愛
」
で
あ
る
。

［写真4］多くの学生に創立者の想いを伝える
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機
動
力
を
高
め
た
が
、
一
貫
し
た
表
現
を
ス
タ
イ
ル
ガ
イ
ド
に
纏

め
、
ク
オ
リ
テ
ィ
を
管
理
す
る
こ
と
も
、
今
後
ピ
ー
チ
く
ん
が
長

き
に
わ
た
っ
て
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

ピ
ー
チ
く
ん
を
活
用
し
た
広
報
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
創
作
者
と

し
て
、
同
時
に
広
報
担
当
者
と
し
て
長
い
間
携
わ
っ
て
き
た
。
そ

の
中
で
感
じ
る
の
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
広
報
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
確
か
に
、
広
報
媒
体
と
し
て
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
存
在
は
、
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
魅
力
的
な
も
の
だ
。

た
だ
し
か
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
作
っ
た
だ
け
で
は
人
気
も
広
報

効
果
も
生
ま
れ
な
い
。
個
性
を
持
た
せ
、
そ
の
世
界
観
に
沿
っ
て

時
間
と
手
間
暇
を
か
け
て
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
背
後

に
は
緻
密
な
戦
略
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
日
々

の
努
力
が
不
可
欠
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
ポ
リ
シ
ー
を
失
え
ば
、
世
界

観
に
ブ
レ
が
生
じ
、
途
端
に
愛
さ
れ
な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

も
し
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
広
報
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
何
か
」
と

問
わ
れ
た
ら
、
私
は
こ
う
答
え
る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
広
報
に
一
番

必
要
な
の
は
―
―
き
っ
と
「
愛
」
で
あ
る
。

［写真4］多くの学生に創立者の想いを伝える
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は
じ
め
に
ー
な
ん
ぼ
ー
く
ん
の
紹
介
ー

甲
南
大
学
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」
は
、
２

０
１
４
年
の
大
学
祭
「
摂
津
祭
」
で
誕
生
し
た
。
学
内
公
募
で
集

ま
っ
た
１
１
７
体
も
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
中
か
ら
学
生

投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
。
２
０
１
８
年
に
は
甲
南
大
学
の
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
正
式
に
認
定
し
、
同
年
に
商
標
登
録
も
完

了
し
て
い
る
。

な
ん
ぼ
ー
く
ん
の
名
前
は
、
甲
南
の
「
南
（
な
ん
）」
と
イ
ノ
シ

シ
の
子
ど
も
で
あ
る
「
う
り
坊
」
の
「
坊
（
ぼ
ー
）」
が
由
来
と

な
っ
て
お
り
、
甲
南
の
「
甲
（
か
ぶ
と
）」
の
字
に
ち
な
ん
で
ス

ク
ー
ル
マ
ー
ク
を
模
し
た
兜
を
被
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
長
で

あ
る
。
愛
ら
し
い
ル
ッ
ク
ス
に

加
え
、
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
で

あ
り
な
が
ら
も
六
甲
山
の
麓
に

広
が
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
有

す
る
本
学
の
特
色
や
地
域
性
が

垣
間
見
え
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設

定
も
、
学
内
外
か
ら
広
く
親
し

ま
れ
る
理
由
の
一
つ
と
い
え
る

だ
ろ
う
。な

ん
ぼ
ー
く
ん
の
現
在
の
活
用
内
容
に
つ
い
て

1な
ん
ぼ
ー
く
ん
は
、
本
学
の
「
顔
」
と
し
て
多
岐
に
わ
た
る
広

報
活
動
を
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
具
体
的
な
活
用
内
容
と
し
て

は
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
本
学
が
主
催

す
る
各
種
行
事
に
登
場
し
、
参
加
者
と
の
ふ
れ
あ
い
や
記
念
撮
影

「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

長
谷
川 

裕
晃

甲
南
学
園
広
報
部
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な
ど
を
通
じ
て
記
憶
に
残
る
体
験
を
提
供
し
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の
展
開
。
甲
南
大
学
生
活

協
同
組
合
と
連
携
し
、
ぬ
い
ぐ
る
み
や
ア
ク
リ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の
文
房
具
と
い
っ
た
ア
イ
テ
ム
を
、
学
内
の
生
協

な
ど
で
販
売
。
有
志
の
職
員
メ
ン
バ
ー
が
手
掛
け
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス

タ
ン
プ
は
第
２
弾
ま
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
来
場
記
念
品
や
学
園
広
報
誌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

グ
ッ
ズ
と
し
て
非
売
品
の
限
定
ア
イ
テ
ム
も
配
付
し
て
お
り
、
本

学
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
報
活
動
。
本
学
の
オ
ウ
ン
ド
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
「KO

N
A
N
-PLA

N
ET

」
で
は
記
者
と
し
て
、
公

式
Ｘ（
旧Tw

itter

）で
は
日
々
の

出
来
事
を
投
稿
す
る
発
信
者
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、

公
式Instagram

で
は
イ
ベ
ン
ト

や
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
と
と

も
に
登
場
し
、
写
真
や
リ
ー
ル
動

画
で
、「
甲
南
大
学
の
日
常
」
を
積

極
的
に
発
信
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
活
動
に
よ
り
、
な
ん
ぼ
ー
く
ん

は
、
親
し
み
や
す
い
視
点
か
ら
本
学
の
魅
力
を
伝
え
る
「
顔
」
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

他
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
、
本
学
の
公
式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
展
開
し
て
い
る
「
な
ん
ぼ
ー
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
な
ん
ぼ
ー
く
ん
が
大
学
に
あ
る
部
活
動

や
サ
ー
ク
ル
に
訪
問
し
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
楽
器
演
奏
、
茶

道
な
ど
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
体
当
た
り
で
挑
戦
す

る
と
い
う
企
画
で
あ
る
。
各
団
体
の
活
動
内
容
は
し
っ
か
り
と
伝

え
つ
つ
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
内
容
が
な
ん
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、

な
ん
ぼ
ー
く
ん
の
か
わ
い
ら
し
さ
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
動
画
と

な
っ
て
い
る
。
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
生
リ
ス
ト
か
ら
視
聴
い
た

だ
け
る
た
め
、
ぜ
ひ
そ
の
魅
力
に
一
度
は
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
ん
ぼ
ー
く
ん
活
用
の
課
題
と
ブ
ラ
ン
ド
を
体
現
す
る

存
在
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

2な
ん
ぼ
ー
く
ん
は
こ
れ
ま
で
、
教
職
員
や
学
生
の
自
発
的
な
活

用
を
通
じ
て
、
一
定
の
認
知
・
共
感
を
得
て
、
多
様
な
形
で
親
し

ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
体
系
的
な
運
用
指
針
が
な
い
こ

と
か
ら
、
教
職
員
・
学
生
が
各
々
の
思
い
で
活
用
・
展
開
す
る
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な
ど
を
通
じ
て
記
憶
に
残
る
体
験
を
提
供
し
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の
展
開
。
甲
南
大
学
生
活

協
同
組
合
と
連
携
し
、
ぬ
い
ぐ
る
み
や
ア
ク
リ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の
文
房
具
と
い
っ
た
ア
イ
テ
ム
を
、
学
内
の
生
協

な
ど
で
販
売
。
有
志
の
職
員
メ
ン
バ
ー
が
手
掛
け
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス

タ
ン
プ
は
第
２
弾
ま
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
来
場
記
念
品
や
学
園
広
報
誌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

グ
ッ
ズ
と
し
て
非
売
品
の
限
定
ア
イ
テ
ム
も
配
付
し
て
お
り
、
本

学
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
報
活
動
。
本
学
の
オ
ウ
ン
ド
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
「KO

N
A
N
-PLA

N
ET
」
で
は
記
者
と
し
て
、
公

式
Ｘ（
旧Tw

itter

）で
は
日
々
の

出
来
事
を
投
稿
す
る
発
信
者
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、

公
式Instagram

で
は
イ
ベ
ン
ト

や
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
と
と

も
に
登
場
し
、
写
真
や
リ
ー
ル
動

画
で
、「
甲
南
大
学
の
日
常
」
を
積

極
的
に
発
信
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
活
動
に
よ
り
、
な
ん
ぼ
ー
く
ん

は
、
親
し
み
や
す
い
視
点
か
ら
本
学
の
魅
力
を
伝
え
る
「
顔
」
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

他
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
、
本
学
の
公
式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
展
開
し
て
い
る
「
な
ん
ぼ
ー
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
な
ん
ぼ
ー
く
ん
が
大
学
に
あ
る
部
活
動

や
サ
ー
ク
ル
に
訪
問
し
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
楽
器
演
奏
、
茶

道
な
ど
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
体
当
た
り
で
挑
戦
す

る
と
い
う
企
画
で
あ
る
。
各
団
体
の
活
動
内
容
は
し
っ
か
り
と
伝

え
つ
つ
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
内
容
が
な
ん
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、

な
ん
ぼ
ー
く
ん
の
か
わ
い
ら
し
さ
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
動
画
と

な
っ
て
い
る
。
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
生
リ
ス
ト
か
ら
視
聴
い
た

だ
け
る
た
め
、
ぜ
ひ
そ
の
魅
力
に
一
度
は
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
ん
ぼ
ー
く
ん
活
用
の
課
題
と
ブ
ラ
ン
ド
を
体
現
す
る

存
在
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

2な
ん
ぼ
ー
く
ん
は
こ
れ
ま
で
、
教
職
員
や
学
生
の
自
発
的
な
活

用
を
通
じ
て
、
一
定
の
認
知
・
共
感
を
得
て
、
多
様
な
形
で
親
し

ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
体
系
的
な
運
用
指
針
が
な
い
こ

と
か
ら
、
教
職
員
・
学
生
が
各
々
の
思
い
で
活
用
・
展
開
す
る
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に
留
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
打
破
し
、
な
ん
ぼ
ー
く
ん
の
魅

力
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め
、
２
０
２
５
年
度
に
組
織
横
断
的
な

「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
を
立
ち

上
げ
、
戦
略
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
推
進
が
本
格
的
に
始
動
し

た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
は
、
な
ん
ぼ
ー
く
ん
を
「
甲
南
ら
し

さ
を
体
現
・
発
信
す
る
存
在
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
戦
略
的
に
甲

南
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
・
定
着
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
発
信
者
と
し
て
の
な
ん
ぼ
ー
く
ん
に
は
、
①
学
内
の
一
体
感

と
愛
着
の
醸
成
、
②
学
外
へ
の
認
知
と
印
象
の
定
着
、
③
地
域
・

企
業
と
の
関
係
強
化
と
い
う
三
つ
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
度
は
、
な
ん
ぼ
ー
く
ん
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た
め

の
基
盤
づ
く
り
を
重
視
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
拡
大
展
開
に
不
可

欠
と
な
る
利
用
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
策
定
を
推
進
し
た
。
ま
た
、

「
日
常
空
間
に
お
け
る
接
点
の
創
出
」
と
し
て
「
な
ん
ぼ
ー
く
ん

ラ
ウ
ン
ジ
」
の
設
置
を
計
画
中
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
学
の
岡
本

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
３
階
に
あ
る
既
存
の
ラ
ウ
ン
ジ
（
学
生
自
習

ス
ペ
ー
ス
）
を
改
装
す
る
こ
と
で
、「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
に
囲
ま
れ
た

空
間
」
と
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
ガ
ラ
ス
扉
に
は
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
な
ん
ぼ
ー
く
ん
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ル
を
配

置
し
、
室
内
に
は
な
ん
ぼ
ー
く
ん
等
身
大
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、
ミ
ニ

の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
ん
ぼ
ー

く
ん
を
日
常
的
な
学
生
生
活
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
大
学
へ

の
愛
着
を
感
じ
ら
れ
る
拠
点
の
創
出
を
狙
っ
て
い
る
。

続
く
２
０
２
６
年
度
に
は
、
２
０
２
５
年
度
の
基
盤
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、「
日
常
接
点
の
拡
大
」、「
空
間
演
出
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド

体
験
」、「
会
え
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
３
つ
の
柱
と
し
て
、
施

策
の
展
開
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
ず
、「
日
常
接
点
の
拡
大
」
と
し
て
、
学
内
に
あ
る
食
堂
や
カ

フ
ェ
に
お
い
て
、
料
理
そ
の
も
の
や
、
メ
ニ
ュ
ー
表
・
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
に
な
ん
ぼ
ー
く
ん
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
生
や

教
職
員
が
日
常
的
な
食
事
の
中
で
も
自
然
に
愛
着
を
感
じ
ら
れ
る

機
会
を
創
出
し
て
い
く
。

ま
た
、
広
報
部
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
学
外
と
の
接

点
が
多
い
部
署
に
お
い
て
、
な
ん
ぼ
ー
く
ん
デ
ザ
イ
ン
の
名
刺
を

導
入
し
、
親
し
み
や
す
さ
を
演
出
す
る
こ
と
で
、
学
内
外
双
方
で

の
ブ
ラ
ン
ド
認
知
を
高
め
た
い
。

次
に
、「
空
間
演
出
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
体
験
」
で
は
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
よ
う
に
学
内
の
壁
や
柱
な
ど
に
「
隠
れ
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」

を
配
置
し
、
日
常
の
中
で
な
ん
ぼ
ー
く
ん
を
偶
然
発
見
す
る
と
い

う
楽
し
め
る
仕
掛
け
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
こ
う
し
た
遊
び
心
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の
あ
る
空
間
演
出
に
よ
っ
て
、
学
生
や
来
訪
者
に
ワ
ク
ワ
ク
感
を

提
供
し
、
本
学
に
対
す
る
親
近
感
や
愛
着
の
醸
成
を
目
指
す
。

最
後
に
、「
会
え
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
も
展
開
し
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ま
で
も
入
学
式
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
地
域
連
携

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
な
ん
ぼ
ー
く
ん
を
登
場
さ
せ
て
い
た
が
、
現

在
使
用
し
て
い
る
着
ぐ
る
み

は
重
量
や
暑
さ
の
問
題
か
ら
、

限
定
さ
れ
た
場
所
・
時
間
で

し
か
稼
働
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
機
動

性
の
高
い
着
ぐ
る
み
を
新
た

に
製
作
し
、
よ
り
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
登
場

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
と
の
交
流
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
方
の
記
憶
に
残
る
体

験
を
提
供
し
て
い
く
。

お
わ
り
に

な
ん
ぼ
ー
く
ん
は
こ
れ
ら
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
を

通
じ
て
、
単
な
る
か
わ
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

で
は
な
く
、「
甲
南
ら
し
さ
を
体
現
・
発
信
す
る
存
在
」
と
な
り
、

学
生
や
教
職
員
の
日
常
に
溶
け
込
み
愛
さ
れ
る
存
在
と
な
る
こ
と

に
自
信
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
外
に
お
い
て
は
、
受
験
生
や

保
護
者
、
地
域
・
企
業
・
高
校
な
ど
に
対
し
て
、
甲
南
大
学
ひ
い

て
は
甲
南
学
園
の
魅
力
を
伝
え
る
「
顔
」
と
し
て
機
能
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
よ
り
広
く
認
知
と
愛
着
を
広
げ

る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。
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の
あ
る
空
間
演
出
に
よ
っ
て
、
学
生
や
来
訪
者
に
ワ
ク
ワ
ク
感
を

提
供
し
、
本
学
に
対
す
る
親
近
感
や
愛
着
の
醸
成
を
目
指
す
。

最
後
に
、「
会
え
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
も
展
開
し
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ま
で
も
入
学
式
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
地
域
連
携

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
な
ん
ぼ
ー
く
ん
を
登
場
さ
せ
て
い
た
が
、
現

在
使
用
し
て
い
る
着
ぐ
る
み

は
重
量
や
暑
さ
の
問
題
か
ら
、

限
定
さ
れ
た
場
所
・
時
間
で

し
か
稼
働
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
機
動

性
の
高
い
着
ぐ
る
み
を
新
た

に
製
作
し
、
よ
り
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
登
場

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
と
の
交
流
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
方
の
記
憶
に
残
る
体

験
を
提
供
し
て
い
く
。

お
わ
り
に

な
ん
ぼ
ー
く
ん
は
こ
れ
ら
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
を

通
じ
て
、
単
な
る
か
わ
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

で
は
な
く
、「
甲
南
ら
し
さ
を
体
現
・
発
信
す
る
存
在
」
と
な
り
、

学
生
や
教
職
員
の
日
常
に
溶
け
込
み
愛
さ
れ
る
存
在
と
な
る
こ
と

に
自
信
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
外
に
お
い
て
は
、
受
験
生
や

保
護
者
、
地
域
・
企
業
・
高
校
な
ど
に
対
し
て
、
甲
南
大
学
ひ
い

て
は
甲
南
学
園
の
魅
力
を
伝
え
る
「
顔
」
と
し
て
機
能
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
よ
り
広
く
認
知
と
愛
着
を
広
げ

る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

明
治
大
学
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
め
い
じ
ろ
う
」
は
、
誕
生

か
ら
ま
も
な
く
19
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、
官

公
庁
、
地
方
公
共
団
体
、
企
業
な
ど
、
多
く
の
組
織
に
お
い
て
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
全
国
各
地
で
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
誕

生
当
時
、
大
学
が
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
有
す
る
事
例
は
、
ま

だ
多
く
は
な
か
っ
た
。
大
学
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
Ｃ
Ｉ
や
Ｖ
Ｉ
の

概
念
か
ら
派
生
し
た
大
学
の
「
Ｕ
Ｉ
」（
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
整
備
が
１
９
９
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代

に
か
け
て
各
校
で
進
み
、
そ
の
後
に
到
来
し
た
社
会
的
な
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
R
」
ブ
ー
ム
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
次
第
に
数
を
増
や
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
的
背

景
の
中
で
誕
生
し
、
成
長
し
て
き
た
本
学
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
め
い
じ
ろ
う
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

「
め
い
じ
ろ
う
」の
誕
生
経
緯

1本
学
で
は
、
学
外
に
お
け
る
視
覚
的
な
大
学
認
知
を
目
的
と
し

て
、
２
０
０
１
年
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定
し
、
広
報
活
動
に

お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
、
よ
り
効
果
的
で
多
面
的
な
広
報
活
動
を
推
進
し
て
い

大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

用
い
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略

　

―�
明
治
大
学
・め
い
じ
ろ
う
の
事
例
―

野
見
山 

智
道

学
校
法
人
明
治
大
学
経
営
企
画
部

広
報
課
長

［写真１］めいじろう
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く
た
め
に
は
、
大
学
を
象
徴
し
、
か
つ
親
し
み
や
す
さ
を
備
え
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
報
部（
当

時
）
の
中
で
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
２

０
０
６
年
に
広
報
部
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
明
治
大
学
に
ふ
さ

わ
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
的
要
素
を
持
っ
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
募
集
し
よ
う
」
と
企
画
さ
れ
、
本
学
関
係
者
（
在
学
生
、
校
友

［
卒
業
生
］、
父
母
、
教
職
員
等
）
を
対
象
に
、
①
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

正
面
図
②
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
③
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
セ
プ
ト
を
必
須
と

し
て
、
公
募
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　

募
集
期
間
は
３
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
応
募
作
品
は
１
０
０

点
を
超
え
、
そ
の
中
か
ら
明
治
大
学
広
報
委
員
（
当
時
）、
広
報
学

生
モ
ニ
タ
ー
ら
約
１
３
０
名
に
よ
る
第
１
次
審
査
で
、
ま
ず
５
点

ま
で
絞
ら
れ
た
。
続
く
第
２
次
審
査
で
は
、
在
学
生
を
は
じ
め
明

治
大
学
に
関
心
の
あ
る
方
に
広
く
一
般
投
票
を
呼
び
か
け
て
厳
正

な
選
考
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
大
学
２
年
生
だ
っ
た
Ｔ

さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、
２
０
０
７
年
３
月
に
広
報

部
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
め
い
じ
ろ
う
」
が
誕
生
し
た
。

産
声
を
あ
げ
た
「
め
い
じ
ろ
う
」
は
、
以
降
、
広
報
紙
誌
で
そ

の
愛
く
る
し
い
姿
を
披
露
し
て
大
活
躍
し
、
視
覚
的
に
強
く
印
象

づ
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
徐
々
に
認
知
を
拡
大
し
た
。
２
０

０
９
年
1０
月
に
は
プ
ロ
野
球
球
団
の
着
ぐ
る
み
を
参
考
に
制
作
し

た
着
ぐ
る
み
第
一
号
が
完
成
し
、
広
報
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
登
場
さ

せ
た
と
こ
ろ
、
他
部
署
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
出
動
要
請
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
良
い
反
響
が
み
ら
れ
た
。

ま
た
部
署
間
を
越
え
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ー
ク
使
用
の
要
望
も
増

え
、
在
学
生
を
は
じ
め
校
友
、
父
母
、
受
験
生
か
ら
も
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
化
の
声
が
一
層
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
受
け
、「
め
い
じ
ろ
う
」
を
広
報
課
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
み

な
ら
ず
、
大
学
全
体
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
幅
広
く
展
開

し
、
大
学
イ
メ
ー
ジ
の
浸
透
及
び
親
近
感
の
向
上
に
資
す
る
べ
き

と
考
え
、
当
時
の
理
事
会
に
大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の

［写真2］オープンキャンパスに出勤
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く
た
め
に
は
、
大
学
を
象
徴
し
、
か
つ
親
し
み
や
す
さ
を
備
え
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
報
部（
当

時
）
の
中
で
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
２

０
０
６
年
に
広
報
部
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
明
治
大
学
に
ふ
さ

わ
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
的
要
素
を
持
っ
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
募
集
し
よ
う
」
と
企
画
さ
れ
、
本
学
関
係
者
（
在
学
生
、
校
友

［
卒
業
生
］、
父
母
、
教
職
員
等
）
を
対
象
に
、
①
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

正
面
図
②
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
③
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
セ
プ
ト
を
必
須
と

し
て
、
公
募
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　

募
集
期
間
は
３
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
応
募
作
品
は
１
０
０

点
を
超
え
、
そ
の
中
か
ら
明
治
大
学
広
報
委
員
（
当
時
）、
広
報
学

生
モ
ニ
タ
ー
ら
約
１
３
０
名
に
よ
る
第
１
次
審
査
で
、
ま
ず
５
点

ま
で
絞
ら
れ
た
。
続
く
第
２
次
審
査
で
は
、
在
学
生
を
は
じ
め
明

治
大
学
に
関
心
の
あ
る
方
に
広
く
一
般
投
票
を
呼
び
か
け
て
厳
正

な
選
考
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
大
学
２
年
生
だ
っ
た
Ｔ

さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、
２
０
０
７
年
３
月
に
広
報

部
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
め
い
じ
ろ
う
」
が
誕
生
し
た
。

産
声
を
あ
げ
た
「
め
い
じ
ろ
う
」
は
、
以
降
、
広
報
紙
誌
で
そ

の
愛
く
る
し
い
姿
を
披
露
し
て
大
活
躍
し
、
視
覚
的
に
強
く
印
象

づ
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
徐
々
に
認
知
を
拡
大
し
た
。
２
０

０
９
年
1０
月
に
は
プ
ロ
野
球
球
団
の
着
ぐ
る
み
を
参
考
に
制
作
し

た
着
ぐ
る
み
第
一
号
が
完
成
し
、
広
報
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
登
場
さ

せ
た
と
こ
ろ
、
他
部
署
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
出
動
要
請
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
良
い
反
響
が
み
ら
れ
た
。

ま
た
部
署
間
を
越
え
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ー
ク
使
用
の
要
望
も
増

え
、
在
学
生
を
は
じ
め
校
友
、
父
母
、
受
験
生
か
ら
も
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
化
の
声
が
一
層
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
受
け
、「
め
い
じ
ろ
う
」
を
広
報
課
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
み

な
ら
ず
、
大
学
全
体
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
幅
広
く
展
開

し
、
大
学
イ
メ
ー
ジ
の
浸
透
及
び
親
近
感
の
向
上
に
資
す
る
べ
き

と
考
え
、
当
時
の
理
事
会
に
大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の

［写真2］オープンキャンパスに出勤
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承
認
を
上
申
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
、
お
遊
戯
会
で
も
や

る
の
か
ね
、
と
い
う
懐
疑
的
な
意
見
も
聞
こ
え
て
き
た
が
、
前
年

の
２
０
０
８
年
４
月
に
国
際
日
本
学
部
が
開
設
さ
れ
、「
漫
画
は
日

本
の
文
化
」
と
す
る
認
識
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最
終

的
に
承
認
が
得
ら
れ
「
め
い
じ
ろ
う
」
は
正
式
に
大
学
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
併
せ

て
、
そ
れ
ま
で
総
務
課
で
管
理
さ
れ
て
い
た
大
学
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
商
標
と
と
も
に
、「
め
い
じ
ろ
う
」
の
商
標
管
理
を
広
報
課
で

一
元
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
務
処
理
の
効

率
化
と
マ
ー
ク
の
乱
立
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
分
散
を
防
ぎ
、
利
用
実

態
を
確
認
し
な
が
ら
効
果
的
な
広
報
展
開
を
推
進
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

な
お
、「
め
い
じ
ろ
う
」
は
、
明
治
大
学
の
「
め
い
じ
」
と
「
ふ

く
ろ
う
」
を
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
る
。
ふ
く
ろ
う
は
、
知
恵
と
学
問

の
象
徴
で
あ
り
、「
森
の
賢
者
」
と
し
て
知
的
イ
メ
ー
ジ
を
有
す
る

と
と
も
に
、
大
き
な
翼
を
広
げ
て
飛
翔
す
る
力
強
さ
と
、
遠
方
を
見

据
え
る
大
き
な
眼
を
備
え
て
お
り
、
明
治
大
学
を
象
徴
す
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ

ラ
ー
で
あ
る
紫
紺
の
羽
と
遠
く
ま
で
見
渡
せ
る
大
き
な
目
が
特
徴
で
、

そ
の
愛
く
る
し
い
姿
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
気
者
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
飛
躍

2「
め
い
じ
ろ
う
」が
大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
承
認
さ
れ
、学
内
で

は
広
く
横
に
拡
げ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、手
始
め
に

全
部
署
の
事
務
室
窓
口
に
設
置
し
て
も
ら
う
目
的
で
、特
大「
め
い
じ

ろ
う
」ぬ
い
ぐ
る
み
を
制
作
し
た
。こ
の
特
大
ぬ
い
ぐ
る
み
は
予
想
以

上
に
好
評
で
、直
ち
に
関
連
会
社
で
あ
る
明
大
サ
ポ
ー
ト
に
よ
って
商

品
化
さ
れ
、入
試
日
に
受
験
生
が
売
店
で
購
入
し
て
帰
る
姿
も
見
ら

れ
た
。
聞
く
と
地
方
か
ら
の
受
験
生
で
、明
治
大
学
ま
で
来
た
記
念
に

ど
う
し
て
も
欲
し
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
翌
年
に
は
、受
験

生
を
対
象
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
強
化
す
る
た
め「
め
い
じ
ろ
う
カ
イ
ロ
」を

制
作
し
、入
試
日
に
広
報
課
員
総
出
で
受
験
生
を
激
励
し
な
が
ら
手

配
り
で
無
料
配
布
も
実
施
し
た
。
入
学
手
続
き
の
際
、明
治
を
選
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
の
想
い
で
あ
っ
た
。

２
０
１
１
年
に
は
、
年
間
を
通
じ
て
統
一
テ
ー
マ
の
も
と
、
各
月

ご
と
に
「
め
い
じ
ろ
う
」
の
活
動
を
描
い
た
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制

作
し
た
。
以
後
も
毎
年
継
続
し
て
制
作
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
６
年

の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
名
所
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
、

学
内
各
部
署
の
窓
口
用
な
ど
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東

日
本
大
震
災
後
に
は
、
節
電
を
呼
び
か
け
る
学
内
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
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し
て
「
め
い
じ
ろ
う
」
型
の
エ
コ
う
ち
わ
を
無
料
配
布
し
た
と
こ
ろ
、

瞬
く
間
に
配
布
分
が
終
了
す
る
ほ
ど
の
反
響
を
得
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
ル
ー
ル
や
設
定
な
ど
も
整
備
が
進
め
ら

れ
た
。「
め
い
じ
ろ
う
」
自
身
が
新
聞
・
雑
誌
・
通
信
社
か
ら
取

材
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
着
ぐ
る
み
は
「
東
京
グ
ラ
フ

テ
ィ
」
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
を
飾
り
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
情
報
番
組
「
王
様

の
ブ
ラ
ン
チ
」
に
も
登
場
す
る
な
ど
社
会
的
な
注
目
を
集
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。

「
め
い
じ
ろ
う
」
の
活
動
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
賓
客
の
お
も

て
な
し
も
し
た
。
留
学
促
進
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
当
時
駐
日
米
国
大
使

で
あ
っ
た
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
と
対
面
し
、
外
交
の
重
責

を
果
た
し
た
。
広
報
課
代
表
と
し
て
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
日
本
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
広
告
賞
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
で
金
賞
に

輝
い
た
際
、
そ
の
愛
ら
し
い
姿
は
授
賞
式
会
場
で
脚
光
を
浴
び
た
。

ブ
ラ
ン
ド
ブ
ッ
ク
及
び
Ｖ
Ｉ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
た
際
は
、
め
い

じ
ろ
う
の
多
様
な
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
、そ
れ
ま
で
限
定
的
な
ポ
ー

ズ
し
か
な
か
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に
命
を
吹
き
込
み
、
様
々
な
感
情
を
表

す
新
デ
ザ
イ
ン
を
揃
え
て
全
学
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
共
有
イ
ン
フ

ラ
も
整
え
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
と
し
て
も
展
開
し
て
き
た
。
当

初
は
無
料
配
布
を
予
定
し
て
い
た
が
、
配
信
元
の
規
約
上
実
現
が
難

し
く
、
代
替
案
と
し
て
「
め
い
じ
ろ
う
募
金
」
を
構
想
し
、
売
上
金

を
奨
学
金
に
充
当
す
る
企
画
を
立
て
た
。
し
か
し
、
手
続
き
上
の
課

題
で
明
大
サ
ポ
ー
ト
に
委
ね
る
形
と
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
発
展

的
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
都
道
府
県
ご
と
に
特
色
を
も
た
せ
た
「
ご
当
地
め
い

じ
ろ
う
」
も
産
ま
れ
た
。
誕
生
1０
周
年
（
当
時
）
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
広
報
課
内
で
の
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
の
中
か
ら
若
手

課
員
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
採
用
し
、
即
実
行
に
移
し
た
。
商
品
化

さ
れ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
、
各
地
の
父
母
会
で
高
い
支
持
を
受

け
、
グ
ッ
ズ
の
中
で
も
特
に
人
気
が
高
い
と
聞
い
て
い
る
。
1０
周

年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
「
め
い
じ
ろ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
動
画
の
制

［写真3］めいじろうカイロ（上）とめいじろう
エコうちわ（下）
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し
て
「
め
い
じ
ろ
う
」
型
の
エ
コ
う
ち
わ
を
無
料
配
布
し
た
と
こ
ろ
、

瞬
く
間
に
配
布
分
が
終
了
す
る
ほ
ど
の
反
響
を
得
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
ル
ー
ル
や
設
定
な
ど
も
整
備
が
進
め
ら

れ
た
。「
め
い
じ
ろ
う
」
自
身
が
新
聞
・
雑
誌
・
通
信
社
か
ら
取

材
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
着
ぐ
る
み
は
「
東
京
グ
ラ
フ

テ
ィ
」
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
を
飾
り
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
情
報
番
組
「
王
様

の
ブ
ラ
ン
チ
」
に
も
登
場
す
る
な
ど
社
会
的
な
注
目
を
集
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。

「
め
い
じ
ろ
う
」
の
活
動
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
賓
客
の
お
も

て
な
し
も
し
た
。
留
学
促
進
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
当
時
駐
日
米
国
大
使

で
あ
っ
た
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
と
対
面
し
、
外
交
の
重
責

を
果
た
し
た
。
広
報
課
代
表
と
し
て
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
日
本
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
広
告
賞
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
で
金
賞
に

輝
い
た
際
、
そ
の
愛
ら
し
い
姿
は
授
賞
式
会
場
で
脚
光
を
浴
び
た
。

ブ
ラ
ン
ド
ブ
ッ
ク
及
び
Ｖ
Ｉ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
た
際
は
、
め
い

じ
ろ
う
の
多
様
な
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
、そ
れ
ま
で
限
定
的
な
ポ
ー

ズ
し
か
な
か
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に
命
を
吹
き
込
み
、
様
々
な
感
情
を
表

す
新
デ
ザ
イ
ン
を
揃
え
て
全
学
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
共
有
イ
ン
フ

ラ
も
整
え
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
と
し
て
も
展
開
し
て
き
た
。
当

初
は
無
料
配
布
を
予
定
し
て
い
た
が
、
配
信
元
の
規
約
上
実
現
が
難

し
く
、
代
替
案
と
し
て
「
め
い
じ
ろ
う
募
金
」
を
構
想
し
、
売
上
金

を
奨
学
金
に
充
当
す
る
企
画
を
立
て
た
。
し
か
し
、
手
続
き
上
の
課

題
で
明
大
サ
ポ
ー
ト
に
委
ね
る
形
と
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
発
展

的
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
都
道
府
県
ご
と
に
特
色
を
も
た
せ
た
「
ご
当
地
め
い

じ
ろ
う
」
も
産
ま
れ
た
。
誕
生
1０
周
年
（
当
時
）
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
広
報
課
内
で
の
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
の
中
か
ら
若
手

課
員
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
採
用
し
、
即
実
行
に
移
し
た
。
商
品
化

さ
れ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
、
各
地
の
父
母
会
で
高
い
支
持
を
受

け
、
グ
ッ
ズ
の
中
で
も
特
に
人
気
が
高
い
と
聞
い
て
い
る
。
1０
周

年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
「
め
い
じ
ろ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
動
画
の
制

［写真3］めいじろうカイロ（上）とめいじろう
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作
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
Rへ
の
参
加
、
特
設
サ
イ
ト
の
開
設
、

記
念
グ
ッ
ズ
・
ポ
ス
タ
ー
制
作
な
ど
、
多
様
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
２
０
２
１
年
に
は
、
本
学
博
物
館
が
制
作

し
た
「
捕
方
め
い
じ
ろ
う
」（
十
手
と
御
用
提
灯
を
携
え
た
デ
ザ

イ
ン
）が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
で
１
万
４
０
４

９
票
を
獲
得
し
堂
々
の
１
位
に
輝
い
た
。
他
に
「
め
い
じ
ろ
う
」

が
活
躍
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を
列
挙
す
る
と
、
入
学
式
及
び
卒
業

式
で
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
学
園
祭

（
明
大
祭
・
生
明
祭
）、
農
場
収
穫
祭
、
神
宮
球
場
で
東
京
六
大
学

野
球
応
援
、
小
学
生
向
け
学
び
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
商
店
街
祭
、

消
防
出
初
め
式
、
大
学
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、

父
母
会
総
会
な
ど
、
幅
広
い
場

面
で
大
学
と
社
会
の
架
け
橋
と

し
て
機
能
し
て
き
た
。

商
標
ラ
イ
セ
ン
ス
に
関
し
て

は
、
基
本
的
に
本
学
の
関
連
会

社
で
あ
る
明
大
サ
ポ
ー
ト
が
企

画
・
制
作
・
販
売
を
担
う
よ
う

に
し
て
い
る
。
広
報
課
が
制
作

し
た
人
気
グ
ッ
ズ
は
同
社
に
よ

り
商
品
化
さ
れ
、
さ
ら
に
独
自
の
企
画
に
よ
る
新
商
品
も
多
数
展
開

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
房
具
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
タ
オ
ル
、
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
各
種
グ
ッ
ズ
は
、
広
報
部
門
に
お

い
て
は
経
済
的
利
益
は
さ
て
お
き
、
大
学
ブ
ラ
ン
ド
の
物
理
的
展
開

と
認
知
浸
透
を
促
す
広
報
媒
体
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
２
０
２
３

年
に
は
大
学
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
グ
ッ
ズ
店
と
し
て
「
め
い
じ
ろ
う
シ
ョ
ッ

プ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
人
気
の
拡
大
を
後
押
し
し
て
い
る
。

学
内
関
係
者
（
在
学
生
・
教
職
員
・
校
友
・
父
母
）
で
の
認
知

度
は
非
常
に
高
く
、
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
明
治
大
学
の
一
員
で
あ
る
こ
と
の
喚
起
・
母
校
愛
の
醸
成
に
繋

が
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
学
外
に
対
し
て
も
、
各

種
広
報
媒
体
や
広
告
等
で
の
活
用
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
「
バ
ン
カ

ラ
」「
男
く
さ
い
」
か
ら
「
親
し
み
や
す
い
」「
か
わ
い
い
」
と
い
っ

た
印
象
が
拡
散
し
、
従
来
の
広
報
手
段
を
補
完
す
る
新
し
い
情
報
発

信
の
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
あ
る
進
学
情
報
機
関
に

よ
る
高
校
生
向
け
調
査
で
は
、
本
学
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
「
活
気
が

あ
る
」「
親
し
み
や
す
い
」
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、「
め
い
じ

ろ
う
」
の
存
在
が
親
近
感
を
高
め
、
元
気
な
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の

形
成
に
寄
与
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
導
入
効
果
と
し
て
は
、
大
学
の
認
知
度

［写真4］駅看板広告
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向
上
（
視
覚
的
ア
イ
コ
ン
と
し
て
の
役
割
、
デ
ザ
イ
ン
と
名
称
の

印
象
効
果
）、
広
告
媒
体
と
し
て
の
高
い
費
用
対
効
果
、
商
品
化
に

よ
る
収
益
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
じ
た
交
流
促
進
、
さ
ら
に
は
大

学
内
外
の
一
体
感
と
組
織
へ
の
愛
着
を
醸
成
す
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
と
い
わ
れ
る
現
在
に

お
い
て
も
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
「
め
い
じ
ろ
う
」
と
の

記
念
撮
影
を
希
望
す
る
高
校
生
が
行
列
を
つ
く
っ
て
い
る
。
広
報

と
し
て
期
待
さ
れ
た
役
割
を
「
め
い
じ
ろ
う
」
は
今
日
に
至
る
ま

で
十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
社
会
的
環
境
の

変
化
や
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
伴
い
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

機
能
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
近
い
将
来
に
は
、
デ
ジ

タ
ル
空
間
に
お
け
る
展
開
、
動
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、
よ
り
動
的
か
つ
双
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
媒
体
と
し
て
活
用
さ
れ
る
可
能
性
も
高
い
。

「
め
い
じ
ろ
う
」
が
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
遂
げ
て
き
た
時
期
は
、

ち
ょ
う
ど
本
学
が
広
報
戦
略
本
部
及
び
広
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

広
報
活
動
に
重
点
を
置
き
始
め
た
時
期
と
重
な
る
。「
選
ば
れ
る
大

学
」
へ
向
け
て
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開
と
し
て
、
各
種
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

戦
略
の
実
施
、
訴
求
先
・
伝
え
た
い
内
容
・
伝
え
る
方
法
を
精
査
、

多
岐
に
わ
た
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
広
告
改
革
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
時
代
を
見
据
え
た
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
の
開
設
、
教
育
・

研
究
活
動
を
中
心
と
し
た
専
門
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
な
ど
、

費
用
対
効
果
と
情
報
価
値
の
最
大
化
を
目
指
し
た
業
務
改
革
が
推

進
さ
れ
て
き
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
様
々
な
複
合
的
要
因
に
よ
り
、

志
願
者
数
の
増
加
や
複
数
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
項
目
で
１
位
を
獲

得
す
る
な
ど
、
成
果
が
数
値
に
も
現
れ
て
き
て
い
た
が
、
そ
の
中

で
「
め
い
じ
ろ
う
」
が
果
た
し
て
き
た
象
徴
的
・
心
理
的
効
果
は
、

そ
の
原
動
力
の
１
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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向
上
（
視
覚
的
ア
イ
コ
ン
と
し
て
の
役
割
、
デ
ザ
イ
ン
と
名
称
の

印
象
効
果
）、
広
告
媒
体
と
し
て
の
高
い
費
用
対
効
果
、
商
品
化
に

よ
る
収
益
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
じ
た
交
流
促
進
、
さ
ら
に
は
大

学
内
外
の
一
体
感
と
組
織
へ
の
愛
着
を
醸
成
す
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
と
い
わ
れ
る
現
在
に

お
い
て
も
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
「
め
い
じ
ろ
う
」
と
の

記
念
撮
影
を
希
望
す
る
高
校
生
が
行
列
を
つ
く
っ
て
い
る
。
広
報

と
し
て
期
待
さ
れ
た
役
割
を
「
め
い
じ
ろ
う
」
は
今
日
に
至
る
ま

で
十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
社
会
的
環
境
の

変
化
や
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
伴
い
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

機
能
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
近
い
将
来
に
は
、
デ
ジ

タ
ル
空
間
に
お
け
る
展
開
、
動
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、
よ
り
動
的
か
つ
双
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
媒
体
と
し
て
活
用
さ
れ
る
可
能
性
も
高
い
。

「
め
い
じ
ろ
う
」
が
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
遂
げ
て
き
た
時
期
は
、

ち
ょ
う
ど
本
学
が
広
報
戦
略
本
部
及
び
広
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

広
報
活
動
に
重
点
を
置
き
始
め
た
時
期
と
重
な
る
。「
選
ば
れ
る
大

学
」
へ
向
け
て
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開
と
し
て
、
各
種
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

戦
略
の
実
施
、
訴
求
先
・
伝
え
た
い
内
容
・
伝
え
る
方
法
を
精
査
、

多
岐
に
わ
た
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
広
告
改
革
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
時
代
を
見
据
え
た
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
の
開
設
、
教
育
・

研
究
活
動
を
中
心
と
し
た
専
門
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
な
ど
、

費
用
対
効
果
と
情
報
価
値
の
最
大
化
を
目
指
し
た
業
務
改
革
が
推

進
さ
れ
て
き
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
様
々
な
複
合
的
要
因
に
よ
り
、

志
願
者
数
の
増
加
や
複
数
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
項
目
で
１
位
を
獲

得
す
る
な
ど
、
成
果
が
数
値
に
も
現
れ
て
き
て
い
た
が
、
そ
の
中

で
「
め
い
じ
ろ
う
」
が
果
た
し
て
き
た
象
徴
的
・
心
理
的
効
果
は
、

そ
の
原
動
力
の
１
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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は
じ
め
に

同
志
社
女
子
大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
（
ヴ
ィ

ヴ
ィ
）」
は
、
２
０
０
３
年
に
誕
生
し
た
。
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
は
在
学

生
・
教
職
員
や
卒
業
生
ら
か
ら
、
親
し
み
を
込
め
て
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ

ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
同
女
の
ネ
コ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

と
い
っ
た
よ
う
に
名
前
で
呼
ん
で
も
ら
え
な
い
時
に
は
、「
こ
の
子

の
名
前
は
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
で
す
」
と
多
少
感
情
的
に
な
っ
て
紹
介
し
た

経
験
が
あ
る
の
は
、
き
っ
と
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

V
I
V
I
の
生
い
立
ち

1本
学
は
２
０
０
０
年
以
降
、
新
学
部
学
科
の
開
設
な
ど
女
子
総

合
大
学
と
し
て
の
新
た
な
歩
み
を
始
め
て
い
た
中
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
も
注
力
し
て
い
た
。
２
０
０
２
年
に
在
学
生
お
よ
び
教
職
員

を
対
象
に
、
原
案
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
募
集
を
開
始
。
約
50

件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
ネ
コ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
完
成
し
た
。
ネ
コ
に
は
自
主
自
立
・
気
高
さ
と
活
発

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
21
世
紀
社
会
で
本
学
が
め
ざ
す
女
性
像
を

ア
ピ
ー
ル
し
や
す
い
と
考
え
た
。
２
０
０
３
年
６
月
に
は
名
称
も

公
募
に
て
決
定
し
、
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
は
本
学
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
役
と
し

て
活
動
を
開
始
し
た
。

名
前
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
」
に
は
、
英
語
の
「
ｖ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
」
を
引
用
し
、

元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ｉ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
に
も
細
か
く
意
味
が
あ
り
、
着
用
し
て
い

る
ワ
ン
ピ
ー
ス
は
キ
ャ
ン
パ
ス
外
観
と
同
系
の
レ
ン
ガ
色
で
、
本
学

の
歴
史
を
年
輪
風
に
表
現
し
た
ボ
ー
ダ
ー
柄
、
靴
に
は
世
の
中
の
動

き
を
素
早
く
察
知
し
し
な
や
か
に
動
け
る
よ
う
、
甲
の
部
分
に
ポ
ン

ポ
ン
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
黒
と
青
の
２
色
の
瞳
は
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
を
見
渡
し
、
手
に
持
つ
ス
テ
ッ
キ
（
Ｖ
ｉ
ｎ
ｅ
）
で
人
と

V
I
V
I
誕
生
か
ら
20
年

―
同
志
社
女
子
大
学
の
顔
と
し
て
―

川
添 

麻
衣
子

同
志
社
女
子
大
学

広
報
部
広
報
室
広
報
課
長
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人
と
を
結
び
合
わ
せ
る
。
耳
の
リ
ボ
ン
は
同
志
社
の
徽
章
で
あ
り
、

全
身
で
本
学
の
歴
史
と
３
つ
の
教
育
理
念
（
キ
リ
ス
ト
教
主
義
、
国

際
主
義
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
）
が
表
現
さ
れ
た
。

V
I
V
I
の
活
動
範
囲

2２
０
０
３
年
よ
り
、
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
グ
ッ

ズ
が
展
開
さ
れ
た
。
特
に
受
験
生
向
け
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
は
好
評
で
、

文
具
の
ほ
か
、
携
帯
電
話
関
連
の
グ
ッ
ズ
も
展
開
さ
れ
た
。
卒
業

生
に
も
認
知
度
は
高
く
、
子
ど
も
向
け
に
制
作
し
た
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
ぬ

い
ぐ
る
み
を
卒
業
生
自
身
用
に
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
度
々
あ
る
。

誕
生
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
２
０
１
５
年
に
は
、
さ
ら
に
親

し
み
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
11
学
科
の
学
び
の
特
徴
を
表
し
た
「
学

科
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
」
が
誕
生
し
た
。

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
は
、
単
な
る
モ
チ
ー
フ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
内
の
あ

ら
ゆ
る
掲
示
物
の
中
で
「
お
願
い
し
ま
す
。」
と
言
っ
て
お
じ
ぎ
し
、

「
応
募
待
っ
て
ま
す
。」
と
言
っ
て
ウ
ィ
ン
ク
し
て
い
る
。
広
報
誌

面
上
に
お
い
て
は
感
想
の
一
言
を
述
べ
た
り
説
明
を
補
足
し
た
り

す
る
な
ど
よ
く
言
葉
を
発
し
、
誕
生
当
初
に
願
っ
て
い
た
と
お
り
、

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
役
と
し
て
非
常
に
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
。
当
初
か

ら
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
活
用
を
想
定
し
て
13
ポ
ー
ズ
を
作
成
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
季
節
限
定
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
加
え
て
計
15
ポ
ー

ズ
の
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
が
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
規
定
ポ
ー
ズ
以
外

で
の
使
用
は
認
め
て
お
ら
ず
、
服
装
な
ど
の
一
部
改
変
も
原
則
と

し
て
認
め
て
い
な
い
。
一
部
改
変
の
事
例
で
記
憶
に
新
し
い
の
は
、

２
０
２
０
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
時
、
学
内
で

の
使
用
に
限
っ
て
は
、
限
定
的
に
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
に
も
マ
ス
ク
を
「
着

用
」
さ
せ
た
。

お
わ
り
に

誕
生
か
ら
20
年
が
経
ち
、
平
成
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
よ

う
に
も
な
っ
て
き
た
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
。
時
流
を
鑑
み
る
と
、
各
種
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
の
中
で
は
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
登
場
や
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
今
後
も
展
開
の
可
能
性
は
残
っ
て
い
る
。

本
学
に
と
っ
て
、
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
は
皆
に
愛
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て

い
る
存
在
と
言
え
る
。
単
な
る
シ
ン
ボ
ル
で
は
な
く
、
言
葉
を
の
せ

て
思
い
を
発
信
す
る
役
割
を
担
う
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
は
、
真
に
本
学
構
成
員

の
「
一
人
」
で
あ
り
、
自
身
に
与
え
ら
れ
た
責
務
を
し
っ
か
り
と
果

た
し
な
が
ら
、
今
後
も
長
く
愛
さ
れ
続
け
る
存
在
に
違
い
な
い
。
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人
と
を
結
び
合
わ
せ
る
。
耳
の
リ
ボ
ン
は
同
志
社
の
徽
章
で
あ
り
、

全
身
で
本
学
の
歴
史
と
３
つ
の
教
育
理
念
（
キ
リ
ス
ト
教
主
義
、
国

際
主
義
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
）
が
表
現
さ
れ
た
。

V
I
V
I
の
活
動
範
囲

2２
０
０
３
年
よ
り
、
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
グ
ッ

ズ
が
展
開
さ
れ
た
。
特
に
受
験
生
向
け
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
は
好
評
で
、

文
具
の
ほ
か
、
携
帯
電
話
関
連
の
グ
ッ
ズ
も
展
開
さ
れ
た
。
卒
業

生
に
も
認
知
度
は
高
く
、
子
ど
も
向
け
に
制
作
し
た
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
ぬ

い
ぐ
る
み
を
卒
業
生
自
身
用
に
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
度
々
あ
る
。

誕
生
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
２
０
１
５
年
に
は
、
さ
ら
に
親

し
み
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
11
学
科
の
学
び
の
特
徴
を
表
し
た
「
学

科
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
」
が
誕
生
し
た
。

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
は
、
単
な
る
モ
チ
ー
フ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
内
の
あ

ら
ゆ
る
掲
示
物
の
中
で
「
お
願
い
し
ま
す
。」
と
言
っ
て
お
じ
ぎ
し
、

「
応
募
待
っ
て
ま
す
。」
と
言
っ
て
ウ
ィ
ン
ク
し
て
い
る
。
広
報
誌

面
上
に
お
い
て
は
感
想
の
一
言
を
述
べ
た
り
説
明
を
補
足
し
た
り

す
る
な
ど
よ
く
言
葉
を
発
し
、
誕
生
当
初
に
願
っ
て
い
た
と
お
り
、

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
役
と
し
て
非
常
に
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
。
当
初
か

ら
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
活
用
を
想
定
し
て
13
ポ
ー
ズ
を
作
成
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
季
節
限
定
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
加
え
て
計
15
ポ
ー

ズ
の
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
が
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
規
定
ポ
ー
ズ
以
外

で
の
使
用
は
認
め
て
お
ら
ず
、
服
装
な
ど
の
一
部
改
変
も
原
則
と

し
て
認
め
て
い
な
い
。
一
部
改
変
の
事
例
で
記
憶
に
新
し
い
の
は
、

２
０
２
０
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
時
、
学
内
で

の
使
用
に
限
っ
て
は
、
限
定
的
に
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
に
も
マ
ス
ク
を
「
着

用
」
さ
せ
た
。

お
わ
り
に

誕
生
か
ら
20
年
が
経
ち
、
平
成
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
よ

う
に
も
な
っ
て
き
た
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
。
時
流
を
鑑
み
る
と
、
各
種
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
の
中
で
は
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
登
場
や
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
今
後
も
展
開
の
可
能
性
は
残
っ
て
い
る
。

本
学
に
と
っ
て
、
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
は
皆
に
愛
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て

い
る
存
在
と
言
え
る
。
単
な
る
シ
ン
ボ
ル
で
は
な
く
、
言
葉
を
の
せ

て
思
い
を
発
信
す
る
役
割
を
担
う
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
は
、
真
に
本
学
構
成
員

の
「
一
人
」
で
あ
り
、
自
身
に
与
え
ら
れ
た
責
務
を
し
っ
か
り
と
果

た
し
な
が
ら
、
今
後
も
長
く
愛
さ
れ
続
け
る
存
在
に
違
い
な
い
。
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は
じ
め
に

私
は
現
在
、法
政
大
学
総
長
室
広
報
課
に
所
属
し
、大
学
公
式
キャ

ラ
ク
タ
ー「
え
こ
ぴ
ょ
ん
」の
管
理・運
用
を
担
って
い
る
。か
つ
て
は
学

生
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
、学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
担
当

し
て
い
た
。こ
の
二
つ
の
経
験
の
結
び
つ
き
こ
そ
が
、本
稿
を
執
筆
す
る

大
き
な
動
機
と
な
って
い
る
。

学
生
と
と
も
に
活
動
し
た
経
験
と
、広
報
の
立
場
か
ら
日
常
的
に
え

こ
ぴ
ょ
ん
に
関
わって
い
る
現
在
の
職
務
が
重
な
り
合
う
こ
と
で
、え
こ

ぴ
ょ
ん
が
大
学
活
動
を
支
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る

に
至
っ
た
。
本
稿
で
は
、学
生
セ
ン
タ
ー
で
担
当
し
て
い
た
時
期
の
取
り

組
み
を
一
例
と
し
て
紹
介
し
、え
こ
ぴ
ょ
ん
が
学
生
や
教
職
員
に
とって

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
を
論
じ
た
い
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
の
経
緯
と
公
式
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

1え
こ
ぴ
ょ
ん
は
２
０
０
８
年
、本
学
が
推
進
す
る
環
境
改
善
活
動
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
学
内
公
募
に
よ
り
、学
生
が
自
ら
の
ア
イ
デ

ア
を
も
と
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し
た
。
世
界

を
舞
台
に
環
境
問
題
解
決
の
た
め
に
活
動
す
る
ウ
サ
ギ
で
あ
る
。そ
の

後
、環
境
関
連
イ
ベン
ト
な
ど
で
え
こ
ぴ
ょ
ん
の
グ
ッ
ズ
や
着
ぐ
る
み
が

登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、学
内
で
広
く
親
し
ま
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

２
０
１
３
年
に
は
大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
、環
境

啓
発
に
と
ど
ま
ら
ず
法
政
大
学
の
多
様
な
活
動
を
象
徴
す
る
存
在
へ

と
役
割
を
拡
大
し
た
。今
日
で
は
、学
生・教
職
員・卒
業
生・保
護
者・

地
域
な
ど
、多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
大
学
を
つ
な
ぎ
、親
し
み
と

信
頼
を
醸
成
す
る
役
割
を
担
って
い
る
。こ
の
よ
う
に
、え
こ
ぴ
ょ
ん
は

最
初
か
ら「
大
学
の
マ
ス
コッ
ト
」と
し
て
誕
生
し
た
の
で
は
な
く
、学

生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、そ
の
魅
力
や
親
し
み
や
す
さ
に

よ
って
支
持
を
広
げ
、大
学
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
認
知
さ
れ

る
に
至
っ
た
、き
わ
め
て
稀
有
な
存
在
で
あ
る
。

つ
な
が
り
を
紡
ぐ
え
こ
ぴ
ょ
ん
　

―�
学
生
・
教
職
員
・
社
会
を

　つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
―南

雲 

健
介

法
政
大
学
総
長
室
広
報
課
課
長
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コ
ン
セ
プ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

2作
者
に
よ
る
と
、
え
こ
ぴ
ょ
ん
に
は
大
学
時
代
の
思
い
出
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
中
国
で
の
植
林
活
動
を
伴
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

に
参
加
し
た
際
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

描
い
た
と
こ
ろ
非
常
に
喜
ば
れ
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
国
籍
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
と

い
う
。
ま
た
、
ゼ
ミ
で
小
学
校
の
環
境
教
育
を
行
っ
た
際
、
冊
子
に

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
掲
載
す
る
と
子
ど
も
が
喜
ん
で
問
題
を
解
い
た
。

難
し
い
環
境
問
題
で
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
じ
て
楽
し
く
学
べ
る
こ

と
を
知
り
、
深
く
感
動
し
た
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、
え
こ
ぴ
ょ
ん
が

背
負
う
地
球
儀
の
よ
う
な
気
球
は
「
自
分
の
背
中
に
地
球
の
未
来
が

か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
思
い
を
表
し
、
服
の
オ
レ
ン
ジ
と
ブ
ル
ー

は
母
校
・
法
政
大
学
の
カ
ラ
ー
を
象
徴
し
て
い
る
。

広
報
戦
略
と
活
用
事
例

3印
象
深
い
事
例
と
し
て
、
２
０
１
６
年
に
学
生
が
中
心
と
な
っ
て

企
画
し
た
「
熊
本
物
産
展
」
と
、
そ
こ
で
制
作
さ
れ
た
え
こ
ぴ
ょ
ん

と
熊
本
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
が

あ
る
［
写
真
１
］。
熊
本
地
震
を
受
け
、
こ
れ
を
企
画
し
た
学
生
た

ち
は
「
自
分
た
ち
に
で
き
る
支
援
を
形
に
す
る
」
た
め
議
論
を
重
ね

た
。
当
初
は
学
内
の
グ
ッ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
売
を
想
定
し
て
い
た
が
、

「
自
分
た
ち
の
手
で
売
り
た
い
」
と
い
う
学
生
の
提
案
か
ら
、
物
産

展
の
形
式
へ
と
発
展
し
た
。
私
は
当
時
、
学
生
セ
ン
タ
ー
職
員
と
し

て
シ
ョ
ッ
プ
担
当
者
へ
の
働
き
か
け
や
在
庫
・
価
格
調
整
、
学
生
と

の
打
ち
合
わ
せ
の
場
の
設
定
を
担
い
、
準
備
段
階
か
ら
企
画
を
支
え

た
。
く
ま
モ
ン
を
使
用
す
る
に
は
熊
本
県
側
の
審
査
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
調
整
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

当
日
は
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
パ
ス
ケ
ー
ス
な
ど
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ

が
販
売
さ
れ
、
利
益
は
す
べ
て
義
援
金
と
し
て
被
災
地
に
寄
付
さ

れ
た
。
会
場
に
は
え
こ
ぴ
ょ
ん
の
着
ぐ
る
み
も
登
場
し
、
来
場
者

と
の
交
流
が
生
ま
れ
た
。

新
聞
記
事
や
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
に
よ
る
広
報
の

効
果
も
相
ま
っ
て
、
学

外
か
ら
も
多
く
の
来
場

者
が
訪
れ
、
一
時
は
品

切
れ
と
な
る
ほ
ど
の
反

響
を
得
た
。
さ
ら
に
、

［写真１］えこぴょんとくまモンのコラボ
グッズ
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コ
ン
セ
プ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

2作
者
に
よ
る
と
、
え
こ
ぴ
ょ
ん
に
は
大
学
時
代
の
思
い
出
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
中
国
で
の
植
林
活
動
を
伴
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

に
参
加
し
た
際
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

描
い
た
と
こ
ろ
非
常
に
喜
ば
れ
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
国
籍
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
と

い
う
。
ま
た
、
ゼ
ミ
で
小
学
校
の
環
境
教
育
を
行
っ
た
際
、
冊
子
に

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
掲
載
す
る
と
子
ど
も
が
喜
ん
で
問
題
を
解
い
た
。

難
し
い
環
境
問
題
で
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
じ
て
楽
し
く
学
べ
る
こ

と
を
知
り
、
深
く
感
動
し
た
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、
え
こ
ぴ
ょ
ん
が

背
負
う
地
球
儀
の
よ
う
な
気
球
は
「
自
分
の
背
中
に
地
球
の
未
来
が

か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
思
い
を
表
し
、
服
の
オ
レ
ン
ジ
と
ブ
ル
ー

は
母
校
・
法
政
大
学
の
カ
ラ
ー
を
象
徴
し
て
い
る
。

広
報
戦
略
と
活
用
事
例

3印
象
深
い
事
例
と
し
て
、
２
０
１
６
年
に
学
生
が
中
心
と
な
っ
て

企
画
し
た
「
熊
本
物
産
展
」
と
、
そ
こ
で
制
作
さ
れ
た
え
こ
ぴ
ょ
ん

と
熊
本
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
が

あ
る
［
写
真
１
］。
熊
本
地
震
を
受
け
、
こ
れ
を
企
画
し
た
学
生
た

ち
は
「
自
分
た
ち
に
で
き
る
支
援
を
形
に
す
る
」
た
め
議
論
を
重
ね

た
。
当
初
は
学
内
の
グ
ッ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
売
を
想
定
し
て
い
た
が
、

「
自
分
た
ち
の
手
で
売
り
た
い
」
と
い
う
学
生
の
提
案
か
ら
、
物
産

展
の
形
式
へ
と
発
展
し
た
。
私
は
当
時
、
学
生
セ
ン
タ
ー
職
員
と
し

て
シ
ョ
ッ
プ
担
当
者
へ
の
働
き
か
け
や
在
庫
・
価
格
調
整
、
学
生
と

の
打
ち
合
わ
せ
の
場
の
設
定
を
担
い
、
準
備
段
階
か
ら
企
画
を
支
え

た
。
く
ま
モ
ン
を
使
用
す
る
に
は
熊
本
県
側
の
審
査
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
調
整
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

当
日
は
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
パ
ス
ケ
ー
ス
な
ど
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ

が
販
売
さ
れ
、
利
益
は
す
べ
て
義
援
金
と
し
て
被
災
地
に
寄
付
さ

れ
た
。
会
場
に
は
え
こ
ぴ
ょ
ん
の
着
ぐ
る
み
も
登
場
し
、
来
場
者

と
の
交
流
が
生
ま
れ
た
。

新
聞
記
事
や
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
に
よ
る
広
報
の

効
果
も
相
ま
っ
て
、
学

外
か
ら
も
多
く
の
来
場

者
が
訪
れ
、
一
時
は
品

切
れ
と
な
る
ほ
ど
の
反

響
を
得
た
。
さ
ら
に
、

［写真１］えこぴょんとくまモンのコラボ
グッズ
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後
日
、
廣
瀬
克
哉
常
務
理
事
（
当
時
、
後
の
第
20
代
総
長
）
が
コ

ラ
ボ
グ
ッ
ズ
を
熊
本
県
知
事
に
届
け
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
翌
年
度
以
降
も
デ
ザ
イ
ン
を
更
新
し
て
継
続
さ

れ
た
。
重
要
な
の
は
、学
生
主
体
の
活
動
に
え
こ
ぴ
ょ
ん
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、大
学
の
発
信
力
や
社
会
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
効
果
的
に
強

化
で
き
た
点
で
あ
る
。
学
生
の
ア
イ
デ
ア
や
行
動
力
に
大
学
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、活
動
そ
の
も
の

が
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を
体
現
す
る
広
報
素
材
と
な
り
、大
学
の
理
念
や

価
値
を
社
会
に
伝
え
る
戦
略
的
手
段
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
も
た
ら
す
効
果

4え
こ
ぴ
ょ
ん
は
、
こ
う
し
た
実
践
を
通
じ
て
「
学
生
の
活
動
に

伴
走
す
る
存
在
」
と
し
て
定
着
し
た
。
私
は
今
で
も
当
時
の
コ
ラ

ボ
バ
ッ
グ
を
手
に
す
る
教
職
員
を
見
か
け
る
た
び
に
、
学
生
と
と

も
に
歩
ん
だ
時
間
を
思
い
出
し
、
自
ら
も
前
向
き
に
取
り
組
も
う

と
い
う
気
持
ち
が
自
然
に
湧
き
上
が
る
。
え
こ
ぴ
ょ
ん
は
法
政
大

学
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
の
記
憶
と
想
い
を
つ
な
ぎ
、
も
う
一
度

前
に
進
む
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
、
次
の
行
動
を
促
す
背

中
押
し
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、学
生・教
職
員・卒
業
生・保
護
者・地
域
の
方
々
が
一
堂
に
会

す
る
大
学
イ
ベン
ト「
法
政
フェア
」や
大
学
祭
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

な
ど
全
学
的
な
場
で
の
登
場
、グ
ッ
ズ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
接
触
を
通

じ
、卒
業
生
や
保
護
者
、地
域

社
会
に
も
浸
透
し
て
き
た
。え

こ
ぴ
ょ
ん
が
登
場
す
る
ブ
ー
ス

に
は
自
然
と
人
が
集
ま
り
、写

真
撮
影
や
短
い
会
話
が
生
ま

れ
る
。こ
う
し
た
些
細
な
接
点

の
蓄
積
が
大
学
へ
の
親
近
感

を
生
み
、情
報
発
信
の
受
け
手

を
広
げ
て
い
る
の
で
あ
る［
写

真
２
］。運

用
体
制
と
課
題

5え
こ
ぴ
ょ
ん
は
商
標
登
録
さ
れ
て
お
り
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は

申
請
書
の
提
出
な
ど
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、
営
利
目
的

の
場
合
は
手
数
料
や
使
用
料
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
学
外
利
用
や

［写真２］卒業生のイベントに登場する着ぐるみの
えこぴょん
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商
品
化
を
希
望
す
る
場
合
は
、
商
標
登
録
使
用
規
程
や
取
扱
基
準

に
基
づ
き
、
正
式
な
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
内
に
お
い
て
も
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
広
報
課
が

全
学
的
な
管
理
を
担
っ
て
い
る
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
用
途

や
著
作
権
等
の
観
点
か
ら
、
基
本
的
に
は
登
録
商
標
と
一
致
し
な

い
も
の
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
都
度
確
認
と
判
断
が
行
わ
れ
て
き

た
。
大
学
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
厳
格
さ
と
、
学
生
や
教
職
員
の
主
体

的
な
活
動
を
尊
重
す
る
柔
軟
さ
の
両
立
は
、
今
後
も
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
展
望

6法
政
大
学
は
２
０
３
０
年
に
創
立
１
５
０
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
を
迎
え
る
。
こ
の
出
来
事
は
、
単
に
記
念
年
を
祝
う
だ
け
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
次
の
時
代
に
大
学
の

理
念
や
文
化
を
ど
う
継
承
す
る
か
を
考
え
る
好
機
で
あ
る
。

え
こ
ぴ
ょ
ん
は
、
そ
の
象
徴
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
「
学

生
の
挑
戦
を
支
え
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
存
在
」
と
い
う
役
割
を

再
確
認
し
、
未
来
に
向
け
て
さ
ら
に
進
化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
周
年
事
業
は
大
学
が
社
会
へ
発
信
す
る
力
を
最
も

大
き
く
発
揮
す
る
場
で
あ
り
、
え
こ
ぴ
ょ
ん
は
多
様
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
機
能
し
得
る
。

ま
た
、デ
ジ
タ
ル
領
域
で
の
展
開
も
重
要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
は
、
若
い
世
代
や
国
際
的
な
受
け
手
に

大
学
の
魅
力
を
伝
え
る
有
効
な
手
段
と
な
る
。
近
年
は
ダ
イ
ア
ナ
・

コ
ー
総
長
が
学
生
・
教
職
員
な
ど
と
の
対
話
で
感
じ
た
言
葉
や
体
験

を
綴
る
公
式
コ
ラ
ム
「
総
長
の
出
会
い
メ
モ
」
な
ど
の
企
画
に
も
登

場
し
て
お
り
、Instagram

（@
hosei_university

）
で
の
発
信
に

お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
［
写
真
３
］。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
、え
こ
ぴ
ょ
ん
が
１
５
０
周
年
を
見
据
え
た
大
学
ブ
ラ
ン

ド
発
信
に
お
い
て
引
き
続
き
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
後
に
、
ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー
総
長
の
言
葉
を
紹
介
し
た
い
。

「
え
こ
ぴ
ょ
ん
は
、
学
生
の
活
動
や
大
学
の
歩
み
を
象
徴
す
る
存

在
で
す
。
大
学
と
社

会
を
つ
な
ぎ
、
親
し

み
や
す
さ
を
通
じ
て

信
頼
を
育
む
。
そ
の

役
割
は
こ
れ
か
ら
も

大
き
く
広
が
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。」

［写真３］本学 Instagramに登場する
えこぴょん

103

 小特集　　大学ブランドに寄与するマスコットキャラクター戦略



商
品
化
を
希
望
す
る
場
合
は
、
商
標
登
録
使
用
規
程
や
取
扱
基
準

に
基
づ
き
、
正
式
な
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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勇
猛
な
ラ
イ
オ
ン
の
誕
生

1南
山
大
学
体
育
会
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
上
南
戦
（
上
智

大
学
・
南
山
大
学
総
合
対
抗
運
動
競
技
大
会
）
の
大
会
５０
回
目
を

記
念
し
て
、
２
０
０
９
年
に
体
育
会
執
行
委
員
の
学
生
の
発
案
で

誕
生
し
た
。

上
南
戦
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
会
を
設
立
母
体
と
す
る
上
智
大

学
と
南
山
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
対
抗
戦
で
、
１
９
６
０
年
よ
り
続
く

伝
統
的
な
行
事
で
あ
る
。
毎
年
７
月
頃
に
、
約
３０
の
競
技
が
行
わ

れ
、
選
手
だ
け
で
な
く
多
く
の
観
客
も
共
に
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
て
い
る
。

大
会
に
勝
利
す
る
た
め
、
南
山
生
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
ま
と

め
、
闘
志
を
掻
き
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
上
智
大

学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鷹
に
対
抗
し
、
百
獣
の
王
、
ラ
イ
オ
ン
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
生
み
出
さ
れ
た
［
図
１
］。
た

て
が
み
の
青
色
と
胴
体
の
橙
色
は
南
山
大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー

を
採
用
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
名
前
は
、「
ラ
イ
オ
ン
」
と
「
南

山
」
を
合
わ
せ
て
「
ラ
イ
ナ
ン
く
ん
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
現
在

は
、
た
て
が
み
を
立
派
に
し
、
筋
肉
を
つ
け
て
、
よ
り
「
自
信
に

満
ち
溢
れ
、
力
強
い
印
象
」
を
与
え
る
デ
ザ
イ
ン
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
い
る
。

応
援
団
長
ラ
イ
ナ
ン
く
ん

―
南
山
生
の
闘
志
に
火
を
つ
け
ろ
！
―

吉
田 

敦

南
山
大
学
学
生
部
長
・
理
工
学
部
教
授

［図１］ライナンくんのキャラクターデザイン
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上
南
戦
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら 

大
学
内
の
大
ス
タ
ー
へ

2ラ
イ
ナ
ン
く
ん
の
誕
生
後
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
や
、
Ｔ
シ
ャ

ツ
・
タ
オ
ル
な
ど
の
グ
ッ
ズ
が
制
作
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
話
題
と
な

り
、
写
真
撮
影
や
グ
ッ
ズ
を
求
め
る
人
で
溢
れ
返
っ
た
［
写
真
１
］。

学
内
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
か
ら
も
ラ
イ
ナ
ン
く
ん
の
グ
ッ
ズ
が

ほ
し
い
と
い
う
声
が
上
が
る
ほ
ど
に
評
判
を
得
た
。
上
南
戦
で
着

ぐ
る
み
を
登
場
さ
せ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
や
競
技
会
場
に
駆
け
付
け
る

と
、
会
場
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
、
期
待
通
り
、
南
山
生
の
士
気

を
大
い
に
高
め
た
［
写
真
２
］。
結
果
と
し
て
、
誕
生
の
翌
年
か
ら

２
年
連
続
総
合
優
勝
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
現
在
も
そ
の

人
気
は
続
い
て
お
り
、
応
援
団
長
と
し
て
南
山
大
学
の
勝
利
の
た

め
に
活
躍
を
し
て
い
る
。

最
近
で
は
そ
の
人
気
ぶ
り
か
ら
、
大
会
の
応
援
だ
け
で
な
く
、
体

育
会
の
顔
と
し
て
広
報
面
で
も
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
春
の

新
入
生
勧
誘
イ
ベ
ン
ト
で
は
一
緒
に
ビ
ラ
配
り
を
し
て
体
育
会
入

会
希
望
者
増
員
の
た
め
の
一
翼
を
担
っ
た
。
夏
に
開
催
さ
れ
る
南

山
ゆ
か
た
フ
ェ
ス
で
は
、
学
内
に
設
置
さ
れ
た
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に

立
ち
、
一
般
学
生
に
対
す
る
認
知
度
向
上
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

［写真１］ライナンくんのグッズ
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上
南
戦
マ
ス
コ
ッ
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キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら 

大
学
内
の
大
ス
タ
ー
へ

2ラ
イ
ナ
ン
く
ん
の
誕
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後
、
ラ
ッ
ピ
ン
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カ
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や
、
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・
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ど
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ッ
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さ
れ
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、
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、
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の
グ
ッ
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が

ほ
し
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と
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う
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が
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が
る
ほ
ど
に
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を
得
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で
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を
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せ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
や
競
技
会
場
に
駆
け
付
け
る

と
、
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、
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通
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、
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気

を
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に
高
め
た
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］。
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果
と
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て
、
誕
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の
翌
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か
ら
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連
続
総
合
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勝
と
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う
結
果
を
も
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し
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。
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も
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。
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の
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気
ぶ
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、
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の
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だ
け
で
な
く
、
体

育
会
の
顔
と
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て
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報
面
で
も
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躍
の
場
を
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げ
て
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る
。
春
の

新
入
生
勧
誘
イ
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ト
で
は
一
緒
に
ビ
ラ
配
り
を
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て
体
育
会
入

会
希
望
者
増
員
の
た
め
の
一
翼
を
担
っ
た
。
夏
に
開
催
さ
れ
る
南

山
ゆ
か
た
フ
ェ
ス
で
は
、
学
内
に
設
置
さ
れ
た
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に

立
ち
、
一
般
学
生
に
対
す
る
認
知
度
向
上
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

［写真１］ライナンくんのグッズ
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の
盛
り
上
げ
に
も
貢
献
し
た
。
秋
の
大
学
祭
で
は
子
供
向
け
ゲ
ー

ム
に
登
場
し
、
南
山
大
学
の
課
外
活
動
を
外
部
に
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
、
地
域
貢
献
も
果
た
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
ひ
と
た
び
登
場
す
る
と
巻
き
起
こ
る
ラ
イ
ナ
ン

く
ん
旋
風
は
誰
に
も
止
め
ら
れ
な
い
。

一
頭
の
ラ
イ
オ
ン
に
か
け
る 

南
山
大
学
課
外
活
動
の
未
来

3ラ
イ
ナ
ン
く
ん
は
誕
生
当
初
、
上
南
戦
に
登
場
す
る
応
援
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
現
在
は
南
山
大
学
体
育
会

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
９
年
に

行
わ
れ
た
、
学
生
部
と
体
育
会
執
行
委
員
会
と
の
体
育
会
強
化
検

討
会
に
お
い
て
、
南
山
大
学
の
体
育
会
を
盛
り
上
げ
、
よ
り
強
い

選
手
に
入
会
し
て
も
ら
う
た
め
、
ラ
イ
ナ
ン
く
ん
の
知
名
度
を
活

用
し
て
い
く
案
が
で
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
認
定
さ
れ
た
。

近
年
、
体
育
会
の
枠
を
超
え
て
活
躍
す
る
ラ
イ
ナ
ン
く
ん
は
、
課

外
活
動
全
体
の
活
性
化
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。
今
後
は
、
大

学
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
よ
り
幅
広
く
学
内
外
に
南

山
大
学
の
課
外
活
動
で
活
躍
す
る
学
生
た
ち
の
魅
力
を
発
信
し
て

［写真2］イベントに登場するライナンくん
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い
く
こ
と
を
目
指
す
［
写
真
３
］。

ラ
イ
ナ
ン
く
ん
の
活
躍
で
よ
り
広
く
南
山
大
学
の
課
外
活
動
を

知
っ
て
も
ら
い
、
頑
張
る
学
生
た
ち
を
応
援
し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い
。
そ
し
て
、
ラ
イ
ナ
ン
く
ん
を
き
っ
か
け
に
多
く

の
学
生
が
課
外
活
動
へ
参
加
を
し
、
自
身
の
個
性
を
磨
い
て
ほ
し

い
。
互
い
の
輝
く
個
性
を
認
め
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
学

生
た
ち
が
大
き
く
飛
躍
す
る
未
来
を
期
待
す
る
。

［写真3］ライナンくんと岡田 悦典副学長（左）と吉田 敦学生部長（右）
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い
く
こ
と
を
目
指
す
［
写
真
３
］。

ラ
イ
ナ
ン
く
ん
の
活
躍
で
よ
り
広
く
南
山
大
学
の
課
外
活
動
を

知
っ
て
も
ら
い
、
頑
張
る
学
生
た
ち
を
応
援
し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い
。
そ
し
て
、
ラ
イ
ナ
ン
く
ん
を
き
っ
か
け
に
多
く

の
学
生
が
課
外
活
動
へ
参
加
を
し
、
自
身
の
個
性
を
磨
い
て
ほ
し

い
。
互
い
の
輝
く
個
性
を
認
め
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
学

生
た
ち
が
大
き
く
飛
躍
す
る
未
来
を
期
待
す
る
。

［写真3］ライナンくんと岡田 悦典副学長（左）と吉田 敦学生部長（右）
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は
じ
め
に

筆
者
は
大
学
教
員
と
し
て
働
く
と
と
も
に
、
様
々
な
場
所
や

テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
設
計
を
行
う
こ
と
を
生
業
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
設
計
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
際
に
進
行
す
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
も
あ
っ
て
か
、
筆
者
は
大
学
の
授
業
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
履
修
人
数
が
１
０
０
～
２

０
０
人
程
度
の
比
較
的
大
き
な
規
模
の
授
業
、
い
わ
ゆ
る
大
教
室

で
の
授
業
を
ど
の
よ
う
に
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
化
」
す
る
か
に
つ

い
て
、
筆
者
な
り
の
実
践
と
そ
こ
で
の
ア
イ
デ
ア
を
読
者
に
提
示

し
た
い
。

1
．
筆
者
に
と
っ
て
の「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
一
口
に
言
って
も
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
り
、設

計
者
や
分
野
に
よって
方
法
は
異
な
る
。筆
者
が
設
計・実
施
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
は
、日
本
に「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
※
」と
い
う
概
念
を

紹
介
し
た
野
村
恭
彦
氏（
Ｋ
Ｉ
Ｔ（
金
沢
工
業
大
学
）虎
ノ
門
大
学
院

教
授
）と
、そ
の
周
囲
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
に
近
い
。
筆
者
が
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
を
設
計
す
る
上
で
活
用
す
る『
ゲ
ー
ム
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
： 

会
議
、チ
ー
ム
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
へ
と
導
く
87
の
ゲ
ー
ム
』（
オ
ラ

イ
リ
ー・ジ
ャ
パ
ン
、２
０
１
１
年
）と
い
う
書
籍
も
、野
村
氏
が
監
訳
と

し
て
携
わって
い
る
。
同
書
は
、ゲ
ー
ム
の
仕
組
み
を
採
用
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
の
方
法
論
集
で
あ
り
、様
々
な
目
的
に
応
じ
た
手
法
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。こ
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
方
法
論
を
用
い
た
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
で
は
、参
加
者
は
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
楽
し
み

な
が
ら
議
論
し
、考
え
、ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
行
え
る
。こ
の
仕
組
み
を
大

学
の
授
業
に
も
導
入
す
る
こ
と
で
、よ
り
効
果
的
な
教
育
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

筆
者
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
特
徴
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が

筆
者
一
人
で
も
、
数
十
人
も
の
参
加
者
を
相
手
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
す
る
╱
で
き
る
点
に
あ
る
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
円
滑
な
進
行
な
ら
び
に
、
参
加
者
間
の
議
論
を

も
し
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
大
学
の

大
教
室
授
業
を
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

と
し
て
設
計
し
た
ら

菊
地 

映
輝

武
蔵
大
学
社
会
学
部
准
教
授
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促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
に
対
し
て
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
比
率
が
大
き
け
れ
ば
、
よ
り
丁
寧
で
参
加
者
全
員
に

対
し
て
ケ
ア
が
行
き
届
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、現
実
に
は
予
算
や
運
営
人
員
な
ど
に
制
約
が
あ
る
中
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
そ
う
し

た
中
で
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
自
分
一
人
の
場
合
で
も
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
ど
う
に
か
成
立
さ
せ
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
筆
者
は

模
索
し
て
き
た
。
見
つ
け
出
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
２
つ
あ
る
。
１
つ

は
、
実
施
す
る
ワ
ー
ク
の
細
分
化
で
あ
る
。「
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
こ
れ
か
ら
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
指
示
を

参
加
者
に
出
す
の
で
な
く
、
議
論
を
細
か
な
プ
ロ
セ
ス
に
細
分
化
し
、

各
プ
ロ
セ
ス
を
ワ
ー
ク（
作
業
）と
し
て
提
示
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

参
加
者
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
何
を
す
れ
ば
い
い
か
を
細
か
く
指
示

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
各
参
加
者
の
役
割

や
タ
ス
ク
が
明
確
に
な
り
、
参
加
者
が
何
を
す
べ
き
か
迷
う
時
間
を

減
ら
せ
る
（
得
て
し
て
、
そ
う
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
議
論
が
停
滞
す

る
こ
と
が
多
い
）。
も
う
１
つ
は
、
参
加
者
全
員
を
き
ち
ん
と
観
察

す
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
定
性
調
査
を
主
た
る
方
法
論
と
し
て
採

用
す
る
研
究
者
で
あ
り
、
観
察
は
比
較
的
得
意
で
あ
る
。
参
加
者
を

き
ち
ん
と
観
察
し
、
議
論
が
止
ま
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
見
つ
け
れ

ば
、
直
ち
に
そ
こ
に
飛
ん
で
い
く
。
そ
し
て
、
停
滞
の
理
由
を
聞
き
、

ヒ
ン
ト
や
助
言
を
与
え
る
と
い
っ
た
適
切
な
介
入
を
行
う
。
今
日
ま

で
筆
者
は
、
こ
う
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

が
１
人
の
場
合
で
も
大
人
数
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
な
ん

と
か
成
立
さ
せ
て
き
た
。

2
．
大
教
室
で
の
授
業
が
抱
え
る
宿
命

大
教
室
で
の
授
業
は
、
と
も
す
れ
ば
教
員
か
ら
学
生
に
一
方
通

行
で
知
識
を
伝
え
る
も
の
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
教
員
が
と
て
も
良

い
授
業
を
す
れ
ば
、
最
初
は
み
ん
な
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
。
し
か

し
、
授
業
が
進
む
に
連
れ
て
段
々
と
学
生
が
飽
き
て
い
き
、
つ
い
私

語
や
居
眠
り
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
日
本
全
国
ど
こ
の
大

学
の
大
教
室
で
も
生
じ
る
現
象
で
、
い
わ
ば
宿
命
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
学
生
た
ち
の
多
く
は
真
剣
に
授
業
を
受
け
よ
う
と

努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
つ
話
が
振
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
緊
張
感
を
伴
っ
た
小
規
模
教
室
で
の
演
習
型
授
業
と
は
異
な
り
、

大
き
な
教
室
で
は
集
団
の
中
に
１
人
ひ
と
り
の
学
生
が
埋
も
れ
、
ど

う
し
て
も
緊
張
感
に
欠
け
る
空
気
が
生
ま
れ
た
り
、
主
体
的
に
授
業

を
受
け
る
感
覚
が
学
生
の
中
で
希
薄
に
な
っ
た
り
す
る
。
そ
の
結
果

が
、
授
業
中
の
私
語
や
睡
眠
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
に
対
し
て
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
比
率
が
大
き
け
れ
ば
、
よ
り
丁
寧
で
参
加
者
全
員
に

対
し
て
ケ
ア
が
行
き
届
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、現
実
に
は
予
算
や
運
営
人
員
な
ど
に
制
約
が
あ
る
中
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
そ
う
し

た
中
で
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
自
分
一
人
の
場
合
で
も
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
ど
う
に
か
成
立
さ
せ
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
筆
者
は

模
索
し
て
き
た
。
見
つ
け
出
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
２
つ
あ
る
。
１
つ

は
、
実
施
す
る
ワ
ー
ク
の
細
分
化
で
あ
る
。「
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
こ
れ
か
ら
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
指
示
を

参
加
者
に
出
す
の
で
な
く
、
議
論
を
細
か
な
プ
ロ
セ
ス
に
細
分
化
し
、

各
プ
ロ
セ
ス
を
ワ
ー
ク（
作
業
）と
し
て
提
示
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

参
加
者
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
何
を
す
れ
ば
い
い
か
を
細
か
く
指
示

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
各
参
加
者
の
役
割

や
タ
ス
ク
が
明
確
に
な
り
、
参
加
者
が
何
を
す
べ
き
か
迷
う
時
間
を

減
ら
せ
る
（
得
て
し
て
、
そ
う
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
議
論
が
停
滞
す

る
こ
と
が
多
い
）。
も
う
１
つ
は
、
参
加
者
全
員
を
き
ち
ん
と
観
察

す
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
定
性
調
査
を
主
た
る
方
法
論
と
し
て
採

用
す
る
研
究
者
で
あ
り
、
観
察
は
比
較
的
得
意
で
あ
る
。
参
加
者
を

き
ち
ん
と
観
察
し
、
議
論
が
止
ま
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
見
つ
け
れ

ば
、
直
ち
に
そ
こ
に
飛
ん
で
い
く
。
そ
し
て
、
停
滞
の
理
由
を
聞
き
、

ヒ
ン
ト
や
助
言
を
与
え
る
と
い
っ
た
適
切
な
介
入
を
行
う
。
今
日
ま

で
筆
者
は
、
こ
う
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

が
１
人
の
場
合
で
も
大
人
数
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
な
ん

と
か
成
立
さ
せ
て
き
た
。

2
．
大
教
室
で
の
授
業
が
抱
え
る
宿
命

大
教
室
で
の
授
業
は
、
と
も
す
れ
ば
教
員
か
ら
学
生
に
一
方
通

行
で
知
識
を
伝
え
る
も
の
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
教
員
が
と
て
も
良

い
授
業
を
す
れ
ば
、
最
初
は
み
ん
な
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
。
し
か

し
、
授
業
が
進
む
に
連
れ
て
段
々
と
学
生
が
飽
き
て
い
き
、
つ
い
私

語
や
居
眠
り
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
日
本
全
国
ど
こ
の
大

学
の
大
教
室
で
も
生
じ
る
現
象
で
、
い
わ
ば
宿
命
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
学
生
た
ち
の
多
く
は
真
剣
に
授
業
を
受
け
よ
う
と

努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
つ
話
が
振
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
緊
張
感
を
伴
っ
た
小
規
模
教
室
で
の
演
習
型
授
業
と
は
異
な
り
、

大
き
な
教
室
で
は
集
団
の
中
に
１
人
ひ
と
り
の
学
生
が
埋
も
れ
、
ど

う
し
て
も
緊
張
感
に
欠
け
る
空
気
が
生
ま
れ
た
り
、
主
体
的
に
授
業

を
受
け
る
感
覚
が
学
生
の
中
で
希
薄
に
な
っ
た
り
す
る
。
そ
の
結
果

が
、
授
業
中
の
私
語
や
睡
眠
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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3
．
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
大
教
室
授
業
に
導
入
す
る

こ
の
大
教
室
で
の
授
業
の
宿
命
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、筆
者
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
導
入
し
た
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
と
い
っ
て

も
、
す
べ
て
の
回
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
仕
立
て
に
し
て
い
る
訳
で

は
な
く
、
筆
者
が
学
生
に
対
し
て
知
識
を
伝
え
る
こ
と
を
主
と
す

る
（
い
わ
ゆ
る
講
義
形
式
の
）
回
も
、
学
期
中
に
半
分
以
上
存
在

す
る
。
筆
者
は
こ
の
講
義
形
式
の
回
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け

る
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
ー
ク
」
に
位
置
づ
け
て
実
施
し
て
い

る
。
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
ー
ク
と
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

お
い
て
、
参
加
者
が
議
論
し
た
り
考
え
た
り
す
る
際
の
ヒ
ン
ト
や

ベ
ー
ス
と
な
る
話
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
携
わ
っ
て
き
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
専
門
家
に
短
め
の
講
演
を
行
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
多
い
。
筆
者
は
、
そ
れ
を
応
用
し
、
自
ら
の
講
義
を
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
ー
ク
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
必
要

と
な
る
の
が
、
履
修
者
に
対
し
て
議
論
し
た
り
考
え
た
り
す
る
対

象
と
な
る
「
お
題
」
を
事
前
に
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
本

務
校
で
担
当
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
」
と
い
う
授
業
（
履
修
者

数
は
毎
年
１
０
０
～
２
０
０
人
程
度
）
で
は
、
履
修
者
に
対
し
て

「
１
つ
の
社
会
問
題
を
選
び
、
そ
の
解
決
を
は
か
る
た
め
の
メ
デ
ィ

ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
題
を
提
示
し
た

上
で
、
講
義
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
履
修
学
生
は
た

だ
漫
然
と
授
業
を
聞
く
の
で
な
く
、
自
分
た
ち
が
行
う
メ
デ
ィ
ア

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ア
イ
デ
ア
立
案
の
ヒ
ン
ト
や
基
礎
と
な
る
知
識

を
得
る
と
い
う
目
的
意
識
の
も
と
、
主
体
的
に
講
義
を
聞
い
て
く

れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
際
に
も
う
１
つ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、

履
修
者
を
複
数
名
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
で
お

題
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
内

で
の
活
躍
の
た
め
（
あ
る
い
は
恥
を
か
か
な
い
た
め
）
に
、
授
業

を
真
剣
に
聞
こ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
せ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
で
は
た
だ
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project Based 

Learning

）
型
の
授
業
と
大
差
な
い
。
大
教
室
授
業
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
化
の
本
質
は
、
当
然
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
回
に
こ

そ
あ
る
。
先
述
の
「
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
」
の
授
業
で
は
、「
社
会
問

題
解
決
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
案
」
と
い
う
お
題

を
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
計
３
～
４
回
に
わ
た
っ
て
授
業
内
で

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
筆

者
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
設
計
す
る
の
で
あ
る
。
例
を
示
そ

う
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
た
だ
漠
然
と
「
ア
イ
デ
ア
を
考
え
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
指
示
を
出
す
だ
け
で
は
、
学
生
た
ち
の
議
論

も
ア
ク
シ
ョ
ン
も
停
滞
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
さ
せ
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な
い
た
め
に
、
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
細
分
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
授
業
の
お
題
に
関
し
て
は
、
最
初
に
グ
ル
ー
プ

内
で
ど
の
よ
う
な
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
に
す
る
か
を
議
論
し
て
も

ら
い
、
テ
ー
マ
を
決
定
し
て
も
ら
う
と
よ
い
。
そ
の
際
に
も
、
た

だ
「
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
指
示
を
出
す
だ
け
で
は
、

時
間
内
に
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
せ
な
い
グ
ル
ー
プ
が
出
て
き
た
り
、

あ
る
い
は
終
始
一
言
も
喋
ら
ず
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
同
席
す
る

学
生
が
生
ま
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
防
ぎ
、
学

生
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
例
え
ば

「
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
」
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る

ベ
ー
シ
ッ
ク
な
手
法
を
導
入
す
れ
ば
よ
い
。
筆
者
が
採
用
す
る
ブ

レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
で
は
、
各
人
が
思
い
浮
か
ん
だ
ア
イ
デ
ア
を

ひ
た
す
ら
に
紙
に
書
き
、
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
て
も
ら
う
。
そ

の
上
で
、
最
も
良
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
グ
ル
ー
プ
内
で
メ
ン
バ
ー

に
投
票
さ
せ
、
最
多
票
数
の
も
の
を
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
と
さ
せ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
何
も
し
な
い
状
況
を
生
み
出
さ
ず
、
内
気
な

学
生
に
も
活
躍
の
機
会
を
用
意
で
き
る
。
筆
者
は
「
メ
デ
ィ
ア
と

社
会
」
授
業
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
回
を
、
こ
う
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
用
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

4
．
大
教
室
授
業
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
化
す
る
際
の
敵

以
上
、
大
教
室
授
業
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
化
す
る
際
の
筆
者
な
り

の
実
践
や
そ
こ
で
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
紙
幅
の
都

合
に
よ
り
全
体
像
は
示
せ
な
く
と
も
、
最
低
限
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
提

示
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
最
後
に
、
大
教
室
授
業

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
化
す
る
際
の
「
敵
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

そ
れ
は
教
室
の
形
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
論
を
し
て
も

ら
う
以
上
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
全
員
が
向
き
合
っ
て
議
論
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
、
大
教
室
に
あ
り
が
ち
な
階
段
教
室

な
ど
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
適
さ
な
い
の
で
あ
る
。
最
良
の
解
決
策
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
向
い
た
形
状
の
教
室
を
配
当
し
て
も
ら
う
こ
と

だ
が
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
も
多
い
。
そ
う
し
た
場
合
に
も
、
諦
め

ず
に
工
夫
を
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
。
そ
れ
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
宿
命
で
あ
り
、
大
教
室
授
業
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

試
み
る
教
員
の
基
本
姿
勢
と
な
る
。

※ 

複
雑
な
問
題
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
多
様
な
専
門
家
や
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
集
め
て
オ
ー
プ
ン
に
対
話
す
る
場
の
こ
と
。
日
本
に
お
い
て
は

企
業
や
大
学
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
市
民
参
加
型
街
づ
く
り
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。（
参
考
：
野
村
恭
彦
『
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
ろ

う
：
対
話
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
』（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
２
０

１
２
年
））
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を
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て
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に
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０
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２
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は
じ
め
に

日
本
女
子
大
学
（
新
制
）
が
１
９
４
８
年
に
発
足
し
、
家
政
学

部
４
学
科
の
一
つ
と
し
て
食
物
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。
翌
年
に
は

食
物
学
科
を
含
む
通
信
教
育
部
が
開
講
さ
れ
た
。
折
し
も
国
民
の

健
康
増
進
を
目
指
し
て
栄
養
士
法
、
保
健
所
法
、
医
療
法
な
ど
が

公
布
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
戦
後
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
が
、

食
料
不
足
が
徐
々
に
解
消
し
始
め
、
国
民
の
食
事
と
栄
養
に
対
す

る
関
心
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
。
多
く
の
栄
養
政
策
が
施
行
さ

れ
、
栄
養
不
良
の
改
善
と
健
康
維
持
・
増
進
が
進
み
、
日
本
は
高

度
経
済
成
長
を
迎
え
た
。
１
９
６
２
年
に
は
、
高
度
な
専
門
知
識

を
持
つ
栄
養
の
専
門
家
と
し
て
「
管
理
栄
養
士
」
と
い
う
国
家
資

格
が
誕
生
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
１
９
６
８
年
、
本

学
家
政
学
部
食
物
学
科
で
は
、
食
物
学
・
食
品
学
を
主
と
す
る
食

物
学
専
攻
と
、
栄
養
学
を
主
と
す
る
管
理
栄
養
士
専
攻
と
い
う
２

つ
の
専
攻
が
設
置
さ
れ
、
よ
り
専
門
的
な
教
育
体
制
へ
移
行
し
た
。

ま
た
、
１
９
９
０
年
代
に
は
日
本
全
国
で
、
特
に
私
立
大
学
を
中

心
に
、
食
物
学
科
や
栄
養
学
科
が
次
々
に
新
設
さ
れ
、
ほ
ぼ
全
国

の
都
道
府
県
に
複
数
の
食
物
学
科
や
管
理
栄
養
士
養
成
校
が
存
在

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
降
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
本
学
は
じ
め
、

食
と
栄
養
に
関
係
す
る
全
国
の
大
学
が
、
学
生
教
育
に
尽
力
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
卒
業
生
が
巣
立
ち
、
食
品
産
業
、
医

療
、
福
祉
、
研
究
等
々
、
多
様
な
分
野
で
現
在
も
活
躍
し
、
社
会

貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
四
半
世
紀
、
食
物
と
栄
養
の
意
義
・
評
価
は
大

き
く
変
遷
し
た
。
人
々
の
健
康
とW

ell-Being

（
幸
福
・
豊
か

な
生
活
）
に
は
、
食
べ
る
こ
と
と
栄
養
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が

国
際
的
に
も
明
白
に
な
り
、
食
事
療
法
が
薬
物
療
法
に
比
肩
す
る

科
学
的
根
拠
を
も
っ
て
、
具
体
的
に
疾
患
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
に
も
後
押
し
さ
れ
、
本
学
は
伝
統
あ
る
家
政

学
部
食
物
学
科
を
閉
じ
、
科
学
的
観
点
を
重
視
し
な
が
ら
食
品
・

調
理
・
栄
養
の
３
分
野
を
総
合
的
に
学
ぶ
「
食
科
学
部
」
を
２
０

「
食
」
を
通
じ
て
人
々
の
健
康
とW
ell-B

eing

に
貢
献

日
本
女
子
大
学
食
科
学
部

　・
　中
島 

啓 

﹇
食
科
学
部
長
﹈

明日への試み
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２
５
年
４
月
に
開
設
し
た
。
前
身
で
あ
る
２
つ
の
専
攻
が
学
科
化

さ
れ
、
２
つ
の
学
科
を
包
含
す
る
形
で
食
科
学
部
が
設
置
さ
れ
た
。

学
科
の
名
称
は
学
問
領
域
を
反
映
す
る
も
の
に
変
更
し
、
食
物
学

専
攻
は
「
食
科
学
科
」
へ
、
管
理
栄
養
士
専
攻
は
「
栄
養
学
科
」

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
食
科
学
科
に
は
通
学
不
要
の
食
科
学
部
通

信
教
育
課
程
が
設
置
さ
れ
た
。

食
科
学
部
と
い
う
名
称
へ
の
思
い

1本
学
食
科
学
部
の
日
本
語
の
名
称
に
は
、「
栄
養
」
の
文
字

は
な
い
。
し
か
し
、
英
語
表
記
は
「Faculty of Food and 

N
utritional Sciences

」
で
あ
り
、
日
本
語
表
記
に
は
な
い
「
栄

養
科
学N

utritional Science

」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

本
学
食
科
学
部
の
「
食
」
に
は
、「
栄
養
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
近
年
の
日
本
で
は
、
食
品
・
食
物
の
量
と
質
は
ほ
ぼ
全
国

的
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
諸
外
国
で
は
困
難
な
と
こ
ろ

が
現
在
も
あ
る
。
食
の
安
定
供
給
が
あ
っ
て
初
め
て
適
切
な
栄
養

管
理
を
行
え
る
の
で
、
世
界
に
は
栄
養
障
害
で
苦
し
む
人
々
が
多

く
い
る
。
日
本
で
も
、
長
引
く
天
候
不
良
や
災
害
等
の
不
測
時
に

は
、
食
の
安
定
供
給
が
絶
た
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

ま
た
食
品
成
分
や
機
能
は
、
味
覚
、
食
欲
、
消
化
・
吸
収
な
ど

に
影
響
し
、
最
終
的
に
栄
養
状
態
に
も
関
与
す
る
こ
と
が
判
明
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
俯
瞰
し
、
食
品
か
ら
栄
養
ま
で
の

一
連
の
流
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
「
食
」
と
捉
え
、
食
科
学
部
と
い
う

名
称
に
し
た
。

冠
の
な
い
食
科
学
と
い
う
学
部
名
称
を
付
け
た
の
は
、
本
学
が

初
め
て
で
あ
る
。
家
政
学
部
と
い
う
名
称
か
ら
、
理
系
で
あ
る
こ

と
を
明
示
し
た
食
科
学

部
と
い
う
名
称
に
な
っ

て
も
、
受
験
産
業
で
は

文
理
融
合
型
の
生
活
科

学
（Life-Science

）

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

「
食
」
は
、
文
化
、
生
活
、

宗
教
な
ど
に
関
係
し
て

い
る
の
で
、
工
学
や
理

学
の
よ
う
な
純
然
た
る

理
系
分
野
に
分
類
さ
れ

る
必
要
は
な
い
。
し
か

し
、
本
学
の
食
科
学
部
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２
５
年
４
月
に
開
設
し
た
。
前
身
で
あ
る
２
つ
の
専
攻
が
学
科
化

さ
れ
、
２
つ
の
学
科
を
包
含
す
る
形
で
食
科
学
部
が
設
置
さ
れ
た
。

学
科
の
名
称
は
学
問
領
域
を
反
映
す
る
も
の
に
変
更
し
、
食
物
学

専
攻
は
「
食
科
学
科
」
へ
、
管
理
栄
養
士
専
攻
は
「
栄
養
学
科
」

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
食
科
学
科
に
は
通
学
不
要
の
食
科
学
部
通

信
教
育
課
程
が
設
置
さ
れ
た
。

食
科
学
部
と
い
う
名
称
へ
の
思
い

1本
学
食
科
学
部
の
日
本
語
の
名
称
に
は
、「
栄
養
」
の
文
字

は
な
い
。
し
か
し
、
英
語
表
記
は
「Faculty of Food and 

N
utritional Sciences

」
で
あ
り
、
日
本
語
表
記
に
は
な
い
「
栄

養
科
学N

utritional Science

」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

本
学
食
科
学
部
の
「
食
」
に
は
、「
栄
養
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
近
年
の
日
本
で
は
、
食
品
・
食
物
の
量
と
質
は
ほ
ぼ
全
国

的
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
諸
外
国
で
は
困
難
な
と
こ
ろ

が
現
在
も
あ
る
。
食
の
安
定
供
給
が
あ
っ
て
初
め
て
適
切
な
栄
養

管
理
を
行
え
る
の
で
、
世
界
に
は
栄
養
障
害
で
苦
し
む
人
々
が
多

く
い
る
。
日
本
で
も
、
長
引
く
天
候
不
良
や
災
害
等
の
不
測
時
に

は
、
食
の
安
定
供
給
が
絶
た
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

ま
た
食
品
成
分
や
機
能
は
、
味
覚
、
食
欲
、
消
化
・
吸
収
な
ど

に
影
響
し
、
最
終
的
に
栄
養
状
態
に
も
関
与
す
る
こ
と
が
判
明
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
俯
瞰
し
、
食
品
か
ら
栄
養
ま
で
の

一
連
の
流
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
「
食
」
と
捉
え
、
食
科
学
部
と
い
う

名
称
に
し
た
。

冠
の
な
い
食
科
学
と
い
う
学
部
名
称
を
付
け
た
の
は
、
本
学
が

初
め
て
で
あ
る
。
家
政
学
部
と
い
う
名
称
か
ら
、
理
系
で
あ
る
こ

と
を
明
示
し
た
食
科
学

部
と
い
う
名
称
に
な
っ

て
も
、
受
験
産
業
で
は

文
理
融
合
型
の
生
活
科

学
（Life-Science

）

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

「
食
」
は
、
文
化
、
生
活
、

宗
教
な
ど
に
関
係
し
て

い
る
の
で
、
工
学
や
理

学
の
よ
う
な
純
然
た
る

理
系
分
野
に
分
類
さ
れ

る
必
要
は
な
い
。
し
か

し
、
本
学
の
食
科
学
部
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で
は
、
基
本
科
目
と
し
て
化
学
と
生
物
と
い
う
理
系
科
目
を
重
視

し
て
い
る
。

本
学
食
科
学
部
の
教
育
理
念
、特
色

2食
科
学
部
の
教
育
理
念
は
、「
食
」
を
通
じ
て
人
々
の
健
康
と

W
ell-Being

に
貢
献
で
き
る
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
で
あ
る
。
科
学
的
視
点
か
ら
「
食
」
を
幅
広
く
学
び
、
現

代
の
食
・
栄
養
・
健
康
・

文
化
・
環
境
な
ど
の
課
題

に
対
応
で
き
る
力
を
養
う
。

農
学
系
の
「
食
」
と
い
う

よ
り
、
生
活
者
の
視
点
を

重
視
し
た
実
生
活
に
お
け

る
「
食
」
を
想
定
し
て
い

る
。
栄
養
学
科
も
、
医
科

学
的
視
点
を
重
視
し
て

い
る
。

食
科
学
科
の
特
徴
は
、

食
品
加
工
・
調
理
・
食
品

機
能
・
物
性
な
ど
「
食
そ
の
も
の
の
科
学
」
に
重
き
を
置
い
て
い

る
。
食
文
化
か
ら
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ま
で
を
網
羅
し
、「
食
」

を
つ
な
ぐ
専
門
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
、「
食
」
の
未
来
を
切
り

拓
く
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。
卒
業
後
の
進
路
は
、
食
品
産
業
に
お
け
る
研
究
開
発
や
流
通
、

品
質
管
理
に
関
わ
る
専
門
職
、
中
学
・
高
等
学
校
の
家
庭
科
教
員
、

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
ど
、
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
多

彩
で
あ
る
。

栄
養
学
科
で
は
、
厚
生

労
働
省
が
定
め
る
管
理
栄

養
士
養
成
施
設
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
等
に
基
づ
い
て

教
育
・
実
習
・
実
験
等
が

行
わ
れ
て
い
る
。
栄
養
管

理
・
健
康
増
進
・
疾
病
予

防
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
栄
養
の
応
用
な
ど
、

人
の
健
康
に
関
わ
る
栄
養

学
を
学
ぶ
。
科
学
的
な
理

解
の
土
台
と
な
る
「
基
礎

［写真2］調理 ·食味評価学研究室
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科
学
」
を
学
ん
だ
上
で
、
多
様
な
領
域
・
観
点
か
ら
の
専
門
性
が

高
い
「
栄
養
学
」、
人
体
の
機
能
や
健
康
の
維
持
に
関
す
る
「
医

学
・
保
健
学
」
を
通
じ
た
医
科
学
的
視
点
で
栄
養
を
深
く
追
究
す

る
。
さ
ら
に
食
品
の
成
分
や
特
徴
に
つ
い
て
学
ぶ
「
食
品
学
」、
栄

養
と
お
い
し
さ
の
両
面
を
追
究
す
る
「
調
理
学
」
に
つ
い
て
、
講

義
・
演
習
や
実
験
・
実
習
の
体
系
化
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通

じ
て
学
修
す
る
。
卒
業
後
の
進
路
は
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
医
療
、

行
政
、
教
育
（
栄
養
教

諭
）、
研
究
、
福
祉
、
給

食
・
中
食
・
食
品
産
業
、

ス
ポ
ー
ツ
、
国
際
協
力

な
ど
多
く
の
幅
広
い
領

域
が
あ
る
。

各
学
科
と
も
50
人

以
下
の
少
人
数
教
育
で

あ
り
、
実
験
・
実
習
で

は
さ
ら
に
少
な
い
人
数

に
分
け
て
行
っ
て
い
る
。

実
践
的
な
実
験
・
実
習

授
業
が
早
期
か
ら
あ
り
、

手
を
動
か
し
て
学
ぶ
機
会
が
多
い
。
両
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

特
徴
と
し
て
は
、
他
大
学
と
同
様
に
、
基
礎
科
目 
→ 

導
入
科
目 

→ 

発
展
・
応
用
科
目 

→ 

卒
業
研
究
と
い
う
流
れ
で
学
年
が
進
み
、
教

職
課
程
（
栄
養
教
諭
／
家
庭
科
教
諭
）
の
科
目
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。

通
信
教
育
課
程
で
は
、テ
キ
ス
ト
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
履
修
可

能
な
科
目
が
多
く
開
講
さ
れ
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
あ
れ
ば
場
所
や
時
間
に
関
係
な
く
学
修
で
き
る
。
そ
の

た
め
、
入
学
者
の
年
齢
層
、

職
種
、
目
的
は
多
様
で
あ

る
。
ま
た
、
食
科
学
部
通

信
教
育
課
程
の
科
目
修
了

試
験
は
オ
ン
ラ
イ
ン
試
験

で
あ
り
、
自
宅
、
職
場
な

ど
で
試
験
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
ス
ク
ー
リ
ン

グ
科
目
を
除
け
ば
通
学
の

必
要
は
な
く
、
遠
隔
地
か

ら
入
学
・
卒
業
、
資
格
取

得
な
ど
が
で
き
る
。
Ｉ
Ｔ

環
境
な
ど
課
題
は
多
々
あ
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科
学
」
を
学
ん
だ
上
で
、
多
様
な
領
域
・
観
点
か
ら
の
専
門
性
が

高
い
「
栄
養
学
」、
人
体
の
機
能
や
健
康
の
維
持
に
関
す
る
「
医

学
・
保
健
学
」
を
通
じ
た
医
科
学
的
視
点
で
栄
養
を
深
く
追
究
す

る
。
さ
ら
に
食
品
の
成
分
や
特
徴
に
つ
い
て
学
ぶ
「
食
品
学
」、
栄

養
と
お
い
し
さ
の
両
面
を
追
究
す
る
「
調
理
学
」
に
つ
い
て
、
講

義
・
演
習
や
実
験
・
実
習
の
体
系
化
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通

じ
て
学
修
す
る
。
卒
業
後
の
進
路
は
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
医
療
、

行
政
、
教
育
（
栄
養
教

諭
）、
研
究
、
福
祉
、
給

食
・
中
食
・
食
品
産
業
、

ス
ポ
ー
ツ
、
国
際
協
力

な
ど
多
く
の
幅
広
い
領

域
が
あ
る
。

各
学
科
と
も
50
人

以
下
の
少
人
数
教
育
で

あ
り
、
実
験
・
実
習
で

は
さ
ら
に
少
な
い
人
数

に
分
け
て
行
っ
て
い
る
。

実
践
的
な
実
験
・
実
習

授
業
が
早
期
か
ら
あ
り
、

手
を
動
か
し
て
学
ぶ
機
会
が
多
い
。
両
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

特
徴
と
し
て
は
、
他
大
学
と
同
様
に
、
基
礎
科
目 

→ 

導
入
科
目 

→ 

発
展
・
応
用
科
目 

→ 

卒
業
研
究
と
い
う
流
れ
で
学
年
が
進
み
、
教

職
課
程
（
栄
養
教
諭
／
家
庭
科
教
諭
）
の
科
目
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。

通
信
教
育
課
程
で
は
、テ
キ
ス
ト
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
履
修
可

能
な
科
目
が
多
く
開
講
さ
れ
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
あ
れ
ば
場
所
や
時
間
に
関
係
な
く
学
修
で
き
る
。
そ
の

た
め
、
入
学
者
の
年
齢
層
、

職
種
、
目
的
は
多
様
で
あ

る
。
ま
た
、
食
科
学
部
通

信
教
育
課
程
の
科
目
修
了

試
験
は
オ
ン
ラ
イ
ン
試
験

で
あ
り
、
自
宅
、
職
場
な

ど
で
試
験
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
ス
ク
ー
リ
ン

グ
科
目
を
除
け
ば
通
学
の

必
要
は
な
く
、
遠
隔
地
か

ら
入
学
・
卒
業
、
資
格
取

得
な
ど
が
で
き
る
。
Ｉ
Ｔ

環
境
な
ど
課
題
は
多
々
あ
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る
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
の
学
修
形
態
の
重
要
な
選
択
肢
の
一
つ
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

近
年
、
食
と
栄
養
に
関
す
る
国
内
外
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
、

４
年
間
の
学
部
だ
け
の
教
育
と
研
究
で
は
不
十
分
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
そ
の
た
め
現
在
、
本
学
で
は
、
２
０
２
７
年
度
開
設
の
大
学

院
「
食
科
学
研
究
科
食
科
学
専
攻
（
修
士
課
程
）（
仮
称
）」
を
構

想
し
て
い
る
。
２
０
２
５
年
に
新
設
し
た
食
科
学
部
に
継
続
し
て

教
育
と
研
究
が
で
き
る
よ

う
に
、
１
つ
の
食
科
学
と

い
う
専
攻
で
あ
る
も
の
の
、

食
科
学
系
と
栄
養
学
系
の

２
つ
の
領
域
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る
。｢

研
究
方

法
概
論｣

と｢

専
門
科
学

英
語｣

と
い
う
２
つ
の
科

目
を
新
た
に
設
置
し
、
大

学
院
生
の
研
究
着
手
と
論

文
作
成
を
積
極
的
に
支
援

す
る
。

卒
業
後
の
進
路
・
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
課
題

3現
在
、
企
業
側
か
ら
食
物
と
栄
養
の
専
門
家
が
「
理
系
専
門
職
」

と
し
て
十
分
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
医
学
・
薬

学
・
工
学
な
ど
と
比
べ
、「
食
科
学
」「
栄
養
学
」
が
社
会
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
の
重
要
性
を
十

分
に
認
識
さ
れ
て
お
ら

ず
、
卒
業
後
の
進
路
と
し

て
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

と
は
別
の
職
種
、
特
に
一

般
職
、
あ
る
い
は
総
合
職

に
卒
業
生
が
就
く
こ
と
も

あ
る
。
専
門
性
は
高
い
が
、

企
業
、
産
業
界
で
の
受
け

皿
が
い
ま
だ
限
定
的
で
あ

る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
近
年
、

医
療
従
事
者
と
し
て
の
管

理
栄
養
士
・
栄
養
士
の
就

［写真6］食経営管理学研究室
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業
実
態
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
２
０
２
３
年
５
月
１
日
、
医
療
従

事
者
の
職
種
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
、
管
理
栄

養
士
・
栄
養
士
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
管
理
栄
養
士
・

栄
養
士
の
医
療
従
事
者
と
し
て
の
就
業
実
態
が
、
他
の
医
療
従
事

者
と
同
様
に
正
確
に
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
、
各
業

界
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
と
職
種
の
専
門
性
が
十
分
に
認
識
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

将
来
の
展
望

4１
９
４
８
年
の
開
学
当
初
に
比
べ
る
と
、
日
本
人
の
食
・
栄
養

に
関
す
る
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
、
時
代
の
逼
迫
し
た
必
要
性
は

減
弱
し
た
。
し
か
し
、
若
年
者
の
潜
在
的
栄
養
障
害
、
中
高
年
者

の
生
活
習
慣
病
、
そ
し
て
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
の
予
防
・
改
善
が

今
後
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
食
と
栄
養
の
重
要
性
が
低
減
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
２
０
０
０
年
以
降
は
、

国
際
的
な
食
と
栄
養
の
意
義
・
評
価
が
大
き
く
変
化
し
た
。
現
代

は
、
Ａ
Ｉ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
膨
大
な
情
報
の
分
析
に
よ
っ

て
、
貴
重
な
知
見
を
得
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
公
衆
栄
養
的
視

点
で
見
れ
ば
、
食
品
、
栄
養
素
の
情
報
は
一
人
当
た
り
の
次
元
が

多
く
、
食
品
・
食
物
×
栄
養
素
の
情
報
量
は
、
健
診
情
報
な
ど
に

比
べ
て
も
は
る
か
に
多
量
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
々
の
食
と
栄
養

は
、
膨
大
な
情
報
を
常
時
生
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
デ
ジ
タ
ル
保

存
さ
れ
、
研
究
者
・
教
育
者
の
手
元
に
届
く
こ
と
も
遠
い
未
来
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
食
品
機
能
や
食
品
加
工
技
術
も
、
食
材
・
食
品

の
種
類
の
数
に
応
じ
て
、
食
品
機
能
性
や
食
品
加
工
技
術
が
あ
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
食
を
「
科
学
」
と
い
う
に
は
、

提
示
し
た
事
象
・
方
法
・
結
果
な
ど
の
再
現
性
、
普
遍
性
、
妥
当

性
な
ど
を
高
め
、
科
学
的
根
拠
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
変
動
と

〝
ゆ
ら
ぎ
〟
の
あ
る
食
科
学
分
野
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
を

収
束
さ
せ
る
か
が
大
き
な
鍵
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
食
科
学
分
野

は
裾
野
が
広
く
、
伸
び
し
ろ
の
大
き
い
科
学
分
野
で
あ
る
。
数
十

年
後
、「
食
」
で
拓
い
た
新
た
な
世
界
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
大
変
楽
し
み
で
あ
る
。

ひ
っ
ぱ
く

117



業
実
態
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
２
０
２
３
年
５
月
１
日
、
医
療
従

事
者
の
職
種
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
、
管
理
栄

養
士
・
栄
養
士
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
管
理
栄
養
士
・

栄
養
士
の
医
療
従
事
者
と
し
て
の
就
業
実
態
が
、
他
の
医
療
従
事

者
と
同
様
に
正
確
に
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
、
各
業

界
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
と
職
種
の
専
門
性
が
十
分
に
認
識
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

将
来
の
展
望

4１
９
４
８
年
の
開
学
当
初
に
比
べ
る
と
、
日
本
人
の
食
・
栄
養

に
関
す
る
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
、
時
代
の
逼
迫
し
た
必
要
性
は

減
弱
し
た
。
し
か
し
、
若
年
者
の
潜
在
的
栄
養
障
害
、
中
高
年
者

の
生
活
習
慣
病
、
そ
し
て
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
の
予
防
・
改
善
が

今
後
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
食
と
栄
養
の
重
要
性
が
低
減
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
２
０
０
０
年
以
降
は
、

国
際
的
な
食
と
栄
養
の
意
義
・
評
価
が
大
き
く
変
化
し
た
。
現
代

は
、
Ａ
Ｉ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
膨
大
な
情
報
の
分
析
に
よ
っ

て
、
貴
重
な
知
見
を
得
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
公
衆
栄
養
的
視

点
で
見
れ
ば
、
食
品
、
栄
養
素
の
情
報
は
一
人
当
た
り
の
次
元
が

多
く
、
食
品
・
食
物
×
栄
養
素
の
情
報
量
は
、
健
診
情
報
な
ど
に

比
べ
て
も
は
る
か
に
多
量
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
々
の
食
と
栄
養

は
、
膨
大
な
情
報
を
常
時
生
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
デ
ジ
タ
ル
保

存
さ
れ
、
研
究
者
・
教
育
者
の
手
元
に
届
く
こ
と
も
遠
い
未
来
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
食
品
機
能
や
食
品
加
工
技
術
も
、
食
材
・
食
品

の
種
類
の
数
に
応
じ
て
、
食
品
機
能
性
や
食
品
加
工
技
術
が
あ
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
食
を
「
科
学
」
と
い
う
に
は
、

提
示
し
た
事
象
・
方
法
・
結
果
な
ど
の
再
現
性
、
普
遍
性
、
妥
当

性
な
ど
を
高
め
、
科
学
的
根
拠
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
変
動
と

〝
ゆ
ら
ぎ
〟
の
あ
る
食
科
学
分
野
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
を

収
束
さ
せ
る
か
が
大
き
な
鍵
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
食
科
学
分
野

は
裾
野
が
広
く
、
伸
び
し
ろ
の
大
き
い
科
学
分
野
で
あ
る
。
数
十

年
後
、「
食
」
で
拓
い
た
新
た
な
世
界
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
大
変
楽
し
み
で
あ
る
。

ひ
っ
ぱ
く

117



加盟校の幸福度ランキングアップ 《広場・中庭編》

  

1   

キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴
・
機
能

文
教
大
学
で
は
、既
設
の
キ
ャン
パ
ス

（
越
谷
、湘
南
）に
加
え
、２
０
２
１
年

４
月
に「
東
京
あ
だ
ち
キ
ャ
ン
パ
ス
」を

開
設
し
た
。
東
京
あ
だ
ち
キ
ャ
ン
パ
ス

は「
地
域
に
開
き
、地
域
に
溶
け
込
み
、

学
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
拡
げ
る
」こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し
た「
地
域
開
放

型
キ
ャ
ン
パ
ス
」で
あ
る
。「
塀
」な
ど

を
設
け
ず
地
域
と
隔
た
り
が
な
い
外
観

が
特
徴
的
で
あ
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
に

学
生
活
動
や
地
域
と
の
交
流
の「
場
」

と
し
て「
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
」と
称
す
る

中
庭
を
配
置
し
た
。
そ
こ
に
は
４
本
の

「
欅
の
木
」が
あ
って
、そ
れ
が
愛
称
の

由
来
で
あ
る
。
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
内
に
は

芝
生
の
エ
リ
ア
を
設
け
、多
く
の
ベン
チ

や
テ
ー
ブ
ル・椅
子
を
置
い
て
い
る
。
校

舎
は
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
の
周
囲
に
配
置
さ

れ
、ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
を
周
回
す
る
回
廊
で
つ
な
ぐ
構
造
と
し
て
い
る（
ア

ク
テ
ィ
ブ
リ
ン
グ
）。
ま
た
、塀
の
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、四
方
向
に
出
入

口
を
有
し
、ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
を
中
心
に
東
西
南
北
へ
通
路
を
設
け
て
い
る

（
ク
ロ
ス
モ
ー
ル
）。
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
機
能
的
な
動
線

の
中
心
で
あ
り
、学
生・教
職
員・地
域
の〝
わ
〟を
つ
く
る
場
の
役
割
を

持
つ
。

［文教大学］

菅沼 隆昭　文教大学大学事務局局次長

ケヤキコートが育む学生と地域の“わ”
―学生生活と地域交流の場―
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2   

ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
が
学
生
生
活
に
果
た
す
役
割

学
生
生
活
に
お
い
て
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
は
様
々
な
機
能
を
持
つ
。
ま

ず
、
日
常
の
「
憩
い
の
場
」
で
あ
り
、
学
生
が
ベ
ン
チ
等
を
利
用
し

て
友
人
と
昼
食
を
共
に
し
た
り
、
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
場
所
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
学
園
祭
（
華
叉
祭
）」
を
は
じ
め
学
生
団
体

が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
も
な
り
「
賑
わ
い
の
場
」
と
し
て
も

機
能
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
生
が
卒
業
論
文
執
筆
に
あ
た
り
、
社

会
に
お
け
る
広
場
や
公
園
の
機
能
に
着
目
し
、
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
を
題

材
に
「
地
域
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
役
割
と
今
後
の
在
り

方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り
上
げ
た
例
や
、
教
室
を
飛
び
出
し
て
ケ

ヤ
キ
コ
ー
ト
で
ゼ
ミ
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
面
も
見
ら
れ
、「
学

修
や
研
究
の
場
」
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
学
生
に
と
っ
て
ケ
ヤ
キ

コ
ー
ト
は
「
成
長
の
場
」
と
な
っ
て
い
る
。

3   

地
域
と
大
学
を
つ
な
ぐ
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト

ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
は
、
多
少
の
お
断
り
事
項
は
あ
る
も
の
の
、
日

常
的
に
地
域
の
方
々
の
通
行
や
滞
在
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

近
隣
の
幼
稚
園
や
託
児
所
の
お
散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
り
、
親

子
連
れ
が
遊
ぶ
様
子
な
ど
も
見
ら
れ
た
り
。
利
用
者
か
ら
は
「
広

く
安
全
な
場
所
な
の
で
よ
く
利
用
し
て
い
る
」
と
の
お
話
を
聞
く
。

ま
た
、
顕
著
な
事
例
と
し
て
、
本
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
足
立
成
和
信
用
金
庫
と
地
域
町
会
と
の
共
同
開
催
イ
ベ
ン

ト
「
は
な
は
た
文
教
マ
ル
シ
ェ
」
で
は
、
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
い
る
。
こ
の
マ
ル
シ
ェ
に
は
、
地
域
事
業
者
、
自
治

体
、
区
内
の
高
校
や
小
学
校
お
よ
び

本
学
の
学
生
（
ゼ
ミ
の
研
究
発
表
者

や
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
出
展
・

参
加
。
多
く
の
地
域
の
方
々
の
ご
来

場
が
あ
り
、
秋
期
の
恒
例
行
事
と
し

て
地
域
に
定
着
し
て
き
た
。

  

お
わ
り
に

地
域
に
開
き
、溶
け
込
む
た
め
に
様
々
な
工
夫
が
施
さ
れ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
学
生
や
教
職
員
に
地
域
共
生
の
意
識
を
自
然
に
も
た
ら
し

て
い
る
と
感
じ
る
。
本
稿
冒
頭
に
触
れ
た
欅
の
木
は
キ
ャ
ン
パ
ス
開

設
前
か
ら
あ
っ
た
足
立
区
の
保
存
樹
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
は
既
設
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
込
め
た
構
造
物
が
あ
る
。

地
域
や
本
学
の
歴
史
、
先
人
の
想
い
を
感
じ
な
が
ら
、
地
域
と
共
に

発
展
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
た
い
と
願
う
。

はなはた文教マルシェ
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。
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ボ
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。
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既
設
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
込
め
た
構
造
物
が
あ
る
。

地
域
や
本
学
の
歴
史
、
先
人
の
想
い
を
感
じ
な
が
ら
、
地
域
と
共
に

発
展
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
た
い
と
願
う
。

はなはた文教マルシェ
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加盟校の幸福度ランキングアップ 《広場・中庭編》

  

1 

三
角
形
の
校
舎
と
屋
上
広
場

１
９
６
６
年
、
追
手
門
学
院
大

学
は
大
阪
府
茨
木
市
に
茨
木
安
威

キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
け
、
開
学
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
数
の
増
加
な
ど
を

背
景
に
新
た
な
校
地
を
求
め
、
２
０

１
９
年
に
京
都
と
大
阪
の
中
間
地
点

に
あ
る
Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
か
ら
徒
歩
圏

内
の
地
に
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
設
。
学
院
創
立
１
３
０
周
年
記

念
事
業
の
一
貫
と
し
て
、
１
辺
約
１

３
０
ｍ
の
正
三
角
形
を
基
調
と
し

た
象
徴
的
な
大
学
棟
「A

cadem
ic 

A
rk

」
を
開
設
し
た
。
さ
ら
に
２
０

２
５
年
４
月
に
は
新
校
舎
を
開
設
し
、

収
容
定
員
は
約
９
６
０
０
人
に
達

す
る
。

「A
cadem

ic A
rk

」は
高
さ
約
22

ｍ
で
、
１
階
に
「
Ｗ
Ｉ
Ｌ
ホ
ー
ル
」

や
紀
伊
國
屋
書
店
、
各
種
窓
口
を
配

置
し
、
上
層
階
に
は
教
室
や
「
ア
ラ

ム
ナ
イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
図
書
館
）」

を
備
え
る
。
最
上
階
中
央
部
に
は
中

庭
「
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
が
広
が
り
、

Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
芝
生
、

ベ
ン
チ
が
並
ぶ
。
春
や
秋
に
は
学
生

が
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

2 

校
舎
の
中
央
部
に
広
場
を
設
け
た
理
由

本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
学
び
あ
い
、
教
え
あ
い
」

が
自
然
に
生
ま
れ
る
賑
わ
い
の
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
た
め
、
校
舎
中
央
部
の
機
能
配
置
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
重

ね
ら
れ
た
。
１
階
中
央
部
の
Ｗ
Ｉ
Ｌ
ホ
ー
ル
は
、
３
カ
所
い
ず
れ
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
も
中
心
で
交
わ
る
位
置
に
あ
り
、
学
生
や
来
訪

者
が
く
つ
ろ
ぎ
、
談
笑
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

頭
上
に
は
図
書
館
を
置
き
、
人
の
流
れ
が
交
差
す
る
場
所
に
知
の
蓄

積
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、議
論
と
学
び
の
相
乗
効
果
か
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
層
に
位
置
す
る
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
は
、
学
生
が
集
い
リ Academic Arkの屋上俯瞰図

［追手門学院大学］

森田 学　追手門学院大学大学事務局教務・学生支援部部長

教職学協働でつくる
「居心地のよい」大学
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ラ
ッ
ク
ス
す
る
場
で
あ
る
。
昼
休
み
に
は
友
人
と
ラ
ン
チ
を
楽
し

む
姿
や
、
テ
ラ
ス
席
で
勉
強
に
励
む
姿
が
見
ら
れ
る
。
校
舎
中
央

部
は
人
々
が
交
差
す
る
場
と
し
て
設
計
さ
れ
、
屋
上
緑
化
は
空
調

負
荷
の
低
減
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

3   

学
生
・
教
職
員
で
考
え
る
〝
居
心
地
の
よ
い
〞
大
学

ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
は
学
生
が
集
う
場
と
し
て
設
け
ら
れ
た
が
、
当

初
は
緑
化
エ
リ
ア
の
み
が
広
が
る
空
間
で
、
学
生
た
ち
は
芝
生
に

直
接
座
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
４
月
の
新
校

舎
開
設
ま
で
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
はA

cadem
ic A

rk

１
棟

で
の
運
用
だ
っ
た
た
め
、
学
生
の
居
場
所
づ
く
り
は
学
生
生
活
上

の
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
学
友
会
組
織
「
学
友
会
追
風
」
は
、
学
生
生
活
の
充
実

を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
結
果
、
学
生
が
空
き
時
間
に

求
め
る
の
は
「
休
息
が
取
れ
る
環
境
」「
友
人
と
談
笑
で
き
る
環

境
」
で
あ
り
、
平
均
滞
在
時
間
や
理
想
の
空
間
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と

め
、「
憩
い
と
出
会
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
新
た
な
居
場
所

創
出
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
、
学
生
支
援
課
や
管
財
課
と
の
協
議

を
経
て
、
く
つ
ろ
げ
る
ベ
ン
チ
や
出
入
口
に
ス
ロ
ー
プ
、
ま
た
人

が
出
会
う
象
徴
と
し
て
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
が
決

定
。
現
在
で
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
訪

れ
た
人
々
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
背
景
に
撮
影
し
、
晴
れ
た
日
に
は

学
生
が
周
辺
で
昼
食
を
と
る
光
景
が
日
常
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

提
案
を
行
っ
た
、
学
友
会
追
風
は
、
学
生
会
員
と
教
職
員
会
員
で

構
成
さ
れ
る
教
職
協
働
に
学
生
を
加
え
た
、「
教
職
学
協
働
」
で
運

営
し
て
い
る
学
友
会
組
織
で
あ
る
。
会
長
は
学
長
が
つ
と
め
て
お

り
、
総
会
の
中
で
は
学
生
役
員
が
直
接
学
長
に
提
案
し
、
自
分
達

の
思
い
や
意
見
を
伝
え
な
が
ら
、
同
じ
立
場
で
議
論
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
後
も
、
学
生
会
員
か
ら
の
提
案
で
学

生
生
活
向
上
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
っ
て
い
る
。
た
と
え

ばA
cadem

ic A
rk

内
の
エ
リ
ア
別
の
床
面
色
分
け
に
よ
る
動

線
誘
導
な
ど
、
学
生
の
声
を
大
学
に
届
け
る
活
動
か
ら
実
現
し
た

事
例
は
少
な
く
な
い
。
執
筆
者
で
あ

る
私
自
身
も
総
会
で
は
教
職
員
会
員

と
し
て
、
学
生
か
ら
の
提
案
に
対
し

て
、
同
じ
立
場
で
議
論
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
学
生
の
声
を
直
に
聞
き

な
が
ら
、「
教
職
学
協
働
」
で
〝
居
心

地
の
よ
い
”
大
学
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

スカイガーデンの様子

お
い
か
ぜ
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加盟校の幸福度ランキングアップ 《広場・中庭編》

  

1   

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
の
概
要

正
門
を
入
る
と
目
の
前
に
広
が
る

芝
生
の
広
場
が
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
で

あ
る
。

東
京
女
子
大
学
の
代
表
的
な
卒
業

生
の
ひ
と
り
、
瀬
戸
内
寂
聴
氏
が
、

初
め
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
た
時
の

こ
と
を
小
説
『
場
所
』
に
記
し
て

い
る
。

「
鉄
柵
の
よ
う
な
さ
り
げ
な
い
門
は
、

な
か
ば
開
い
て
い
て
、
誘
い
こ
む
よ

う
な
な
つ
か
し
い
感
じ
が
し
た
。（
中

略
）
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
き
廻
る
う
ち
、

何
が
何
で
も
こ
の
学
校
に
入
り
た
い

と
決
意
し
た
」

本
学
は
、１
９
２
４
年（
創
立
７
年

目
）に
、
そ
れ
ま
で
仮
校
舎
の
あ
っ
た

角
筈
か
ら
現
在
の
善
福
寺
に
学
び
の

場
を
移
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物

群
の
設
計
者
で
あ
る
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
は
、
正

面
の
本
館
と
本
館
か
ら
左
右
に
両
手
を
広
げ
た
よ
う
に
広
が
る
教

室
棟
、
そ
し
て
、
門
を
入
っ
た
右
手
手
前
に
チ
ャ
ペ
ル
と
講
堂
を

配
置
。
そ
れ
ぞ
れ
を
渡
り
廊
下
で
繋
ぎ
、
ロ
の
字
で
囲
む
こ
と
に

よ
り
こ
の
空
間
を
造
り
出
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
教
員
と

学
生
の
距
離
を
縮
め
、
と
も
に
学
び
を
深
め
る
た
め
の
配
慮
が
随

所
に
施
さ
れ
て
い
る
。
休
み
時
間
に
は
校
舎
と
校
舎
を
行
き
交
い
、

天
気
の
良
い
日
に
は
芝
生
の
上
で
語
ら
う
学
生
た
ち
の
声
が
響
い

て
い
る
。

広
場
の
中
央
に
は
小
さ
な
池
が
あ
り
、
６
月
に
は
睡
蓮
の
花
が

咲
き
、
そ
の
水
面
が
ピ
ン
ク
に
染
ま
る
。
池
の
脇
に
は
日
時
計
が

設
置
さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
と
美
し
さ
を
象
徴
す
る
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

2   

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
の
名
称
の
由
来

大
学
を
め
ぐ
る
環
境
が
変
革
の
時
代
を
迎
え
た
２
０
０
６
年
、
第

１
期
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
安
全
で
質
の
高
い

教
育
施
設
の
整
備
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
、
計
画
的
・
効

果
的
な
整
備
と
施
設
管
理
の
三
原
則
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
と

き
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス（
学
生
が
憩
い
集
え

［東京女子大学］

春田 和恵　学校法人東京女子大学大学運営部長

真理を探求し、ともに学びを深める空間

つ
の
は
ず

122

る
空
間
。
緊
急
時
に
は
避
難
誘
導
の
ス
ペ
ー
ス
）
と
区
別
す
る
た

め
、
２
０
１
２
年
に
学
生
・
教
職
員
を
対
象
に
名
称
を
募
り
、
本

館
前
庭
を
「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
」、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
「croSS

広
場
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
」
は
、
正

面
に
佇
む
本
館
に
刻
ま
れ
た
本
学
の
標
語 “Q

U
A

EC
U

N
Q

U
E 

SU
N

T V
ERA

”

（
す
べ
て
真
実
な
こ
と
※
）
か
ら
来
て
い
る
。
因

み
に
「croSS

広
場
」
は
本
学
の
キ
リ
ス
ト
の
精
神
を
示
す
〝
犠

牲
と
奉
仕
〟（Service and Sacrifice

）
を
表
し
た
校
章
が
由

来
で
あ
る
。
真
理
の
探
求
の
た
め
の
自
由
な
学
問
の
場
、
一
人
ひ

と
り
が
〝
真
実
〟
を
感
じ
取
り
、
学
び
、
尊
ぶ
こ
と
を
実
現
す
る

た
め
の
空
間
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

3   

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
の
四
季

４
月
、
講
堂
で
行
わ
れ
る
入
学
式
に
出
席
す
る
新
入
生
で
溢
れ

か
え
る
。
大
地
震
発
生
を
想
定
し
た
年
１
回
の
全
学
避
難
訓
練
で

は
避
難
場
所
と
な
る
。
９
月
、
授
業
が
再
開
さ
れ
夏
の
間
に
育
っ

た
青
々
と
し
た
芝
が
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
学
生
た
ち
を
迎
え
入

れ
る
。
１１
月
、
大
学
関
係
者
、
地
域
の
方
た
ち
を
招
き
、
大
学
祭

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
祭
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
。
１２
月
、
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
と

と
も
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
象
徴
す
る
本
館
前
の
ツ
リ
ー
に
光
が
灯
さ

れ
る
。
３
月
、
色
と
り
ど
り
の
袴
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
卒
業

生
た
ち
が
４
年
間
の
学
び
を
胸
に
巣
立
っ
て
行
く
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
が
落
ち
着
い
て
い
て
、
休
日
で
も
き
て
し

ま
う
く
ら
い
居
心
地
が
よ
か
っ
た
」

本
学
は
２
０
２
８
年
に
創
立
１
１
０
年
を
迎
え
る
。
こ
の
学
び

の
空
間
を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
て
い
く
。

※
新
約
聖
書
フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第
４
章
８
節

東京女子大学本館とその前に広がるVERA広場
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０
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２
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Ｒ
Ａ
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Ｒ
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鈴
木 

志
保
子 

さ
ん

健
康
の
３
原
則
に
深
く
関
わ
る

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

外
川

　２
０
０
８
年
に
開
催
さ
れ
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
金
メ
ダ
ル
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。
そ
の
時
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
の
栄
養
管
理
を
手
掛

け
て
い
た
の
が
、
今
回
お
話
を
伺
う
鈴
木
志
保
子
先
生
で
す
。
最

初
に
先
生
の
専
門
分
野
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

　ア
ス
リ
ー
ト
や
普
段
の
身
体
活
動
量
が
多
い
一
般
の
方
を

対
象
と
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
が
専
門
で
す
。
特
に
ア
ス
リ
ー

ト
に
関
し
て
は
、
栄
養
学
の
知
見
を
基
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
、
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
す
。「
健
康
の
３
原

則
」
は
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
栄

養
学
は
そ
の
う
ち
の
栄
養
と
運
動
に
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、
健
康

の
維
持
に
も
寄
与
し
ま
す
。

外
川

　ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
は
ま
だ
新
し
い
学
問
分
野
だ
そ
う
で

す
ね
。

鈴
木

　約
１
０
０
年
前
に
ア
メ
リ
カ
で
「
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ト
リ

シ
ョ
ン
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
論
文
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
前
に
、「
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
」
と
い
う
言
葉
で
そ
の
概
念
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
の

で
す
。
し
か
し
そ
れ
以
降
、
し
ば
ら
く
の
間
そ
の
概
念
が
表
舞
台

か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
80
〜
90
年
代
ご
ろ
に
な
っ

て
再
び
「
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
」
は
当
初
、
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
と

い
っ
た
栄
養
素
を
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
摂
取
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る

よ
う
な
学
問
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
年
前

後
に
「
や
は
り
食
事
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
考
え
方

が
広
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
を
栄
養
管
理
と
し
て
考
え
る
方
向
に

シ
フ
ト
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

外
川

　概
念
自
体
は
１
０
０
年
前
か
ら
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
か
な
か
世
の
中
に
は
定
着
し
な

か
っ
た
の
で
す
ね
。

鈴
木

　私
は
、
前
職
の
鹿
屋
体
育
大

学
に
勤
め
て
い
た
時
期
に
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
研
究
会
と
い
う
組
織
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
長

を
務
め
な
が
ら
組
織
を
拡
大
し
、
現

在
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

鈴木 志保子さん
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鈴
木 

志
保
子 

さ
ん

に
携
わ
る
ア
カ
デ
ミ
ア
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

外
川

　日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
の
確
立
を
、
自
ら
主
導

さ
れ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

　私
は
大
学
時
代
に
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
取
っ
た
の
で
す
が
、

当
時
は
、
栄
養
管
理
は
病
気
に
な
っ
た
人
に
対
し
て
す
る
も
の
と
い

う
考
え
方
が
一
般
的
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
栄
養
管
理
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

の
意
義
を
広
く
伝
え
、
そ
う
し
た
状
況
を
変
え
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
。
近
年
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ア
ス
リ
ー

ト
が
活
躍
す
る
た
び
に
、
管
理
栄
養
士
が
栄
養
サ
ポ
ー
ト
し
た
こ
と

を
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
立

ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
に
も
栄
養
部
門
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
学
の
必
要
性
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に

公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
資
格
を
創
設

外
川

　管
理
栄
養
士
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

　管
理
栄
養
士
の
仕
事
は
献
立

を
作
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

確
か
に
そ
の
仕
事
も
し
ま
す
が
、
そ

れ
は
管
理
栄
養
士
の
仕
事
の
一
部
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
外
川
さ
ん

が
何
か
課
題
を
抱
え
て
い
て
、
今
よ

り
も
っ
と
健
康
に
な
り
た
い
と
し
た

ら
、
管
理
栄
養
士
は
「
あ
な
た
が
気

に
な
っ
て
い
る
健
康
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
っ
た
提
案
を
し
ま
す
。
栄
養
サ

ポ
ー
ト
（
栄
養
管
理
）
は
、
目
的
を
決
め
、
現
状
を
把
握
し
て
課
題

を
抽
出
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
し
、
そ
の
結
果
を
根
拠
と
し
て
、
食

生
活
・
食
事
や
運
動
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
摂
り
方
な
ど
に
つ
い
て

綿
密
な
計
画
を
立
て
、
計
画
実
行
中
、
支
援
を
続
け
る
こ
と
で
目

的
を
達
成
す
る
。
そ
れ
が
管
理
栄
養
士
の
仕
事
な
の
で
す
。

外
川

　人
が
健
康
に
生
き
て
い
く
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー

ト
を
さ
れ
る
の
で
す
ね
。
私
も
そ
こ
ま
で
徹
底
し
た
栄
養
管
理
を

行
っ
て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鈴
木

　日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、
学
校
給
食 外川 智恵さん
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か
に
そ
の
仕
事
も
し
ま
す
が
、
そ

れ
は
管
理
栄
養
士
の
仕
事
の
一
部
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
外
川
さ
ん

が
何
か
課
題
を
抱
え
て
い
て
、
今
よ

り
も
っ
と
健
康
に
な
り
た
い
と
し
た

ら
、
管
理
栄
養
士
は
「
あ
な
た
が
気

に
な
っ
て
い
る
健
康
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
っ
た
提
案
を
し
ま
す
。
栄
養
サ

ポ
ー
ト
（
栄
養
管
理
）
は
、
目
的
を
決
め
、
現
状
を
把
握
し
て
課
題

を
抽
出
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
し
、
そ
の
結
果
を
根
拠
と
し
て
、
食

生
活
・
食
事
や
運
動
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
摂
り
方
な
ど
に
つ
い
て

綿
密
な
計
画
を
立
て
、
計
画
実
行
中
、
支
援
を
続
け
る
こ
と
で
目

的
を
達
成
す
る
。
そ
れ
が
管
理
栄
養
士
の
仕
事
な
の
で
す
。

外
川

　人
が
健
康
に
生
き
て
い
く
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー

ト
を
さ
れ
る
の
で
す
ね
。
私
も
そ
こ
ま
で
徹
底
し
た
栄
養
管
理
を

行
っ
て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鈴
木

　日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、
学
校
給
食 外川 智恵さん
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を
通
し
て
管
理
栄
養
士
が
作
っ
た
献
立
を
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

と
て
も
す
ご
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
過
ぎ
る
こ

と
で
、
管
理
栄
養
士
は
献
立
を
作
る
こ
と
が
仕
事
だ
と
思
わ
れ
が
ち

な
の
で
す
。
実
際
は
、
た
だ
献
立
を
立
て
て
い
る
の
で
は
な
く
、
対

象
者
の
課
題
を
明
確
に
し
て
課
題
解
決
の
た
め
の
献
立
を
作
り
、
そ

の
後
の
状
態
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
栄
養
管
理
の
例
で
は
、
睡
眠
に

課
題
が
あ
っ
て
食
欲
が
低
下
し
て
い
る
方
に
は
睡
眠
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
た
上
で
、
栄
養
状
態
を
良
好
に
す
る
な
ど
、

栄
養
管
理
に
必
要
な
こ
と
全
て
が
仕
事
で
す
。

外
川

　２
０
０
８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
大
き
な
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
栄
養
管
理
を
担
当
し
て
い
た
鈴
木
先

生
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

　北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
基
に
、
同
年
に
公
認
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
士
と
い
う
新
た
な
資
格
を
創
設
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
で
は
、
結
果
を
出
す
こ
と
が
何
よ
り
も
重
視
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
を
発
展
さ
せ
る
上
で
大

き
な
追
い
風
に
な
り
ま
し
た
。
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外
川

　公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

キ
ャ
リ
ア
を
積
む
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

　大
学
で
学
ん
で
す
ぐ
に
公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ス
リ
ー
ト
は
経
験
値
の

な
い
人
に
栄
養
管
理
を
任
せ
た
く
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
学

生
に
は
、
ま
ず
は
病
院
や
福
祉
施
設
に
勤
務
し
な
が
ら
勉
強
し
、
公

認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
の
資
格
を
取
る
よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
経
験
し
た
上
で
、
現
場
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

外
川

　公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
は
現
在
何
人
く
ら
い
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木

　約
６
０
０
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
養
成
す
る
人
数
は
、年

間
70
人
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
な
り
ハ
ー
ド
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
の
で
、
実
際
に
資
格
を
取
得
す
る
人
は
そ
の
う
ち
60
人
く
ら
い

で
す
。 

生
粋
の
実
践
っ
子

互
い
を
認
め
尊
重
し
合
う
、女
子
教
育
の
中
で

外
川

　先
生
は
実
践
女
子
大
学
で
栄
養
学
を
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、

管
理
栄
養
士
と
し
て
の
道
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
学
生

時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
で
す
か
。

鈴
木

　私
は
中
学
か
ら
大
学
院
修
士
課
程
ま
で
実
践
に
通
っ
た
生

粋
の
実
践
っ
子
な
ん
で
す
。
中
学
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
実
践
が
大

好
き
で
、
大
学
ま
で
進
み
ま
し
た
。
大
学
は
と
て
も
居
心
地
が
良

か
っ
た
で
す
ね
。
学
生
同
士
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
す
る

気
風
が
あ
り
ま
し
た
し
、
女
子
だ
け
で
自
由
に
過
ご
せ
た
こ
と
も

良
か
っ
た
で
す
。
今
思
い
出
し
て
も
、
女
子
教
育
な
ら
で
は
の
良

さ
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
私
は
自
由
に
や
り
過
ぎ

て
、「
あ
な
た
は
一
度
、
外
に
出
た
方
が
い
い
」
と
先
生
か
ら
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。

外
川

　ス
ポ
ー
ツ
栄
養
を
学
ぼ
う
と
思
わ
れ
た
の
は
、
大
学
時
代

で
す
か
。

鈴
木

　き
っ
か
け
は
高
校
生
の
時
に
見
た
陸
上
競
技
の
世
界
大
会

で
し
た
。
カ
ー
ル
・
ル
イ
ス
が
ド
ク
タ
ー
と
ト
レ
ー
ナ
ー
、
栄
養

士
を
帯
同
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
も

栄
養
が
重
要
な
の
だ
と
興
味
を
持
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
高
校

の
先
生
か
ら
管
理
栄
養
士
と
い
う
資
格
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
、
大
学
で
栄
養
学
を
専
攻
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

外
川

　管
理
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
し
、
大
学
院
を
修
了
さ
れ
て
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外
川

　公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

キ
ャ
リ
ア
を
積
む
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

　大
学
で
学
ん
で
す
ぐ
に
公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ス
リ
ー
ト
は
経
験
値
の

な
い
人
に
栄
養
管
理
を
任
せ
た
く
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
学

生
に
は
、
ま
ず
は
病
院
や
福
祉
施
設
に
勤
務
し
な
が
ら
勉
強
し
、
公

認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
の
資
格
を
取
る
よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
経
験
し
た
上
で
、
現
場
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

外
川

　公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
は
現
在
何
人
く
ら
い
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木

　約
６
０
０
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
養
成
す
る
人
数
は
、年

間
70
人
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
な
り
ハ
ー
ド
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
の
で
、
実
際
に
資
格
を
取
得
す
る
人
は
そ
の
う
ち
60
人
く
ら
い

で
す
。 

生
粋
の
実
践
っ
子

互
い
を
認
め
尊
重
し
合
う
、女
子
教
育
の
中
で

外
川

　先
生
は
実
践
女
子
大
学
で
栄
養
学
を
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、

管
理
栄
養
士
と
し
て
の
道
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
学
生

時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
で
す
か
。

鈴
木

　私
は
中
学
か
ら
大
学
院
修
士
課
程
ま
で
実
践
に
通
っ
た
生

粋
の
実
践
っ
子
な
ん
で
す
。
中
学
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
実
践
が
大

好
き
で
、
大
学
ま
で
進
み
ま
し
た
。
大
学
は
と
て
も
居
心
地
が
良

か
っ
た
で
す
ね
。
学
生
同
士
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
す
る

気
風
が
あ
り
ま
し
た
し
、
女
子
だ
け
で
自
由
に
過
ご
せ
た
こ
と
も

良
か
っ
た
で
す
。
今
思
い
出
し
て
も
、
女
子
教
育
な
ら
で
は
の
良

さ
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
私
は
自
由
に
や
り
過
ぎ

て
、「
あ
な
た
は
一
度
、
外
に
出
た
方
が
い
い
」
と
先
生
か
ら
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。

外
川

　ス
ポ
ー
ツ
栄
養
を
学
ぼ
う
と
思
わ
れ
た
の
は
、
大
学
時
代

で
す
か
。

鈴
木

　き
っ
か
け
は
高
校
生
の
時
に
見
た
陸
上
競
技
の
世
界
大
会

で
し
た
。
カ
ー
ル
・
ル
イ
ス
が
ド
ク
タ
ー
と
ト
レ
ー
ナ
ー
、
栄
養

士
を
帯
同
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
も

栄
養
が
重
要
な
の
だ
と
興
味
を
持
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
高
校

の
先
生
か
ら
管
理
栄
養
士
と
い
う
資
格
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
、
大
学
で
栄
養
学
を
専
攻
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

外
川

　管
理
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
し
、
大
学
院
を
修
了
さ
れ
て
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か
ら
は
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
助
教
授
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
体
育

大
学
と
い
う
環
境
は
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
か
。

鈴
木

　大
学
教
育
、
特
に
教
室
で
の
授
業
は
、
基
本
的
に
学
生
の

集
団
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
研
究
と
し
て
、
チ
ー
ム
競
技
か
ら

個
人
競
技
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ス
リ
ー
ト
の
栄
養
管
理
が
で
き
、

最
高
に
幸
せ
な
環
境
で
し
た
。

外
川

　神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
に
移
ら
れ
た
理
由
は
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

鈴
木

　鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
と
て
も
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
に
興
味
を
持
つ
学

生
が
い
る
も
の
の
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
環
境
で
あ
っ
た
た
め
、
私
の
後
継
者
を
生
む
こ
と
が
で
き
な
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
０
年
の
法
改
正

に
よ
り
、
管
理
栄
養
士
の
中
心
と
な
る
専
門
の
考
え
方
が
、「
食
物

栄
養
学
」
か
ら
「
人
間
栄
養
学
」
に
変
わ
り
、
よ
り
個
人
を
重
視

す
る
学
び
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
将
来

的
に
、
私
と
同
じ
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
管
理
栄
養
士
を
育
て
、
裾

野
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
、
現
在
の
大
学
に
移
り
ま
し
た
。

外
川

　移
籍
後
、
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
学
生
た
ち
の
中
か
ら
、
先

生
の
マ
イ
ン
ド
を
受
け
継
い
だ
公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
が
次
々
に

巣
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

鈴
木

　プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
で
公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
を
し
て
い
る

卒
業
生
も
い
ま
す
し
、
ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
に
管
理
栄
養
士
と
し
て

勤
め
て
い
る
卒
業
生
も
い
ま
す
。
本
学
に
も
３
名
の
公
認
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
士
が
い
ま
す
。

思
い
込
み
を
捨
て
る

外
川

　先
生
が
管
理
栄
養
士
と
し
て
仕
事
を
す
る
上
で
、
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

鈴
木

　思
い
込
み
を
捨
て
る
こ
と
で
す
。
経
験
値
が
高
く
な
る
と

「
今
回
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
か
な
」
と
思
い
込
ん
で
動
い
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
誰
一
人
と
し
て
同
じ
身
体
の
作
り

の
人
間
は
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
思
い
込
み
を
捨
て
て
、
し
っ
か

り
一
人
一
人
を
見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
現
在
、
パ

ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
栄
養
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ラ
ア
ス

リ
ー
ト
の
場
合
、
ア
ス
リ
ー
ト
自
身
が
「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良

い
」
と
い
う
状
態
を
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
身
体

の
一
部
が
動
か
な
い
な
ど
の
自
分
の
障
害
を
受
け
入
れ
過
ぎ
て
い
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て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
落
ち
て
い
て
も
「
仕
方
が
な
い
」
と
諦

め
て
し
ま
う
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
思
い
込
み
で
、
パ
ラ
ア

ス
リ
ー
ト
も
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
良
い
状
態
を
作
れ
る
は
ず
な
の

で
す
。
公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
の
仕
事
を
通
し
て
、
そ
う
し
た
思

い
込
み
を
払
拭
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
理

栄
養
士
の
側
も
思
い
込
み
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

「
他
人
の
食
生
活
に
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
栄
養
士
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
勝
手
な
思
い
込
み
な
の
で

す
。
相
手
に
と
っ
て
踏
み
込
む
方
が
い
い
と
思
っ
た
ら
、
踏
み
込

む
し
か
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
思
い
込
み
が
可
能
性
を
狭
め
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

外
川

　先
生
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
心
の
栄
養
ま
で
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

鈴
木

　や
は
り
教
育
が
大
切
な
の
で
す
。
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
も

思
い
込
み
に
縛
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
は
お
菓
子
を
食
べ

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

実
は
そ
れ
は
大
き
な
間

違
い
で
す
。
激
し
い
運
動
を
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
消
費
す

る
と
、
１
日
３
食
だ
け
で
は
足
り
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
お
菓

子
は
小
さ
く
て
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
食
品
な
の
で
、
そ
の
際
の
栄
養

素
摂
取
の
方
法
と
し
て
と
て
も
効
果
的
な
の
で
す
。
し
か
し
、
日
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。
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踏
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も
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踏
み
込
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が
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い
と
思
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ら
、
踏
み
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う
い
う
思
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狭
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の
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と
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の
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も
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縛
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い
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菓
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に
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と
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１
日
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食
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け
で
は
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場
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菓
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食
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。
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本
で
は
ア
ス
リ
ー
ト
は
お
菓
子
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
風

潮
が
あ
る
。
栄
養
の
専
門
職
で
は
な
い
監
督
や
コ
ー
チ
が
、
自
分

自
身
で
お
菓
子
を
食
べ
る
種
類
や
量
を
難
し
く
て
教
育
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、「
こ
う
い
う
も
の
は
食
べ
る
な
」
と
教
育
し
て
い
る
の

で
す
。
私
は
公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
が
正
し
い
知
識
を
基
に
教
育

す
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
現
状
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
場
に
立
ち
続
け
る
か
ら
こ
そ

伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

外
川

　先
生
は
現
在
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
と
し
て
ど
の
よ
う

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

　日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
強
化
本
部
員
と
し
て
、

基
本
的
に
全
競
技
の
状
況
を
確
認
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
ま
す
。
個
人
と
し
て
は
、
駅
伝
の
実
業
団
チ
ー
ム
、
車

い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
代
表
チ
ー
ム
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
な

ど
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
栄
養
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

外
川

　大
学
教
育
に
携
わ
る
一
方
で
、
現
場
に
も
積
極
的
に
立
ち

続
け
て
い
る
の
で
す
ね
。

鈴
木

　現
場
に
立
つ
こ
と
は
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
現
場
か
ら
離
れ

て
し
ま
っ
た
ら
、
今
ま
で
の
経
験
を
基
に
し
た
こ
と
し
か
伝
え
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
現
場
に
い
る
人
間
か
ら
出
る
言
葉
と
、
そ
こ

を
離
れ
た
人
間
か
ら
出
る
言
葉
は
全
く
違
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

現
場
で
の
仕
事
を
通
じ
て
、
新
し
い
研
究
の
タ
ネ
を
見
つ
け
た
り
、

自
分
の
研
究
結
果
や
考
え
方
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
確
か
め
た
り

と
い
う
意
味
合
い
も
大
き
い
で
す
ね
。

外
川

　現
場
で
の
経
験
が
教
育
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

鈴
木

　公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
と
し
て
活
動
し
て
い
る
中
で
、
た

く
さ
ん
失
敗
も
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
世
界
は
ト
ラ
イ
＆

エ
ラ
ー
で
す
。
エ
ラ
ー
を
恐
れ
て
い
て
は
、
ト
ラ
イ
で
き
ま
せ
ん
。

大
学
で
教
え
て
い
る
と
、
失
敗
を
怖
が
る
学
生
が
と
て
も
多
い
こ

と
が
気
に
な
り
ま
す
。

外
川

　よ
く
分
か
り
ま
す
。
失
敗
し
た
こ
と
を
言
い
出
せ
な
い
学

生
が
多
い
こ
と
も
気
に
な
り
ま
す
。

鈴
木

　学
生
が
つ
ま
ず
い
た
時
に
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
を
つ
か
せ

て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
の
も
っ
と
大
き
な
つ
ま
ず
き
で
転
ん
で
し

ま
う
こ
と
の
方
が
怖
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
学
生
が
つ
ま

ず
い
た
時
は
、
彼
ら
が
答
え
を
出
す
ま
で
何
も
言
わ
ず
、
じ
っ
と

待
ち
ま
す
。
そ
う
す
る
と
学
生
は
考
え
る
。
そ
の
結
果
、
い
い
ア

イ
デ
ア
が
出
て
く
る
も
の
な
の
で
す
。
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外
川

　あ
え
て
「
教
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
、
大
学
教
育
で
は

大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
先
生
の
中
で
今
の
大
学
教
育
に

対
し
て
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

鈴
木

　現
在
の
大
学
は
、
文
部
科
学
省
の
方
針
で
学
修
者
本
位
の

在
り
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
修
者

に
よ
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
は
違
い
ま

す
。
大
学
全
入
時
代
が
本
格
化
し
て
き
た
今
、

学
修
者
本
位
の
在
り
方
を
続
け
る
に
は
、
学
生

の
意
欲
を
高
め
る
体
制
が
な
い
と
、
大
学
の
存

在
意
義
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

外
川

　最
後
に
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
の
先
駆
者
と

し
て
、
今
後
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

鈴
木

　ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
の
エ
ビ
デ
ン
ス
や
ス

キ
ル
は
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
分
野
で
も
生
か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
女
性
の
身
体
は
、
妊
娠
前
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
栄
養
素
が
不
足
し
た
栄
養
状
態
で
は
妊
娠
後
に
胎
児
を

良
好
に
発
育
で
き
な
い
と
判
断
す
る
と
、
妊
娠
の
可
能
性
が
低
く

な
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
男
性
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
場
合
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
に
比
べ
て
消
費
量
が
多
す
ぎ
る
と
精
子
の
量

が
少
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
私
の
経
験
で
は
、
妊
娠
を
希

望
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
夫
婦
に
栄
養
管
理
を
す
る
こ
と
で
、
栄
養
状

態
が
改
善
し
、
翌
年
に
は
子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
た
ケ
ー

ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
、
更
年

期
に
つ
い
て
の
教
育
が
女
性
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

に
対
し
て
充
実
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

更
年
期
の
教
育
・
支
援
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

栄
養
状
態
を
適
切
に
維
持
す
る
こ
と
は
、
実
は

と
て
も
難
し
い
の
で
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
食

べ
た
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
だ
か

ら
こ
そ
、
食
育
の
知
識
だ
け
で
は
栄
養
状
態
を
良

好
に
で
き
な
い
時
代
が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
栄

養
の
専
門
職
で
あ
る
管
理
栄
養
士
の
力
を
借
り
て

「
本
当
の
健
康
」
を
手
に
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
管
理
栄
養
士
」
の
仕
組
み
を
作
る
こ

と
も
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
で
す
。

外
川

　私
も
食
生
活
に
気
を
付
け
て
「
本
当
の
健
康
」
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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以
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の
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。

外
川

　私
も
食
生
活
に
気
を
付
け
て
「
本
当
の
健
康
」
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

133



私大連フォーラム2025 開催！

2040年、大学教育のニューノーマルを描くテーマ

【発題者】
●伊藤公平氏（慶應義塾長）
●竹安栄子氏（京都女子大学学長）
●小路明善氏（アサヒグループホールディン
  グス株式会社会長）
【司会・コーディネーター】
●高橋智幸氏（関西大学学長）

会場参加 ▶ 先着70名
オンライン視聴 ▶ 定員制限なし
［締切］令和8年3月9日（月）

令和8年3月17日（火）
13:00~15:30
情報交換会…15:35～16:10
ステーションコンファレンス東京／
YouTubeライブ配信有

会 場

日 時

● プログラム詳細、参加お申込みはこちら
こちらから
お申し込み
ください

保
立
和
夫
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
中
野
義
昭
副
学
長
が
２

０
２
５
年
９
月
１
日
付
で
、
第
８

代
学
長
に
就
任
し
た
。

中
野
新
学
長
は
１
９
５
９
年

生
ま
れ
。
１
９
８
２
年
に
東
京
大

学
工
学
部
電
子
工
学
科
を
卒
業
後
、

同
大
学
大
学
院
に
て
電
子
工
学
専

門
課
程
の
修
士
・
博
士
課
程
を
修

了
し
た
。
１
９
８
７
年
に
同
大
学

工
学
部
電
子
工
学
科
に
助
手
と
し

て
採
用
さ
れ
、
１
９
８
８
年
に
専

任
講
師
、
１
９
９
２
年
に
助
教
授
。

２
０
０
０
年
に
同
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
電
子
工
学
専
攻
教
授

へ
就
任
し
た
。
２
０
０
２
年
、同
大

学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

に
異
動
、
２
０
０
８
年
に
副
所
長
、

２
０
１
０
年
に
所
長
を
歴
任
し
た
。

２
０
１
３
年
か
ら
は
再
び
工
学
系

研
究
科
教
授
を
務
め
、
２
０
２
５

年
３
月
に
同
大
学
を
定
年
退
職
。

４
月
に
豊
田
工
業
大
学
副
学
長
・

教
授
に
就
任
し
、
９
月
よ
り
現
職
。

専
門
分
野
は
光
電
子
デ
バ
イ
ス

工
学
。
半
導
体
レ
ー
ザ
、
光
集
積

回
路
、
高
効
率
太
陽
電
池
等
の
研

究
に
従
事
し
た
。

豊
田
工
業
大
学
の
教
育
の
特
色

は
機
械
シ
ス
テ
ム
・
電
子
情
報
・

物
質
工
学
の
３
分
野
を
融
合
し
た

「
分
野
横
断
型
履
修
」。
安
定
し
た

経
営
基
盤
の
も
と
研
究
環
境
を
充

実
さ
せ
、
必
修
科
目
の
学
外
実
習

等
を
通
じ
て
実
践
的
な
能
力
を
育

成
す
る
。
２
０
３
１
年
の
開
学
50

周
年
に
向
け
、
従
来
の
特
長
と
強

み
を
錬
磨
し
進
化
し
て
い
く
。

豊
田
工
業
大
学

豊
田
工
業
大
学 
学
長

中な
か

野の 

義よ
し

昭あ
き
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河
合 

久
（
か
わ
い 

ひ
さ
し
）

中
央
大
学
学
長
。
’83
中
央
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
’21
よ
り
現
職
。
専
門
は

会
計
情
報
シ
ス
テ
ム
論
。

田
中 

愛
治
（
た
な
か 

あ
い
じ
）

早
稲
田
大
学
総
長
。
’85
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
政

治
学
研
究
科
修
士
博
士
一
貫
コ
ー
ス
修
了
。
政
治

学
博
士（Ph.D

.

）。
早
稲
田
大
学
教
授
、理
事
、世
界

政
治
学
会（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ａ
）会
長
等
を
経
て
’18
よ
り
現
職
。

小
池 

茂
子
（
こ
い
け 

し
げ
こ
）

聖
学
院
大
学
学
長
。
’93
青
山
学
院
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
教
育
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得

済
退
学（
文
学
修
士
）。
’23
よ
り
現
職
。
専
門
は
成
人

教
育
学
、生
涯
学
習
論
。

湯
澤 

恵
介
（
ゆ
ざ
わ 

け
い
す
け
）

学
校
法
人
梅
村
学
園
中
京
大
学
学
術
情
報
シ
ス
テ

ム
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
主
任
。
中
京
大
学
情
報
理
工

学
部
情
報
知
能
学
科
卒
業
。
市
役
所
を
経
て
、’25
中

京
大
学
に
入
職
。
主
に
Ｄ
Ｘ
推
進
を
担
当
。

坂
倉 

康
平
（
さ
か
く
ら 

こ
う
へ
い
）

学
校
法
人
上
智
学
院
総
務
局
経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
修
士

課
程
修
了
。
富
士
通
総
研
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
係
る

コ
ン
サ
ル・調
査
に
従
事
後
、’21
上
智
学
院
入
職
。

武
田 

享
也
（
た
け
だ 

ゆ
き
や
）

駒
澤
大
学
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
課
。
駒
澤
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル・メ
デ
ィ
ア・ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
学
部
卒
業
。
’14
駒
澤
大
学
に
入
職
、’19

よ
り
現
職
。

喜
多 

真
一
（
き
た 

し
ん
い
ち
）

国
立
大
学
法
人
大
阪
大
学
情
報
推
進
部
デ
ジ
タ
ル

戦
略
推
進
室
専
門
職
員
。
’06
大
阪
市
立
大
学
理
学

部
地
球
学
科
卒
業
。
民
間
企
業
を
経
て
、’09
大
阪

大
学
に
入
職
、’21
よ
り
現
職
。

河
越 

英
代
（
か
わ
ご
え 

ひ
で
よ
）

慶
應
義
塾
広
報
室
長
。

今
永 

典
秀
（
い
ま
な
が 

の
り
ひ
で
）

コ
ー・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学
事
務
局
長・教
授
。

博
士（
工
学
）。
民
間
企
業
勤
務
、岐
阜
大
学
な
ど

を
経
て
現
職
。『
長
期
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

入
門
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。

澤
田 

英
行
（
さ
わ
だ 

ひ
で
ゆ
き
）

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
長・環
境
シ

ス
テ
ム
学
科
教
授
。
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備・Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
担
当
理
事
。
’87
芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
建

設
工
学
専
攻
修
了
。

永
野 

誠
（
な
が
の 

ま
こ
と
）

関
西
学
院
大
学
社
会
連
携・イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
課
長
。
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
卒

業
。
機
械
メ
ー
カ
ー
勤
務
を
経
て
’02
関
西
学
院
入

職
。
人
事
部
、入
試
課
等
を
経
て
’22
よ
り
現
職
。

三
宅 

雅
人
（
み
や
け 

ま
さ
と
）

立
命
館
大
学
副
学
長・社
会
共
創
推
進
本
部
長・Ｏ

Ｉ
Ｃ
総
合
研
究
機
構
教
授
。
’03
奈
良
先
端
大
博
士

後
期
課
程
研
究
指
導
認
定
退
学
。
博
士（
工
学
）。

同
大
学
准
教
授
を
経
て
’23
よ
り
現
職
。

北
野 

寧
彦
（
き
た
の 

や
す
ひ
こ
）

早
稲
田
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
部
長
。
早
稲
田
大
学

理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
一
級
建
築
士
。
総
合

建
設
会
社
を
経
て
’04
早
稲
田
大
学
入
職
。
’08
よ
り

企
画・建
設
課
長
、’23
よ
り
副
部
長
、’25
よ
り
現
職
。

太
田 

幸
治
（
お
お
た 

こ
う
じ
）

愛
知
大
学
さ
さ
し
ま
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー

（ASITASIA

）セ
ン
タ
ー
長・地
域
連
携
室
副
室
長・経

営
学
部
教
授
。
専
攻
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
主
著『
は
じ

ま
り
の
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
共
著・水
曜
社
）な
ど
。
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河
合 

久
（
か
わ
い 

ひ
さ
し
）

中
央
大
学
学
長
。
’83
中
央
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
’21
よ
り
現
職
。
専
門
は

会
計
情
報
シ
ス
テ
ム
論
。

田
中 

愛
治
（
た
な
か 

あ
い
じ
）

早
稲
田
大
学
総
長
。
’85
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
政

治
学
研
究
科
修
士
博
士
一
貫
コ
ー
ス
修
了
。
政
治

学
博
士（Ph.D

.

）。
早
稲
田
大
学
教
授
、理
事
、世
界

政
治
学
会（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ａ
）会
長
等
を
経
て
’18
よ
り
現
職
。

小
池 

茂
子
（
こ
い
け 

し
げ
こ
）

聖
学
院
大
学
学
長
。
’93
青
山
学
院
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
教
育
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得

済
退
学（
文
学
修
士
）。
’23
よ
り
現
職
。
専
門
は
成
人

教
育
学
、生
涯
学
習
論
。

湯
澤 

恵
介
（
ゆ
ざ
わ 

け
い
す
け
）

学
校
法
人
梅
村
学
園
中
京
大
学
学
術
情
報
シ
ス
テ

ム
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
主
任
。
中
京
大
学
情
報
理
工

学
部
情
報
知
能
学
科
卒
業
。
市
役
所
を
経
て
、’25
中

京
大
学
に
入
職
。
主
に
Ｄ
Ｘ
推
進
を
担
当
。

坂
倉 

康
平
（
さ
か
く
ら 

こ
う
へ
い
）

学
校
法
人
上
智
学
院
総
務
局
経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
修
士

課
程
修
了
。
富
士
通
総
研
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
係
る

コ
ン
サ
ル・調
査
に
従
事
後
、’21
上
智
学
院
入
職
。

武
田 

享
也
（
た
け
だ 

ゆ
き
や
）

駒
澤
大
学
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
課
。
駒
澤
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル・メ
デ
ィ
ア・ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
学
部
卒
業
。
’14
駒
澤
大
学
に
入
職
、’19

よ
り
現
職
。

喜
多 

真
一
（
き
た 

し
ん
い
ち
）

国
立
大
学
法
人
大
阪
大
学
情
報
推
進
部
デ
ジ
タ
ル

戦
略
推
進
室
専
門
職
員
。
’06
大
阪
市
立
大
学
理
学

部
地
球
学
科
卒
業
。
民
間
企
業
を
経
て
、’09
大
阪

大
学
に
入
職
、’21
よ
り
現
職
。

河
越 

英
代
（
か
わ
ご
え 

ひ
で
よ
）

慶
應
義
塾
広
報
室
長
。

今
永 
典
秀
（
い
ま
な
が 

の
り
ひ
で
）

コ
ー・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学
事
務
局
長・教
授
。

博
士（
工
学
）。
民
間
企
業
勤
務
、岐
阜
大
学
な
ど

を
経
て
現
職
。『
長
期
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

入
門
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。

澤
田 

英
行
（
さ
わ
だ 

ひ
で
ゆ
き
）

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
長・環
境
シ

ス
テ
ム
学
科
教
授
。
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備・Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
担
当
理
事
。
’87
芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
建

設
工
学
専
攻
修
了
。

永
野 

誠
（
な
が
の 

ま
こ
と
）

関
西
学
院
大
学
社
会
連
携・イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
課
長
。
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
卒

業
。
機
械
メ
ー
カ
ー
勤
務
を
経
て
’02
関
西
学
院
入

職
。
人
事
部
、入
試
課
等
を
経
て
’22
よ
り
現
職
。

三
宅 

雅
人
（
み
や
け 

ま
さ
と
）

立
命
館
大
学
副
学
長・社
会
共
創
推
進
本
部
長・Ｏ

Ｉ
Ｃ
総
合
研
究
機
構
教
授
。
’03
奈
良
先
端
大
博
士

後
期
課
程
研
究
指
導
認
定
退
学
。
博
士（
工
学
）。

同
大
学
准
教
授
を
経
て
’23
よ
り
現
職
。

北
野 

寧
彦
（
き
た
の 

や
す
ひ
こ
）

早
稲
田
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
部
長
。
早
稲
田
大
学

理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
一
級
建
築
士
。
総
合

建
設
会
社
を
経
て
’04
早
稲
田
大
学
入
職
。
’08
よ
り

企
画・建
設
課
長
、’23
よ
り
副
部
長
、’25
よ
り
現
職
。

太
田 

幸
治
（
お
お
た 

こ
う
じ
）

愛
知
大
学
さ
さ
し
ま
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー

（ASITASIA

）セ
ン
タ
ー
長・地
域
連
携
室
副
室
長・経

営
学
部
教
授
。
専
攻
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
主
著『
は
じ

ま
り
の
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
共
著・水
曜
社
）な
ど
。
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吉
村 

和
真
（
よ
し
む
ら 

か
ず
ま
）

学
校
法
人
京
都
精
華
大
学
理
事
長
、京
都
精
華
大

学
マ
ン
ガ
学
部
教
授
。
’99
立
命
館
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
修
士

（
文
学
）。
’06
准
教
授
、’13
教
授
、’24
よ
り
理
事
長
。

宮
越 

美
紀
子
（
み
や
こ
し 

み
き
こ
）

学
校
法
人
成
蹊
学
園
総
務
部
長
兼
企
画
室
広
報

担
当
部
長
。
ピ
ー
チ
く
ん
の
作
者
で
あ
り
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
。
作
者
と
し
て
の
名
前
は
コ
キ
ミ
セ

ル
ナ
。

長
谷
川 

裕
晃
（
は
せ
が
わ 

ひ
ろ
あ
き
）

甲
南
学
園
広
報
部
職
員
。
’18
甲
南
学
園
入
職
、ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
経
て
’24
よ
り
現
職
。

野
見
山 

智
道
（
の
み
や
ま 

と
も
み
ち
）

学
校
法
人
明
治
大
学
経
営
企
画
部
広
報
課
長
。

川
添 

麻
衣
子
（
か
わ
そ
え 

ま
い
こ
）

同
志
社
女
子
大
学
広
報
部
広
報
室
広
報
課
長
。
同

大
学
学
芸
学
部
音
楽
学
科
卒
業
。
同
大
学
’04
入

社
。
’17 

10
月
よ
り
広
報
部
広
報
室
広
報
課
に
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
広
報
関
連
業
務
に
従
事
。
’25 

10
月
よ
り
現
職
。

南
雲 

健
介
（
な
ぐ
も 

け
ん
す
け
）

法
政
大
学
総
長
室
広
報
課
課
長
。

吉
田 

敦
（
よ
し
だ 

あ
つ
し
）

南
山
大
学
学
生
部
長・理
工
学
部
教
授
。
’96
名
古
屋
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
。
博
士（
工
学
）。
豊
橋
技
術
科
学
大
学
助
手
、和
歌

山
大
学
講
師
を
経
て
、’09
南
山
大
学
着
任
、’14
よ
り
現
職
。

菊
地 

映
輝
（
き
く
ち 

え
い
き
）

武
蔵
大
学
社
会
学
部
准
教
授
。
博
士（
政
策・メ

デ
ィ
ア
）。
国
際
大
学
講
師
を
経
て
、’24
よ
り
現
職
。

専
門
は
文
化
社
会
学
、情
報
社
会
論
等
。

中
島 

啓
（
な
か
じ
ま 

け
い
）

日
本
女
子
大
学
食
科
学
部
教
授
。
’01
防
衛
医
科
大

学
校
医
学
研
究
科
修
了
。
博
士（
医
学
）。
神
奈
川

県
立
保
健
福
祉
大
学
教
授
を
経
て
、’22
よ
り
日
本

女
子
大
学
家
政
学
部
教
授
。
’25
よ
り
食
科
学
部
長
。

菅
沼 
隆
昭
（
す
が
ぬ
ま 

た
か
あ
き
）

文
教
大
学
大
学
事
務
局
局
次
長
。

森
田 

学
（
も
り
た 
ま
な
ぶ
）

追
手
門
学
院
大
学
大
学
事
務
局
教
務・学
生
支
援
部

部
長
、㈱
オ
ー
テ
ィ
エ
ム
監
査
役
。
’06
入
職
後
、教
学

系
及
び
法
人
部
署
を
複
数
経
験
。
’23
よ
り
現
職
。
日

本
私
立
学
校
振
興・共
済
事
業
団
第
20
期
研
修
生
。

春
田 

和
恵
（
は
る
た 

か
ず
え
）

学
校
法
人
東
京
女
子
大
学
大
学
運
営
部
長
。
同
大

学
文
理
学
部
卒
業
。
教
育
研
究
支
援
部
を
経
て
、

総
務
課
長
を
務
め
た
後
、’19
よ
り
現
職
。

鈴
木 

志
保
子
（
す
ず
き 

し
ほ
こ
）

公
立
大
学
法
人
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
大
学

院
保
健
福
祉
学
研
究
科
研
究
科
長
、公
認
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
士
。
東
海
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
修

了
。
博
士（
医
学
）。
’00
国
立
鹿
屋
体
育
大
学
助
教

授
。
’23
よ
り
現
職
。

外
川 

智
恵
（
と
が
わ 

ち
え
）

大
正
大
学
表
現
学
部
教
授
。
同
大
学
卒
業
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
臨
床
心
理
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
山
梨

放
送
を
経
て
フ
リ
ー
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
巻
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、新
語・流
行
語
大
賞
の
総
合
司
会
な
ど
。
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〈
お
断
り
〉 本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、 

で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

● 

11
月
11
日
㈫

全
私
学
連
合
の
代

表
と
し
て
、
全
私

学
連
合
構
成
団
体

会
長
と
と
も
に
文

部
科
学
大
臣
を
表

敬
訪
問

第
８
回
常
務
理
事

会
に
出
席

国
会
議
員
に
令
和

７
年
度
補
正
予
算

に
係
る
要
望

● 

11
月
19
日
㈬

私
立
大
学
団
体
連
合
会 

私
立
大
学
振
興
協
議

会
に
出
席

● 

11
月
25
日
㈫

第
７
回
理
事
会
、
第
２
回
総
会
に
出
席

● 

12
月
16
日
㈫

第
９
回
常
務
理
事
会
に
出
席

会
長
の
動
き

● 

12
月
２
日
㈫
～
３
日
㈬

財
務
・
人
事
担
当
理
事
者
会
議
（
第
２
回
）

開
催
報
告

私大連TOPICS

令
和
７
年 

秋
の
叙
勲
・
褒
章 

（
私
大
連
事
業
関
係
者
）

◆ 

旭
日
中
綬
章

	

ハ
ン
ス	

ユ
ー
ゲ
ン・マ
ル
ク
ス

 
 

（ 

南
山
大
学
名
誉
教
授
、 

南
山
学
園
元
大
学
長
、元
理
事
長
）

◆ 

瑞
宝
重
光
章

	

吉
田	

美
喜
夫

 
 

（
立
命
館
元
総
長・大
学
長
）

◆ 

瑞
宝
中
綬
章

	

大
久
保	

信
行

 
 

（
中
央
大
学
名
誉
教
授
）

	

河
合	

宣
孝

 
 

（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）

	

馬
本	

誠
也

 
 

（
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）

	

木
南	

英
紀

 
 

（ 

順
天
堂
大
学
学
長
特
別
補
佐
、

元
大
学
長
）

	

内
田	

勝
一

 
 

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

詳
細
は
、
私
大
連
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/

　
こ
の
動
画
は
、
私
大
連
会
員
大
学
の
学
長
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
学
長
と
し
て
の
お
仕
事
、
研
究

者
と
し
て
の
活
動
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過
ご
し

方
な
ど
を
お
伺
い
し
、
学

長
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

を
通
じ
て
、
私
立
大
学
で

の
多
様
な
学
び
や
学
ぶ
こ

と
の
楽
し
さ
な
ど
、
私
立

大
学
の
魅
力
を
視
聴
者
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
関
西
大
学 

高

橋
智
幸
学
長
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
公
開
、
今
後
も

随
時
公
開
予
定
で
す
。

加
盟
大
学
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画 

「
学
長 

と
き
ど
き 

私
」
を
公
開

https://w
w

w
.youtube.com

/
playlist?list=PLXbCoVKSQ

ta
1lRjej5N

a3BL2SaCdVSihT
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）
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ｂ
サ
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を
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だ
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。
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こ
の
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は
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員
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学
の
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長
に

フ
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し
、
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長
と
し
て
の
お
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事
、
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と
し
て
の
活
動
、
プ
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イ
ベ
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の
過
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し

方
な
ど
を
お
伺
い
し
、
学

長
の
魅
力
を
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え
る
こ
と

を
通
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て
、
私
立
大
学
で

の
多
様
な
学
び
や
学
ぶ
こ

と
の
楽
し
さ
な
ど
、
私
立

大
学
の
魅
力
を
視
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者
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
関
西
大
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高

橋
智
幸
学
長
へ
の
イ
ン
タ

ビ
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ー
を
公
開
、
今
後
も

随
時
公
開
予
定
で
す
。
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盟
大
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「
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※内容は変更になる場合があります。次号予告 2026.3
NO.427

座談会「大学スポーツがつくる“誇り”と“つながり”―ブランディング戦略としての新展開 ―」
特　集「教育視点から高大連携を考える」
小特集「外国人留学生受け入れ拡大とキャリア支援 ― 大学の国際化と日本定着の未来 ―」

編集後記

だいがくのたから 専修大学 大学点描 同志社大学
クローズアップ・インタビュー

室屋 義秀さん（エアレース・パイロット／エアロバティック・パイロット）

◆
今
回
の
特
集
で
見
え
て
き
た
の
は
、
大

学
が
「
知
」
を
閉
じ
込
め
る
場
か
ら
、
社

会
に
循
環
さ
せ
る
ハ
ブ
へ
と
変
貌
し
て
い

る
姿
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ひ
ら
き
、

地
域
と
共
に
価
値
を
創
る
と
い
う
共
通
の

理
念
が
あ
り
、
図
書
館
や
カ
フ
ェ
、
広
場
、

相
談
窓
口
な
ど
の
空
間
の
開
放
は
単
な
る

施
設
利
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
成
果
や

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
地
域
に
還
元
す
る
仕

組
み
を
伴
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
学
生

が
地
域
課
題
に
挑
み
、
企
業
や
自
治
体
と

協
働
し
な
が
ら
、
学
び
を
実
社
会
に
接
続

す
る
実
践
が
広
が
っ
て
い
る
。
大
学
は
今
、

立
地
す
る
ま
ち
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
文

化
と
知
の
発
信
拠
点
の
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
も
は
や
「
囲
わ
れ
た
学

び
の
場
」
で
は
な
い
。
地
域
住
民
に
と
っ

て
は
、
学
び
や
交
流
の
場
で
あ
り
、
課
題

解
決
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
い
え
る
。
一
方
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
運
営
負
担
と
い
う
課
題

も
あ
り
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
作
り
が
求

め
ら
れ
る
。
今
回
の
特
集
を
通
じ
、
地
域

と
共
生
し
、
未
来
を
共
創
す
る
大
学
の
挑

戦
は
、
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
を
支
え

る
新
し
い
モ
デ
ル
と
な
る
可
能
性
を
強
く

感
じ
た
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時

報
分
科
会
委
員
・
関
西
学
院
広
報
部
企
画

広
報
課
課
長 

中
谷
良
規
〉

◆
自
分
で
企
画
し
て
お
き
な
が
ら
言
っ
て

し
ま
う
が
、
テ
ー
マ
が
大
学
発
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
り
、
各
校
、
割
と
ほ
っ
こ
り

と
し
た
記
事
に
な
る
の
か
と
想
像
し
て
い

た
ら
大
間
違
い
で
あ
っ
た
。
６
校
と
も
各

担
当
部
署
や
自
分
の
大
学
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
愛
情
を
注
ぐ
学
生
や
教
職
員
の
熱

量
、
そ
し
て
緻
密
な
広
報
戦
略
を
感
じ
る

素
晴
ら
し
い
事
例
紹
介
で
あ
る
。
ど
の
事

例
で
も
、
学
生
、
教
職
員
、
保
護
者
な
ど

大
学
を
取
り
巻
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
促
進
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
の
役
割
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

し
っ
か
り
担
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
２
０

１
０
年
代
以
降
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
登
場
に
よ
り
画

像
や
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
、
動
画
な
ど
の

コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
い
て
、
既
存
の
着
ぐ
る

み
活
動
や
グ
ッ
ズ
展
開
だ
け
で
な
く
、
そ

の
活
躍
の
場
を
よ
り
拡
大
し
て
い
る
印
象

だ
。
最
後
に
、
成
蹊
大
学
の
ピ
ー
チ
く
ん

の
よ
う
に
公
募
で
は
な
く
１
人
の
職
員
の

イ
ラ
ス
ト
か
ら
始
ま
る
展
開
は
大
変
興
味

深
か
っ
た
。
大
学
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
今
後

が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
あ
る
。〈
広
報
・

情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員
・
早

稲
田
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

事
務
長
兼
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
・
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
課
長 

小
泉
邦
人
〉

◆
「
思
い
込
み
を
捨
て
る
」
―
鈴
木
先
生
の

こ
の
一
言
か
ら
始
ま
る
お
話
は
、
強
く
印
象

に
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。
取
材
し
た
２
０
２

５
年
は
昭
和
１
０
０
年
に
あ
た
る
年
。
元
号

が
平
成
と
な
っ
た
１
９
８
９
年
以
降
を
思
い

起
こ
す
だ
け
で
も
、
昭
和
の
時
代
に
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
様
々
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
。

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
、
世

界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
経
験
な
ど
が
思
い

浮
か
ぶ
が
、
座
談
会
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
生

成
Ａ
Ｉ
の
登
場
と
活
用
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

「
こ
れ
を
脅
威
と
捉
え
る
か
、
機
会
と
捉

え
る
か
」
と
座
談
会
で
は
坂
倉
氏
が
発
言

し
て
い
る
が
、「
思
い
込
み
は
可
能
性
を
狭

め
る
」
と
の
鈴
木
先
生
の
言
葉
と
も
通
じ

る
も
の
を
感
じ
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
も
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
学
も
、
人
類
の
歴
史
で
考
え
る
と

生
ま
れ
た
て
の
存
在
で
あ
る
。
新
し
い
も

の
や
変
化
は
脅
威
に
も
感
じ
ら
れ
る
こ
と

は
あ
る
が
、
こ
れ
を
夢
や
可
能
性
と
捉
え

る
マ
イ
ン
ド
が
重
要
と
感
じ
る
。

か
く
言
う
私
は
、
ま
だ
生
成
Ａ
Ｉ
と
出

会
え
て
い
な
い
側
に
あ
る
。
昭
和
１
０
１

年
目
、
新
た
な
出
会
い
に
向
き
合
う
時
か

も
し
れ
な
い
。〈
日
本
私
立
大
学
連
盟
事

務
局 

加
賀
崎
奈
美
〉
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※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福岡女学院大学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学習院女子大学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
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